
日本建築協会
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竹山聖講演会

「建築を学ぶことが

できるか?J

日 本 建 築 協会

。血

冨 固

日 時 1993年 5月21 日悩

ＱＸＺＳＰｾＲＰＺＳＰ＠

会 場 イ 卜ーキ ・クリスタルホール

( 一一1 6 l

イ卜 キ大阪ニューオフ|

イスギャラリー9F J  

* 地下鉄「北浜」駅から 5分

定 員 100人( 申込多数の場合は抽i墾)

参 加 賀 会 員 500円、一般 1，000円

申 込 5 月14日幽 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1)催し名( 竹山霊講寅会) 、

2) 氏名、 3) 会員一一般の別、

4) 勤 務 先 5) 朝日記き付先

6) 電話番号、をお知らせ願い

ます。

* 参力局正を 5 月17日( 月) に発送

します。

申込先 (他日本建築協会事業課

干530 大阪市北区梅田卜|

大 開 閉 3 ピル21階

FAX .  348- 0634 Tel. 348- 0633 

竹山聖氏は、 r OXY乃木坂j r D- HOTEL

大阪j r TERRAZZAj といった話題作を

次々と世に送られている若手建築家の

ホープです。また、昨年 4 月から母校

の京都大学跡教授として教育活動も始

められました。

「沈黙をもってf奇に文# 侍したい」と言

われる竹山氏の建築は、加算的表現の

商業建築が氾監する現代の都市にあっ

て、そのスカイラインを鮮やかに切り

裂く「強度」を持っています。また近

作では特に「無為の時間の空間化j r余

白の空間」をテーマとして扱わ才L、建

築の中に人々が「生の豊かさ」を感得

できるような「無目的」な空間を挿入

いの形式」である、とする氏の信念に

基づくものでしょう。

。 .......・・・・・・0

今回の講演会では、 TERR位以以降の

最新作のスライドを通して竹山氏の建

築観をこ披露いただくと共に、その建

築観を培った氏の個人的体験とその一

般化のプロセスを語っていただきま

す。そしてさらにプロフエツサーアー

キテクトの立場から若い社会人や学生

へのメッセージとして、「建築をネ; : こ

とができるか ?j つまり本来「行為」

である建築を知識や情報として学べる

のか、という問題へとお話を発展させ

ていただきたいと思います。

することが試みられています。これは、 当日は、会場からの質問なども積極的

都市が本来「他者との交流の装置」で にお受けする予定です。皆犠の多数の

あり、建築は都市の一部介として人と こ努初をお待ちしております。

他者との新しい出会いを助ける「出会

T E R R AZ Z A 

所 在 地 東 京 ・神宮 liij

敷地而相 1，732m'  

生ｬＡ築面 ｦｪｾ 1，310m'  

延床而［ｦｪｾ 6，880耐

規 模 地 上 5 階、地下 4 附

i&J I'JI! II::1 1988年 6 f1 - 1989年10Jl

施工期r : n 1990年 1月- 1991年 12JJ

竹 山 霊 { たけやませい)

主l ! 築家 ・京都大学助教授

1954年大阪生まれ

77 JR郷大学工学部姥築学科卒業

79 * 京大学大学院修上A 程修了

設計組織アモノレ Ｗｴｬｬｊｾ 生

84 東京大学大学院博士課程修了

92- 京都大学工学部建築学科助教授

主な作品 ・著書

1984 ｍａｒｕｙｏｻｾ 行坂

87 OX Y乃木坂

89 D- HOT E L大 阪

箱宇H強fl f/E埋E

90 緑が丘の楼処

91 f 鴨の住宅

T E RRAZ Z A 

92 S T AI R WA Y  T O  IIEA V E N 

93 西新街ホテル{ ( . 定)

}l. j 京町コンサートホール( f . ・定)

1990 作 品 集 「 竹 山 聖J 六縦社

J'.{揖 ( 社) F 1 本建築協会

すれ、会μ のl . I . ¥い小委以会

撤回隆司、米11' 施、ずJ 問FJdと

龍野豪手IJ 、内f >I > 鮫、佐々木附子

I骨田昌彦、松限設、組 lまるよ

会 場 提 供 側 イ ト ー キ

建築と社会 ・1993.4 1  
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話題建築を聞く第16回

アプローズタワー

鎌谷憲彦氏に聞く

阪急梅田北地区に、梅田 ロフト ・毎 日 日 時 1993年 5 月26日嗣

放送に続いてアプローズタワーが完成 18:3U" - 21 :00 

し、茶屋町界隈が活気づいています。 会 場 日本建築協会サ ロン

アプローズタワーは、阪急東宝グル一 大阪市北区梅田トト3- 2100

プカ〈総力を挙げたプロジェク卜で、高 大阪駅前第 3 ピル21階

級ホテル ・オフィス ・二つの劇場・シ 定 員 30人

ヨツピンク・とア ミューズメン卜機能を * 申込多数の場合は抽i墾

復合した巨大なアーノてンコンプレ ック

スです。シンボリックな外在見各施設

へのアクセスを明解にし都市の賑わい

を演出する大ガレリア、ホテルのイン

テリアや劇場の構成等が話題を集めて

います。

そこて今個は、設計者の鎌谷憲彦氏を

お招きし、構想から街づくり、デザイ

ン、者s . 心の魅力、などについてスライ

ドを交えながらお話をいただきます。

さらに参加者からの質疑 ・意見をお受

けし、講師を囲んで自由にディスカ ツ

ションを行いたいと思います。多数の

参加をお待ちしています。

参 加 費 会 員 1，500円、一般2，500円

* 含、資料、飲物、消費干見

申 込 5 月18日ωまでに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1  ) 催し名( アプローズタワー・

鎌谷憲彦氏に聞く) 、 2) 氏名、

3) 会員 ・一般の別、 4) 勤 務 先

5) 参 加 証 送 付 先 6) 電話番

号、をお知らせ願います。

* 参嬬正を 5 月19日榊こ発送

します。

申込先制日本建築協会事業課

FAX. 348- 0634 

TEL .348- 0633 

〒530 大阪市北区梅田卜| ー3

- 2100 大阪駅前 3 ピル21階

鎌谷憲彦( かまたに のりひこ)

1943 京都生まれ

67 神戸大学建築判4卒業

69 同大学院修了

竹中工務底入社

現 在 竹 中 工 務 底 設 計 部 長

主な 作品

ナピオ阪急

OMホテルニ ァコウピノレ( ホテル日航大阪}

新神戸オリ エンタルシティ・ C3

. 建築概要

所 在 地 大 阪 市 北 区 茶 魁 町19-19

内 容ホテノレ、オアイス、劇場ほか

kl!築 主 阪急不動産

企 画阪急、} j [ 宝グループ

段J f・属工 竹中工務 f.5

敷地而積 14 ，666.66m'  

建築面積 8，690. 00m'  

延床而積 96，793. 12m'  

m造規模 S 、S RC、R C、Bl 、34 F 、P3

t注目3市き 161. I m 

て 期 1990年 2 月一1992if. l0月

都心をエキサイティングにするのは一

過性のエンターテイメン卜だけではな

い。人々 が者s . 心に期待するのは、都心

で自身っくりあげられているさまざま

な驚嘆に自ら参画し、その酔菓をその

場に居合わせた人身と共有し、居合わ

せた時間を忘れがたいメモリーにする

ことにある。

ホテル、オフィス、劇場を組み合わせ、

複合者日市施設としたアプローズタワー

は、者s . 心で人々が時間を費やすときに

建築が何をなしえるかを問いかける。

高いとか、大きいとか、のディメンシ

ョンでは計れない者島心の魅力をどう作

ればよいのか。おそらく、者匹心の多種

多様な用途やイメージを融合させるそ

の方法の中に都心の活力に溢れた空間

が立ち現れてくるのではないかと考え

る。

者s . 心をかたちづく り、者s . 心を面白くす

る建築は、始まったばか りである。さ

まざまな見方と問包煮を抱えたアプロ

ーズを解体し、都心とは何かを論議さ

せていただきたいと思います。

( 鎌谷憲彦)
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入選賞牌 賞牌の原案は、サモトラケで

発見された「ニケの! j ! J ( ルー

プル美術館所蔵) をモチーフと

したものです。

ニのコ ンク ールは、高校生の設計技能の

向上を目的 t し、昭和30年より毎年テー

マを変えて ｉｾｈ 臨しています。

Z 課題 地域に建つスポーツ施設

課題の趣旨 所要図面

近年、高齢化社会 ・余暇社会への対応 ，. 配置図兼: 縮尺 1:2∞ 

価値感の変化などによって健康管理に | 階平面図

対する意識が高まったことから、スポ 2. 各階平面図: 縮尺 1:2∞

ーツが生活の中で占める位置が従来よ 3. 立 面 図 : 縮 尺 1:200( 2面以上)

り一層身近になり、多くの人々がいろ

んな形で、参却するようになってきて

いる。

そこで、健康とリフレッ、ンュのために

一汗流したり、スポーツを楽しむとと

もに、地域のコミュニケーションが生

まれるようなスポーツ揺支が求められ

ている。

本課題のスポーツ嬬支は、 j副 t プール

応募方法

1  jjlJ 糊 紙l二、学校名 ・所在地・学年 ・

氏名を記入し、封筒に入れ密封し、

図面の裏に貼りつけること。( 記入用

車肋淀りない場合は複写して下さい)

4. 断 面 図 縮 尺 1:200(  1面以上) 2共同時併で応募する者は、! の記入

5. 透 視 図 設 計 意 図 を 表 す と こ ろ。 用紙に連名のうえ、代表者に丸印を

着色仕上げ。 つけること。

6. 設計説明. 設計趣旨( 立地につい 3. 応募作品は学校を通じて提出するこ

ての説明を含む) および と。

建築概要( 敷地面積、建 * 入選作品の版権は本会に属し、ま

物の構造 ・階数および た入選作品は本会にて保管する。

床面積など) を簡明に

示す。 締切期日

を主とするが、トレーニングのためだ 7. そ の他: 平面図・断面図には室 平成 5年 9月24日ω付の消印をもって

けでなく、地域の新しいコミュニケー 名 ・主要寸法を記入す 締切る。

ションに積極的に利用できるような魅 る。

カあるスペースの提案を期待する。 その他必要と恩われる図面を錨いて 送付先

もよい。 干 530 大阪市北区梅田トト3-2100

設計条件 相ヨ法人日本建築協会

1. 敷 地: 3000m程度とする。 応募条件 第39図工高生デザインコンクール係

2. 規 模: 延べ面積2000m' 以内。 1用 紙: 白色製図用紙 A 1 辛IJ Tel .06-348- 0633 

階数 ・概宣は自由とする。 (S94mmX 841mm) 1枚を使

3所 要 室 : ・副くプール 25m6 コ

ース程度とし、形は自由

に変えてもよい。

シャ ワールーム

更衣室

事務室

便 所 | 面積

洗面所 | 適宜

倉 庫

機械室

等の諸室

- 課題の趣旨に沿った新

しい提案のためのスペー

スを言宣ける。

4. 屋外施設: 駐車場 ・駐輪場 ・植栽な

どの計画を適宜行う 。

周し、その中にすべての

要求図面を循くこと。

2 仕上げ: 透視図のほかはすべて黒

色鉛筆イ土Iニげとする。透

視図は彩色用紙に描き、

製図用紙にのりづけして

もよい。

模型写真やプリント類の

鮎りつけ、図面のパネル

化などを行わない。

3 応募資格: 平成 5 年 4 月現在、高等

学校在籍の生徒で、個人

または共同てオ附乍したも

のとする。

4. その他・用紙や図面には、学校名・

学年 ・氏名など応募者が

わかるような表示は行わ

ないこと。

*ι んt. 1 ｾＴ の条件に違反

した応募作品は、失格と

することがある。

入選作品の数およひ賞

・入選作品を 10点とする。

・入選作品のうちから最優秀賞| 点、

優秀賞 2点以内を選ぴ、賞状 ・賞牌

およひ官己念品を贈る。

・他の入選作品には、賞状およひ賞式専

を贈る。

・応募者全員に参加賞を贈る。

入選者発表

審査の結果は、各学校ならびに本人に

通知するほか、本会の会誌「建築と社

会J " 月号に発表し、入選作品は翌|

月号に掲載する。

審査員 (50音 順・敬称略)

委μ 長 森 本 正一/ 鮒 i市辺設計百'J 所長

委 員 石 川 1;Jt介/ 近畿大学理工学部姥築学科助教佼 本 多 友 常/ 附竹中工務底大阪本庄設計部設問課長

北川Iかはる / 大阪市立大学生活科学部生活環境学科助教授 JiHI 正投/ 家政女子大学家政学部住居学科助教授

北 村 陵 夫/ ズーム計画工房代表 三谷 幸 訂J /側大林組本底建築設計第 3 部部長

久 保 清一/ 大阪芸術大学芸術学部姥築学科助教授 森悶 II，'I ;X; / 鹿島主主政側大阪支底建築設計部副部長

重村 JJ / 神戸大学工学部建設学科助教授 繊 尾 辿夫/ 側安井建築設計事務所大阪事務所鮫計部専門部長

崎 ;'1'夫/ 附J I ( 畑娃築事務所殻3十部長 官羽 i且1lJ 1 /鮒アイ ・エ 7 建築設計研究所所長

述 松 展 弘/ 側目処設計E主計部長 若林 広幸/ 若林広幸建築研究所主宰
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定時評議員会決議

お知らせ

日本建築協会協賛

ニ ュ ー ビ 、 ル テ 、 イ ン ク ‘

関西'83展示会

並びにシンポジウム

日本建築協会後援

第12回'83総合建築

材料・設備展

ー発見ー「個」佑の時代の住環境

日本建築協会協賛

KOBEイ ン タ ー ホ

ー ム'83( 国際建材・

住宅設備総合展)

4  

平成 5 年 3 月24日開催の定時評議員会

において、役員の改選、平成 5年度収

支予算並びに事業計画が決まりました

ので、ここに会告いたします。

ビジネス活動の拠点となるピル ・オフ

ィスの効率化闘面化雌掛土会との

融合をテーマに、企業の絃営者、ビル

のオーナー、ピル管理会社、そして建

築関係者に向けた専門の展示会が、位。

日本能率協会の主催で開かれます。

展示会では、ピル ・オフィスのイ ンテ

リジェン卜イじアメニティイヒのための

関連技術 ・システム ・機器等が集めら

れ、オフィスて働く人々の立場に立っ

た情報を提供します。

また、この期間中、 3 日間にわたりシ

ンポジウムも企商されています。

・展示会

会 期 ＱＹＹＳ 年 Ｕ 月 ＱＹ 日 側 ｾ ＲＱ 日悩

1  0:0U"-- 17:00 ( 最終日 16:00)

会 場 マ イ ドームおおさか

( 大阪市中央区本町橋2-5)

地下鉄 ・谷町4丁目か堺筋本町

入場料 1  ，000円

. シンポジウム

5 月19日 10:0U"-- 17:00 

会場/ マイドームおおさか

オープニングセッション「都市は生きも

のである」 建築家 安蘇忠雄氏

セッション 1 r変わりゆくビジネスとオ

1. 平成 5 年度評議員会正副議長

2. 平成 5年度会長 ・副会長 ・理事

3. 平成 5年度収支予算

4. 平成 5年度事業言個

フィス空間」

・オフィス環境の変貌~ヒト、情報そ

してビジネス/ 勢拭庵祥二氏( ボイス・オプ・

デザイン)

・ワークスタイルの変遷による建築設

計とオフィス業務のあり方/ 向財す仁志

氏( 清水建設技術研究所)

- オフィスビジネスの本質的変化の現

在と今後の方向性/ 鈴木泰尚氏( イトキ)

5. ヰ団法人日本建築協会細則の一部

改正

なお、上記 Ｕ 決議は、次頁 ＨｐＵｾＶ )に

掲載しました。

- 都市景観と近代建築の保存活用/ 橋

爪紳也氏 ( 京都精華大学)

5 月21 日 10:0U"-- 17:00

会場/ 大阪市北区 ・梅田スカイピル

セッションw
r
複創ヒする都市機能」

・事伊研究 ・革梅田シティ訪問 ・見学

・大阪キタ ・ミナミ~都市の文化と都

市機能の今後の方剛乞/ 鈴木裕二氏( 阪

急電鉄文化・技術研究所)

5 月20日 9:3U"-- 17:00 ・ビジネス空間における Y どのあり

会場/ マイドームおおさか 方へ外食産業、社員食堂の動向をふま

セッシヨンn
r

日本的ファシリティ ・マ えて/ 茂木信太虫E氏( フードシステム総合研

ネジメン卜」 究所)

・建物のライフ ・サイクル・コスト~コ ・ビジネス空間におけるオフィスワー

ス卜コントロールとファシリティ ・マ カーへの健康サービスのあり方~スポ

ネジメント / 古阪秀三氏( 京都大学) ーツ、健康・・ハードとソフトの提供/

・経営増臓におけるファシリティ ・マネ 永田平一郎氏 ( N・E ・0 プランニング)

ジメント~バブル崩壊後の方策/ 中津 参加料 ・オープニンク'セッション

元次氏 (アイ・ビーエム・アジア・パシフイツク) 会員8，240門会員外 10，30胴

セッション m
r
再評価される建物の保 ・ セッション ｉｾｬｬｬ ｯＩひとつ

存 ・再生と都市」 会員 14，420円会員外 17，510円

・ピルのリニューアル事例: 梅兵 ・ホ ・セッシヨンW

テルニューク・ランド/ 大山尚男氏( 清水 会員30，900門会員外37，080円

建設) ※ 会員とは協賛団体会員も含む.

・ピルのリニューアル事例: 大阪 ・大 申込先制日本能率協会

阪ガスヒ・ル/ 林義夫氏( アーパネックス) (TeI06-26卜7151 FAX06- 26卜5852)

今年も、新しい建築材料、設備機器の テ ー マ 発 見 r1固」イヒの時代の住環境 佐蔵裕之氏(カナダブリティッシュ ・

数奇を集めた r' 93総合建築材料・設備 日 時 ＱＹＹＳ 年 Ｕ 月 ＲＶ 日制 ｾ ＲＹ 日 仕Ｉ コロンビア州政府日本代表事務所)

展」が 5 月26日からインテックス大阪 場所インテックス大阪| 号館( 大阪 ・5 月28日ω1 3 : 30-、-15: ∞

| 号館が開催されます。 市住之江区南港北 1- 5- 102 ・ 「イ固」イヒの時代の住環境

同展も今回で第12回を迎え、初めての ニュー卜ラム中ふE扇R下車) 東孝光氏( 大阪大学教授)

試みとして、多数の参加国内企業のほ 内 容 出 展 参 加 企 業 13G社( 圏内) 、 参加料展示会及びセミナ一入場無料

かに、米国 ・カナ ダの企業 16社が出展 16社( 米国・カナダ) 間合先下記主催者へ。

するなど国際化時代の中て勺主目されま ・セミナ一 位。日本建築材料協会

す。 また、展示会のほかに聴講鮒初 ・5 月27日出 13:2ト 14:20 干550 対反市西区京町場卜8-3

建築トレンドセミナーを行うなど、意 「イ国」化の時代のライフスタイル Tel ＰＶ Ｍ ＴＴＳ ＭＰＳ ＴＵｾ＠ 7  

欲的な企画は、建築技術者必見の催し 福井佑吉氏( 積水ハウス総合研究所) 日本工業新耐士事業部

といえます。 同日 14:3ト 15:30 干 530 大阪市北区梅田2十 9

・展示会 カナダ ・北対毛林産業の現状と将来 Tel ＰＶＭＳＴＳＭＳＲＲＲｾ＠ 4  

神戸国際展示場で行われる恒例の樹オ また、特別講演会、住宅セミナ一、製 国際展示場い 2 号館〉

建築専門フェアも米国、カナダ、イタ 品説明会や住宅ツアーなどの行事も予 入場料 500円

リアなどからの出展を得て、西日本最 定されています。 主 催 KOBEインターホーム ' 93車民哉

大の住宅関連見本市として実績を重ね . KOBEインターホーム ' 93 委員会

てきましたが、 4 回目の今回のテーマ 会期 ＱＹＹＳ 年 Ｖ 月 Ｓ 日 同 ｾ Ｖ 日 Ｈ 日 Ｉ 詳細問い合わせは、( 財) 神戸国際交流

l手。のひ・のひ苦手らすっていいなJ 10:0U"-- 17:00 協会見本市部( 花1078- 303- 0029) か、

最新の佐情報 ・関連設備を一堂に集め、 会場神戸ポー卜アイランド〈神戸 日刊工業新聞社 (Tel 06- 946- 3384) へ。



定 時 評 議 員 会 決 議 事 項 ( 平成問月 24 日)

1 . 平成5 年 度 評 議 員 会 正 副 議 長

議 長 高 橋 保失氏 ( 銭高J必

副議長 鶴田昭一氏。寸将丑)

2. 平 成5 年度会長・副会長・理事
( 敬称略)

新( 重) 任 留任

会 長 fti:野 正一 ＨＧｴ￫ ｾＱ 挫築設計事務所Ｉ

副会長 " i l ! i 袋公明( 日 姥 設 計) 金 多 潔( 京 都 大 キ，)

鴻池藤一( 泊 地 組) 市川 宏( : !ll : 畑建築事務所)

三品 哲夫( 大阪市建築技術協会)

理 事 中島 一( 愛知l 工 業 大 学) 岡 本 行 普 (slj 和 設 官1')

( 技術) 和田 克朗( 日本池築総合試験所) 久徳: 敏治( 日本建築構造技術者協全)

岡本 宏行( 大阪市都市型車備局) 松 村 皮三 (浦 辺 設 計)

a鍋 正宏( 住宅 ・都市整備公団) 講和11宏至朗( 安井悠築設計事務所)

問 村 真 二 ( 竹 中 工 務 底 ) 須 賀 好 富 ( 近 畿 大 学)

村 上 秀 夫 ( 村 上 総 合 事 務 所 ) 小 烏 t佐( 鹿 Eゐ M! 段)

藤阪 利為( 大 林 組) 金 井 弘 次 ( 阪 Ｑ ｾ ，＠、 1!;: 
鉄) I  

片倉健雄( 近 畿 大 学) う仲上 !:1 {大 阪 大 学)

城 戸 義 雄 ( 大 阪 府 主11 築部) 多弁 幸男( 多弁建築研究所)

荒井 清( ] ! ( 畑正11 祭事務所) 市川正美( 大 成 強 設)

(総合) 銭 高 善 雄 ( 銭 固ｉ 有 ・ Ｇ ， ｾ 組) j菱沼繍夫( 浅 m 組)

大 林 芳 郎 ( 大 林 組) 臼 井 其三 (熊 谷 組)

竹 中 鎌一 ( 竹中 工 務 庖 ) 今本持右三郎{ 大阪建 設 業協会)

森ヲ1 哲也( 汗f 7)< 処 設) 藤 木 鍛三 ( 藤 木 工 務 応 )

奥村 俊夫( 奥 キf 組) 辰 巳 興一 ( 7 ゾ タ)

鴻 池 一 季 { 鴻 池 組) 西川 l 秀信( 戸 回 建 設)

松 村 雄 吾 ( 松 キ、I 組)

前野ｾ太郎Ｈあめりか屋Ｉ

( 電気) 若 山 繁( き ん で ん) 小 林 四 郎 ( 住 友 ftt 設)

架 j京信英( 栗 ｢ｾ＠ 工 業) 菅谷 釘'j (ダ イ ダ ン)

(管工) 城 口 席 平 { 大 阪 域 日 研 究 所 ) 伊 藤 良 彦 ( 三 晃 空 間)

掘 f色久治( 三 機 工 業) 伴 1Ii':l 秀( 西原衛生工業所)

( 建材) 中西 孝( マ :ノ
ア ン) 原因孝太郎( 原田セメント化工)

立野一郎( ユ

一
オ ン) 深江 実{ ア ス ワ ン)

事務局 野上 j享二 (市 務 理 1: 1ふ)

3. 平 成5 年 度 収 支 予 算

I 収入の部 ( 単位千円)

大科目 中科 目 予算額 l1<j  訳

1 . 会費収入 70 ，756 

1  . 個人正会員 28，500 本 部 ・支部会員

2 .  

"  
( 地方) 2，040 地 方会員

3 団体正会員 40 ，000 会 社 ・団体

4 .準会員 216 学生等

大科目 中科目

2.事業収入

1 会誌収入

2 .契約約款売上収入

3 会員名簿収 入

4 出版委員会収入

5 事業委員会収入

6 教育委員会収入

7 建材委員会収入

8. 受託事業収入

9. 雑収入

3 寄付ー金収入

4. 雑収入

5 記念事業積立金取崩収入

当期収入合計 ( A)

iiii Jt月繰越収支差額

収入合計 (B)

H 支出の部

大科目 中科 目

1. 事業費

l 会誌発行政

2 契約約款費

3. 会員名簿発行費

4  . 出版委員会事業費

5  .tl' j : 業委員会事業費

6. 教育委員会事業資

7 建材委員会事業費

8 記念事業務

9. 助成 'i'l

10 受託事業費

11 雑 強

2 管理I!.'i'l

1  .  *合車斗手当

2 福利厚生'i'l

3 会 議'i'l

4. 旅費交通費

5. 通信運搬'i'l

ＶＮ 集金ＧＡｾ

7 .消耗品質

8 修繕資

9 印刷製本費

10. 光熱水 'i'l

11 火災保険料

12 租税公認

13 清掃費

14 建物管理費

15.雑 'i'l 

3 予備費

当期支出合計 ( C)

当期収支差額 ( A) - ( C)

次期繰越j収支差額 ( B) - ( C)

予算額

107 ，890 

63，500 

1，200 

8，500 

1，700 

3. 000 

5，500 

240 

22，000 

2. 250 

500 

3，500 

2，5日日

185 ，146 

30 ，658 

215 ，804 

予算額

101 ，980 

61 ，500 

80 

4.500 

600 

3，000 

4，000 

140 

2，500  

2，700 

20，660 

2，300 

82 ，652 

62 ，167 

7，270 

1，200 

300 

1，100 

1，400 

700 

50 

400 

230 

15  

3，000 

500 

3，920 

400 

514 

185 ，146 

目

3日，658

日本建築協会会告

決議事項

いl 訳

12回

企画料、販売手数料

見学、講演、若い会員の品、

実務講習

受託研究調査

利 息、貸室

内 訳

印刷費ほか

印刷費 ・委員会費

務習会

見学会、講演会ほか

笑務講習会ほか

見学会など

交付金、補助金

受託調査費

社会保険料ほか

総合、理事会ほか

ｾｬￎｾ古代 ＱＱ か

振替料ほか

電気代

事務所床清掃

事務所ヒツレ管理費

(注) 平成 5年度の借入限度額lま2，000万円 t する 。

5  



日本建築協会会告

決議事項

4. 平 成5 年 度 事 業 計 画

本会は、本年度末で':(:iI J立 77年を迎えるが、建設省所旨ーの公並法人として

は最も長い歴史と伝統を倒寺しており、更に組制情徴として複合的、総

合的な会員構成と運営組織を有している。

現庄の社会、経済情勢の変化と学術、技術の発展は目ま守るしいものが

あり、建築界も例外ではなく、木会の役: ¥! i IJはますます重要なものとな って

いる。特に-Ji : 対立問題となっている建築技術者の事制呆と再教育に対応するた

めには、木会の各種: r)J喋ぞ挙げてこれに取り組む必要がある。

また、建築に関する各分野相互間はもちろん、他分野との協調にも努力

する必要がある。かかる意味から、本年度も現行寺苓業のより一層の活性化

と新規事業の企画に取り組むとともに、支音rs五i W& の強化と支部l謝罪広業の

充実をはかり、会勢の増強にも努力する。

上記の方針をふまえて、下宮己事業主? 実施する。

1 会誌「建築と社会」の発行 ( 編集委員会)

大 正 6 年 9 月の倉IJTIJ J ; . 成、第 2 手ct ! ! : 界大11脳制民前後のー 剛切を除いては、

毎月発行を統け、本会の歴史と伝統を継承するとともに、会員連帯の手段

として、また、池築の専門家と社会制吉ぶ接点として、重要な役割lを果た

している 。本年は第7喋 の 発 行 に 入って いるが、各専門分野カ雪相互に1ZJ ，カ

する編集体市IJ の下に、問題の関連づけ、一層の掘り下げを行うほか、ニュ

ース性を盛り込み、間柄栂供誌としての価値を高める 。また、時宜に過し

た特集を組むなど、ますます内容の充実を図り、頒路の開拓に努める。

また、 一 昨年度創立75周年の記念司喋として開始した「建築 t 社 会J (創

刊 号より昭和 30年まで〕の復刻版の刊行を継絞し、本会諸活動の記録制呆

全する とともに、日本現代史、特に建築史や都市計笹l史の研究者に基礎資

料を提供する。

2.  r建築技術選 書」と 〈プロのノウハウ> ( 出版委員会 )

「建築技術選{! J J は、本会創立60周年記念卒業のーっと して昭和53年度よ

り、本会の企画の下に、 学 芸出版社が発行し、広〈→没に頒布されており、

昭 和60年度までに 38i貯を出版した。 また、技術選舎の姉妹版として、日召手[J

59年度からは、より判り易〈、ここが決め手という内容で、イラスト入り

2 色刷りとしたくプロのノウハウ〉シリーズを発行し、昨年度までに 22冊

を刊行したほか、 H召柄161年度からはかl立 70周年を記念して「建築技術選抱一

特装版」を 7i附在行し、合計67iflt に及んで、いる。

本年度も、適切なテー? と拶自を者を選定して、特装版、プロのノウハワ

を数冊発行する。また、これらの出版物をテキストとして使用する、著者

によるより実務的な競演会等の開催についても継彩し実施する。

3 .講 習会などの実施

1) 建築工事実務務習会( 教育委員会)

本会翁IJ立直後から各穏批判守講習会主ナ実施してきたが、 l除緩は昭和32年 以

降中堅技符捕を対象とした講習会を毎年目糊しており、昨年度で延べ53図

を数えた。現場実務の商で技術者不足が問題となっている折から、本年度

もl制提回数の増加と大阪以外の支部や地方でのH削住を図るなど積極的に実

施する 。 また、 H寺代の要請に述u i e : 、した実務教育のあり方についても検討を

進める 。

2) 研修会等( 司現接員会)

時宜に適したテー? を選ぴ、会誌の特集との辺1型車にも留意して、講演会、

競習会、研修会を笑施するとともに、 官官掴建築作品を選定して発注者、設

計者等から建築の意図、設計の主旨を聞く会など月 1 回程度開催する。ま

た、各種ビデオ ・テープを活用した映写会を開催する。

3) 見学会( 司喋委員会)

新建築、古建築や地域開発プロジェクトな E を対象に毎月 1 四割度開催

するが、年 1 - 2 回は地方の総合的な見学 会を企画し、地方会員との交流

を図るほか、当該地域の伝統文化との触れ合いを図る。
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4) 若い会員の集い( 事業委員会)

若 い会員のJ野性 と活力を展開するため、サロン形式の集会を適宜開催し、

講師と参加者の対話に重点を置き、会員相互の交流の場 t する 。 また、海

外の建築を学 ぶ 「初刊封筒むを企画し、適宜実施する 。

4 新建築材料の調査樽す ( 樹オ委員会)

新建材の開発が盛んな中にあって、現場にf ! IJ した各穏務庁週訪オを選定し、

調査検討を行うとともにメ ーカー との交流を図って週訪オの研究開発に資す

る。 また、その成果を「建築と社会」に発表し、会員をはじめ広〈 一 般へ

の普及に宍了献する。

5 .青年技術者の顕彰 ( 青年技術者選考委員会)

昭和 Ｑ ＲＹ 年度から実施しており、今までに ＵＸＳ 名を怒なｾした。本年度 ｬ 立第 ＴＰ

回目を迎えるが、例年の通り i尚35歳以下の会員の業績を選考し、 「建築と社

会」誌ょで顕彩する 。 なお、諸般の事情から制限年齢の見直しを検討する 。

6.工高生デザインコンクールの実施 徽 育 委 員 会 )

昭 和3併手度以来、全国の高等学校建築科の生徒を対象に設計技能の向上

奨励のため、デザインコンクーノレを実施しており、今までに延べ 78針変、 3951

点の応募があり、逐年参加校及び参加者が増加している 。本年度も第 39回

を実施する。

7 工高等建築科優秀卒業生の表彰 ( 教育委員会)

昭 和27年度から 実施しており、昨年度は209'校、 235名を表彰した。本年

度も学校からの推薦により、第39回目の表彰を行う。要請のある学校へ

は、昨年同様、最寄りの会員ぞ卒業式に派遣し、直接表彰状を授与する。

8 .第 3 回日本建築協会賞の表彰 ( 1 E 画委員会 ・協会賞選考委員会)

昭和 ＶＲ 年 Ｓ 月 ＳＰ 日本会 ｦ￬ ｬ 位 ＷＰ 周年ぞ記念して、日本建築協会ＱＮＧｬーを ｾｦ￬ ｬｊ 設し

第 1 回の表彰を行ったが、本年度は昨年度に募集した謝12を選考の上、 6

月の通常総会の席上で器移する 。

9. 会員名簿の発行 ( 事務局)

隔 年 毎tこ姐E築界の各般の主要名簿を併せ集録した会員名簿を発行してし、

るが、本年度が発行期に 当たるので、 1993- 1994年版を 10月に発行し頒布

する 。

10. 図書閲覧制度の充実 ( 事務局)

昭和163年度から本会所蔵の図柱、資料を公開してし、るが、本年度も I凱系

団体の同種制度との情報交換に努めるほか、利用者の便を図るため、更に

内容の充実 と整備に努める 。

11 支 部、地方との連携の強化 ( 全体)

各委員会、事務局の事務司喋を通じて、支部及び地方 t の退場怜密にし、

本会最邸訟の強化 と会勢の拡張に努めるとともに、支部の活性化を図る 。

また支部未設置の地j或については、各委員会、事務局の事務卒業を通じ

て、支部づくりの条例ニを醸成するとともに積極的に支部設置を働きかける 。

12 .関 査、研究業務の受託 (Z)I務局)

公共団f本、公的機関その他各方面からの調査、研究委託につ いて初経的

に受け入れ体制を整えて受託することとし、可能なものについては、これ

を 「建築と社会」誌に公表し、 wr界の発展 lこ資する 。

13 .その他

会員相互及び附系者との親JJ堂守図るため午餐会、強親会、忘年会などを

適宜開催するとともに関係団体とのキ区互協力の実を挙げるため共同事業を

実施するほか、適当な事業に対しては適宜、後援、協賛をおこなう。

本会の大小会議室は、会の運営 ・事業に仮調するほか、支障のな し、限 り

会員及びー赦の利用に供するものとする 。

5. 社団法人日本建築協会細則の一部改正

第 41立中、第 17粂の次に、次の 1粂を加 える 。

第 17粂 の 2 副会長ヵ司王務局についての会務を分掌するときは、報酬を支

給する こ とができる 。報酬の額は理事会で これを定める 。
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設 計 監理 園

大 林 組 本j苫 設 計 部

施 工 ・

金 剛 組

四天王寺国際仏教大学 5号館

日|ー岡地は、 *5kの緩衝佑としてキャンノ f スのフリンジぞ形成する高低差約

ＱＰｭ の傾斜 地 てあった 。 処築 ｉ ｾ ｉ t本が1 "1然と調和lした良好な環境を: f i ll

りだすよう、自然の斜而に馴染む) 阪で、建物ぞセットパックさせ各階のテ

ラスおよび属上に庭闘を設けた。また、大地にi奈々と根をおろした力強L、

墜による構成とする こ とで、手 ｬ 然との融令をより ｾｾＱ ＼ＱｾＺ 識させてしも 。 外装

材は、先に竣工した1・2号館と同ー のタイノν とし、その他にも共通のエレ

メン 卜をもちいることにより、人々 がキャンノ f スという共通の場を実感て、きる

ような図した。

大 桃1it を中心とする南北車Ihの延長上に、 地 rl' から津々と水が湧き出す

J込をもっ広場 ・野外劇場を設定し、そこから: i A 統するかたちで5号館を

配世してし、る。

ＵＰＰ 人 ・ ＲＰＰ 人教室を収容する東西 Ｒ つの大 ｾｉＺｮｾ つなぐ Ｓ 尼 ｡ 分の吹き

抜けは、 rl' 空にのびるブリッジ、周囲に巡らされた回廊により、縦横に: i A

絞した広場となって L 、る。ここは、i l l ; IJ線の小心であるとともに、交流 ・! 脹わ

t 、の坊として、キャンパス全体にゆとりと文化 計惑じさせる大きな役割を巣

たしてしも 。上空にはゆるやかな弧をえがく屋線が、建物の重厚さとは対

照的 に ｩ ｬ 怪やかに浮かび、 吹 抜け全体を ｪ 瓜 と光の ｾｩ Ｚ ｬ Ｚ￬ ちあふれた半外 部

主主J: nとしている。

今 |百|新たに主主併有した紋が、周辺のj止.l );cと一体となってキャンノ f スを深〈

包 み込んで‘ いにとを願っている。

( 林 浩二 ・131])';[ 迫 弘 司 / 大林組本庖設計部)

入、戸一 ｾＭＭＭ ｾ ￬
人

配 置 図 1: 40∞ 

回 廊
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「

吋

川

一

向

日

間

q

断 面 図 1: 1000 

2' 皆平面図 1:1∞日

所 在 地 一 一 一 一 大 阪 府羽 曳 野市 学 園 前3丁目 2- 1

敷 地 面 積 一 一 一 103 ，265. 0  1  m'  

建 築 面 積 一 一 一 一 3 ，025 . 65肘 ( 新築部のみ)

延 床 面 積 一 一 一 一 6 ，446. 90m' ( 新 築 部 の み )

構 造 規 模 一 一 一 一 RC お よびS - SRC、日I F、3F 、PI

工 期一一一一一平成 3 年 5 月~ 平 成 4 年 8 月

最 寄 駅 一 一 一 一 近 鉄 南 大 阪 線 藤 井 寺 駅

撮 影 一 一 一 一 新 極 求

11 



東 面 会 最 鳥 撤
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由甲

設計ｾ理 ・

東 畑 建 築 事 務 所

施 工 掴

清 水 ・村 本 ・ 三 和 ・ 大 日 本 土 木 ・三 菱 建 設 共同 体

な ら フ ァ ミ リ -

当 敷地は、 奈 良 市 の地 区 計 画l指定を受けた地区てあり、西大寺駅前

再 開 発 事 業 の一刻として道路の整備に合わすと共に、交通問題の解

決を伴った施設として計i I ! ' i 1されている。

米底客の動線としては、 f立11主の利用客のアプローチは東西に、 111の利

用客は北側立体駐車場と秋篠川 の 束 敷地 より; i A，mブリッジ. て、のアフ。

ローチになっており、それぞれの入口に百貨底、 i止l仮} - gの核1苫告i I i が配

置されており、いわゆる2核 1モーノレ型の本格的ショッピンク、センターと

して計画されている。この両核を結ぶモーノレの中央には、 5用 l次抜のセ

ントラノレコートが設けられており、片側外壁面はカ ーテ ンワオ ーノレとし

て、外部空間との一体化を図ると共に、内部の各フロアーから秋篠川 I'i>

合み平城宮跡を望むII'; が出来る; l ' JR考} ，i ! ! . されている。このアトリウム空 間

には、シルクロードの隊問者11市、砂漠のオアシスとして栄えたノ f ノレミラの

泣跡、をモチーフとした壁面レリーフ、及びラクダのモニュメント等シノレク

ロードのイメージを歴史的位置付からメインテーマとして設定された広

場が配置され、いろいろのイベ、ントの演出が出来る様計画されている。

さらに、 5・6階には文化の向上を図る施設として本格的コンサートホー

ノレを持ち、また、生情的報サービスを提供する施設としては、市役所・郵

便局の各出張所、パスポートセンター等の施設が設けられており、地

域の交流スペースとして公共的な役割も兼ね備えており、多目的な機能

を持ちながら且つrふ』品質な環境となってしも。今 後この奈良ファミリ ーを

中心に地域と一体となった親しみのあるショッピンク守センターとして発展

する事ぞ期待したい。 ( 谷田庄司 / WJ 1U建築事務所)

l階平面図 l ω ∞ 

所 在 地 一 一 一 一 奈 良 市 西 大 寺 東 町2丁目 4ー|

敷地面積一一一一一 24 ，818. 18m'  

建築面積一一一一一 18 ，OI 7. 62m'  

延床面積一一一一一 117 ，379. 19m'

構 造 規 模 一 一 一 一 S ，B2F、6F( 立 体 駐 車 場7F) 、P2

工 期 一 一 一 一 平 成 3 年 l 月 ~ 平 成 4 年 川 月

最 寄 駅 一 一 一 一 近 鉄 線 大 和 西 大 寺 駅

撮 影 一 一 一 一 花 城 辰 男

ＱＱ τｉｾ＠
6' 皆円形劇場

13 
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作 . .  

Eヨ風

設 計 監理 ・

東 畑建 築 事務 所

施 工 ・

大 林 組 ・清 水 建 設 ・大 成建 設共 同 企業 体

興亜火災近畿営業本部ビル

都 市 景観 づく りに関心 がおまる昨今、大阪市が昭 和57年から取り組ん

で'M.: 建 築美観誘導出1]1支が、将来この土佐堀通りにも展開されるで

あろうと思われ、徐々に変貌する街並みの活性化 に寄与するべ‘ 〈、興 亜

火 災 近 畿営業 本 部ヒツレは計画された。

損保会社の新ビノレ建設の動きが活発な 中で、企業の知名度を高め、

より信 頼を得るにふさわしL 、近畿経済閣での主要とすペ〈、 r21世紀を展

望した先進機能を持つ、斬新で‘ ユニークな建物」をテーマに、総 合 設

計 制 度 を活用 し、地 下2階 ・地上 18階、高さ77 ，6 0 mの特徴あるシンボ

リックな建物形 態とした。

外観 は、基ｾ ｪ［ ｦｬ 音 ＱＱ にポノレ ト カツレ産花 開 石を用い、永続性 ・ 安定 ｊ 惑 を表

現、 」ニ層部はメタリックフッソi間 l旨アノレミノ明、ノレと高性能熱線反射硝子

のアルミカーテンウオーノレて¥発展性と上昇感のある鋭不11な表現とし、 こ

の対比により緊張感を持つ次の世代に即 したデザインを目指した。基

準 階 事 務室は、全面 OA フロアーを採 用、 間 口20 ，8mx 奥 行18 ，20 m

のフレキ シ ピ ｙ テ ィのある快適な無柱空間 。 また、 Ｑ ・ Ｒ 階の ｼ 期放ｾのあ

る吹き抜けを持ったエ ントランスは、企業の品格と公共性を丞祝した。

正面のモニュメント・関根 伸 夫 作「郵船皮津の風」は、微細な風にも流暢

な重11きにより、行き交う人 々の心 に諮りかけ、この建物 のアイテ、、ンティ ーを

よりー 府印象 づけている。 ( 中村行雄 / 束畑 建 築 事 務所)

l' 皆平面図 1:8∞ 

所 在 地 一 一 ー 一 一 大 阪 市 西 区 土 佐 堀3丁目 3- 17

敷地面積一ー一一一 1，713 ，9 0 m'  

建 築 面 積 一一一一一 736 ，5 0 m'・

延 床 面 積 一一一一一 13 ，216 . 3 8 m'

構 造規模一一一一一 S R C、 S 、B 2 F、18F、PI

工 期 一 一一 一 平成 2 年 8 月~ 平 成 4 年 10月

最 寄 駅 一 一 一 一 地 下鉄 千日 前 線 阿 波 座 駅

撮 影 一 一 一 一 伸和 実 業

ヱレ ベ - 7 ーホール{ ステ ン ドグラス。三浦啓子作「揺光J )
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ART PRO耐

大 倉 侍 郎

J IR OU OHK UR A  

1942 京 都 府 宇 治 市 に 生 ま れ る

1966 京 都 教 育 大 学 契 術 工 芸 専 攻 科 終 了

1972 京 展 に て 市 長 賞

1973  京 都 府 主 催 第 1 回 京 都 彫 刻 新 人 展 に て 新 人 賞

1978 第 12回 日 本 国 際 美 術 展

1980 京 都 府 立 文 化 芸 術 会 館 創 立 10周 年 配 念 展 に 招 待 出 品

1984 ワシ ン トンD C、 国 際 通 貨 基 金 ( I MF Gall ery) で 個 展

1988 : / 力ゴ ・イ ン ? ー ナ シ ョ ナ ル ア ー ト ・ シ ョ ウ に 出 品

大 阪 現 代 ア トフ ェ ア - ' 88 大 阪 府 立 現 代 策 術 セ ン ?

1989 焚 術 ・工 芸 常 殺 展 招 待 出 品 京 都 府 文 化 博 物 館

1990 ヴ ァ ー ジ ニ ア 州 立 工 科 大 学 に て f Mount ain Lake Screen  Tachi J  

制 作 個 展 USA" Roanok Museu m、 ヴ ァ ー ジ ニ ア 州

199 1  個 展 Sout heast ern Cent er  10r  Cont empor ary  Art、ノースキャロ

ラ イ ナ 州

1992 ヴ ァ ー ジ ニ ア 工 科 大 学 と Pyr ami d Atl anti c( Was hi ngt on DC) にて、

辛口紙と墨によるワークショ y プ

私をJ * に彫刻にI l Hl 浪させてくれたのは、1969年のアリゾナ砂淡へ

の旅であった 。 帰国後、 ＱＯｊｾ 然に摘木を手に入札それを彫り始めて

今日に至っている。それは、人間の出現よりはるかに時間を経た

、木ρ という生命体と、点にも等 しい 、'";f1" という生命体の出会い

であった。そして、その出会いを遂行する湾1、の心。の原点は、あ

の地球の歴史そのものである 、ア リゾナグなのである。干M 材対こ触

れるとき、私は、私の中の宇宙を感じる。私は、木を彫りつづける

中で、いかに木を V乍らなしげで、木と触れ合うか、その方法を見

付けることに努力した。それを見いだした時にこそ、私は人間とい

16  建築と社会 ・1993. 4

う概念を越えた宇宙の存在になる。私は造ることを極力事[ 'ヘ シ ン

プlレな行為を繰り返すことで実在に迫る。そして、宇宙そのものに

迫る。この作品は1990年、ウeアージニア州立工科大学のMoun凶 n

Lake  Workshopで、2 ヵ月の月日を費やして制作された。4 11111双の

開問慨刻で、 16組作られた。木は、ブラック ・ウオーl レナットで、

国有林から事自失された。木の表面はチョウナではつり 、所々ドリル

でプ功明いている。朱と泉色でド ローイングさ礼金箔かプットラ

ンダムにJ ! 占られている。最高2. 8m、全長35m。この作品の完成を記

念して、ジョンケージより、作者に彼の作品が送られた。 大倉侍虫11



岩 野 勝 人

1961 

1988 

1990 

1988 

1990 

ＱＹＹＱ ｾＹＲ＠

1987 

1988 

1989 

1990 

1991 

1992  

1988 

1990 

徳 島 県 三 好 郡 生 ま れ

京 都 市 立 芸 術 大 学 奨 術 学 部 美 術 科 彫 刻 課 程 卒

同 大 学 同 学 部 大 学 院 契 術 研 究 科 彫 刻 繰 程 修 了

，也の坊文化学院 非 常 勤 助 手

京 都 市 立 芸 術 大 学 彫 刻 科 非 常 動 機 師

同 大 学 彫 刻 科 非 常 勤 嘱 託 芸 術 技 術 指 導 員

フ ジ ヤ マ ゲ イ シ ャ ・東京展( 大光電機ライティング ・ラポ)

向 ・大阪展( 大阪国際交流センヲー)

京 都 市 立 芸 大 卒業制作展( 市長賞受賞 ・京 都 市 奨 術 館 )

イエスアート 7 展( 大阪 ・ギャラ リー白)

ゾJ レとゲル展( 京都市勧業館)

京 都市 国 際 交 流 会 館 正 面 モ ニ ュ メ ン ト制 作 参 加

( 京都市立芸大彫刻研究室制作の一員として)

新 世 代 展 '90 ( 京 都 ・ギャラリーすずき)

イメ ー ジの新様態( 京都 ・ギ ャラリ ー すずき)

はねうさぎ企画彫刻展( 京都 ・四 条mai j or)

4 つの実( 大阪 ・ギ ャ ラ リ ー 白 )

石と鉄の彫刻展( 京都 ・ギャラリ ー 洗，程鉛)

徳 島 県 立 池 田 高 等 学 校 同 窓 会 館 前 作 品 設 置

京 都市 循 環 鰐 セ ン ? 一 前 作 品 設 置

徳 島 県 「 三 三 大 橋J 欄干部情1) 作 「 ま が た ま 」 作 品 設 置

大 阪 ・ウエス トヒル田原 石 彫 シ ン ポ ジ ウ ム 参 加

1986 '  1989 中国( 北京 ・上海 ・西 安 ・洛 陽 ・蘭 州 ・教 燈 シ ル ク ロ ー ド )

1990 遊 学

1989 

1991 

(  1989年 は 京 都 市 中 国 学 術 鯛 査 団 の 一 員 と し て 訪 中 )

韓 国 遊 学

フランス遊学( パリ滞在)

僕は素材には固執しない。然々なるままに、その時一番

身近に感じる素材を手にする。或る l時は石と僕であり、鉄

と自分であ り、それは土とであ り、紙とであ り、様々な素

材との兵撃な感触は僕の脳裏に深〈刻みこまれる。そして

新たなる出会いの瞬間、その感党が記憶の奥から鮮やかに

蘇る。そして意識は次なる出会いの中へ… ・・

刻む形は僕の周りにいつも在り、感じとることの出来る

ものに起因する。時にそれは人の姿であり、他物や砂防、

持i J : . 水のイメージ、兵|情なl持n友であり、空にきらめく星の

村嚇性だ、ったりする。そこには求める何かがあ り、僕の好

奇心をくすぐる。それらは僕の中で怜処する。素材もしか

りで、 石は幾度となく僕の前に現わ札 その都E賦庁たなる

展開に形が雪変化し、流れが生ま札感党が研かれる。

この不確実な時代の中で、{ 業か嚇し求める真実は、確か

に触り 、感じとることの出来る中にあり、僕にと って暖か

い方向にある。

立ち止まることがあっても、それは前進するための予兆

で? ある。 岩間協人

用手刻プラン ニ ン グオ フ ィス. は ね う さ ぎ ' は モ ニ ュ メ ン ト や 造 形 作

品 に よ る 、 芸 術 と の 共 存 空 間 を プ ラ ン ニ ン グ す る こ と に よ り 、 環

境 と 融 合 し た 美 の 空 間 、 人 間 的 な 表 情 豊 か な 空 間 づ く り が 出 来 れ

ば と 願 っ て お り ま す。

コ ーデ ィ ネ ー タ . は ね う さ ぎ 代 表 ' 巽 育 子 ( お 問 合 せ 075- 761- 3759)

4・・ ー・- .  - .ー -
- _. . . ..::: ｾ ＭＺＺ＠ ""':' ・・ 4 ・ ・・ ・

- - . . . .  .. ・ - ・・ - - ・ ・・H ・・・ ‘ . - -

55555522222222222221E百ミ
ー.
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" "  ， 

企 画 協 賛 φ 住 友 盆 居 ・住 江 織 物
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。 住 友 金 属

鍛造リング採用の円形鋼管柱

S Tコラ凸

建設大臣認定 建設省阪住指発第 143号
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SUMI NOE 

フレッシュ・エッセンスの探求。

暮らしのu新・鮮・力 11、スミノエから。

感性は、いつも環境の中で‘研ぎ澄まされてし1く。暮らしに新鮮な風を吹き込むフレッシュ・工ッセンス。

真の快適性と感性が息づくライフステージづくり。スミノエは、柔軟な発想と遊び心を引き出す u新 ・鮮・力" の発信源です。

2 言. . . 1%1出 張 磁 器3t

. 本社/ 大阪市中央区南船場3-11-20 TEL.06(251l 0698 

・大阪支底/ 大阪市中央区南船場3-1 ト20 TEL.06 (251  ) 7944 ・東京支庖/ 東京都港区三回3-13-16第43森ピル8F TEL. 03(3456)3011 

・営業所/ 札幌/ 仙台/ 新潟/ 大宮/千葉/ 多摩/ 横浜/ 静岡/ 金沢/ 名古屋/ 京都/ 神戸/ 岡山/ 広島/ 福岡 ・連絡所/ 盛岡/ 茨城/ 長野/ 松山/ 鹿児島



大先輩に聞く

ネ門座正信

現在、安井建築設計事務所社長と して忙 しい

日々を過ごされている納座正信さんが今までどん

な活躍をされ、どんな事業を進めてこられたのか

など同氏の今までの足跡をたどってみたくて、多

忙の 中インタヒ. ユーをお願いしました。

| 少 年 期 青 年 期

大 正11年、泌路島の洲本 !:ll "陸少年は生まれた。少年期を淡路島

で過ごした後、小学 校、中学 校 と大阪で主主らすことになったため、

大阪市内の建物をよく見てまわった。特徴的な建物を見つけては、

父親に「これは誰がつくったのか」と尋ねた。建築に非常に強L 、関

心 を持ち、 心斎橋そごうと大阪ガスビルは特に強〈 印象に残ってい

る。村 野jj 業吾と安う円=武雄は中学のころからの憧れの人 となった。高

校の頃もできれ附呼来廷操の仕事をしたいと考え、建劉矧系の毛lJ 物

を愛読した。

大学時代は11掬1寺中でお料がなく、大学の先生もいもづくりに励ん

でいたが、そんな中でもこつこつと勉強なさっていたのは指導教世

の坂前雌先生であり、森田庄一 先生てあった。大学てゆ雰囲気は

学部でもあり、勉強というよりもし、かに戦争に協力できるかい、う

姿勢が強かった。京都に爆開が落ちたときは、大学の建築判ヰの屋

で効却ｾの見張りもさせられていた 。

卒業設計は、交通機関が好きだったこともあり、京阪電車の三粂

の駅舎の設計をri ! r u 遁に選んだ。 その時は、 三条が京阪屯司王の終点て、

あったが、顎¥1 : 玉のように !:HIIIJ 柑11の方まで路線が官11びるぺきであると

いう考えのもと駅舎をナ設計 した。卒業論文は、坂I抑止住先生の指導を

受け、防災関係、の避雷針に関する研究を行った。古い建築に|掬する

災害調 査 ・主持夜の研究として、古挫築をいろいろと見てまわった。

昭和21年は、終戦後、 1: りもない11割引でもあり、臨時特ー遣として 9 月

に卒業となった。大学て、は、勤労動員にかり出されて、勉強はさほ

どできなかったが、大学時代の最後、 相"J I主さんが一生懸命打ち込ん

だものがある 。 それは、野球であった。京大型開 附Ilに属 し、卒業間

近の関西六大学の春の リーグに参11! l Gした。最後の西京極てやの|刻西ハ

大 学 リ ー グ ｬ 阜、 ｴ 副都 ｩ 投で、同志社大学・とｾ ｴｬｉ 攻し惜しくも破れはした

が、 三盆 を守りチー ム成鎖は 3位であった。
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卒 業問|僚の 9 月になって、月淵誌について大学の先生方に相談した

が、そんな11制そのためか、だれ一人就職先が決定しているものがな

かった。大学宅業時には設言刊冴先所と し、うものも無かったし、都市

計画や住宅計画lを行っている役所はどんなものかと、建設省( 旧内

務省) の採用試験を受けることになる 。

採用試験を 10月に受り、採用通知を 11月にもら った。建設泊、の採

用であったが、東京て、｝ＧｪＩｊｬｾすれば土 地 ［ＡＧ丙食っていけないと考え、あ

えて大阪でのi卸械を希望した。

|卜大湖一阪附附府附庁

最初に商町白言寓司2さ予れたのは、土木部建築課で、当時、建築課は 150人 ?

らいの大所帯ーであった。安井武雄に憧れて、営繕の作風をつくりた

いいづ熱意をもって取り組んだが、現場と設計の行ったり来たり

でなかなか思うようにはいかなかった。現場では、原寸図を精力的

に書き込んだ。( 原寸図を画くよう施工業者から割足されたこともあ

る。) 当時は資料が配車針Jj IJ であり、 コンクリ ート のテストピースは自

分てセメン 卜を錬り、試験体をつくった。 い くら慎重にコンクリー

トを錬っても、テス トピースの破域試l検で135kg/cm'の設計号虫度がで

な し 、 。 こ れは燃桝不足て セ メン ト の燃成加支カ苦 Ｑ ￟Ｚ［ ｾ 、からであ っ た 。

そこで、 セメン 卜袋を肩に担? とまだ屑にぬくもりを感じるくらい

のできたてのはやはやのセメン トで作業した。 それでもコンクリー

卜強度がでなかった。

当時の作品 t して現存するものは、元大腕荷庁の跡地の江ノ子お

に建っている工業奨励館( 今の産業技術総合研当屯所) がある。

昭和 27年 に、 建築部指導課に移 り、不良住宅の改良を担当 した。

不良住宅地 区改良 法 (住 宅地区改良法の前の法律) により 、此花区

伝 法地 区な どの不良住宅街の改良をt11'し進めた。住民と話 し令いな

がら、傾いた戦前の住宅の再生に力を注いだ。 その当H寺は、建物を

再生していくいづ手法には、手厚い補助がなく、それより、新し



〈造ることに重点が置かれたのカ汁止の中の趨勢であり、なかなか住

民の迎解が待られず苦労した。建築指導訟の主務である建築基当主主

は、法文にもあるように、- [ r ; ' : 低基準を定めているものであるが、昭

和 25年に制定された建築基蛸去で‘ は、防火規定については、当時は

最高水準に近いほどの厳しきであ った。 そのため、ほとんどの建物

は去凶皇を守れなくて、行政としては苦慮したものである 。

昭和27年に制定された耐火建築促進法により、今までは点として

桐々の挫築物の不燃化を進めていたものが、帯状の耐火支ｾ努捌 ー を形

成する声:問 ーをすすめることができた。 また、 H召和33年度に指導謀の

rl-'に耐火助成係を新しく設け、その係長として事業の拡大を図って

いる 。昭和30年頃は、東大の) 11上先生がはじめて「再開発」という

言葉をイ史い始めたばかりであり、まだ、都市再開発事業そのものが

S，'!F2えしているわけでがはなかった。

線的事業から商的事業へと ー尼司工業を十制主するため、大阪商工会

3初1斤に働きかけ、会議所内に rt '村文夫氏( 当時の日本板硝子の社長)

を会長とする「不燃儲日市建設心凶主ItfJwilit-会」を発足させ、民間 と共同

して「燃えないまちづくり」と従前の古い司7街地の再開発をすすめ

た。大阪では、「不燃猪11市建設G副主1%"議会」により、官民共同で「燃

えないまちづくり」を進めることができたのであるが、大阪だけでや

はなく、これが全国へ発展するように他の府県においても「不燃諸11

市挫設促進協夜長会」の細哉化にっし、て東京、横浜、神戸、名古屋、

京 都等 の商工会前銅? に、商工会常定所i の職員として出向き、 {ill)} きかけ

ている。 そして、その地道な努力の結呆、全国各地においても面と

しての耐火建築促進対策がすすめられるとともに、昭和36年に国に

おいてもそれを支援する「防災挫築街区造成法」の制定の勘きへと

つながっていった。 その後、 y二凶二の「者1ST存再開発法」に発展するこ

とになる 。

再開発をすすめるにあたり、資金の IliH辺があった。住宅金融公庫

からの融資は建築設の 70%まであったが、その建設費というのは棋

準 1附 li で算定されるため、 実際の建設費てゆ融資額は半分以下にし

かならない。残りの半分以よの資金は銀行に頼らさ「るを得ず、資金

不足カヰヰDf. J発1i 凶主の臨路となっていた。そこで相対豆的に地元 3行( 住

友、 三和、大和銀行) に融資に |動力を求めて働きかけるのだが、

ｼ 時は、産業以俊光の ｼ 時 ｆ イ ー ℃であり、弘ｾ築に融資することは Ｍ ｌｩ Ｚ ｈＮ 止順位で、

実現は困縦であった。務|矧努力の末、銀行の融資に対し役所が: 1)"1失

保証を行うと L 、う「耐火建築促進融資あっせん制度」 を創設した。

ι Uこは建知的忍行政という申57i - 規制い、う待ちの姿勢力、ら融資

制度による誘導いづ積極姿勢へと、建築指導行政を発展させると

ともに住Eと政策との協調をも図っていった。 この融資制度が今の大

阪府の民間住宅政策の大きな柱とな っている国の制度とリンクする

「大阪府弔t定賃貸住宅融資あっせん制度」へと発展していったので

ある 。

このように、単体の耐火建築物の誘導から防火建築群としての，治

状の亦郎、そして区域全体の而的な耐火戸:関というように、点から

線、線から而と耐火亦I策をすすめ、「燃えない111]" をつくる」 このこと

カ苛l召和30年代前半まてやの相"J 座さんの大きな仕事なのである 。

| 一一

相"J座さんは、昭和36年に大l銅干す庁から富山県庁へ移った。 そこで

新産業都市計画に併せて必要となる住宅地開発として太閤山での住

宅団地の開発の言十画をとりまとめることになる 。京大の西山研究室

に協力を願いながら幸府主宅市低地開発法の手法により卒業をすすめ

ることになり、事業を実現するのにどうしても必要となる中央 (建

設省等) との協議 ・調整のためのパイフ竺役として活躍した。 この太

ｬ ｾ ｴｊ 山 の事業により、計画の進め方のノウハワを身に着けてし、〈 。 太

閤山住宅開発事業別展の行政の中てや位置づけるため、新産業者[1市 建

設の基調構想、を高山英望書先生田旨導のもとに作成が進んだ。太| 羽山は

当初の計画より縮小されたが人口 13. 000人の街として完成してい

る。

その後、建設省に移る 。建設省、にはよい人材が集まり、国を支え

ているのだという治安L込みが一人一人 tこ感じられ、みんなよく識論

を重ねていたから、毎日が勉強の連続であった。

| 再 び 大 阪 へ

昭 和41年、大阪府に戻り、再開発、建築指導4子政を担当し、道路

の問題に手をつけることになる 。 当H寺は、大腕荷への人口と産業の

集中が起こ り、人口は 900万人に到達しようとしていた。 そのため、

住宅地需要が急増し、公共施設の整備が追いつかないまま家カfパラ

建ちするスプロ ーノレ現象が生じていた。道 路 ・排水施設等市街地と

して i副底限必要な基礎的施設の整ったまちにしていくためには、ま

ず市町村が先行的に市街化する区域を定め、上位都市言十@Iを勘案し

て都市計画f決定の街路と街路の中を宅地につなぐ細部にわたる宅地

盤併樹画と細街路整備言十lilli を早急に策定することが必要だと考え、

細街路計画を策定する市111] 判に対し府カ苛虫自で助成をおこなうと共

に、宅地造成事業の中で上記の制街路を築造する事業者には助成金

そ支州する 制度を創設した。 その頃、大阪府の公道の築造延長と私

道のそれの年間距離がほぼ同距離であった。家を＿菜ｾてたいと考えて

いる人に前の道路が狭いから道路をつくってから家をつくって下さ

いと指導しでもお金がかかる上、 |時間的に間に合わない。家をつく

る前に土地区画整理. : : i j 弓業によって道路をつくってくださいなんて こ

とは余計に了解されない。 そこで、 H召和43年に「細街路等整:{i i1ltJ;; 業

助成要綱」により、個人に、高11街路青|画に基つe き道路ぞ整備する時

に一昔11を補助する tl1l肢を創設した。 それは、建築指導行政のなかて¥

道路と下水道の整備に補助を行うい、う意味で画期的な制度となっ

た。石油ショック等大阪の財政帯|宥が苦しくなり、 H召利52年に廃止

されたが、市111] 判に車IU街路整備計画を立てさせたい、うところに大

きな意義がある。盟中市や茨木市では今でもその計画lが重要な位置

を占め、それに基づいて市ごとにまちづくりカ苦行われてし、る 。現 注
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は、「よ也区計画によるまちづくり促進事業」とし、う形で相座さんの意

図するものが受け継がれている 。

さらに、建築基当同去関係てやは竹I1都建造先生からイギリスて壮民間

建築主事制度が有効にイ惜11しているよと教えていただし、たことにヒ

ントを得て、法令建築事務戸斤lli lJ/交を創設させた。法令建築事務所に

認定されると建築石儲忍手続きが簡素化される制度で、建劉i信忍業務

の簡素化と 建築法令知識の普及によって建築士事務所のレベルアッ

プに貢献してし、る 。 しかし、全国的には普及しなかった。

|一局へ

昭 和48年企業局に町高された。千里ニュータウンの宅地不正分譲

事利ーのあとでもあり、経理商やt週織面で業務の見直 しを進めた。 ま

た、企業局として千里 ・泉北ニュータウンの開発が終わった後なに

をやっていくのかという大きな言尉還があり、大フ。ロジ、エクト大阪北

部開発( 豊能地 区、箕面 トンオ、ノレ、貝塚地 区、泉南地区等) の検討

を進めたが、実現したのは、l . 時代を先取りした 「タウ ンハウス 」

の分譲、 2. リゾート施設としての 「能勢の郷」であった。泉 北ニュ

ータワンにしても当H寺は住宅地がなかなか売れない時期でもあり、

保算性においても i綴 IJ な状況の」二、革新府政い、うことで、大変苦

労した。昭 和50年宅地開発公団法が制定される時、参議院建設委員

会に参考人として呼ばれ、大規牒宅地 開発に関する意見を述べたが、

「開発は、怨B切での採算性を干i1i W長する ことより 、者Ilrll の発展の経過に

応じて臨機に対応、しながら長期的な視野にたって考えるべきである」

ということを強調している 。今、パフツレが崩壊して、宅地 開発事業

は非常に難しし、H相羽であり、その言葉 に 余 計重みがある 。実際、事

業を進めるのは難しいし、 一見切的に見た採算性い、うことを考慮し

ていくべきであろう 。 この言葉にも泉北ニュータウンを苦心してす

すめてきた刷座さんの状況が伺い知れる 。 また、企業局での事業の

実 績 ・ノウハウを蓄積するため、あえて、失敗の経過や反省すぺき

項目のみをとりまとめた 「失 敗 事例 集」を作成した。

|湖一…躍

大阪府庁を退職したあと、制度さんは大阪府住宅供給公社へ移っ

た。 当時、公社も経営不振にあり、経営の建て直し、労働組合のス

トライキへの対a，賃貸住宅の苦情処理および家賃値上げ等苦労し

て処理していった。 そして、徐々に公社の経営、体質ともに改善さ

れていった。公社のありかた、将来の展望を示す上で重要な報告書:

となった「公社事場酎佐進の方向一ーよりよい住割掛合をめざして一一」

と「公社事業推進の方向 (II ) 一一ライフディベロツノ fーにむけて一一」

を昭和] 54年と昭和田年にまとめた。その報告書 は赤色と青色の表紙

であり、全国の公社の人々に「赤本 ・青 木」として親しまれ、職員

の自立と モラ ノレの向上に役立ち、また、この 「赤 本 ・青 本」を もと

にして新しいまちづくり事業として 2 段階供給方式、コーポラティ
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ブ住宅、再開発事業への参画、星田西の開発等の事業が手掛けられ

た。大きな制約はあったが、布"1座さんにとって自分の住宅に対する

思いを，思う存分発揮したという意味で公社時代の意義は大きい。別

の言 い方をすれば、住宅に関する今までの蓄積が公社てマEを開 L 、た

という事で、もある。その後、安井建築設言f事 務 所に移り 、現在、 社

長と して活躍中である 。

|ーへの…

制座さんは、インタ ビューの最後に 「役人であった時代の半分以

上を民間と関係する仕事に費やし、民間の人々のノウハウを学んだ。

また、技術屋のはしくれとしてやって来たが、事務屋さんとお付き

合いをし、事務屋さんの世界を知ったことが技術の世界をさらに広

くしたように思う。その後、縁あって安井建築設計事務所に勤める

ことになるが、経営的センスについてもその経験が役立っている 。

若い人 々へのメッ セー ジと しては、 一 つには、良い建築物が建つ条

件を自らの努力でつくること。そのために都市造りしその基盤盤

備が大切であり、人任せではできなし、。野球の例えで言 えば、守備

だけでは絶対に試合に勝てない。 いくら守りが堅くてもヒットを打

たれることもあればII寺にはミスすることもある。得点を入れるため

には攻撃が必要で¥果舟女に攻めることが必要である。守るより攻め

ろ。攻めないと絶対J &つことはない。大阪のまちづくりのため行政

が積極的になること、与えられた仕事の中で府・民のために何を為す

べきか考え、実行すること、待ちの姿勢になってはいけないんだ。」

と力強く諮られた。

牢

「私はまだ現役なので大先輩ではないよ」とインタビューを辞退され続け

てきた桝座さんでしたが、これまでこのコーナーに行政経験者が少ないと

いうことで、私ども後輩の無理をきいて登場していただきました。守りで

はなく攻めの行政を実践してこられたお話しは、多くの行政担当者に聞い

ていただきたい内容でしたが、新しい分野を次々と切り開いてこられた エ

ネルギッシュな生きさ' まは、行政担当者以外の者に対しても大いに価値あ

るサゼッションを含んでいたように思います。

文責 ・戸田光学 ( 大阪府商工部産業政策課)、高 田光雄( 編集委員/ 京都大学助教授)

くぬぎ 5 まさのぷ

1922 兵庫県洲本にて生まれる

1946 京都大学工学部建築学科卒業

1946 大阪府土木部

196 1  富山県土木部

1964  建設省住宅局

1966 大阪府建築部

1976 大阪府企業局長

1980 大阪府住宅供給公社理事長

1984 株式会社安井建築設計事務所取締役副社長

1989 株式会社安井建築設計事務所代表取締役社長

1992 費時四等旭日小綬章



現代F社会はオ、ッ 卜ワークイヒしている、 とはよく

聞く 言葉である。確かに電話やファックスによっ

て各家庭から腕時にして世界ヘザ搾匝を送ることが

可能であり、テ ν ピからは世訴のさまざ、ま印刷象

が流れ出し、オフィスやそこで働〈人|削に至って

はコンピューター ・オ、ットワークの部品のような

状態ですらある。それらによって確かに我々はこ

れまでになかった経験をし、生活は新しい方向へ

向かつて変捺しているかのようにみえる。

しかしここで起こ って いる変化力大生活の従来

のオ、ットワークを組み替えるに至っているかとな

るとやや懐疑的にならざるを待ない。つまり点と

点を結ぶオ、ヅトの長さはJ格段に短くなったに述い

ないが、オ、ットのかけ方、点と点の組み合わせ方

についてはさほど変わっていないばかりか、より

単わIII こすらなっているように思えるからで、ある。

オ、ットワークいづ概念で実際に何を変えられる

のだろうか。いわゆるオ、ットワーク論の抽象性に

対し僕などが常に感じるこのような疑問iが、実は

木容の出発点にもあるように思われる。

著者がアメリヵで応用数学、特に数理計画法を

研究し、咳Ａ￯ＨＺｅは企業の車凶器防 ｾｲｩ 虚 等についての論客

であることは周知の通りである。その著者力者木牲

のあとがきで「しかし、これまで、自分自身で、

いまひとつはがゆい思いをしていた。それは、手本

の「オ、ッ卜ワーク論」には、実感が希薄だったか

らだ」とし、「この数年間、多少ではあるが、ボラ

ンティアをする i機会をもって、やっとオ、ットワー

クを、自分自身の手で触れることがで、きたという

感じがしている」と記している。つまり本舎は、

ボランティアを通したオ、ットワ ーク論の実践し

オ、ットワーク論者としての著者自身のいわば自己

救済のためのや物い、えるかもしれない。

きて、著者はボランティアを「切実さ をも って

問題にかかわり、つながりをつけようと自ら動く

ことによ って新 しし、価値を発見する人」と位置づ

け、従諌の自己雌性的なボランティア像の釆り越

えを目f旨す。

彼はアメリカや日本でのさまぎまなボランティ

アの例を紹介しつつ、それらに共通する出発点と

しての「心のi f r J J き」や、困難に直面している人と

ボランティアとのあいだに生じる心の対話の拙造

ぞ具体的に有郎、ていく。特に著者自身が参加して

いる「アガベハワス」の活i f r J . 服告はちょ っとした

ロ険小説のようで、読み手もかなりの臨場感を味

わえる。日本生まれ日本育ちのアメリカ人で戸Fが

始めた この民間ボランティア組織は、湾岸戦争に

際し ヨルダンへの人材や物資渡J l } J をおこなった。

そのうち著者は 1991年春の物資輸送に深〈関わ

る。このときいくつかのがd笠会社に輸送協力を依

頼するわけだが、作業にl拘わった各社の担当者力大

企業に属するいづ立場を越え、自分と速い地域

書 評
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のひとびととが征援つながる感じを体験する。も

ちろん著者自身も、である。

このような体験をもとに、著者の，思考は、現代

キi 会が失った人間の本来的な関係性の再構築へ向

かう。木容によれば、ボランティアの行動は 「ま

ず l当分から動」 き、その行動の 「書判耐を相手に委

ね」、「却J きfごしたキ目手にタイミングよく井守Jj 芯する

こと」だとされる。そしてこのプロセスによって

双方の「つながりカ匂拶成される」。これは村洋世をイ乍

りだすプロセスと同じである。情報の発生をi舌性

化するには「自らの情報を Iml示しなければならな

いが、自分から情報を出してしまうことによって、

社伸l を受けやすく、傷つきやすくなるい、うパラ

ドックス」に陥る。この「傷つきやすさ」を著者

は「ノカν オ、ラピリテイ」と JI乎ぴ、ボランティアと

作間枇念に共通する特徴として樹商する。ではこ

のような「パノけ、ラフツレ」な行為におりる「判捌iJ

とは何か。それを著者は「その人がそれを自分に

とって「イilli11直がある」と思い、 しかも、それぞ向

分一人て待たので、はなく、誰か他の人の力によっ

て与えられたものだと感じるとき、その 「与えら

れた価値あるものJ J なのだと定義する。つまり「お

金に換' t l - できなし、」報酬である。そしてボランテ

ィアのこの価値観を、ポランニーやイリイチの識

論を参照しつつ、贈与制を基調とする経済 ・社 会

システムとの類似性において捉え、そこに、貨幣

に基礎をおく現在の社会とは災なった関係性の構

築の可能性をみるのである。

我々の生活空I l Jl の上に、このような新しいオ、ヅ

トワ ークカ句長られつつあるのだ。また、ワーカー

ズ‘ コレクティブやセカンドジョブというかたちで、

現代社会の中に新し L、カテゴリーの「イ士司王」が生

まれつつあることも著者の句、ットワ ーキングへ

の招待J ( 中央公論担当 等の中で論じられて い る通

りである。本性は、ボランティアという、 「イ士司王」

に比べいわば抽象J支のより高い世芥を対象とする

]J : によって、「仕司王」の世界の変化 をも包合する新

しい| 刻係性のモデル化を試みたものといえるだろ

う。 70年代コミュー ン官制勺な視座に 「作搾良」と し、

う新しい衣装を纏わせただけとお!iii じの向きがあ

るかもしれなし、。しかし、僕は今後建築や都市の

デザ、インについて何らかの展望があるとすれば、

このような広い意味での社会的プログラムの変更

に基づかざるを? 待ないだろうと考えているのだが、

そのような視点からは、たとえ著者の言う「ボラ

ンティアの「つながりをつけるプロ セス」のスタ

ート ボタン」を押すには歪らなくとも、幸斤しいビ

ルデイングタイプを思い描くための極めて奥ゆ科系

い「建築計画」や「都市計画」のテキストとして、

本舎は読まれるべきであると思う。求められてい

るのは、既存のオ、ットワ ー クの上への横断的な重

ねflFきのプログラムなのだから。
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[ 座談会]

女性建築技術者の会の人達 建築と子育て と、そして会と…

一一一女性技術者の会の活動に、皆さんはどのように 活かせるか、そして会を通してもそうですが、次の世 とを言っていても、子育てと同じて最初は一応肯定す

参加されているのでしょうか? 代にこんなことをしてきたんだよと伝えることができ るが、最終的には、回り道をしてでも自介の思う様に

たらなぁと思っています。

谷山 今から 18年前に 3 人でE定立したのですが、当時

は女性のハンディが大きくて、女性の建築士も 1 %に 一一一皆さん会を通じて、仕事に子育てにと奮闘され

過ぎないし、建築の世界は男性優位社会で、その中で ている様子ですが、次の世代に伝えるためにも( 笑い)

出産や育児との両立のため時間に追いまくられながら 実際、建築と子育ての両立はどのような状況にあるの

働き続けるということは、非常にしんどいことでした。 でしょうか?

そのような中で、女性として、そして建築技術者とし

てイキイキ仕事ができるようにみんなで励ましあって )11本 とにかく時聞がないし、夜か奪われますね。こ

やって行けたらということて発足したわけです。 こぞ頑張りたいというときや、徹夜してでも集中した

広渡今は建築の世界にも女性が多くなりましたが、 いときがあっても、プツプツと時間が切られてしまう

私がこの仕事に就こうとしたときは、やはり周りには のが幸いですよ。

少なかったて・すね。この会の存在を知らず、市劫書、子 谷山 そうそう、仕事が乗ってきたなあと思ったら子

育て、仕事としていたら、挫折していただろうなと思 供が病気になったりして、それが何回も繰り返される

います。たまたま会の存在を知り、谷山さんにそれこ と疲れてくるのよね。

そ保育園の入り方まて淳主えてもらいました。子育てな 川本打ち合わせの途中でも保育園の迎えの時間がき

持ち込む。これ、ほんとに予供にいい聞かすのと似て

いますよ。子育ては、そういう面でプラスですね。

川本 じゃあ、私なんて今すごくその勉強をしている

んですね。 ( 笑い)

広渡私は、子育ての問焦ったことがありました。子

供のいない人は、今こ・ろ仕事に没頭出来るんだなあと

思って… 。でも諦めじゃなくて、気持ちを切り替えて

思ったんですけど、建築をやっていくうえで、記星く

までカリカリ仕事をしたりして、自分が精神的に豊か

な生活をせずして、いい作品が出来るのかなあって. . . 。

そう思うのも、子供が生まれて生活者の意識が芽生え

たからでしょうね。私は、仕事ばかりになってしまっ

て、子イ共に構ってやれなくなると、かえって精神的な

バランスか憲くなってしまいますね。

んかも想像だけだと大変だと思うばかりですけど、会 て、切り上げてしまったときなど、後でもう少し考え 一一一子育てが決してハンテ・ィになっているわけでは

のみんなから経書祭実を聞いたりすると、先輩も通って ていたら違う答が出せたんじ ゃないかと悔やんだりし なく、むしろ大変だけど楽しくて仕事をするうえでの

きた道なんだから私もできると希望が持てましたね。 て - 。そこら辺の気持ちか可くコントロール出来ない 底力みたいになってるのて・すね。灰色の時代も、乗り

確かに仕事しながらの子育ては肉体的には大変だった ですね。 越えていけそうな気がしました( 笑い) 。次に、建築に

けど、精神的にはよかったなと思ってます。 谷山 そういう状態が、灰色の時代だと私は言ってい 携わる女性として、仕事や建築に関わることをお聞き

川本 18年前と言ったら、私はまだ高校生て呼可も知ら るのだけど( 笑い) 、でも予イ共を育てて、逆に楽しませ したいのですが… 。

ずに建築に進もうと思っていましたよ( 笑い) 。私も会 てもらったという気もするわね。それに建築に関わり

の人達には、子イ共を生むところから励ましてもらいま あえば関わるほど、子育てで得たものが返ってくるよ 谷山 今は、みんなおいしいものを食べて、いい草と

した。子育ては確かに大変だけど、それか主霊祭にどう うな気がするけど...。打ち合わせで、施主が勝手なこ か乗り回しているのに、信業境は貧しいわね。住まい
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川 本真 澄

企業組合もえぎ設計

京都府立大学住居学科卒業後、そのまま京都に居着いて、 2

つの設計事務所を経験。保育所 ・診療所・住宅などの設計に

たずさわる一方、住宅相談ゃいろんなまちづくり運動に参加

してきた. この 4 月から r企業組合・もえぎ股針」を設立。

生活; 爪の建築とまちづくりを目指したいと思っている。「大阪

女技会J には就職直後から入会。大いに励まされ、京都にも

つくろうと一念発起し、 93年3 月に r京都女技会J を役立.

丸 3 年を向かえた。会員数はすでに 60名を越えている. 怠け

者の私にはとても出来ぬと切り捨てていた仕事と子育ての両

立をようやくやる気になったのも、この会のお陰か.

方を押しつけではなく、予供カ智漕朝になればこう言

う問題がありますよとか、そういったことまで入り込

んでE宣言十カミ出来るのは、生活者の目を持った女性なら

ではのことだと思うのよね。男の人の様に僧えず、自然

にさりげなく出せるところがプラスじゃないかしら… 。

広渡 そうですね。施主の生活に対する考え方と、自

介のそれとのギャップは、自分がちゃんと生活して、

人といろいろな話をしていくうえで、解決されていく

ことが多いですよ。事務所て旬面ばかり描いていては、

そういう感覚は生まれてこないんじゃないかなあ・・。

川本 施主のほうが、女性建築士ということで、生活

者の視点を求めている気がしますね。女性に頼んだら、

生活し易〈、使い易い家を建ててくれるんじゃないか

っていう期待。

谷山 私は、いい家カヨ宣れるかどうかは、問題意識の

差だと思っているの。女性は、生活者としての場をた

くさん踏んでいるから、そうでもない人に比べて高い

ところからスター卜出来るということかしら・-。女性

だから細かいところに気がつくとか、女性らしい設計

をするとか、そういう捉え方は嫌ですね。男の人でも、

問包意識のある人は使いやすいキッチンを造れるしね。

谷山紀子 r  _  __: _ 斗冒邑 1  I 広 渡 早 苗

コンコード建築設引 事務所所長 平安女学院短期大' 手続附 |  広波 建 築設立 ｉ Ｂ ｉｾ 務所

大阪市立大学住居学科卒蝶後、胸彦谷建築設計事務所で 3 年、 大阪工業技術専門学校を卒業後、 側KAYA建築計画研究所へ入

その後、現事務所で27年勤務。 3 年前、夫の急逝後所長とな 所. ほぽ同時期に女性建築技術者の会のメンバーとなる。1982

る。18年前、女性建築技術者が、結婚もし、子育てをしなが 年結婚を機に、失・広波孝一邸の主宰する設計事務所に加わ

ら生き生きと働きつづけられる環境をと、 3 人の呼びかけ人 り、 2 人で主に他人住宅を手掛ける。また、一昨年には大阪

U た

の一人。子育ては貌ぱなれ、子ぱなれした時終了という信念 府池田市に自邸「畑のいえ J を完成。夫+ 2 人の子供と共に、

のもと、保育所育ちの 2 人の息子は大学生。仕事としては住 「好きなように建てた家で好きなように暮らす」という住まい

宅設計が殆ど。住まい方住意織を深〈理解し、子育て、生活 方の基本を実践し、生活をもっと楽しもう、もっと自分の家

者としての経験を踏まえて、 | ランク上の住まい方を提案。 を好きになろうと周囲に呼びかけながら、劣悪な日本の住宅

クライアントにとっていつまでもイキイキと・生きづいた往 事情を一歩づつでも改善してゆこうと意欲を燃やしている.

まい' であると共に、幾年か後に、本当の良さが出てくる住

まいの設計を目指す.

せんでしょうか?

広渡 今後は、社会に働き掛けていって、日本の由来

境をほんの少しづっても変えていきたいですね。社会

派の建築家になっていきたいというか… ( 笑い) 。それ

から、最近は、便利て合理的に住まうことと、豊かに

住まうことを履き違えている方が多いように思えます

が、私は施主と対等に、共に理解し合って、設計を依

頼したけど自介も読十lこ朝日している、そういうよう

な家造りを目指したいですね。

川本 建築の仕事っていろんなことに結び付いていま

すよね。高齢者のこと、子供のこと、エコロジーのこ

と、まちづくりのこと・ 1 それら| つ l つを自分逮は

どう考えるのか。できるだけこだわりながらものをつ

くっていきたいですね。

谷山 私は建築は建物を造るだけでなく、人間関係を

も造るものだと思っているんです。設計していく中で、

その建物の中に自分のキャラクターが何処にあるかで、

その建物の値打ちみたいなものが出てくるんじゃない

かと考えているんですけど… 。建って「さよなら」で

なくて、建ってから幾年か生活して本当に良かったと

いってもらえるような、施主と設計者の人間関係がず

谷山今、女性の方が働いて子育てもしてゆったりと

しているように思う一方、男性も人間として豊かに生

きて欲しいと思いますね。そういうふうになったら、

この会もいらないんじゃないかと思ってますけど・-。

広i度 私の場合、会は仕事をするうえで励ましになっ

てますね。今の若い人は、自分の方向性を決めたら、

周りの意見とかをあまり聞かずに突き進んでしまう人

が多いように思いますが、こういう会を通じていろん

な人の意見を聞いて柔軟性をもって欲しいですね。

川本 京都女出支術者の会を作ったときに、車E蛾 を 存

続させるために労を注がないようにしようと決めまし

て、女性だけが特に集まらなくてもやっていけるよう

な日が来る日を待ち焦がれているわけです。みんなで

集まってワイワイやって、いろんな悩みを話し合う中

で、随分たくさんの人カ〈職場を変えたり、方向転換を

しました。一人でモヤモヤ考えていたことがみんなの

意見を聞いて、一つ私も頑張ってみようという勇気を

与えられる、そういう会であってほしいですね。 自分

らが考えたことを、大上段に構えず、社会に発表もし

ていきたいて・すしね。そして、情報のーっとして発信

して、また応答前亙ってくればと思います。

一一一確かに、その人個人が無視されて「女性だから っと続いて欲しいと思っています。
一一一そうですね、この座談会も勇気を与えられる情

報のーっとして発信されることを願いたいですね。
こうね」とー骨鐙命てす足えられるのは嫌ですね。

さて、仕事と家庭を両方させてやっていく中での、抱 一一一最後に、今後の会の在り方や、方向性について、 皆さん、今日はありがとうごさ・いました。

負とか自分自身の在り方についても語っていただけま 考えていらっしゃることを聞かせていただけますか?

企画/ 会員企画小委員会
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2781 新様式に基づく確認申請書の記入例

一第1面記入例 一 一

q正j・副) t--j ・ 正 抑 制 制 「 正J ，副本の場合は 「副J をO で囲 |

)  目 んで〈ださい.

申鵠者 l

は白法

印を押

般計書;

祢も酔

え叉身と呉i

処築基副将去施行ガl J l lJ の改正に伴い、確認Ifl ;li 'H!F ｾ、 率の書 Ｑ｝ 合の輿なる地域もしくは区域にわたる

の;M")!におよびJ l l 紙の大きさがw 平成 5 年 2 月15口 場合は、それぞ、れの地域に対応する而積

から変更された。 ( 3月号本欄参照) へ. 蜘也が' 樹氏率のWIJ 令にl民lするl I i
l眼 を 受 け る 地

石街 Ｚ ， ｅ 、 ｉ Ｍ ｐｾ￭Ｇ ｲＭＮＡ｟ｩＭは従来は Ｑ 枚 ｦ ごったが、改正後は Ｕ 域または区域の 2 ι uにわたる場合、および特

枚 ( 5 i函) となり、記載すべき司¥;t頁が追加された。 定道路からの緩和等を受ける場合I:t. 、その計算

各面の内容は、 値

第 Ｑ 面 Ｑ Ｇ ＱＱ ｾＱＧ 拙 卜. 敷地が主主ぺい率の官IJ令に| 刻する制限を受ける

第 2面 処築 主主事 の概ｾ 地域または区域の 2ι u二にわたる場合、および

第 3 而 処 築 物 お よ び9J，l(:t也に|掬する ZJi;項 角地等における緩和ぞ受ける場合は、その言十羽A

第 4 商 姥 築 物 別 制 限 値

第 5 面処築物の| 掛; リ附英要 チ. 建築物の延べ面積から自動車111庫等 の面積( 延

となっている 。 ベ直汚1' t の 1/ 5以内) を除いた面積

また、追加されたZJ'oJ ' J i i は次のとおりである 。 久男知也に接している道路のlt i i ¥i 1 およびその長さ

イ. 建築主の氏名のフリカヲ ヌ. 建築物の名称または工事名

ロ. 都市計画区域の内外の別 ノレ. 建築物の数

ノ'. f FJ : i 釦也械が 2 ι Uニ
lこなる場合は、そのすべて デ. 建築物の| 惜別慨袈

を記入
なお、配置図にも明示すべき司夜頁として次の

ニ. 処築物および各階別の用途区別を示す コード ものが追加された。

ホ . m知也が 2ι L七の用途地減、樹氏率または弘I ! : ペ イ. 土地の町民

第一号線式( 第一晶、第二条、第三車関係) ( A  4 )  

確認申請摂 ( 旭築物}

{第一面)

建策革準法第 65長第 l 項の説定によ る摘I ! ! を市町し ます. この申務事及び添付図書に記

臓の事項は、事実に相違ありません.

平成 $ 年 2 月 / . 5 日

'1'
r 1/ 者氏名

0 1<怠後世; -ui ! し

一般附氏名 … 誕 ＭＭ ｾ ， イ ｬ 号Ｚ 思

調医手数料欄

疑受付欄 源確認番号欄

(i主軍}

各面共通関係

① 緩印のある欄は記入 しないで〈ださい.

② 数字は算用数字を、単位はメ ー トル法を用いてくださ い.

ロ. 主I ! : 築物の各部分の
2.5さ

*  

今、多くの事務所力主新 しい桜与にで申請されて L

、

るが、記入の仕方で多少のとまどいがあるようで

ある 。

そこで、仮の申請建築物に基づいて、申 ｾｬｾ Ｚｦ ｾｴ の

記入例を作成した。 これは、京都市ω守) 版として

作成したもので、 他の行政庁では記入の仕方て多

少巽なる指導をする場合があるかと思うので、あ

らかじめご了承いたTごきたし 、。

この記入例以外に、財団法人 建築行政作付H化

センタ ーか ら発行されている『フ ロッピィテV ス

クによる石的忍申請と新様式の解説」の第 2 編 rw

認可 ｦ ￢ｩ Ｇ ｐ［Ａｾ等の記入上の注意 」も参考にしていただ

ければ、より理解がみまるものと思う 。

樫 回 攻

京都市住宅局建築指導部審査課担当係長

合

白

刷

れ

の

ぞ

人

れ

法

そ

合

H

H
主

え

接

う

処

の
・

人

い

紀

夫

、

を

だ

名

〈

者

。

て

迎

い

し

代

さ

に

び

だ

名

及

〈

I

名

て

ま

k

d

メs! 集士事務所に属しているときは その名

全て記入してください。
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部分は，斬機式で追加された事項です.



0 ・第 2面 記 入 例… …

| 口 L 司

建築主帯の視要 l  

[ 1 . 建築主J 1  1 ・趨鑓主が 2 以上のときは代占とはる処! I ! i . E について|

[イ. 氏名のフげナJ ' t . ! 今ト イ手ロウ 1  1  記入 して ください. 他由雄第主については 別紙J

[ 0. 氏名 ] 烹 都 稲 荷13 寸 オ ( 川 特 に 航 時 め ま せ ん) 1: I 欄と向じ事項

l  を記入してください. 1  
[ハ. 郵便番号] 〒る。4 I  I  ｾＭ［ＡＡ［ｾ［ＺＧ［［ＧｾｾＺ［ｉｾｾｾ＠ . H- I T -u. rU. .n. . . .，c，: t . T . l l  I  

[ ニー住所] 芹 ｓ 作所申芳 、 昆 ［Ｎｬｾ 防御氾 ｬ 由ｾｾ ， . .  I  I・作 ?15tf 場合比法人名並び代点者名を記入

[ ホ 電 話 暗 号] 曹 o 予ヒ<; - 2 2 2 ...3616 1  - ， ， .. - .  .  ___j  

[  2  代理者 J 1 1  

[ イ 賓 格J ( / i 牧 ) 坦鰐士 」 大色 } 畳録那 I ZS46ヴ号 リ

[ ロ 氏 名] 車t.. ，L， .t竹 川

[ハ 脱 却 積所名J ( 1紙 ) 表 〓押 " 潟 両 ) 知事畳糊 SAO( ) ?号 川

古生計 J 易( 3t N 11  

〒 6。ワ H

習指，ＢＤ山科 ｾｉｪ｛ｬ ｬ 'ち，1、'01町ι H  

世 0 7 5- S 91ー144』 日

ｉｾ 中 Ｔ Ｎｬ ｹ 号ｼ

S A o内 川 -f引るTtZ22=zi

同オ ください. 悠集上耶暗所 t

l  在地はそれぞれ代I ' l ! a目A

勺 1  1  所を曹いて〈ださ

71 - / 608 

18， 11  

初ふ5-4-.3 1:  

I SQQ29号 H

S A o川 号 H  

ワ 川

71_ 16 0 8 川

E 号 川

l 町 S 11  

- 一 一 コ / 三 竺三 寸| ・也策物の名体又は 工晴名引を日 _"T""z. 川A 川 怯 l

1  1 を含む) は この楠

ｾ ・ 分趨住宅の場合は，宅地♂
| |  配人して〈ださい。 1

」・ーーー・ーーーーーーーー守守. . ーーーーーーーーーーーーー・ーー- - - - - - - ・・・・- - 守- - 苧守- - 宇一ーーーーーーーーーーー. - ・ e ・ーー・ーーー- - - ーー守ーー守 ， ーーー

，ーーー 第 3面 記 入 例ーー

1  ( 第三面) 1  

I醐 仰 に ま た が る 場 合 は … 叩 人 し ト ト … 一 … JJ  22 1  :  
てください. また ，地雷が櫨量ある ときはできるだ 1 1  . . _. . _ .  ｾｾ｟｟＠ ，- " ，- "  ＮＮＮ｟｟ｾ｟ ＮＮ＠ r チ ー 目

日 都 記 入 L . 曹ききれはいときは 田代表地曹の撞 ト ト ー → い. 地名地番1 衆 浴 命 中 て 草、之 河 泳rili 御 沼 ! の J 3 卜 叫するものをO で閥んでください. 間 輔 の 敵 地 |

に「他0 0軍J と付記して〈ださ h 川 [  Ｒ ・ 都市計画酬の内外の別 ｝ 附 伽Ｎ 市川ｊＡ ｕ ￯ｻｾＮ抑制 ・ 外 斗斗 2262f 野2賂; :tt321ffY521l

:  ， 制 す る も の を … く だ さ い ・ 酬 が 2 以上 「 I 3 … 1  叫 … … ι 必
の地以瓦は区単にわたると きは，そ れぞれをOで凶 1 1  _ _  _ ， . .. .. _  ｾ｟＠ __.  

んでください. 1  1  [ 川 . そ の 他 の 閥 、 輔 、 地 区 、 街 凶 器闘九品員長話: 盟断言九制定 ← Ｋ ー ぷ品段、手 ｾｊｦｾ ｾ
1  [ 5 . 道路J 1  1・ イ掴並びロ欄は 旭聾物の敵地が 2 ノートル以』惜してい1

1  [イ. 幅員 J 8，o o m - l ー」 る週開白うち . I Uも相uのよさ U ものについて lt!人L て<1

1  ｛ ロＮ敵地 ｴｬｾ している部分 の民事 ｊ ＴＸ ｾ ワ Ｓ ｭ ー ださい. 1  

1  1  1 .柑 U が部分により拠俗る場合 L  

1  [“6  敷地面横J ._  ｾ＠ 1  ι 1;守OIκζ 悦t出H 広いt怯孟討うから 2 メ- ト，ルν叫由揖部船i砂合叶}の制 iはi 金ι. t!己 日

)川l叩 … 旭 脚 損 … …j川 一 …H拙叫叩埠帥叫地糊減 叩… … 盛酢ベ口Iイ一敷制叩…地酬山叩而醐酬横削l ωω… … … …以 以内 内 川括舟 州 町附刑州}川{仰6ω川ヴ

い唱胸の州拠削なuる地刷減にまたが向る場合に それぞれの地 ハ → [ 0ロ m馳H拙途地酬i域晴則J (  {往主啓 }ル{レ-;t緒量悦e⑤( )( )  1  1五 郎 附 凶11: ド阿はりJ l . I Uした酬を記入して〈化さ 11

域に対応する敵地白面績を記入してください. 1  1  ｾ＠ [ハ 建 築 基 触 法 制 粂 第 11買の脱走による雌物の延べ面積の敷地面積に対する ー | ぃ. け

・ロ柵は. イ 欄に対応する 111途地瞳町名悼を記入して 什 削 合J ( . 2∞ %) (  80 :  %) (  :  %) (  .  %)  I L J  .. _  ..... 0.. . . . . . . . _ :. ，，-子当|

〈ださい. ハ Iニ 控策基償法第53条第 l 項 の 炉r よる処軍物の雄第面積の敷地面積に対する ←中 1 ・2綱且びニ掴 It. イ閣 の 制 が 回 す る 地 埴 でぞ守 叶 |

I  I  !  制鵬附告例J (ゆ 臼 j { sお' 0 : %馴} 川( %馴}川( %紛} 一 号託m2ぽ2鮪」ぷ2z郡払品品ιJJ却z聖蛇fTE開問翌問惚T奴2T目t以ミ去h.云A剥て北剥r終惚惚?巴駅(:はli可i可1刈品州
H  

Iド蹴 問T吹慌叫2綜焔益説詰お悶問山;げm澗澗?門悦閉z詑知t肝刊m附問叩干特悦糊慨Zね潟捌糊2話蹴緋制主認挑2鵠焔a斜 吋Z
て引〈だ悶さい川. 川 [いト 敷蜘蜘地伽tに: 訓処醐寮可珊能な闘酬を歓地面倒で除は数値l ω 戸 % ← 門 - 空 併 の 草 分 開 又 州 制 路 に よ る 緩 和 が あ 予 告 H

ト ト 一 一 → Iチ 制l 旬 仰 の 後 戸 川 1 % . その計時限記入して〈ださい . ( はい 州

国 1 " .-:_ :: .. _.  . . . . ___ 1  1  ｾは記入不要〉 白 l  

は25523摂 取 町5222「I 7 主要 用 創 刊 } 腕 叩 l 1怒労桝桝i示許抑凶i主は端i3品z綜 捌z
場合は それぞれの主雌嬰H周鵬l雌途を刊曹い川て〈ぱださU い". 川 [ω8 工瑚事附積航馴別洲'1) 8. 欄 . 蛸 . 修蜘帆除tr.. m叩l噛閣.蹴変H挺ι . 刷川慢の

{ 倒) 111劇l崎揃』ι. ス2オポf択ぞ一ツ 醐智場 飲企臨 1  1  ' v .  - . . _.. "  = .  ..._ .  -_.  .. .... ". _-_.  ...----.. .... . . ------. .  L 一i 川

. 伝お 0 コ一ドについては. .畳H 面積の) ( 幸俗 111通を 1  1  [ 9. 1旭皇策B而官f償買削J 1  

紀臥人 L口て〈ぱださ酔い. 1川 ( rll ( i 南部分 )  ( 巾柿以州部分) ( 合計 )  _ 1  1  山 川 |  

， 1  [イ 雌 面 積J (  S 4 Q戸 ni ) (  ο -';'i ( S49 iM m') .... (ji) 1  1_ ムよj _ 1  1  

[ ロ. k ! 簾而械の敷地面摘に対する馴合J 3 2，2 6 " ・0 ・ 向 ・c =  b  +  a  X  100 I  .. . ミ ミ さ ミ ー 1  1  

[ 10. 延べ面積J 1 ー ト ， - 1 ト」 ・

( 申蹴部分 、ー )  ( 附蹄以外の部分) ( 合計 . _ )  - 1  1  1  

1  [イ 旭 拠 物 全 体J ( /369.品 川) (  0 ;  m') (  Ｑ ＳＶＹ ， Ｂｾ＠ m') 〓〓 1  _.. .. . .  1  
l  恥 l  川 町 一

(  | fl … ま た は 臼 … 〈 誘 導 峨 目 的 む ) け ー [ ロ 自 動 車 問 (  7 ・00 m') (  0 ;  m') (  7 '，00 叫 引 |  … ・百 ｾ ｾＺ， I  
の刷割を記入して〈ださい ｾＭＮＭ ＾ ＮＮｲＧＭ ｾＧ ＭＭｾＧ＾Ｍ ￯ 1  の部分 J I  l  

1  1  ，一一- + [ハ 住 宅 の 部 分J (  ー )  (  )  (  )  〓〓

:  ｉ 信感脚帥 ＶＸｾ ＰＩ Ｓ 叫する地区山定め 卜 十 」 ニ 竺 楠J 2 9 8:

3 5  

m' ........................ (.UI .  f = d - c  ( c > d / 5 … f  d - d / 5 )  :  

ら れ て い な い の で . こ の 附 記 入 碍 で す . 什」 捕の敷地面摘に対する制合J 76戸 % ・・ ・ @I  . J( - r  +  a  X  10o 

1  [ 11 . 控集物の政J 1  ，.-;:;-:: 
l  ← L J ・延べ【百宙開 1 0 n l を越えるものについて必人して< 1  
1  ! ィ . 中 蜘 制 服 物 の 数l 寸 円 一日 ぃ:¥U'! ｕｔｉｉＮ｣ｷ＼Ｂ｜ＮＮｾ ｴＩ ＢｾｴＮＮＮｾ ，Ｎ｜ＮＮＮＮＮＮ～ＮＮＮＮＮＮＮＮ，＠ I  

1  [ ロ. 同一般地内の他の建築物の数J 0  ←-t' L...: “  

1  [ 12. 工事暗手予定年月日 ] 平成 占 年 4 月 日 |  

1  [ 13目工事完了予定年月日 ] 平成 5 年 / 2 fl 2 0 日 |  

I 一 一 … 械 を 記 入 し でr [14.' tO)ftI!，e.Il Iff. t糊J I  
ください. 1 1  1  

.m途l I I : i I ! はど( 令節 1 0 拒で下数料がそ の床面績の 1 1 1  

1/ 2 について算定されるもの) がある場合は そ い l  

の偲分自画肢を記入してください. 1  I  1  

ー・・ーーーー・ーーー- -- '

[ ニ 郵 使揖号]

[ ホ. 所在地]

[ へ目電話信号]

[ 3 . 股計者]

[ イ，賓格}

[ ロ，氏名]

[ハ 題 集 士 事 積 所 名]

〔
直

商

法

草

】

嗣

て

肩

住

に

L

・の

所

人

は

布

摘

記

き

m

引

を

と

監

上

地

い

嚇

聾

在

u

-L・

随

所

い

は

}

が

の

て

X

じ

者

そ

し

者

向

坦

び

嗣

計

も

喧

t

e

F

K
網

凋

U

T

{

 

却

型

L

録

録

ぺ

畳

畳

5

1

事

A

リ

E

叩

・

開

町

犬

烏

乱

倒

u

h

l

仰

汀

松

浦

島

崎

忍

亘

書

h

κ
一

品

串

附

干

d

c
よ

叩

は

ほ

戸

紋

哨

対

o

 

d

O

 

[ .:c 郵使番号1

[m 所在地]

[ へ 電 話 番 号1

[ 4. 迎築殴備に関し軍見を聴いた者J ｾ＠

[ イ，氏名] 耳主 2 日 明 一

[ ロ 動 初 先] 経実家包Ｈ｟ｾ厄前 ｬＮ ｦｦｲ

[，、 . 郵便番号l 〒 ι 1 7

[ ニ 所 在 地J ' Ｚｳ，Ｎ･［庶桁ｾ風穴Ｍｲ ￐ 70 

[ ホ 電 話 番 号 ] 哩 0 '1-ぜ- 9

[  5  工事監理者]

[ イ 寅 絡]

[ ロ 氏 名]

[ハ. 建築士事蹟所名1

[ニ 郵 便 番 号]

[ ホ 所 在 弛]

[へ 電 話 番 号]

[6TFZi  私 血 後 人

[ ロ 営 畑 名 l 雌 阜 の 許お 湯552法 ⑧ げ 弘

亨 臼 S j FP命ゑ山l ，: i ヒ宮 ii1z株 町

官 。 7 5- 7<

( 崎桂 川築士 [  犬1i ) 畳録期

(  I鰍}建設唖匙T4 1 Af 尚 ) 岬登録期

Of<..';l;表会連』

T  6 0 1 帝都市$o. 左右島7三乞耳目

置。ヮ'5...6'

[ハー郵使番号]

[ ニー所在地]

[ m. 電話番号1

[ 1. 備. l J J

け

の

だ

い

ん

る

未

・

書

ず

い

で

仰

さ

に

を

だ

時
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さ
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う
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刷
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ー第 4面 記 入 例一一一一

・こ の 響 額 は ， 申 成 建 斐 盟 三 記 三 J 1 ' 成 ;  

I  ，_ _ _ ， I  してください。

l  傍I四面)

[  トト迎開閉 l ー が … の の に つ 門 I  

. 3れ2 2 2 J 2 2 t i J l h説4 5 2 E 5 4 2 トト→[ 1 胴 ] /  は不要です. 一 一 一 一 ;  

; 通 し番 号 を 記 入 山 い・ 川 ｉ Ｒ 閥ＨＱＸＺｾ '-016.30  ) 匂胃4主 阜 、 浦 寸 持2 2 5 2 3 E 5 5 2 1 mh 2 3 2 2 21 1

I  [ 3 ，工事組別 J t@. ". . 醐. 移転 sj ; t ! t 弘 刷 機 崎 鳳 刷 機 の 即 日 場合は，それぞれの主馴遣を書いてください・ I  
1  . . .  - ，_ . . .  _ .  .. .  .... . . . _  11  ( 例) 劇 場 ス ポ ツ練習場，飲虫 鴎 |  

I  トト[ 4 陥 1 鰍 … ー ト造 一部 造 J な お … つL て は … ; k . ; I ; fJJIJ 途を |

『耐 火飽築物 J ， r簡易耐火処築物{ イ) J ， r簡 | い 記入して〈ださい. 1  

州 大 住 馴 ( ロ ) J 又 は 「 そ の 他 」 の う ち 制 す ト ト ー [ 5 . 耐火建築物] 耐 火 1軍事長物 卜 1  

るむのを記入して〈ださ川 I  I  '[ 6 脚 ] わ っ ， ) - 1- 1- 村 @ / j O .，.t 鉄板蕃 寸| 目

1  J 7 外壁] 汗 糾 'J f  Iレ 恥 コ γ ク リ ー 卜 打 放 レ 卜↑i 号2 2 2続 出 火F 2 2 5 5 Z T許認だ I :  

| 蚕 I8. 軒裏] コッヴサ ート"， Jこ7 ヴリ t レ ' ) 0/ ; / pZ，1' 寸ヴ _ j  1;  

| 面 一 川 ・最下階の届唱の床が木造である場合的み記入して< 1  

| 窪 I9. 居 室 町 床 の 限 J m ← け ださい Ｚｊｾｾ ＢＧ ｊ ｾ ，＠ Ｂ ＧｾＧｖｊ｟ｾｾ｟｟ Ｇ ｆＢＢＢｖＢ＠ I  

I  !  [ i Q . 階段J l '  

1  [ イ 地 階 を 除 〈 階 段J ｾ＠ 附 |  

:  I何 時 期 1 抑 8号 に 抑 制 … 吋 ト ド [ ロ 四 階 段J 0 附 l  
叩散を紀人してください。 卜ー ト一一一歩 k 、. 抗降機構等の陪の歓 J 0  階 |  

1  [ 11 高さ J 11  

I  .'.. "[ イ 嗣 刊 さ J '1，8 0  m ← H ・制 抑 制 場 合 1;1. ，岨 抑 制 た お さ を ( )  I  

|  品 川 神きで付記してください。 1

1  [ ロ 最高の軒町高さ J Ｘ ｾ 曲 ｭ い

1  [12  床面積J ( 申錦部局 )  ( 中断以持の部分) ( 合計 )  1  

I  ｾ Ｂ ｩ イ階別 ｊ ( ゴ 階) (  4 0 2グS 同 ( 0 ;  '';'i (  4- 0 2i45_ 叫 I  :  

1  1  ( え 階) (  46;>↓ .，_s  of) (  0 ;  of)  (  4- 63;45 m') 1  

1  1  (  I  階) (  4-守' .3: 4 $ 附M叫e伶) (  0 ;  of)  (  4-'13 i 4 S  町d叫ぜ吋) 1  

I  (  階) (  何M叫ず吋) (  叫 ( 耐叫" 叫ず吋) I  

L _1_ _ j  (  階) ( π M叫vげ叫ず吟) (  m'同4吋) (  m') I  

:  IにH州 … 陣か叫ら 脳肱に嘗いて引〈ださ仲い. 欄が叫足り刊伝い吋とき制は別糊紙 ハ {  階) 川( 叫川( 叫川( :;;i I  

{ω1ロ2欄昨を叫樋糾勾札しはた b仰ωの削} 川に記臥人しロて〈ぱださ軒い" . 1  I  I  (  階) ハ( 耐 (  叫 (  耐刑i I  

I  I  ( 階 ) (  of)  (  of)  ( 同 l

I  I  ( 階 ) (  of)  (  of)  ( 耐 ) I  

I  I  ( 階 ) (  _ ;  . _  of)  (  of)  (  m') I  

I  Lー [ ロ. 合計 J Ｈ ノ ＮＳ ｓ テ ｾ Ｓｓ m' i( 口 叫 ( Ｑ ｾＹ 戸 ｓ 叫 |  

I  [13 酬 の 醐] ⑬ . ω 机 〈 み 制 { 改 良 ) I  

I  [1' 処聾設備の楓頼J D : 相 榊t 抽出・ JI'f l) 掛 拠 畝 州 州 岨 身1・ 戸 i附 |  

|  煙突Ｎ［ｌ ｶ ＭＭＧＺＭ Ｍ ｹ，ＧＭ ‘エス ν ーー、ムｾＭー選 ＱｉＢ ｦ ｴＮｬ ＮＱ ヒＢＧ 1  

1  [15. 砲箆の特例J 1  

[ イ，1 I l 築基準法第 6 晶の 2 第 i 項の脱定による嫡留の特例の適用の有無] 宥 偽 |  

[ ロ 適用があるときは、建築基準法範行令J ! l 13長田 2 各号に 拘げる建築物の区分'J 1  

| 第l 号、第 2 号、第 3 号、第 4母 !

[ハ 建築基準法施行令第13呆の 2 ｾ官 ｬ 号又は第 Ｒ 号に伺げる住宅に駁当する ときは、 |  

|  当骸住宅に係る型式指定番号] 第 号 |  

I  [16，そ の 他 必 要 な 糊] ← U ・1-15欄に型f ! ! ， u せ な い 刊 で 特 に 醐 を 畳 け よ | 。

|  川 っとする '11項について記入してください。 1

l  [17 備 寺 J I  

第 5面 記 入 例 一 一 一 ー ー

( 第五蘭)

1I l ! l ! 物の階別慨璽

[ J  帯り J /  
‘ ー一一一H' J ! l 四市町 l 欄に対応する需匂を記入してください.

[  2 階] / 階

1 3  柱の小後] ×  cm 

ーコ

け ・ぷ砲の揃合のみ記入してください。

[ 4  横製材聞の垂直距雌] m 

|  3 ~川 由紀蛾内 容が同じときは 2欄… 附を ト

ト→

[  5  階の商さ ] 2 ;.. 7 0  m 

タl紀して〈ださい。 [  6  居室町天井の高さ ] 之ｾ Ｚ Ｎ 4 s  m 

[ 7.  IIJ 途別床面積]

←一一

- 別紙 ( コード』りにある開通田区分ごとに分けて

(m蜘区分) ( ( J I鰍鰐ゐ 厄惚4品包儒遣皐の 名 制 惇 醐 】

できるだけ詳細に記入して〈ださい.

裏面;全:

IイJ (  0 8 0.30 )  Ｈ ＪｆＮ｜ ｾｴ ＡￊＮ＠ )  (  2.32，911 m' )  

( 具体的な 111速の名称) 綱は， gll 紙の『建築物又は

{ ロi (  0 &44 0  )  Ｈ ［ｴｾｴＧ＠ .. ［ｾＧｩｩＡｩ＠ )  (  1 6 9f B5 耐)

I . I ! 援物の部分のm過の区分J にある名悼を JIJ いて〈

[ハJ (  0 8 S 2 0 )  Ｈ ｾｩｩｴ＠ )  (  29:5 9 耐)

ださい.

〕

意

[ニJ (  0 8 4 9 0 )  Ｈ ｴｬｦｬｬｪｬｾ ｩＮｩ￞＠ )  (  6/ 、0 0 耐)

- 該当する名跡がない場合は ，そ司名障を具体的に記

人 L ， WI 途白区分〉 閣には，その他の r08990 J  

[ホJ (  )  (  )  (  ・ 耐) と記入して〈ださい.

[へJ (  )  (  )  (  耐} ( 間) (08990)  ( m， uuma n (720 n! )  

一 一 一 一 ー - 住宅の物人れや1苫舗内悔の事務所伝ど。 主たる川通

|  1~7 欄に 曹垂直せないP附

8. その他必要な事項] に従属することが明らかな開通の部分については，

うとする 取項に ついて記入してくださ い. I  
主たるJ l I 過に含めてください.

- 腹自周過の場合の』昼間部分は，面倒の大きいほうの

用通に古めて〈ださい.

- 日動l l I l I ! 剛又は白耐については ，必ずその部分を民

{ 第五面}

日'I して配人して〈ださい。

建築物の階別概要

[ 1  番号}

[2. 階] 2 階

[  3. 桂の小径] x  
C宵'

[ 4  横架材開の垂直距厳] m 

[  5  階町商さ ] 2 : 7 0  m 

[6. / ，晶室の天井町商さ ] 2 :45 m 

[7.111途別床面積l

(m途の区分) (具J体V的首な位m名途の名称) ( 床付面mS4- 5h  }  

[ イJ ( 0 8 0主コ ) ( .;¥:'，ol 'a!l:.. )  (  、 m' )  

[ ロJ (  )  (  )  (  m' )  

[ハJ (  )  (  )  (  m' )  

[ニJ (  )  (  )  (  m' )  

[* J  (  )  (  )  (  耐)

[へJ (  )  (  )  (  耐)

-ふゑ貧担ムゑ思想建築惣虫腹3
[8. その他必要伝耶項]

l議 感ムエ広三どぇ

- ゑ股懲窓怠ぶZ L虫伝息とま怠訟二
栄 3' 民問、z胎イラ

ゑ却辺と忍ふ昆主主意主主又
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- 一 建 築 計 画 概 要 書 の 記 入 例 一 一 一 一 一 一 … ー

日…………吋一一式引{

|  付近見取図 :  

建 築 計 画 概 要 密 |怜隻鮒付附月問臼叫|同乎刊成 隼 月 図 | 鮒 酎 | I  I  

静 岡 | 即 日 |糊 年 月 白 | 開 閉 | ｼ ← ｉ Ｎ ｾ 件 以浮持 仏

[ 1  建築主]

[ イ. 氏名のフリガナ ] そ3 今ト イル0 う

[ ロ 氏 名] 京事件前笥ち

[ ハ 郵 便 番 号l 〒 604

[ ニ 住 所1 ｾ袖 Ｑ ｾ ＱｪＱ中京 ･［ Ｂ￭ｊＮｬｩＧＮ 面ｈＮ如［忽 ｬ の ＮＺＱＳ
[ ホ. 電話番号l 世 0 7 S 2 2 2 ・主6/ 6

I2yf 鵠z hj のH炉転諮問f&J Jぷ川

i2・2君主21 防火，ι ム諸活条例附

i 制 7￥6他ゐ区埴、地主: 地区、街区] 霊ｾＮｉＡｉｾ日 ｡ｺ ・ Ｒ 孟量 ＺＺｩｴｾｾｩｴＮｍ ← ー ｉ Ｇ ｾ ム以ぷヱ ｩ ぷたよ・

[  3  主要用途l 消 訂 イ 主 阜 、 叩 阜 妨 害 由

. ，高田府lζ 拠出の場合 げ ｕｾζ の ｭ 紙 ｉｃ 112500 白血『何十向

地凶 t 趨n縮小uj ) をコピーするか

ｘ｛ｕｾ 入の上 111，; n地を明示して〈

たｾ ｾ＠ '. 

I 4  工事績別J I @ 輔. 輔. 移厳. 鵬変更. : 1 < 1 1 1 . 恨の閥次総慢の酬ff

[  5  申精に憧る纏築物 ]

[ ィ. 高さ ] 地上 9 8 0  m 地下 o  m 

[ ロ，階数] 地上 J  階 地下 。陪
[ハ 糊 ] 綾尚コァヴリート42 一部

[ 6  敵地面積J 70 2 ' テ3 "，

[ 7 .  . I ! 集函積J ( 申防部分 )  ( 申間以外の部分) ( 合計 )  

(  $' げよさ5 叫 ( 0  刑 ( $49J " - S 叫

)  ( 申鮒以外の部分) ( 合計 }  

♀5  

' " ウ( <369 ［ｾｾ＠ "') 

配置図

遺

を

っ

さ

に

日

聞

の

置

分

配

部

の

持

膚

円

・

の

醤

ん

物

思

せ

第

・

ま

旭

が

り

び

ん

あ

此

せ

は

低

ま

唖

高

り

必

の

は

の

地

ば

そ

t
れ

に

ま

や

J

特

こ

は

闘

し

は

但

示

て

配

明

い

[  8  延べ面積]

｛ 住宅の部分 ｾ

[  9  段計者]

[ イー建築士事積所針 。κ 五量殺企 i亘l

[ ロ. 郵便番号 ] 〒 ι0， “  

[ ハ. 所在地1 均市制邸主訳包f J ; 7

[ ニー電話番号 ] づ宮 0 7 5 - 67/ 1608 

[ ホ. 氏名] 鐙 丘 必

[ 10. 工事範工者]

[ イ. 宮業所名]

[ ロ 郵 便 番 号]

[ ハ 所 在 地]

[ ニ 電 話 番 号]

[ ホ. 氏名]

〒 始者1}. 1. 霊長n

6 0 S  

ＢｊｦＮ 治 Ｓ 前象山ｾゴ ι 宮 ､｢ 必田 ＺｲＯＢ，Ｄ
官。7S 701 2000 

- -41  

{ 注意)

1  各面共通関陣

放宇は算用数字を、単位はメートル法令mいて 〈ださい.

2  第一面開悟

① ※ 印のある欄は記入しないで〈ださい.

② 地区計画の区埴内の建築物のうら、迎策基措法第68粂の 3 に規定する特例により l司法第

52来第 l 項に脱定する制限を超えて. I ! 摂されるものについては、 S 欄の『住宅の部分j に

当E重注箆物の住宅の用途に供する部分の床面債の合計告記入して〈ださい.

3  第二面関係

① 付近且取図には、方位、道路且U目槻と伝る地物そ明示して〈ださい.

②配置図に ｉｾＮ 縮尺、方位、敵地壇界鰍、敵地内におりるＮｬＡｦｉＡ物の位置Ｎ 'l' fIIに fKoる. I ! 策

物と他の. I ! 築物との別並びに敷地の擁する埴路の位置及び偏向を明示して〈だきも‘ ・

[ 11. 代理者]

[ イ 建 築 士 事 務 所 創 設計エ危 B[ : t J  

[ ロ. 郵便番号] 〒 品。ヮ

[ へ 所 在 地1... - ｾ 岩 間 山 和 ｩ 回 ｊ Ｇｩ［， ｌｴｬ 回 ｊＶ
[ ニ 電 話 番 号] 置 0 7.日5 - .591  - 1443 

[ ホ 氏 名] ー込山 勉

。 ー 昇 降 機 の 確 認 申 請 書 の 記 入 例 一 一 一 一

・正ぷの岨合は「正J 匝ＧｩＴ正目 ｬｩｾｬｾ ｲｬｾｊ 忌 日 刊削 ａＮ Ｎ Ｂｾ

さL、 |

'正下IIJ) .  ，1. "' 01出 。 円 1，1- 1 山 11< 0 1霊場合は『副」をO で捌んで < t!  

.， 
匂

第二号線式( 第一条、第二晶、第三条関慌) ( 昇降慣用) ( A 4)  

確 認 申 請書 ( 昇 降峨)

( 第一面}

建築基準法第 6 条第 l 項 の規定による確認を申輸します. このゆ問書及び添付図書に記

磁の事項は. 事実に相直ありません.

平成 J 年 ・Z 月 ノ5 日

lP. 崎町 I j l 名にしてくたさ L、. 坦聾主が; } ，人町場合は 11，人

名且ぴ代品占名を記入のうえ それぞれの印を伸して くたさ

L、.

申問者陥 禁裁烹 ｾｰ ⑧

調覧手数料欄

寸

←ＭＭＭＭｩ ・ ζ の欄 ｉｾＮ 記入しはも引ださ川 ｼ

本缶由 ｊｕｉｉ Ａ ｉｉｾ 唄

ー・ 印のある冊は12入し伝いで〈ださ L 、.

・融' 刊ま1 1 ' 川融下を. ｊｾ 位 ｉｾ メートル ｆ 去を ￟ｈ 、て〈たさ

L、.
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. ー昇降機の確認申請書( 第 2 面) の記入例 …ーー

( 第二面) 1  

1  ( 1  段置者1 1  

|  [;:22f フリ州京ウ毒筆訴 十斗 惣 刊 誌822-ttfK521日常広;J |;

1  ( " . 郵便番号] 〒b 砂 チ |  定めまゼん) lC. l 掴と同じ事項を記入

I  eニ 住 所] 押 刊 紙 可 原 町 御 淀 川 3 3 川 棚 射 性 人 の 場 合 は 法 人 名 制 問 者 名 叩 入Lて こJ

1  ( ホ 電 話 番 号] 忌 口 信 占三言二お 必 1  1 さい.

1  ( 2  代 理 者1 1  

1  ( イ 賓 格1 ( ) 第 : 1 : . . (  ) 畳録第 |  

「一十一一→ [ ロ 氏 名] 唯 ) 耐 を 機; 伏 見 ホ 旬 |  

1  (ハ. 建築士取積所名 1 (  ) 建策士事務所 ( ) 知事畳録第 号 |  

| 偶 人 で 川 合 開 会 出 記 入H ｉｾ＠ ー ー |  
「寸 [ ニ 郵 便 番号] 〒 6 0 3 _.  _  _  ｾ＠ __ .  .  1  

して〈白い・ 1  五 [ ホー所在池1 対 陣 主 京 区 田 条 丸 太 町 山 / I  

|  面 [ へ. 電話番号l ' 官 。 日 :;:aS ': i 6々 |  

l 主 l

1  1"  ( 3. 股計者1 1  

|  】 [ イ 賓 格1 ( ) j組 員 企 (  ) 畳録第 |  

」ー十一一→ [ ロ 氏 名 1 (務 〉命 交 官 摘 伏 鬼 寅 三 郎 |  

1  (ハ 埋 築 士 穆 務 所 名1 (  ) 建築士事積所( ) 知事畳録第 号 |  

( ニ. 郵便番号] 〒 6 0 3 ， _  1  

I  ( * . 所在地 1 J"摘 時 下 方、庄 町 余 九 永 守T ・2 の 1. . I  

1  ( へ、電話番号] 官 。 Ｗｓ Ｍ ｾＮ［［Ｎ［ｽ -3 6ノ3 1  

と酔せて附帥( 岡崎 l' 訓 す ( 4  工事施工者1 ｾ＠ _  

叫告に凶帽に記減し仙のを第一号棉式; ; 訓n 1 噌 [ イ 氏 名] 東ム ー 易 |  

添付すれば C の欄式告別連慢出する必聾はあ りませ 1 ( ロ 常業所名 ] 姐設業 の ［ＡｦＧＮＧｌ ぽ Ｓ ・ ｍ 刷都 ｀ 船 Ｏ・ ｾＳＴι '} 1  

ん・ . . . .  1  表委エ? ベータ岬 ) ￭ｦｾ Ｎ 哲集号 |  

* C. {. Iζ 制 点 せ は い事項で特iζ 稽認を畳砂ょうとする 1 (ハ 郵便番号 ] 〒6 0.:3" 1  

刺 は 別 紙K 記闘して添えて〈ださ川 一一I eニ。所在地1 界 都 可 ヨ 下 京 区 島 丸 室 町 ょ の / テ |  

哨 師 rJ ，フリガナ目測1; 1 . 忘れず岨入して〈白川 [ ホー世話番号 ] 置 。戸 ー ム Ｒｾ Ｍ ＳＶ ノ ヂ |  

( 5  位置する建築物又は工作物) 、 | い - j ・鼻陣恥位置する担割の |  

I  -iィ。所在地 1 京 都 市 特 区 河 原 町 却 淀 川 3 3 Iド「 闘 地 仇 記 入 し て 〈 だ さ L、 |

1  ( ロ. 名称のフリガナ ] キ， ウ ト 1 1  

1  (ハ 名称] 及 活F ハ イ ツ 11  

1  (ニ 用 途] 男 同 住 宅 与 欄 節 回 宙 J I  

1  ( 6. 昇降慢の概要1 1 目

|  i; :閥 抗 9 q. . ，側同 コ 、 H ';I ぷA4ぷ : 山??5; ど く だ さ い ・ 棚 |

( ハ 憤峨荷量] 仏$ Q. kg 1  卜 車問。車台m 自動mffl 等目別を紀入して〈ださい. 1  

( ニ 最大定員l 品 名 |  

(ホ 定 絡 適 度] 名5 ml 分 |  

1  ( 7  工事着手予定年月日 ] 平成 よ 年 7 月 / 日 |  

1  ( 8  工事完了予定年月日 ] 平成 5 年 ノ之 月♀ O 目 |  

1  ( 9. 備 考1 r -_- -_ -. -. ，- ，- .-_ -_ -_ -.. ---------------------- ， 
l  ・ . - - .1  1  . ζ の巾Inl ζ 眠る師陣 機を設位する組聾物文 1;' 工作物の確認年 l

I  _ . : bH _ " - r - _ ， _ _ _  ｾ＠ _ _ _ _ _  _ ，__  ｬ ｉ ｊｊ ｉＳ ＮＶＱｗ ｬｉＧｩ Ｇ ｱＮを把掴して Ｎ聞 のように記入して〈だ ｾｉ 、Ｎ 1  
|  惑通図面目平成 Ｕ ＮｦＡＮｱ｟月 Ｏ 目当 ｾＹＳ 中 ｯ ノ ＰＩ Ｓｾ t: . . : fEl l盆なし I  n.... .  . . . _ l l f . 3 . <l ; 1L. .v. II v... .  ｖ ｾｖｊ Ｎ，Ｎ ｊＮＮＮＮＮｯｩ ｬＮＮ～ｉＢ ＮＮＮＢＮ＼ＺｾＮｯ＠ I  

時剖
ハ

ム旦主旦且

且主車L

勾♀阜

令通Fト百hさω ヰ勾 &. L 叫 均の

，..，さ '< J ' ゐ

近舟ョｾｾ線Ｂ イｾｾ［ 再喝 示
降4 毛時符口祝 'q主

f へ

12200 
ら10。 .， 0。

30 



編集委員会法令分科会

法令コーナー

2791 大阪府建築基準法施行条例の改正

一一 劇場等の特殊建築物を中山に -

| 大阪府建築基準法施行条例改正の概要

1. 平成 4 年 6 月26 日に公布された処築基準

法の一部改正により、「準耐火構造」および「司舗す

火姥築物」が新たに定義されたことにf l三い、従来

の簡易耐火主I ! 築物を準耐火建築物に置き換える

等朋: 前コ型車備を行った。

2.  1映写フィルムの革依然化に伴い、 l映写室の構

造およ V' 1'&備に係る| 坊久上の制限を緩和1した。

3. 一定規才釦; l 下の劇場等について、知 I) ri:が月 IJ

に定める「感l同 得 に|刻する技術基準」に適令する

場合は、現行条例第 4 章第 5節の規定を全て適用

しないこととした。

4  小 尉;失な共同住宅等の直通附段の数につ

いて、退主要僻符以外の階の住戸または住釜の数が 3

以下の場令は、直通階段の数が 1 でも建築可能と

しfこ。

5. 公 衆t谷場のボイラ一室の壁、床およひ官辻

階の床の緋造等に| 測する時IJ阪の見直しを行った。

なお、この改正条例の施行口については、改正

建築基準法の施行日と同一 口とするよう規則で

定める予定である。

ただし、 3 の慮IJ 捗揮の規定については、平成 5

年10月 1 日からの施行とする。

| 劇場等に関する技術基準について

王五位、映閉館や観E主主L博については、観客の生

命の安全と: t rr1; I :Ji 備さととの* 1 E - l 寺を目的として、大阪

府建築基準法純行粂例において各趨の規制を行

っている。現行規定は、大規模な劇場や一つの姥

- 大阪府建築基準法施行条例新旧対照表{ゴシック部分が改正側所}

| 改 正 後 | | 改 正 前 |

目次 目次

築 物 が一つの劇場だけで成り立っている形態を

想定して制定しているため 、 防火 ・ 進路佐上 ｴｫ 大 ｉｾ 艮

の安全性を求める規定となっている。

しかし、最近の劇場等は、ミニシアターやビデ

オシアタ一等小規模なもの、一つの主主築物に複数

の劇砂降カf 設置されたもの、 f也の用途と複令して

設tll される傾向が多く見ら九一方では、劇t.i 'i 等

で行われる多J僚な催し物に対応するために多目

的ホールのような建築形態か噌加してきている。

このような劇場等の長I ! 築形態の変化に対して、

緊急時の避難行動の実態に即した合理的な基準

により規制するために今回粂例改正を行った。

この改正により、原則として、客席の定D. が

2，000人以下の劇場等については、安全」二、| 坊火

上、避担f Uニの性能を十分布制某しつつ、より合- J l J l f I " J

かつ経済的な言1i 函が可能になると考えられる。

改正条例lおよび条例第32粂の 2 に規定する知

事が別に定める基準としての「劇場等にl刻する技

術基準」は、以下のとおりである。

大阪府建祭都建築指導課開聾係長

浅 田 行 貝IJ

- 劇場等に関する技術基準

大IOOH公告第37号

( 略) :  ( 略) I  大 腕N弛築基準法施行粂例の一部を改正する

第四章特株主主築物 :  第 四 立 特 殊 建 築 物 | 粂例( 平成 5年大阪府条例第16号) による改正後

第十一 節共同住宅、寄宿舎、下宿及び老人 : 第十一 節共同住宅、寄宿舎、下宿及び養老 | の大阪府建築基準法施行条例IJ ( 昭和46年大腕符粂

ホーム Ｈ第四十五条一知問十ＩｾＩ 院Ｈ第四十五銘ＺＭｾ四十九条Ｉ I 例第 4 号) 第32粂の 2 の規定に基づき、同条例第

(圏各) :  ( 略) I  4i l 第 5 節の規定を適用しない劇場等の用途に

( 姐 ) :  ( 躍) I 供する処鰍に関する基準を次のように定め、平

第 六 条 者11柿畑区域内の出量は、次の各号に定 ( 第 六 条 者11市吉岡区域内の長届は、次の各号に定 | 成 5 &1三10月 1 日から実施する。

めるところによらなければならない。 ;  めるところによらなければならない。 1 平成 5年 3 月初日

一 各戸の主要な出入口は、道路に面すること。: ー各戸の主要な/ 1 ' . 入口は、道路に面すること。| 大岡荷知事 中 川 和 維

ただし、長屋及ひa その!Jl JcI:也が次のイ又はロに

該当し、かつ、各戸の主要な出入 Il がよ出各に

通ずる阿l ..l. 三メートノレ以上の敷地内の通路

に面する;場令は、この限りでない。

イ 敷 I也の奥行き が三十五メートル以内で

あり、かつ、床商税の合計が三行平方メー

トノレ以下のもの

ロ 耐火建築物又は準耐火建築物であるも

。3

( 略)

ー けた行は、 二十五メートルを越えないこと。

ただし、耐火姥築物又は準耐火建築物である

場合は、この限りでない。

2  商l項第一号の規定は、法第八十六粂第一項の

規定により特定行政庁が安全上、 i坊; にヒ及ひ晴

生上支障がないと認める一団地内に二 以上の

構えを成 す良屈については、適用しない。

第 四 章 特 殊 建 築 物

第ｾ￭Ｚ町 ｩ 総 ｊＱ ｉｊ

( 適用の範囲)

第七条 この立の規定は、次に掲げる特殊姐E築物

に適用する。

( 略)

六 物品販売業を営む底舗の用途に供する主主

築 物 ( マーケット J ; s i - < 7 コ用途に供するものに

ただし、長屋及びその! J 1 知也が次のイ又は ロに

該当し、かつ、各戸の主要な出入口が道路に

通ずる lt市兵三メー トノレ以上の敷地内の通路

に面する場令は、この限りでない。

イ 敷地の奥行が三十五メートル以内であ

り、かつ、床面積の合計が三百平方メート

ル以下のもの

ロ 耐火姥築物又は簡易耐火建築物である

もの

( 略)

一 桁 行 は 、 二十五メー トルを超えないこと。

ただし、耐火主I ! 築物又は簡易耐火建築物であ

る場合は、この限りでない。

2  部I項第一号の規定は、法第八十六粂第一項の

規定により特定行政庁が安全上、防火上及び衛

生 Jニ支陣がないと認める一団地内に二以上の

構えをなす長屋については、適用しない。

第 四 章 特 殊 姥 築 物

第 一 節 総WJ

( 適用の範囲)

第七条 このなの規定は、次にぬげる特殊建築物

に適用する。

( 略)

第 1 適用の範囲

この基準は、感l陽、映画館、演芸場、観覧場、

公会堂及び集会場の用途に供する感築物Jで、手平府

部の定員が原則として2，000人以下のものに適用

する。

第 2 周踏の定義

この基準において次に掲げる用 ｩ￬ｾ 意義は、そ

れぞれ当該各号に定めるところによる。

1  劇場等劇場、映画館、演芸場、観覧坊、

公会堂又は集会場をいう。

2  劇場等の用途に供する部分 1 の建築物

のιl' に劇場等が 2 以上設澄される場合又は他の

用途と複合して設置される拶治に、客席部及びｾ

m廊下、舞台、楽屋等を含む一団の部分をいう。

3  出入口 日常的に使用する出入口及び非

';jf; 1侍にイ史用できる出入口をいう 。

六 物品販売業を営む底舗の用途に供する建 | 第 3 客席部の定員

築物( マーケット以タ何コ用途に供するものに |  客席部の定員は、客席部の形態に応じて、次に

建築と社会 ・1993. 4 31 



| 改 正 後 |

ついては、当該用途に供する部分の床而秘の

合言十か千平方メートル以下のものを除く 。)

七 ダンスホール、ナイトクラフ溶しくはキャ

バレーの用途に供する建築物又はパ一帯し

くは遊牧場の用途に供する建築物( 当該月 j途

に供する部分の床面積の合計が二百平方メ

ートル以下のものを除く 。)

(臣告)

十共同住宅、寄宿舎、下宿又は老人ホームの

用途に供する姥築物J

( 略)

第三fii' i 体育館、ポーリング湯及びスケート場

。量外への出口)

第十二条体育館、ポーリング場又はスケート場

の用途に供する建築物の逃典ffj 階における屋外

への出仁l は、次の各号に定めるところによらな

ければならない。た だ し 耐 火 辿 築 物 又 は準 耐

火建築物で当該用途に供する部分の床面積の

合 計 が二百五十平方メートル以下の建築物の

避難階における屋外への出口については、この

限りでない。

第 四 節 病 院 及 ひ 診 療 所

( 木造の診療所の外壁等)

第十三条 法 第二十二条第一項の規定により指

定された区域内にある診療所の用途に供する

木造の建築物て¥階数が二ι Uこであり、かつ、

その用途に供する部分の床面積の合計が二 百

平方メートルを超える もの ( 準耐火建築物であ

るものを除( 0) は、その外壁ー及ひ明2装で地焼の

おそれのある部分を防火構造としなければな

らない。

第五J 1i j 劇場、映画館、演芸場、縦覧場、公

会主及び集会場

( 客席の出ロ)

第二十二粂劇場等における客席の出口は、次の

各号に定めるところにより、四ι Uニ設けなけれ

ばならない。

(圃茜)

四 幅の合計は、客席の床頂芹1 H呼方メートノレ

につき、 二十センチメートル( 耐火建築物又

は法第二十七条第一項の政令で定める主要

情造部の耐火性能に係る技術的基準に適合

する準耐火建築物にあっては、十じセンチメ

ートノレ) ι L上とすること 。

(聞各)

( 舞台)

第二十九粂

(田昌)

2  客席の床面積の令官十が二百平方メートルを

超える劇主持における舞台( 花道その他これに

類するものを除く 。以下同じ。) と客席との問に

は、耐火緋造又t立法第二十七条第一項の政令で

定める主要構造部の耐火性能に係る技術的基

準 に適合する準耐火構造の額壁を設け、これを

小屋義に達せしめなければならない。

(岡搭)

O!決写室)

第三十 条 劇 場等における映写室は、耐火構倉又

は法第二十七条第一項の政令で定める主要構

造部の耐火性能に係る技術的基準に適合する

準耐火構造( 劇場等の用途に供する木造の建築
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| 改 正 前 |

ついては、当該用途に供する部分の床面殺の

合計が千平方メートル以下のものを除く 。)

七舞踊場、ナイトクラフ帯しくはキャバレー

の用途に供する建築物又はパー若しくは遊

技場の用途に供する建築物( 当該用途に供す

る部分の床面積の合計が二百平方メ ートノレ

以下のものを除く 。)

(田畠)

十共同住宅、寄宿舎、下宿又は養老院の用途

に供する建築物

( 略)

第三節 f相守館、ポーリング場及ぴスケート場

僅外への出口)

第十二粂体育館、ポーリング場又はスケート場

の用途に供する主ｉＡ築物の逃 ｾｦｬｩ ｬ 滑における屋外

への出口 は、次の各号に定めるところによらな

ければならない。ただし、耐火刻E築物又は簡易

耐火建築物で当該用途に供する部分の床面積

の合計が二 百五十平方メートノレ以下の建築物

の避1I l fW皆における屋外への出口については、こ

の限りでない。

第四百i ' j 病院及ぴ診療所

( 木造の診療所の外壁等)

第十三粂 法 第二十二条 第一項の規定により指

定された区域内にある診療所の用途に供する

木造の処築物で、階数がコみ上であり、かつ、

その用途に供する部分の床而平氏の令計が二百

平方メートルをこえるものは、その外壁及ひ明二

裂で延焼のおそれのある部分を防火構造とし

なければならない。

第五節劇場、 i決l函館、泌芸場、縦覧場、公

会主及び集会場

( 客席の出口)

第 二 十 二 粂威 ｉ ｊ ｪＭ ｾ痔における割前の出口は、次の

各号に定めるところにより、四ι U二設けなけれ

ばならない。

(田色)

四 幅の合計は、客席の床面積十平方メートノレ

につき、 二十センチメートル( 耐火建築物に

あっては、 ート七センチメートル) ιλ 上とする

こと。

(田苔)

(努F台)

第二ートゴし粂

(間性)

2  客席の床面積の合計が二百平方メートルを

こえる劇場等における舞台( 花道その他これに

類するものを除く 。以下閉じ。) と客席との聞に

は、耐火椛造の傾壁を設け、これを小屋義に逮

せしめなければならない。

( 略)

何処写室)

第 三 十 条 劇 場 等 に お け る 映 写 室 の 構 造 及 び 設

備は、次の各号に定めるところによらなければ

ならない。

一 天 井 及 ひql : ! . l ! : 写室を区画する主要緋造部は、

定めるところにより算定した数値( 小数点以下の

端数は切り捨てる。) とする。

1  伯l人別に区画されたいす席については、そ

の客席数

2  客席が曳鵠Eした長いす席については、和市

町 (lli f : 立はセンチメートルとする。) を40で除した

数 値

3  配列形態が特定できないいす席について

は、幕府音1I の耐1' 1 ( 刺立は平方メートルとする。)

を0. 45で除した数値

4  ます席等における座り席については、それ

ぞれの区画ごとの間賞( 単位は平方メートノレとす

る。) を0. 3で除した数値

5  立凡席については、それぞれの区画ごとの

耐氏 (1削立は平方メートルとする。) を0. 2で除し

た数値

第 4 客席の網目盆

1  いすの前後1111I !雨

客席がいす席の捗拾のいすの前後間隔 ( 前府い

すの最後昔1Iと後席いすの最前部の聞で通行に使

用できる部分の間隔をいう 。以下同じ。) は、水平

投影距離で35センチメートルι L上としなければ

ならない。

2  客席の帝国の手すり

客席の前面には、高さ75センチメートルι Lとの

手すりを設けなければならない。ただし、転落の

おそれがない等、安全上支障がない捗恰は、この

限りでない。

3  段床の手すり

駒末に客席を設ける場合で前段との高低差が

50センチメートノレι L七であるときは、当該客席の

前而に日さ 75センチメートノレι L上の手すりを設

けなければならない。ただし、当該客席の印日百に

広い l阪の手すり墜を設けること等により安全上

支障がない: 場合は、この限りでない。

第 5 客席部の通路

1  屋内の客席部の通路等

( 1 ) 辿路の配置

ア 客席がいす席の場合は、次に定めるところに

より通路を配置すること。

fア) 客席秘列の基準席数 ( 8席にいすの前後WJ

隔 が35センチメートルを超える 1 センチメート

ルごとに 1 席を加えた席数) 以内ごとにその両{JII J

に縦通路を設けること。ただし、次に掲げる場合

は、片イj [ IJ のみとすることができる。

a  秘亨IJ が 4J 市以内であるとき。

b  峨亨IJ が 4 席を超える場合てら 4J 市にいすの I.jij

後 1l¥J 隔カま35センチメートルを超える 2 センチ

メー トルごとにl } 市を加えた席数以内とした

とき。

( イ) 両側に客席を有する縦通路は、その松前音1I

と最後部とを椴通路又は客席部の出入口に辿結

し、かつ、客席縦列20席以内ごとに横通路に追放告

すること 。ただし、次に掲げる場合は、この限り

でない。

a  客席昔日の出入口又はJ繊通路までの総通路で、

その長さが10メートル以下のとき。

b  客席音1Iの岡{J!I Jに縦通路を設け、かつ、主人切表

の右側に掲げる縦列客席数に応じ、それぞれ周

衣の右欄に定める縦列客席数ごとにそれぞれ

の総量路に出入口を 1 ι Uニ設けるとき。
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物にあっては、準耐火概倉又は防火概宣) の床

若しくは壁又は甲種防火戸若しくは乙種防火

戸により区画しなければならない。ただし、令

第百十二条第九績の規定の適用を受けない映

写室の映写のための関口部( 関口面積が一平方

メートル以内で、かつ、ガラス等の不燃材料で

造ったものに限る。) にあっては、この限りでな

L 、。

( 適用の除外)

第三十二条のこ この節の規定は、劇場等の用途

に供する建築物のうち、その規模、形態等に応

じ知事が別に定める基準によるものについて

は、適用しない。

第六百n 島示場

( 階段の数及び桃造)

第三十三条 避 難 階 以 外 の 附 を 展 示 場 の 用 途 に

供する雄築物には、その用途に供する階からi盗

賊附又はI也上に通ずる直通階段を二以上設け

なければならない。ただし、当該用途に供する

階の当該用途に供する部分の床面積の合計が

百平方メートル以下の建築物又は当該用途に

供する部分の主要構造部が耐火構造若しくは

準耐火構造であるか若しくは不燃材料で造ら

れている建築物については、この限りでない。

第九館i 公衆浴場

( i 谷室及ぴ手長室の構造)

第三十九条公安紺谷; 場の浴室の柿造は、次の各号

に定めるところによらなければならない。

一 周囲の壁は、耐火構造又は法第二十七条第

一項の政令で定める主要柵造部の耐火性能

に係る技術的基準に適合する準耐火構造 と

すること 。

二 天井は、耐7同オキ斗で造り、又は覆 うこと。

(田杏)

2  公il W.i谷坊の茶室の構造は、次の各号に定める

ところによらなければならない。

一 天井及び蒸室を区画する主弼推進苦rsは、耐

火構造若しくは準耐火概隼 とし、又は不肋材

料で造ること 。

二 床直前せが十五平方メートルを超える 蒸 室

には、 二J ; ) . _ 上の出口を設けること。

3  建築物の二階に公衆浴場の浴室又は茶室 を

設ける場合は、当該建築物を耐火処築物又は準

耐火建築物 としなければならない。

(田谷)

(ボイラ一室の椛造)

第四寸弓条 公衆浴場のボイラ一室は、次の各号に

定めるところによらなければならない。

一 壁及び床並びに直上階の床は、耐火椛造と

すること。

二 天井は、仕上げを不燃材料ですること。た

だし、天井がないときは、屋根を不燃材料で

造り、又はふき、及びはりを不燃材料で造る

こと 。

第ート- 11↑i 共同住宅、寄宿舎、下宿及ぴ老人

ホーム

(二附に設ける場合の椛造)

第 四 十 五 糸 工 場、倉庫又は県じ粂各号( 第十号

を除く 。) の用途に供するk J ! 築物の二階を共同

住宅、待宿舎、下宿又は老人ホームの用途に供

する場合で、その用途に供する部分の床面積の :  
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耐火構造とし、又は才ゆ俳林i十で造ること。

二 出入口には、 l防火戸 を設けること。

三 不燃才排トで巡った屋外に通ずる l映写犠用

の排気簡を設けること。

第 六 節 展示場

( 階段の数及ひ可持造)

第三十三粂 遊 員ft 階以外の階を展示場の用途に

供する建築物には、その用途に供する階から避

難階又は地上に通ずる直通階段を二以上設け

なければならない。ただし、当該用途に供する

階の当該用途に供する部分の床面積の合言「が

百平方メートノレ以下の建築物又は当該用途に

供する部分の主要桃造部が耐火構造であるか

若しくは不燃材料で造られている建築物につ

いては、この限りでない。

第 九 節 公 衆 浴 場

( 浴室及ぴ茶室の榔地)

第三十 大 島 公 衆t谷坊の浴室の構造は、次の各号

に定めるところによらなければならない。

周囲の壁は、耐火椛造とすること。

一 天井は、市i; J 7 ド材料で造り、又はおおうこと。

(園高)

2  公衆浴場の務室. の梢造は、次の各号に定める

ところによらなければならない。

一 天井及ぴ恭室を区画する主要構造昔1I は、耐

火構造とし、又は不帰防止料で造ること 。

二 床面積が十五平方メートルをこえる蒸室

には、 二i斗ヒの出口を設けること。

3  建築物の二附に公主知谷場の浴室又は蒸室を

設ける場合は、当該述築物を耐火建築物又は簡

易耐火建築物としなければならない。

( 略)

( たき場及ぴかま場の構造)

第四寸喋公安約谷弘知たき場及ぴかま場は、次の

各号に定めるところによらなければならない。

一 主要構造部は、耐火榔造とすること。

二 天井は、床の耐火構造と同ーの耐火性能を

有する構造とすること。ただし、天弁のない

ときは、属桜及びはりを耐火緋造とすること。

第十一 節共同住宅、若手宿舎、下宿及び養老院

( 二階に設ける; 場令の緋造)

第四十五糸工場、p ，- 庫又は第七条各号( 第寸ー号

を除く 。) の用途に供する必E築物の二階を洪同

住宅、寄宿舎、下宿又は養老院の用途に供する

場合で、その用途に供する部分の床面献の合言十

縦 列 客 席 数 縦 ｾｉ ｊ 客席数

8 席以下 15府

9 席以上12席以下 101官

131市以上20席以下 61l 百

211市以上31席以下 H 市

321市以上 31m 

....._. .T-- .  _ 官、 •••• " “  .. ‘ ' ‘ " 同，_ ‘  ・，， ｟‘・憎 ｾＢＧＭ _._ 

和市に面するよう配置すること。

ウ 縦通i協は、その両端が客席部の出入口に直通

すること。ただし、その長さカぎ10メートル以下

の場令又は安全上支障がない弘治は、この限り

でない。

エ 客席部に出入口を 2 以上ー設ける場合は、各客

1市から出入口に至る通常の歩行経路のすべて

に共通する重後区間の長さを、 5 メートル以下

とすること 。

(2) 通路の幅員

ア 両側11にいす席がある縦通路のl陥良は80セン

チメートル( 片側にいす席がある場合は60セン

チメートル) ι uとし、かつ、当i i 1 <1悩邸各にお

いて恕定される通過人数 1 人につき 0. 6センチ

メートノレι Lととすること。

イ 椴通路の幅員は 1 メートルJ . : _ . Uニとし、かつ、

当該検通路において想定される通過人数 1 人

につき 0 .6センチメートル以上とすること。

ウ いすの前後間隔並ぴに縦通路及ひ苛此通路の

lt i . ¥J . 1は、原則としてi邸 ft方向に向かつて狭くし

ないこと。

エ 各 ま す}'ft に面する通路の阿J . ' " : l は40センチメ

ートノレιUことし、かつ、当該通路において想定

される通過人数 l 人 につき 0. 6センチメートル

以上とすること。

2  屋タ何コ客席部の通路等

(1) 縦通路又は横通路を設けること。

(2)  いすの前後間隔並びに縦通路及ひ袖通路は、

原1111として退餓佐方向に向かつて狭くしないこと。

3  傾斜路等の制限

( 1 ) 通路を傾斜路とする場合は、勾配を 10分のl

( 手すり等を設ける場合は8分の1) 以下とするこ

と。

(2) 紙6通路

ア ド17段状とする場合は、けあげを18センチメー

トル以下とし、踏面を26センチメートルιλ 上と

すること 。

イ 通路のお低差が 3 メートルを超える場合は、

日低送 3 メートル以内ごとに横通路又は廊下

辛子しくは階段に連絡するずい道に通ずること。

ただし、階段の勾配が5分のl 以下の場合は、こ

の限りでない。

(3) 縦通路には段差を設けないこと。

第 6 客席部の出入口

1  出入口の数

存1市部から直接出ることができる出入口の数

は、次の表に掲げる数ι Uニとしなければならな

し、。

客席部( パj レコニ一席、ボックス府等にあっ 出入口

ては、その区画された部分) の定1 1 . の数

30人未満 l  

30人以上300人未満 2  

300人以上600人未満 3  

600人以上1000人未満 4  

1000人以上 5  

33 
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約 十が百五十平方メー トノレを超える ときは、 (  が百五十平方メートルをこえるときは、当 該 雌

当 制 酬 は、耐火建築物又は準耐火建築物 と( 物は、耐火建築物又は簡易耐火処築物としなけれ

しなければならない。 ;  ばならない。

( 階段の数及ぴ柵造)

第四十五条のニ避難階以外の階を共同住宅、寄

宿舎、下宿又は老人ホームの用途に供する建築物

には、次に掲げる場合を除き、その用途に供する

階から避難階又は地上に通ずる E 盈階段をニ以

上設けなければならない。

一 当該用途に供する階の当該用途 に供する

部分の床面積の合計が百平方メートル以下であ

るとき 。

ニ 当設用途に供する階の住戸又は住室の数

が三以下であるとき。

三 当該用途に供する部分の主妻橋造部が耐

火栴造若しくは準耐火構造であるか文は不燃材

料で造られているとき。

( 廊下の阿)

第四十六粂共同住宅、寄宿舎、下宿又は老人ホ

ーム における共用の腕 ｉ 下Ｈ令第百十ＺＺｊｾの規定の

適用を受けるものを除く。) の幅は、それぞれ次の

表に掲げる数値l斗ヒとしなければならない。

廊¥下、の積Z廊下の¥配¥盟

両側に居室が その他の廊下

ある廊下におけ における場合

る場合( 単位セ (11i 位センチ

ンチメートル) メートル)

住戸又は住室の

床面積の合計が

五十平方メート J レ 九O ) LO 

共
以下の附における

同
もの

住

住p 又は住室の

床面積の令計が

t  

五十平方メート j レ

一二O )LO  

を超え百平方メー

トル以下の附にお

けるもの

寄宿
居室の床而. f l '1の

ｾ、 ， 

合計が百平方メー

九0 ) LO  

トJ レ以下の際にお

下宿

けるもの

又

居室の床面般の
lま

老人

合計が百平方メー

トノレを超え二百平 一二O ) LO 

ホ
方メート J レ以下の

1>. 

階におけるもの

〈屋内階段及ぴその踊;場 の 幅 並 ぴ に そ の 階 段 の

けあげ及ひ官官面の寸法)

第四ー十七 条 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 、 下 街X は老 人 ホ

ー ム に お け る 共 用 の 展 内 階 段 で 次 の 去 の 附 段 の

ｚ 血 ［ＱＱ 欄に拘げるものの階段及びその ｾｪｾ 場の附並

階段及ぴそ けあげの .t

路面の寸法

の踊場の幅 法( 単位セ

( 単位セン階段の租J j l1

( 単位センチ ンチメート

チj ート lレ)

メート/レ) ル)

直上階の居室の床

而積の合計が百平

) LO以上 二二以上 二一以上

}J メート J レ以下の

地上階におけるもの

直上階の居室の床

面積の合計が百平

方メート j レを超え

一二0 以上 ニO以上 二回以上

二百平方メートル

以下の地上階にお

けるもの
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( 廊下の幅)

第 四 十 六 条 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 、 下 宿 又 は 養 老 院

における共用の廊下( 令第百十九粂の規定の適用

を受けるものを除く。) の何は、それぞれ次の表に

掲げる数値』み上としなければならない。

l H¥価下¥の種別廊下の配¥、置

両側に居室が その他の廊下

ある廊下におけ における場合

る場合( 単位セ ( 単位センチ

ン千メートル) メート lレ)

住p 又は住室の

床面積の令計が

五十平方メートル ) LO 九O

共
以下の階における

同
もの

住

住p 又は住室の

床面積の合計が

宅

五十平方メートル

一二0 ::J L O 

をこえ百平方メー

トル以下の階にお

けるもの

舎宿寄

居室の床面積の

令官| が百平方メー

) LO 九O

トlレ以下の階にお

けるもの

下

街

居室の床面積の
又

l立 合計が百平方メー

トlレをこえ二百平 一二0 九O

方メ二訂F以下の

階におけるもの

( 屋内階段及びその踊場の幅並びにその階段の

けあげ及ひ略面の寸法)

第四ー!七 条 共 同 住 宅 、 守 術 合 、 下 宿 又 は 養 老 院

に お け る 共 用 の 屋 内 附 段 で 次 の 表 の 階 段 の 種))11

欄に掲げるものの附段及びその踊場の隔並びにそ

附段及びそ けあげの寸

踏面の寸法

の踊I品の帳 法( 単位セ

( 単位セン附段の種月11

(lli 位センチ ンチメート

チメート Jレ)

，1- トJレ) lレ)

直上際の居室の床

面積の合計が百平

) LO以上 二二以上 二一以上

方メートル以下の

地上階におけるもの

i i ' i : 上陪の居室の床

面積の合計が百平

方メート J レをこえ

一二O以上 ニO以上 二回以上

二百平方メー トlレ

以下の地上階にお

けるもの

2  出 入 11 の 配 世

出 入 1-1は、客席昔日内から容易に認識できる位詮

に配置し、かつ、出入口が 2 ι Uニ要求される移恰

は、被数の出入円が火災による煙、熱等により同

時 に 使 用 で き な く な る こ と が な い よ う 互 い に 十

分に縦して設置しなければならない。

3  11' ，入 1: : 1の申高等

(1) 出 入 11のl阪は 1 メートノレιんととし、かつ、 E

該 出 入 口 に お い て 想 定 さ れ る 通 過 人 数 1 人 に つ

き0.8センチメートルだん仁とすること。

(2) 必要な出入口の幅の合計の 2分 の 1ι Lヒは、

日常的に似! f f l する出入口て明E保すること。

(3) 出入円の戸は、 外 l羽きとし、避首位上の障害と

ならないものとすること。

第 7 客用の廊下

1  行き止まり廊下のl I i l1限

廊下は、行き止まりとなる部分の長さを 10メー

トル以下としなければならない。

2  廊 下 の 帆

(1) 廊下の似は、l . 2メートノレι Uことし、かつ、 2

該 廊 下 に お い て 想 定 さ れ る 通 過 人 数 1 人につき

0. 6センチメートルι uとすること。

(2) 腕I下は、原則として、遊覧仕方向に向かって狭

くならないこと。

(3) 廊下に而する出入口の戸は、腕I下 に 要 求 さ れ

る幅の 2分 の lιυ ニを妨げないこと。

3  符む斜路等の11;11限

( 1 ) 廊下を傾斜路とする場令は、勾配を12分 の l

( 有効なすべり 止 め を 設 け る 場 令 は10分 の 1 ) 以

下とすること。

(2) 廊下を附段状とする場合は、けあげを 18セ ン

チメートル以下とし、路面を26センチメートル以

」ニとすること。

第 8 ' 11場 等 及 び 劇 場 等 の 用 途 に 供 す る 部 分 の

出入口

1  i.l¥入 11の 数

劇場等又は劇場等の用途に供する昔1I 分 の 出 入

口の数は、 2 以上としなければならない。

2  出入口の配置

劇 場 等 又 は 劇 場 等 の 用 途 に 供 す る 部 分 の 出 入

口は、互いに十分に離し、かつ、客席部の出入口

か ら 円 滑 に 避 難 で き る 位 置 に 配 澄 し な け れ ば な

らなし、

3  出 入 1-1の申高等

( 1 ) 劇場等又は劇場等の用途に供する部分の出

入口の附は 1 メ ー ト ルι L七とし、かつ、当該出入

口において想定される通過人数 l 人につき 0. 8セ

ンチメートノレι Lヒとすること。

(2) 必要な出入口の帽の合計の 2分 の 1以上は、

nf 括的に似則する出入口又はそのイ、j-近 に 配i宣す

ること。

(3) 1出入口の戸は、外聞きとし、避知U ニの町曜と

ならないものとすること。

第 9 客用の階段

1  附段の配位

附段は、第} 市昔jlからの円滑な遊民mが1制呆される

ように、存1市部の出入口又は客J . r j の廊下等から直

接認、識できる位置に設置しなければならない。た

だし、I . l i ii 下等の認識しやすい位澄に附段の位置を

明示する誘導灯か官釘萱されている場合は、この限



| 改 正 後 |

ぴにその階段のけあげ及ひ略面の寸法は、令第二

十三粂第一項の表第四号の規定にかかわらず、次

の表によらなければならない。

( 屋外への出口)

第四十八粂第十二条の規定は、共同住宅、寄宿

合、下宿又は老人ホームの用途に供する主I ! 築物

について準用する。

( 木造の下宿等の外立等)

第四十九条第十三粂の規定は、下宿又は老人ホ

ームの用途に供する建築物について準加する。

第十二節 自動車率庫及び自動車修理工場

( 耐火建築物又は準耐火建築物 としなければな

らない白羽瓜nl i J i l i 等)

第 五 十 一 条 二 階 を 自 動 車 車 庫 等 の 用 途 に 供 す

る姥築物で、その用途に供する部分の床面再' l 'Aの

令計か官五十平方メー トノレι uのものは、耐火

建 築 物又は法第二十七条第一項の政令で定め

る主要構造部の耐火性能に係る技術的基準 に

適合する準耐火建築物 としなければならない。

(1m口苦1I の防火設備)

第五十三粂 自動車車庫等の用途に供する建築

物 ( 5 去第八十四条のニの規定の適用を受けるも

の を 除 < 0) で、耐火建築物及び準耐火建築物以

外のもの( 法第六十四条の規定の適用を受ける

ものを除く。) は、その外壁のHf. 1口昔日で延焼のお

それのある昔日分に、令第百丸A に定める柿造の

l妨火戸その他の |坊火設備を設けなければなら

ない。

| 改 正 前 1 1  階段出口の相等

( 1 ) 各階段の避難階における出口の幅は、当該階

の階段のけあげ及ひ官官而の寸法は、令第二十三粂 | 段の幅の10分 の 8 以上とすること。

第一項の表第四号の規定にかかわらず、次の表に 1  (2)  出口の戸は、 i蹴陸方向に聞くことができるも

よらなければならない。 I のとすること。

( 屋外への出口等) I  2  階段の出口から定物の外までの経路

第四十八条 第十二条及び第三十三条の規定は、 I  (1) 劇場等の用途に供する部分のための階段が

共同住宅、寄宿舎、下宿又は養老院の用途に | 逃雛階において建物内部に面している場合は、

供する処築J物について準用する。 I 附段の出口から建物の外までの経路は、他の用途

( 木造の下宿等の外壁等) I の部分( 共用ロビー、共用廊下等は除く。) を経由

第四卜j l &c 第十三粂の規定は、下宿又は養老 |  しないこと。

院の用途に供する主I ! 築物について準用する。 I (2) (1)の経路の幅は、 i邸佐階において辿物内部に

第十二節 自動車車庫及び自動車修理工場 | 面している階段の出口の幅の合計以上とするこ

( 耐火建築物としなければならない自動車車庫 | と。

等) I  3  敷地の外へのi捌 姫 路

第五十一粂 二 | 貯を自動車工11庫等の用途に供す I  ( 1 ) 批地内に、避難階における雄物の出口及び届

る建築物で、その用途に供する部分の床面積 | 外階段の出口から、道、公図、広場その他の空地

の合言同冶百五十平方メー トノレι Uニのものは、耐 | に通ずる通路を設けること。

火建築物としなければならない。 I (2) ( 1 同通路の幅は、 i蝦 ft附における建物の出口

及び屋外階段の出口の阪の合計以上とすること。

( 開口部の防火設備。 I 第 11 映写室

第五十三条 自動車111廊等の用途に供する建築 |  劇場等における映写室は、耐火構造又は主I ! 築基

物で、耐火建築物及び簡易耐火建築物以外の | 託結( 昭和25年法枠第201号。以下「法」という。)

もの( 法第六十四粂の規定の適用を受けるもの | 第27条 第 1項の政令で定める主要構造部の耐火

を除く。) は、その外壁の関口部で延焼のおそれ | 性能に係る技祁柑嘩準に適合する準耐火緋遊休

のある部分に、令君主百九条に定める構造の防火 | 造の劇場等にあっては、準耐火構造又は防火桃

戸 そ の他の防火訟」備を設けなければならない。| 造) の床新しくは鐙又は甲種防火戸脊しくは乙程

|坊火戸により区画しなければならない。ただし、建

築基当地施行令( 昭別25年政令第328号。以下「令」

という。) 第112粂 第 9項の規定の適用を受けない

映ご写室のu央写のための|朔口部< rm口商紛が 1平 方

メートル以内て¥かつ、ガラス等の不燃持林斗で造

ったものに限る。) t こあっては、この限りでない。

第12 舞台

1  劇場樽における舞台の上部には、楽屋その

他 これに類する居室を設けてはならない。

2  客席の床面積の合計カ三200平方メートノレを

超える劇易簿における舞台( 花道その他 これに類

口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 劇 場 等 に 関 す る 技 術 基 準 | するものを除く。以下同じ。) と客席とのr: nには、

耐火構造又は法第27条 第 1項の政令で定める主

りでない。 I 階の他の用途( 他の劇場等の用途に供する部分を | 要構造昔I1の耐火性能に係る技術的基準に迎合す

2  階段の隅 | 含む。) の附段と共用しないこと。ただし、次のい |  る込舗.t火桃造の徽鐙を設け、これを小屋裂に逮せ

(1) 客席部の外にあって観客がi蹴佳するときに | ずれにも該当する場合は、この限りでない。 I しめなければならない。

通過する階段の幅は、当該階段に流入する人数 1 I ア 当該階段までの経路が、他の用途の部分( 共 I  3  前号の額壁の小屋漢の閉口昔I1には、随時間

人につき 1センチメートル以上とすること。 I 用ロビー、共用腕I下等は除く。) を経由しないと | 鎖することができ、かつ、火災によりi 1 i I J 支が急激

(2) 必要な階段のl隔の合計の 2分 の 1以上は、 j剣 | き。 I に上昇した場合に自動的に閉鎖する甲種防火戸

ｪ ｾ 縛又は康 ｉｊ 脇陣の用途に供する昔日分の日常的に使 ｼ イ 当該階段を利用する各用途の部分につき必 |  を設けなければならない。

用する 出入口の付近に配置すること。 I 要となる階段の幅の合計以上とするとき。 I 4  第 2 号の劇捗簿における舞台の上苦1Iには、

3  ｾｾ段の構造等 I  (2) 2 以上の劇場等の用途に供する部分が税局 | 令第126粂の 3 に定める排煙設備を設けなければ

(1) 屋 内の客席部から直接進入する階段は、特，)11 I  し、かつ、同ーの階段を共用する場拾の階段の幅 |  ならない。

ｩ 監部 ｦｾ 階段又は屋外遊事僻皆段とすること。 ｉ は、各階において当該階段に流入する人数の合吾十

(2)  客席部が逆鍬佐階より 6 メートルを超える下 I  1 人につき 1 センチメートル以上とすること。た | 第13 風道の4報室

方にある場合は、 i蹴佐階までの直通階段は、特別 | だし、階段を特別i邸 断 段 と す る 場 合 又 は 各 階 に |  劇場樽に設ける換気暖房又は冷房の設備の) l i R

i蹴 m階段又は屋外遊1 sftfl 皆段とすること。 I おいて当該階段に流入する人数の合計 1 人につ | 道の構造は、次の各号に定めるところによらなけ

(3) 階段の出入口の幅は、当該階段に流入する人 |  き0. 05平方メートル以上の函; fWを有する前室一若 |  ればならない。

数 1 人につき 0. 8センチメートル以上とするこ |  しくはパノレコニーを設けた屋外遊難階段とする I  1  不燃材料で治ること。

と。 I 拶冶は、当該階段に流入する人数が五主大の階にお I  2  被覆する場合は、不燃材料で被観するこ

(4) 出入口の戸は、避難方向にH日くことができる | ける流入人数 1 人につき 1 センチメー トル 以 上 |  と。

ものとすること。 I とすることができる。 I 3  防火上必要な箇所にはダンパーを設ける

4  階段の共用 こと。

(1) 劇場等の用途に供する部分の階段は、同ーの | 第1日 避難階における避難経路 .  ( ( )  
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高 強 度 コ ン ク リ ー ト 充 填 鋼 管 短 柱 ( RUC柱 ) の 中 心 軸 圧 縮 実 験

1. は じ め に

近年、優れた構造性能( 大きな耐力と変形性能) を有している点よ

りコンクリ ート 充填鋼管構造は注目される構造形式の 1 つに挙げ

られる 。今回、高強度コンクリ ート を遠心成形により充填し、オ ー

トクレーフヨ佐佐を行 った標記短柱の実験を行い、中心厄ヨ陥耐力につ

いて知見カf待られたので、 これについて紹介したい。 なお、実験内

容の詳細は、 GB R C No.  69， (1993 .  1) をごi唱頁きたい。

2. 試 験 体 お よ び 実 験 方 法

本実験のパラメータは、鋼管の形状( 角形，円形) 、鋼管の板厚 (4

5， 6 ， 9  mm) 、中空音rl の高強度モルタル充填の有無( 図 1参照) 、加

力形式の相違Ｈ ー イ本型とアンボ、ンド型 Ｚ 図 Ｒ 参照Ｉであり、上 ｴｲｾ｜ 交のた

めの単独鋼管を合め言十30体の実験カ清|恒lされた。各試験体とも、外

径と高さの比を i 3 J としている 。

拙荷は、図 2 に示すように、 1000tf;構造物試験機を用いて、上下の

誠相反を介して平押しの状態て、調会体に中心圧縮加力し行ーった。il!l J

定項目は、制l方向変出立と鋼管中央部管壁の榊al および管周方向の

ひずみ度とした。

3. 実 験 結 果

代表的な荷重P と*UI方向ひずみ度 ε c との関係として、 fl.il写 6 mmの

角形および円形鋼管を用いた場合の実験結果を図3に示す。 ここに、

ε c は、試験体全長の変位五ほ検長で除したひずみ度である 。同図で

は、角形および円形鋼管を用いた場合の一体型およびアンボ、ンド型

加カについて、それぞれモルタノレ充; t91 ; の有無、ならびに単独鋼管 t

の遠いを示してし、る 。 これより、角形鋼管の場合には、モルタル充

撲の有無によ って、両加力形式の最大耐力には違いはみられない

が、最大耐力以降の耐力低下は、モルタルを官民すると少なくなる 。

また、円形鋼管の場合には、両加力形式とも、モルタルを充填する

と、 1初 ζ 耐力およびそれ以降の耐力低下も少なくなる 。 なお、鋼管

のfl . i l 写が大きくなると、いずれの場合も、勿論、 tゐた耐力は大きく

なるが、それ以降の耐力低下も 小 さくなり、特に、アンボ、ンド加力

を行ったモルタル充成型円形鋼管の場合には、拘束効果による最大

耐力の増大が著しい。 また、アンボンド加力 を行った角形鋼管の場

合には、モルタル充填の有無に関わらず、欄写が薄いと、拘束効果

による最大耐力の増大はほとんど期待できない。

4. 軸 圧 縮 耐 力 に つ い て

コンクリート充; t J i t 鋼管柱の軸圧縮耐力を正確に判所するには、管

周方向の引張応力を考慮した鋼管の車11圧縮耐力と拘束効果を考慮

した充填 コンクリ ート の軸圧縮耐力をそれぞ、れより正確に書利回す
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る必要がある 。 そこで、実験結果で得られた鋼管のひずみ度調l院 値

より、 von Misesの降伏条件およびZiegler の移郡斑イ凶リを仮定し、

Ｒ ｩｐＭ ｲｨ 応力状態を考慮に入れて鋼管の応力度を解析した。ｾ［ｃ大耐力 ｉ 時三

の鋼管の材 ＧｾＡ￠ ｬ 方向応力度 ｭ ｏＢ ｺ と径厚比 ｄ Ｏ ｴ との関係を図 Ｔ に示す 。 同

図てな、 mO"z を鋼管の降伏強度sO) ' てや無次元化して表している 。これ

より、角形および円形鋼管による場合とも、鋼管のfl . i l 享が大きくな

ると、 mO"zんのの1I 立は l よりも小さくなるが、この関係を実験式にま

とめると、次式が得られる 。

｛ ｾ鰍例一形附陥鋼僻管… 品F戸一一一=司心一……一lリ 叶 山 一3トH…吋一→叩叫8. 8/… …8/削 仰 叩 山/パ川川川(ωψ肋D/t九t

た7だごし、 D/t壬29てやは、 md z =sσ y  

円形鋼管の場合: mO"z = l. 0- 3. 2/  (D/t) 

(1) 

次に、 von Mi 田 sの降伏条件を仮定すると、最大耐力時における鋼

管の管周方向の応力度 mO"R は求まり、R i chart 式と同定式化を行う

と、充填コンクリートの圧縮強度f ccは次式てや与えられる 。

f c c =σBo+k f ， (2) 

ここに、 σBO : コ ンクリ ート シリンダーの圧縮強度、 k: 拘束係数

f， =  (2t /D) ・mO"R ・拘束応力度 (3)  

実験結果について上式より求まる充填コンクリ ート の圧縮強度f

c c と拘束応力度f ，との関係を図 5 に示す。同区lより、拘束係数kの 値

は、下記のように、概ね設定できる 。 なお、角形鋼管を用いたアン

ボ、ンド切口カの場合には、充填コンクリートの日淵愈j支がかなり低

い値となったが、その原因はあまり明確でなかったので、この中掘す

の対象から除外した。

→和」削[1力の場合・. . . . .

[角形鋼管] モルタル充填および非充填型: k =  3  

[円形鋼管] モルタル充I良型

モノレタノレ非1町長型

アンポンド型加力の場合. . . ー

:  k =  7  

:  k =  5  

[円型鋼管] モルタノレ充填および非充填型: k =  2  

これらの拘束係数の値を用いると、 (1) ー(3)式よりコンクリ ート充

填鋼管の軸圧強度カ守割引できる。その計算値と最大耐力笑験イ砲を上七

較し、図 6 に示した。問図より 、こ の計算方法により li!d胡す力実験

イ位を妥当に吉平価できることがわかる 。

( 構 造 物 試 験 室 益 尾 潔 : 記)
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大 学H寺代の友人が熊本県でアー トポリスを担当しているという

ので、昔のよしみで案内を lh' l うた。既に四十二の作品があり、県下

に広くわたっているため、どうしても足が必要だったのである。

沈丁花が甘い干寄りを漂わせていたと思った

らソメイヨシノと、阜ではまさに脊刷出の頃、

山では 11 < 閉ざされ色かずの少ない冬がやっ

と終わり、他の木々に先がけてブナの芽ぶきが

一斉に始まる。 北限の野猿たちも新鮮な食粧を

手にし、彼らのフンもそれまで、の固いコルクの

ようなものから時緑色をした柔らかいポのそ

れに変わるという。緑は生き物に糧を管場合して

くれるだけでなく、活動、誕生の時を教えてく

れる。

三jL1港フェ リーターミナノレ、八代 ・未来の森ミュージアム、J ，¥ユ常 ・

市営の団 ｴ ｴｍｾ字、北瞥察署、公衆トイレ、清和文楽館、装飾古墳館、

八千代座にれは歴史的控造物) など、二泊三日は主l ! . 築尽くしの旅と

なった。いずれも見ごたえがあったが、さすがに、伊点盟雄氏と石

井和紘氏の試みは群を抜いていた。 2手兵て、見る以上の感動を党えた

からである。 それにしても都会ではますます自然が失わ

れていく一方で¥アトリウムや屋上、壁面い、

った人工的な 空 間に緑化が積極的に取り上げ

られるようになってきている。屋担荷主主? 軽減

して高木を植えたり、秘雪地でも四季を通して

繰が鑑' 此できるようになった。がむしゃらに突

き進んできた時代がパフツレと共に終わり、ゆと

り、うるおい、やすらぎというテーマが目幸斤し

いもののように取り上げられているが、それら

は「自然」が元来持っていたものである。向然

に教えられることは余りにも多い。

両作品とも立地粂件が良い。施設のプログラムも良し、。その上、

腕の確かな設計者が恵まれた設言問拍Eで仕事したのだから、申し分

がない。良 L 、作品とはこうして生まれるものだ、 と確信して帰阪し

た。

制ω11元知事が退いてからアートポリスへの風当りは強くなった。

欠陥住宅言命争やぜいたく Z命識があり、一時制アートポリスの存続が

あやしくなった。昨年末、とりあえず存続が決まったようだが、後

に統〈同種の試みのために挫築家の過度の作品主義が取り沙汰さ

れないことを祈る気持である。

加藤晃規 大阪大学工学部環境工学科助敏授

ゴツν フトーナメン卜て¥有名な、 宮崎市郊外

のーツ禁で、「フェニックスリソε ート ・シーヵ1

ア」の開発が進んでいる。第 1 期工事は、ウォ

ーターパーク、ゴルフコース等 で、第 2 期は、

ホテノレ、コンベンションセンタ一等である。こ

の開発の中でも、 rl' 核となるウォーターパーク

のプロジ、エクトの- [ - . i . として、当社は、参加す

る機会を得た。

ワオーターノ f ーク、日11 ちオーシャン ・ドーム

は、長さ 300m、幅100m、最高高さ 3 8 mであり、

ドームは、左右に| 羽閉され、開口長さは、全開

状態て、 200mとなり、世界- l i た大級の室内ワォー

ターパークである。室内III 央の、最チマド深3. 5m

のプーノレは、コンピュータ制御で、多種多織な

7皮を造りだすことが可能であり、最高波高は、

2. 5mで、他に類を凡ないスケーノレのものであ

る。プーノレの両)1るには、 ジョージ ・ノレーカス監

修? の11央f象によるシュミ ν ーションシアターな

どのアミューズメントが、数々配註されてい

る。

このような規挟と内等の施設になると、 Y フ

トからハードへ、ハードからソフトへと、境界

が不確実でボーダーレスとなり、当社として

も、設計の枠を超えた経験は、 n重なものであ

る。目下現地は、最後のイ土とげ段階にあり、必

瓦のオ ーフ。ンが待たれる。

隅谷康彦 大建設計取締役大阪事務所所長

38 遣 築 と 社 会 ・1993. 4

表ー本番を迎え、自然に感謝しながら新しい飛

胞をと願う。

玉井能男 建段省近畿地方建設局営鎗部建築銀畏

|  安 全 に つ い て I  

辿設業は危険な産業だと言われる。休業 4 日ι Uニの災害発生件数

は製造業と比べるとやや少なく、 20年前の半分以下になっているも

のの、全産業死傷者数約20万人の内 6 万人弱に達している。一万、

死亡数では建設業の方が多く、製造業の約2. 3倍となっており一旦

災害が発生すると重篤な災害となる傾向を示している。

また交通事故と比べてみてもその予' E f - 1 J 者数の、人口あるいは就業

者数に対する割合は交通事故のl . 8倍、死亡者数に於いてもl . 4倍と

なっている。死亡災害の内 4 制強が墜落災害である。これはill ;i J に

逆らっての仕事量が多いとは言え、 4 m未 iiii : J からの墜落災守が 6 ｾｬｩｬ ｊ＠

と向い比率になっていることカrlllJ 題である。 14世紀前半に記された

兼好法師の徒然草の巾に ¥'i'.7j1ピ』の木のぼり。 (109段) の話がある。 145

い処で非常に危なそうな問は何の注意も与えないで、降りてくる

H寺、 家の4汗の高さくらいになって初めて 「過ちをするなよ 。よく気

をつけて降りよ。」と木のぼり名人が戸をかけたと言う。ヒューマン

エラーは700年位の昔と殆んど変わっていないのである。

我々娃設業に従事するものは、この司王をよく理解し、オートメ化

を普及させて危険作業主? 減らすこと、挫動機械の安全装置を充実さ

せること、安全意識の ｾＧＺｪ 協にＩｊＱｬえて労働環暁の整備 ・ 労働条件の改

善等を実施 しHi gh Ri sk Industri 白の汚名をそそがなくてはならな

得田芳宏 松村組取締役大阪本庖建築部長



特集市民劇場の舞台設備

本 特 集 編 集 幹 事・石沢重治( 新菱冷熱工業) /逃 iJ長進( きんでん) /大 凹克彦( 総合設備コンサルタント) /梶井宏修( 近後大学)

河津 |塗之( 河津隆之事務所) /伊達正雄( 大阪市) /回ノ向11好幸( 竹中工務庖) /村 上幸 三郎 ( 東芝ライテック)

昨今、谷地での劇場の建設や改築カ弔問Ili

とな っています。

「劇場J t 聞くだけで、華麗な舞台やス

ターのおは立、オーケストラの響き、観ゑ:

のざわめき、などが目に浮かび、心が躍

ります。

本特集は、こうした華やかさを装側から

支えているものの一つである設備をとり

あげました。今日の劇場は、 tJ i 首長の大小

だけでなく、提供する内容や目的などに

よって各種のものがあり、また、設備古も

多岐にわたります。 ここでは、大劇場や

専門のホーノレ、特殊な機杭を備えるよう

な嫁l陽でなく、多少ハイレベノレなiri 出を

伴う 多目的に使用できる市国劇場をテー

マに、ソフト商を重視して、演出にかか

わる舞台の設備を中心に構成してありま

す。 そして、康l陽諸設備のi訴斤情報堂提

供し、新設の計画にはもとより、リニュ

ーアノレ|時の参考になるも のをと企図いた

しました。

本特集の企ii !fl ・執筆lこあたって、社団法

人劇場前出空間技締刊b会 の全而的なご |お

力を得たこ t を記し、謝砕い、たします。

設 備 分 科 会ｾＮｷ Ｎ 村上幸 三 ＱＱＱ Ｑ



市民劇場の舞台設備 | 序論

これからの劇場空間

山 崎 泰 孝

批判される多目的ホール

多目的ホーノレは無目的ホーノレだ。音楽にも演劇にも多目的に使え

るホーノレは結局、キiFに短し、たすきに長 しで、 音楽にも j寅彦IJ にも中

途半端で使いにくい。 こう言われ始めてもう久し L、。 しかし、いま

だに公共ホーノレだけでや80飴:.t:J J ニが毎年つくられている 。 そのほとん

どのものが、この種の多目的ホーノレだという 。

そこまてい言われでもなおかつ、っくりつづけられるには、 その理

由が十分にある 。明治主陣庁て西洋文化が日本に入ってきたとき、ま

ず、居留地に 多目的ホールがつく られた。非主!Eの対象 t なっている

プロセニアム型の多目的ホーノレの起源は、日比谷公会堂をはじめと

する公会堂建築のホーノレイヒであ った。すなわち講演会場として用意

された舞台に、音楽や演劇! のためにさまざまな舞台設備を加え大き

くすることによ って完成してきたのが、いわゆるプロセ ニアム型の

「多目的ホーノりである。 ヨーロ ツノ f て‘ は各都市に、オペラとダン

スのためにはオペラハウスを、演劇のためにはシアタ一、音楽のた

めにはコンサー卜ホールしそれぞれの専門ホーノレが用意されてい

る。 それに比べ、このプロセニアム型「多目的ホーノレJ は全く1 : 1本

的な劇場スタイノレなのである 。能 ・奇矧制支 ・文楽をはじめとするさ

まざまな伝統芸能に加え、明治に入ってヨーロツノ句、ら学んだ百洋

音楽、オペラ、演劇等々、多様な様式を持った文化を同時に楽しむ

われわれ日本人特有の文化があるからである 。

生活においても 和洋両様式が共存 している のカ宅見代 日本文化の特

徴である 。 しかしこれら和洋文化の共存も 一世紀をすぎて、それぞ

れ多様化と質の向上の中で、われわれの目や耳も i脳集されてきた。

その結果、能や歌舞伎にそれ専用のホーノレがあるよう仁、 音楽やi寅

ｊｾｉ ｊ ・ オペラにもそれぞれ専用のホーノレを要求し始めた 。 その結果が

「多目的ホーノレJ 非難とな っている 。 しかし、ここで砲、は日本文化

の将来を考えるとき、ただ、素直にその批判を受 け入れて、ヨ ーロ

ツノf l : 同じようなオペラハウスやシアターをつくればよいというも

のでやはないと思う。 E欣i謡曲、ポ ップス、 i寅E炊をは じめ、和 . i羊 ・文

化の交流で生まれた新し い日本特有の文化もあるではないかと思う 。

消えゆくプ口セニアムと舞台の統合化

西洋のオペラやj即刻の様式も近年、大きく変化してきている 。従

来の鮮血阪をイ変ったプロセニアム j寅刷は、ほとんど見られなくなり、

プロセニアム劇場で行われる場合も、ほとんどのものは最初から椴

帳は聞いていたり、前舞台いっぱいまで使われていたりしている 。

銀座セソε ン劇場て子市落とし以来何度も行っている、ピーター ・ブ

ノレツクの演出はその都度折角出来たプロセニアム劇場をほとんど全

40 建築と社会 ・1993_4

部、客席の椅子やその配置も含めて完全なオ ープン ・ステージ、にっ

くり変えてしま っている 。 日本の演劇人も今、第一線て活躍してい

るほとんどの人たちは、プロセ ニアム型の自然主義j寅劇を社じ附して、

何らかの形で小劇場運動に参加したか、あるいは、そこで‘育った次

の世代である 。明治の初め小山内' Mt . 坪内遁遥や島村抱月が西洋演

劇 ｬ から 学 んで‘起こしたいわゆる 「 新 ｊｾｉ ｊｊ は、もう数年前に新劇人自

らの手て二その概念は無用になり、その呼称もなくすという 宣言が

あった。|時代; は変わ っているのである 。

昨年、 ドイツの舞台美術家であり演出家であるシュナイダー ・シ

ームセ ンが日本に招かれて、いくつかの講演とプレゼンテーション

が行われた。彼の演出は音 と光を十分に使ったダイナミ ック な舞台

で有名だが、その迫力と 美 しさは多くの日本の関係者を魅了した。

東京駅 ・丸ノ内のコンコース( 定期的に交響楽団のコンサートが行

われている天井の高い北コンコ ース) でも 一部のプレゼンテ ーショ

ンが行われた。そ こで、彼の魅力の仕船けをよく見ると、彼は決 し

て一般舞台に備わっている迫りや吊物等の舞台設備にたよることな

く、彼のつくる舞台装置そのものにそれらの動く機構や、光、音の

装置が組み込まれている。だから舞台装置の全くない コンコースで

もやれれば、世界のどんな劇場でも舞台の広さと エオ、ノレギ- i!京の電

源さえ十分あれば、彼の思い通りの演出が出来るのである 。 しかも

音 と光とｾ台の動きが ￆ 動して、まさに総合芸術として演出て Ｓ る

のである。

考えてみれば、舞台設備のほとん E ない武道館や大阪城ホーノレ等

の巨大ホーノレてい行われるビッグタレントの舞台は、かなり以前から

その傾向を持っていた。 コンピューターをはじめ、さまざまな技術

のハイテク化は劇場の舞台設備そのものの重装備化守進めてきたが、

一方で、このような可般型の設備の発展と 音 ・光 ・動き ・機構の総

合化を進めている のである。もはや従来の劇場の舞台設備てもる回

り舞台や大小の迫り、上下にしかも平面的にしか動かない吊秒成財蒋

てやは、欲い 、とこ ろに、欲しい方向に、献しい動きが得られなし、。

音響11 もそれな りに劇場建築の一部となって装備されている五Uー そ

のシステムの中で使うには使いよいが、その枠をはみ出しては使え

ない。現在の劇場では、舞台機構と舞古照明と舞台音響の各設備は

それぞれ犯 ￛｉ した系をなし、それが康 ｉｊ ｾ 易機構 Ｈ注Ｉ と建築音響とイン

テリアデザインい、 った別々の系と 一緒 となってはじめて、「康l腸 J

を構成しているのである 。 そしてそのそれぞれが別のモデューノレと

システムを持っているのだから仕方がなし、。 ここで将来の劇場をま

じめに考えるのなら、この中て。統ーできるものは統一 し、ちょうど

注) r劇場機構」とは劇場のスタイルを変える機構で、演出のための「舞台装置J とは区

別している。



人1111の身体のように一体として反応するように、考えるべきで

ある 。

昔、日本の奇妙何支小屋の舞台には尺1: 1 : 法によるきっちりとしたモ

デューノレがあり、舞台の床と背景、セットの組み立てまで、すべて

が一つのシステム t なっていた。 したがって立体の舞台装置もノ旬、

ノレ状になって烏立に納まり、さまざまな出し物に応じて、 一部を書

き直したり 、っくり替えるだけでどんな舞台セッ トをも組むことが

出来たのである 。 この辺り のモデューノレやシステムも西洋のそれが

輸入されると同H寺に統ーがなくなり、現時た序となって混乱してしま

ったと 言ってよい。私が20数年前、芦屋のノレナホーノレの設計をした

とき、それらのモデューノレと システムを守る t 同時にそのシステム

に入って L、なし、演台等をはじめ、洋風の舞台道具を従来の手IU武のモ

デューノレとシステムに組み入れてみたことがある 。限られた数のプ

ラスティックボ、ツクスと数枚の天板によるもので、その組み合わせ

によって簡略な舞台の飾り付けや講演のテーフツレ椅子等洋風の舞古

セ ッ トを考えたも のである 。 その際、 f近来のシステムがし、かによく

出来ているかを痛感した。

きて「これからの劇場J を考えると、前述したように音 ・光や機

構による総合的な演出が要求されるとすれば、上記のような単なる

道具の組み立てのシステムだけでなく、光や音、動きのエオ、ノレギー

からそれを制御するコンピューターのソフトまて二イ本イヒしたシステ

ムしそれを使いこなす「作法J の開発が必要である。すなわち、

内問の三次元モデューノレと動きを取り入れた四次元モデューノレが必

要であり、当然コンピューター上でも ーイ本となったシステムの開発

が行われなければならない。舞台音響や照明の専門家の教育が必要

だと 言われている日本のち剖犬だが、むしろ一足飛びに音も光も装置

もわかるト ータノレマンの教育を行うべきてあろう。当然、演出家も

勉強してト ータノレ操作盤は演出家がいる皆野室におかれることとな

ろう 。 システム的には、すでにその研究が始められている 。

南座

劇場は文化をつくる

東京 ・ 京都のｾ娘 ｬ ｲＮ伎座や能楽堂は者 ＱＱ 市 の文 化としてわれわれ の生

活に根づいてし、る 。特に京都における南座とその「顔見せJ につい

ては、拙著の「京都 ・南座の記録ーやわらかい劇場論J でも書かれ

ているように、こうした劇場の総合的なシステムのその時間的 ・内

問的蓄積カ渚11市の文化にまで発展するのである。ヨーロツノ干に現存

するミラノ ・スカラ座や各国のオペラ座、数百年も数々の名 曲、名

演奏を生んできた各地の背楽ホ ー ノレ、シェイクスピア ｩ 寅涼 ｉｊ ｾ 育てた

グ ロープ座など。 それらの存在はそれぞれ永い歴史の替相でもって

それを支える社会のシステムから、そこて、、行われる芸術の様式はも

ちろんのこと、そこで楽しむ人々のお作法まですべてが- f本となっ

て「文化」を形成している 。私は昨年、 一昨年とウィーンのムジー

ク ・フェラインて。ニューイヤーコンサー卜を聞いた。多くの音楽家

を生んだオーストリアの風土と匡|民性、ウィ ーンフィルのあの繊細

でやさしい音色はウィエナ ・ホルン等、管楽器にはウィエナ式とい

うウィ ーン特有の楽器があるから こそ出せる 音だし、またワルツを

好み「美しき青きドナウ」の闘lをこよなく愛し、その l仰がl鳴ると特

別な反応、を示すなど、こんな小さなさまざまな要件があの音楽ホー

ノレにあE縮されて、年の瀬にはシノレベス夕、年明けにはニューイヤー

コンサートを楽しむのである 。 そこでは毎年、指揮者も凝った音楽

的ジョークを入れて客を喜ばせる 。 その時にはホ ー ノレ内 い っぱ ｾ、に

真っ白な花て、、' i lfli られ、終了後は各自が摘んて¥、って、コンサー卜 に

参加したことを誇る 。

祝祭と いう 言葉があるが、まさに祝祭の場である。前述した京都

・南座の顔見せの在り方と同じである。 ムジーク ・フェラインが音

響もデザ、インも世界の音楽ホーノレの中て。最高に詞刊面されているのは、

こんなウィーンの文化があるからである 。日本に今、そ の箱だけを

まねてみても始まらなし、。むしろ、新しい酒、新しい文化には、新

バスチーユのオペラ座
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しい箱を用意し、ムジーク ・フェラインや南座のように内容の成熟

とともに箱の成熟を行うべきである 。

ノf リてな、バスチーユ に新しいオペラ座をつくった。私は、柿落

t  しのノ f ーンスタインのコンサート以来何度か訪れたが、装回りは

ドイツの最高の技術を取り入れた世界最新の設備が入っているが、

観客としては、 全〈楽しめな いホーノレである 。 まだまだ使いこなせ

ていないのでもあろうが、プロセ ニアム型巨大ホーノレの欠点をその

まま体験し、近代主義 ・プロ セニア ムスタイルの世紀末を感じたほ

どである 。この劇場は、フランス政府が E. C. でのイ ニシャティブを

狙って、芸術の活性化政策の一環 t して建設されたもので、ポンピ

ドー・セ ンターでは美術の翫亙りと活性化に成功してし、る 。オペラ

座の劇団がバスチーユ に越した後、バレエとダンスに開放された旧

オペラ座の一一馬蹄型ゆえに見るホーノレとしては問題もあるが 一一

バレエ ・チームはニューヨー ク ・シテイパパ、レエのJ振辰り付付. け師をを? 招い

て本j場蕩をしの〈

スと 言 えばニユ一ヨ 一クカが{{j 昆主高でで. あるカがf、偶然 この二つを見比べ、る

機会を得た。現在の t ころ明 らかにノfy の方がセンスもよく、洗練

されていた。何度も 言 うように、文化は歴史の積み重ねゆえに、バ

リの 二 つの ｽｦｦｩ ｬｊ ｾ 易の行方は大きな視野てゆ将来はまだ見えないが、劇

場 U まこの通り、その中てや何をやり、どんな芸術を育てるかの意図

のもとにつくられ、運営されるものである 。

さて、日本のこれからの劇場の在り方に戻ろう 。 日本は第二次大

戦後、急速な経済発展を遂け¥ストックの少なかった社会資本もや

っと、ある程度の蓄積が出来てきたと 言 える 。 そこで今われわれに

与えられている課題は、 これか らの日本固有の文化の創造てある 。

前にも述べたように、日本には古来、永い;i k l 、歴史を持った芸術や

芸能が存在する 。 その上、I l fl 治以後諸外国から 学んだ西洋風のさま

ざまな考えや芸術がわれわれの生活の一部になりつつある 。

われわれがやらねばならないことは、この二つの文化を統一 して、

これか らの日本文イヒを創ることである 。劇場については、そのため

の劇場を考え、用意せねばならないと思う 。従来の日本文化の多様

性も肯定した上で新しし、技術も積極的に取り入れた、今度は、目的

のある「新しい多目的ホーノりをつくらねばならない。私はこれを

「新多目的ホーノレJ -- - 運営を合めて「やわらかし、劇場J 1: 呼んで‘ いる 。

「やわらかい劇場J のすすめ

やわらかな目的を持ったやわらかな建築でなければならない。

やわらかな目的

憶にが完成 した

能や寄Ail 粁支、西洋

のクラシック音楽やオペラを目的 t する劇場はそれぞれにハードな
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ルナホール

1挙式も完成 している 。 したがって、 それらの目的専門のホーノレは月 IJ

として、ここではさまざまな舞台美術のクロスオ ーバーを期待し、

それによって新しい舞台芸術の創造を刺激するものでなければなら

ない。多犠化し、 重層化し、境界の暖l床な文化性を生かし、日本建

築の枠徴である 一つの空間を建具や道具類でさまざまに使い こなし、

その空間の融通無碍な変貌を楽しむ日本的作法文化守符t極的に生か

した出し物によるさまざまな要求に自在に対応できるホーノレカ芳子ま

しい。 これをアダプタブノレシアタ ー と呼ぶ。 自分の作品例て。申し訳

ないが、ノレナホーノレてい、劇場空間そのものを 円形劇場ーからプロ セニ

アム形式までさまざまなスタイルに変えられるようにすることによ

って、当H寺の、観客を忘れて鉾台にのみ|英l心を払っていた舞台関係

者に、 もう一度観客との関係を考え直すよう挑戦したのである。

音楽であれ、 j克彦IJ てあれ、私は劇場で行われるものは、すべて観

客を含めた劇場空間全体の抗出を考えるべきだと信じている 。 これ

は、グロピワスのト ータノレ ・シアタ ーや高橋悠治たちの全体劇場の

思想、と類似しているし、服部幸雄が「大いなる 小屋J ( 平凡A上) て弛

いた舞台と観客がーィ本とな った日本の劇場空間も同じである 。結局、

ノレナホーノレは、演劇 ・音楽い、った従来の概念からすると、その目

的はtlU象的て℃いへんl慶l床てあるが、このアダプタブ) 1 / '1全が新多目

的ホーノレの特徴なのである 。

これは20数年前の提案てあ ったが、その後、劇場樹誌は急速に発

達し、現在ではかなり容易に舞台と客席の変化や椅子の配置等が変

えられる 。ただ、ここでいろいろと変化するからといって無思想、

無意図では前述した芸術のクロスオーノ f ーや新しい芸術の創造は期

待できない。むしろ専門ホーノレのように株式化していないからこそ

様式的には柔軟で、その分明確な思想と提案、アイデアを持たねば

ならないし、それは観客をつつむホーノレ内部のインテリアイメ ージ

にも表現されなければならない。

やわらなか目的 t は、 このように従来の概念による様式化した演

目を目的とするのではなく、しっかりとした思想とか法を持つ こと

で様式的には柔軟なことを言 うのである 。

やわらかな建築

次々に建てられ

る劇場建築を見る

と、 一般の建築物以上に年々かたくなっている 。複雑な機構があり、



多くの人が集まることが、今の法規と建築生産の過程を通すと、本

来の芝居小屋のやわらかさをますます硬直化させてしまう。現代の

新し LヴT法で「やわらかさ j を改めて獲得しなければならなし、。特

に文化としての芸術を目指すなら・ ・

ひとつの世界、ひとつの空間であること

劇場とは、 iJCIJAIIJ

生証の場であり 、

本来、複数の例人カｾ［ｦ ｬｾ 集い、演者の提供する何ものかを中心に、 と

もに全感党でひとつの世界守構築する場である。演者の何かが人か

ら人に伝わって、その世界自体が→本感をもって、 l呼吸を始め、観

客はその参加の仁 Ｑ Ｑ で己を見 、そのｻ本 ｬ 殺の ｉｾ Ｍ ｉ で 今まで、 出会 った こと の

ない己を発見する 。劇的空1I l 1のコミュニケーションとはそんな空II¥J

f本験を意l床する 。

そのためには、舞台と客席、手ｾｊＺｾｾ ! : 客席が] i いに仕切りはなく -

f木J訟を持てる空II ¥J であることだ。 ということは、舞台と客席を付了切

るプロセニアムは本おに化したものは月 IJ として、できるだけい、方が

よし、。 もしあっても、大 ・小または取り外し自由なやわ らかい素材

のやわらかいイ士切りであって欲し し、。椅子の背やイ士切りなど、客席

同士のコミュニケーションを妨げるものはできるだけ小さいか、な

い方がよ L、。特に客席配置が一方の舞台に向かつて整然と平等に並

ぶよりは、舞台を囲む形て五いのネ尉良が交わるブJ がよい。照明や音

響而からも、劇場内が一体となって反応するような配慮がほしい。

今後は、舞台のみでなく劇場空II¥J 全体の演出も 多くなるだろう 。

舞台作品をつく

アダプタブルな空間と設備

る仰IJ から考・えると、

ワーグナーのようにその内容に相|応しい劇場をつくるのが理控! であ

る。官庁lの許す| 浪り、そうした似し物の内容に合った劇場空It¥JがJ i J

立できるこ/ : I ; J : 良いこげご。 ? こ? ご、没怯 k アダプタブルて、な〈て、

しっかりとしたコンセプ卜が必要なのはすでに述べた。 さ らに、そ

れにfit って音や光のj寅出システムも変わらなければならないのが、 l'

然ていある 。干1' 1極的にメカ ニ ックを取り入れる ことはよい こ t だが、

あくまで働械は樹減、前述したように演出のための設備には、何ら

かの形て手到'1! 惑党が取り入れられる何回邑が必要である 。前述した今

後の舞台美術の傾向からすれば、 1-1
1
途半端な鉾台設備を設けるより

は、いかようにも対応できる十分なスペースと十分なエオ、ノレギ-i}京

をJ =I 1; ¥; ! ; する方がよい。

劇場空II¥Jのデザ

個性あるデザインとやわらかい素材

インは、前述した

ようにおIJ造性を刺激する個性がなければな らな L、。11寺代の流行をな

識した自己主張の強し、デザインは郷台美術には邪魔である。むしろ

内容にこだわって、こまごまと神経の行き屈し、たひとつの空| 首lを芯、

識させるデザインが良し、。多くは語らず、統一J惑が!l しい。

やわらかい素材は手垢や汚れがつきやすいが、それだけ取り扱い

に布| 蜂と手入れが必要で、ある 。 それだけ人の愛着が染み込み、文化

としての{ ' F i 法も育つ。劇場空間には機能本位のメンテナンス ・フリ

ーよりも、法的な規定もあるが、手のかかるやわらかい素材のほう

が好ましいのである。

最後に、「やわらかい劇場J 一一一新多目的ホーノレーーにはやわら

かい運営が必要条件で、ある。

やわらかい運営

新多目的ホーノレ

ザアダプタブ) Vて

あれば、より運営のやわらかさ = 自由度が必要である 。公共劇場の

運営のかたきはよく知られているが、創造的な芸術 ・芸能活動を行

う場である劇場において、「かたき J !;J:害てwある 。 それがわヵ、ってい

ながらかたくなるのは、失敗や ｾｾｩ 吹を恐れるからてあり、間違った

平等主義と合理主義から生まれる 。芸術が芸術花、ある所以は、今ま

でにない、なんらかの創造的で予知lせぬ新しさがあるからである。

綿密な計算で行うにしろ、最後の決心仁失敗やトラブノレを恐れてい

ては実行できない。運営は芸術家たちの活動の足をSI っ張るもので

なくて、協力ずるものでなければならなし、。 t いうことは、運営が、

常に立ち現れてくる新しさに対して勇気ある英断が下せて、柔軟

に= やわらかく対応することが必要なのである 。

- N -術や芸能には、経済的 ・機能的合理主義や平等主義は通用しな

い。巽なった佃性を持つ IJ 惜 l者に均等な協力を要請するのは無謀だ

し、異なった芸能を楽しむ観客に同じマナーを要求するのは、彼ら

の楽しみを妨げる以外の何ものでもない。同じ 1引し物を凡ても、人

によって楽しみ方が違う 。南座のようにさまざまな観客席があれば、

好みに合わせて選べ、それぞれの楽しみ方の作法が生じることとな

る 。 常連客にはそれなりの特典を与えるべきだし、 ｉｪＧ￢ｾￎｾ 者の品目筋

には舞台を盛り上げてもらうためにそれなりの自由忠が必要だ。 これ

らすべての観客に均質平等な対応をするのは 111J 述って いるし、要求

の違う観客に対して平等の名の下に閉じ粂件を押し つけるのは、芸

能を矩否するのと閉じである 。

やはり観客にも出演者にも融通無碍なやわらかし、運営が必要なの

である 。 公共機関 ｉ ［ｊＺ 、このために第三セクタ ー や芸市 ｉｲｦｾｾ 仔制の導入

等を行っ ているが、1 P]l 1寺に利 Jof出回りゃ経済的な支援体ffi lJ に、そして

何よりも運営者の人 ｉ ｉｾｊ 選びゃ、ｾばれた運 営者の自 由を保証するよ

うな、思いきった 「やわらかさ J が必要なのである 。

やわらか L、劇場はやわらかし、運営があってはじめて成立するもの

である。文化が物と作法によって成り立つように・

( やまざき や す た か 筒 井 工 業 大 学教綬、 A Z環境計画研究所代表)
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市民劇場の舞台設備 l 建築計画

建築計画一舞台カ吠た建築空間の課題一

大 野 一 男

劇場空間は変化している

| 舞台上に客席をつくりたい

建言易

自l

数年前、 K 音楽事務所の社長

から舞古に閲する質問を受けた。

「従来の客席配置でなく、客を

舞台に上げた演出をしたいが、

既督官庁の指導が厳し い。 日本

の法律はどういう成 り立ちと指

導 基 準 な の か け と い うもので

あった。 この質問に、現在の日

本のホーノレが抱えている、っく

プロセニアム オープンステージ るfJ!i J ・利J l lf J!i J ・観 客fJ!i J そして監

ステージ

官側の抱えている矛盾 ｬｾ が表れ

ている 。新しい H制七を切り拓くための相五の立凡交換の場づくりが

必要な こ とを焔切に感じた 。

プロセニアム劇場が一般的で、歌舞伎や芝居や寄席の然台がこの

スタイルとして定えま した日本では、舞台と客席は区画されているも

の、区画するべきものとして迎W(， されている 。

古楽専mホーノレにも、アリーナホールにも、アダプタフソレ劇場に

も、舞台 t 客j市の区画は，i i lt しい 。 この一体となった空間が、どこま

でが危険てどこまでが安全なのか判定は閃雌であり、舞台に客席を

つく っては L 、けないという意向には理解しがたい 一商がある 。

I  ｊＡ ｾｾｉ ｪＺ ｆｂｾ ｦｊ｜＠ 211::慮劇劇主知剥lリ附l
劇場は危険力か

、

本理念が雌立され、舞台は燃えるもの ・危険な

もの、そして劇場は危険なものとしてとらえられている 。 JI央l函館の

存府て万、スによる直接暖房が行われ、舞台て" はすぐ火がつくセ。ラチ

ンを使用する m! 町I設備など、危険きわまりない劇場の姿が、引在の

法作に生きていることに務きを党えるのは、劇場を設計した者に共

j且の こ とではなかろうか。

劇 場 1，; ) : 、不特定多数の人々が集まる場所であり、舞台上の火災発

生の危険性は、ないとは言 えな L、。 しかし? ? 楽会や講演会などの利

fIJ は決して危険な要素にあふれているものではない。

li市町笠J也やfJ!i JIDl 空地など背の衡の映画館をイメージさせるような

規定や、! 大l装il J lJ限 ・段差規定 ・j控革It誘 導 灯 ・足 元!!ll 明などの規定、

さらに 50cmの垂れ壁による防煙区l百lの規定など、防災の基本に戻 っ

て、本当に安全 に観rt でき、安全 に避難できる劇場はどうあるべき

かを、各界の ｾｬｲ ， ｲｬ 家によりＧ限量に検討する必要がある 。 こ の際、厚

生約 ・自治行 ・処設省 ・労働行など、ぱらぱらになっている法律を

一 本 化 することヵ ｾｬｬｩ も望まれていることである 。

劇場建築の法規制

ｊｩｪＮ Ｇ Ｑ 哨一一興行場法、施行税ｊｬｉ ｉ 、 Ｑ［ｦￏ ｾ ｴＱＮＮ ｴＭ［丘基準

ｊＧｬ ｩｦ￯ 行一 Ｍ￬ｩＧ￭ｬ 妨法、施行令、条例、 ｦ ｬＡＺｾ Ｎ食物のｊｊｬＮｪＡｊ ｉｊ に ｼ 対する政令

主主設1 ' i - 一位築基準法、 B並行令、粂{ 戸l

労働行一一.. 持 i}J' ，ムー全衛 生 側1I
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|  天の岩戸のヰ ｉ ｉｉ ｾ ｅ 高千穂の峰の寄り

劇場のニーズは多様 ._ -_.. 

{Ct L 、や酒盛りそして踊りに兄られるよ

うに、人々が集落の広場や社寺の境内て‘ 行 った催し物 ・見せ物の場

が、どのようにして室内の劇場になったのだろうか。

ギリシヤやローマの野外劇場に兄るオ ープンステ ー ジの形態が劇

場の原点となり、屋根を架け、客席精子を設け、劇場の形態を整え 、

やがて 吊 り物や l明かり守備えた本J格的 な劇場として完成していった

歴史がある 。欧米では宮殿内の音楽ホ ーノレやオペラハウスが、やが

て広〈大衆に見せるために、規模も大きくなり、舞台設備も発迷し

て、本格 的 な ｊｾｉ ｊ 場建築になり、舞台と客席の区 ｼ 直 ｬ も確立された 。

日本の劇場は、大道芸や仮設芝居小屋に始まり、京都の鴨川河原

における“ 出主主の阿国 " の火歌舞伎や、 12村歌舞伎舞台、社寺の能

楽 堂 ・神楽殿を利 fH した録台から、やがて独立した劇場により、歌

舞伎や文楽 ・演芸 な E が大衆の rl' に広ま ってい った。明治 ・大正H寺

代は、社交の坊としての鉾路上必が主流であ った。

劇場利用のニーズ

Ｑ ｉ 判長 ｉ ｊ ー オペラ、ミュージカノレ、オペレッ夕、レビュー、人形 ｊｾ ｉｊ

ｩｩｲｩｊｾｉｊ ＭＭ ← 川長 ｉｊ Ｍ ￭ ￬ ｾ 、 ｾ ｉ 託 、文楽、歌舞伎、芝居

」 現代 Ｔ ｊｩ刷、大衆 ｩ 五 ￭ｊｾｉｊ 、児童刷、 パ ントマイム、点 ｊｾｉｌ Ｑｅｾ 長会

，1材 トーバレエ、ミュー ジカノレ、ショウ

制 lfi 一一←邦舞ー 11 本 側lfi ，三千件そう

」現代ーモダンダンス

「洋楽ー管弦楽、室内楽、教会奇楽、ジ、ヤス¥ポピュラ一、フォ

|  ーク、ロック、ニューロァ:ク、歌謡|刷、軽音楽

￬ｙ Ｎ ｾ Ｍ 十 邦楽 一 琴、ＩＭＨ八、 三 味線、長引、 訴 ＱＱＱ Ｑ 、小限、端 ＢＡｬ 、 ｊ 也 ＢＡｬ 、

1  新内、 r，'f Je、 R太夫、 'I: I';盟主w、民謡

」 現代 Ｍ Ｇｾｲ［Ｚ子音楽ＨシンセサイザーＩ

ｩｾ￭ 去 一一一一一一一一 様詩、 ｪ 卦ＮＮｲ、議，Ｚ炎、 ￬ｬｾ ｉ Ｂ Ｑ 、手 ｴＱＱＱ 、コント、紙切、 ｉＧｖｾ＠

ショー、漫談、 JJ 町市i府、 7
1
1" ' : 持政写、物兵似、経J士、行

l而キn、火寅IJ 戚IJ、:1i¥J!ii ショー、安来tI1、太ヰ'1'*、民税

集会一一一一一ー一大会、議 iiri 、式典、 l映画、 1111選会、コンテスト、説明会

会談、悶際会議、オーディション、追11;"会

伝統芸能一一一一一ITI楽、年fg楽、やl' 楽、後楽、

その他ー一一一一一 レコードコンサー卜、ファッションショー、 "，継、鈴行、 3ま同

特殊 サーカス、町・外コンサート

この後、公共による講堂 ・公会堂が集会を目 (1' ) として建設された

こ t に続き、無目的でどの催し物にも満足で. きない t 批判lのがJ とな

っている「多目的ホーノレ j が多数、全国じ建設された 。 これらの反

行と利用ニーズの多様化から、" Ei二楽専用ホ ーノレ ・小劇場 ・ライブハ

ウス ・オペラハウス ・大規扶アリーナホ ーノレへと変遷をあi けながら、

いま現在もさまざまの劇場が、さまざまの都市で娃設されている 。

劇場の舞台空間

| 舞台を支えるのは“ 裏方"

劇場全体で、客席から 凡 えてい

る部分( 演技笠間 ・アクテイング

エリア空間) は、 全体 の 数パ ーセントに過ぎない 。劇場は、比 λ て

いる部分( 舞台) を支えるために舞古脇 ・奥舞台 ・花 道 控 ・搬入口



'  tレ

1. 舞 台 ( アクテイングエリア)

2.  ｾｉｨ 舞台

3 .  イヒill

4 . ギャラリー、フライギャラリー

5  綱 元

6.  fiた{存

7. ぶ ど う 棚

8 . 投 光室

9.  シーリンクザスポ ット

10. フォロースポット

11. ｴｲ Ｎ Ｍｴｊ ｦＮＺｾ［Ｂ司書主Ｇ全

12. 利光五

13 規 子 主

14. '1' 似室、政行 3?:

15.  Hlili l:藍

16.  11央写室

17. 大 泊 以 搬 入 11

18. 搬 入 淵

19. ｾ自然ｉｩ ｆ 、大Ｎｩｬｬ ｬ Ｎｴ合 ｗ 22.  *J i {止、|刻、 ロビー

20.  *J i {廊ー|、 23.  リハーサノレネ:

21 . 栄 Ji{ 24 エ ン トランスロビー
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劇場のエリア

・道具合同z ・ミキサ一室、調光室 ・H央写室 ・シーリング ・す の 子 ・

奈 務 ・楽 屋 ・リハーサノレ室 な ど な ど 、 膨 大 な 空1: ¥1に より成り立って

いるものである 。

|ー1:本の劇場 t 欧米の劇場との総本的な: i i l i ; いは、この舞台が1，¥¥11場 全

体に占める容IJ 合にある 。 一般的な日木の多目的ホーノレと欧米のオペ

ラハウスとの面積の相違に、それは如実に表れてくる 。 さらに、ホ

ワイエの面積も日本と欧米いこ大きな差があり、臥; 米しホワイエ

を利用する休憩1時間の短さ t ホワイエて‘ 楽しみ、社交を展開する判

官't のない日本との差が表れており、 ここに、劇場に対する姿勢や劇

場のつくられ方の、線本的な迷いが町l らかにな っ ている 。

舞 台 で 行 わ れ る 催 し 物 の た め 、 「 凡 え る 部 分 」 を 支 え る 空 間 ・機

材 ・舞台設備は膨大である 。 さらにこの隠れた空間を支える多数の

ドイツのオペラハウス

仁 コ 舞 台 雫11¥1

仁二] ホワイエ常11¥1

日本の

多 目的ホール

人がいるこ t を忘れてはならな L、。 この人々が L、てこそ、はじめて

舞台上の催し物が行えることになり、客として楽しめる 。

隠れた部分を舞台用語て: “ 裏方" と l呼ぶ。 「影の部分J を こ う 表 現

することで、役者や音楽家主ナ支える重要な芸術 ・技術部門を目立た

せず、控え目に主張している人々と、膨大な裏方空間を、劇場建築

の設計ては大切にしなければならない 。

I  ￘ ＮｧＮ ｉ ､Ｚ ｗｐｾＥ ｉ Ｚ ｬ ａｊＧ Ｚ｢ＱＮｊ Ｇｇｴｊｌ＠ ¥fJ' f/'鹿主却跡1舞台は専門家にし力か、わ力か、らない力、

ざまであり、主[ 築 (I(J な美し

|  さや景観に対する付州5存訊評訓，!平判|ド門帆i刊{

l広劇与却釧lリ場をを?五述E符し 3支反える人々の

詞評'1仰側H孤Hは、 一致 す る 場 合 し

| 相 反 す る 析 が あ る 。 雌

(I(J に優れているホーノレが伐

l 念な こと に劇場の機能訓，:I: J

l 足 し な い 折 尚 り オー

プン後にいろいろな形で非

企画 ・調査 ・施設|人l終決定

設計す; 決定( 設;n競技または随意契約)

設計( 悲木 ・実施) 、 1

Y

j: _ [

竣工直前、信: . l ! l l巡1可決定

i  

竣工、オープン

公共ホール建設の一般的流れ

日Ａｾされている 。

この原因の 一つ に、基木的な段附での決まり方がある 。 日本のｾ

くの公共ホ ーノレの場令、行政サイドの企画が先にあり、その後に設

計が進み、管理、迎- : ; . ; する人が竣工抗前 ・開館 iii 前に決まるという

図式にな っているケースがほとんどである 。

建築の設計者が、意識的に劇場の樹木的な機能を無視して設計す

ることはな L 、。 しかし設計のT 1ij 提 と な る 敷 地 の 与 粂 件 に 始 ま り 、 近

隣の粂件などで、舞台のフライを 27i くしようとしてもできない ;<THi' j

など、法的な規1 I l lJ や住民との折衝の末に設計ぞ進めざるを得ないこ

劇場計画のウ ィーク ポイント

ιｉ 也関係 一一一一 敷地の絶対 ｉＨ￼ｈｬ 不足Ｈ恥 ｉ ｬ ｦ 場、搬入、舞台、渇 ｾｨｊ 、ホワ

イエ)

敷地形態( 呉51敷地の場介)

敷地の )Jf :r. (  Il l1.; JM l!lll 、広場の日 三" ，たり、空調 fl{':i な[ )

欽地の地域指定によるJMHl '1 {111途、 11 修、斜抑制限など)

敷地と道路の関係{ {: [ ; 丘、師、彼jfi 数、被 jfi 師など)

敷地と交通事情 {111、人)

近隣との Ａ ｾ ｉ 係Ｈｊ七迫、 ＱＱ［ 仏眺望、 ｩｕＨ Ａ ロ Ａ なＩ

自11di 施設との|刻わり( 鉄道、地下鉄、航空機なn

形態 ｼ 見 ｬ 係 一一一一 必 ｾｉＧＺｾ さの不足 Ｈｾｊｲ､ￎ フライ、 ｦｬｨ フライ、 ｊｾＱ 人 ＱＱ などＩ

必要 I(iif l' l、師、奥行 きの不足

段差多川の平前 ・ 断 ｉＨ ￮ｩ ｾＡＮｪｩｬ￯ｬ

illJJ 線の混在

ｩ 虚＿＿性縦 ｩｾ の平 ｬ 師 ・ 断 ｉＨ ， ｩ 訂 ｬ 直 ｬ の欠如 ｬ

建設費関係一 一コスト配分の適性欠如 l

基礎調子E不足による変災

建設'Pl アップ

設;n. l)、l符の無駄

その他 一一一一Ｍ ｾボ変更

住築巨火作、 -t 2'Z担l 、"，1' i 交替

途1] ' のコンサルタント参加

「算編成変a
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ともある。当初から舞台の専門 家との場があれば一つずつクリア ー

し ながら、 お 五いの接点を Ｉ ｾｌ 、 ｦ ごせるのかもしれな い 。

しか し、設計す る段 階で、路IJ坊を運営する 人や官・理をする人が決

まっ てい るこ とは少 ない。 少 なくとも私が携 わっ た 9 つの ホーノレ設

計のう ち、 8 つ まてで. が この{似例如列lに当たる。 たTただJご£一 つの例 外 は、大|阪坂背

楽大学のオぺラハ ウ スの設計計- てで‘ あり札、 f官首-週型1 • ￬む泌 ｩ災 ｈ凶 ｴ日出 ｬｕ臼 ｾ ， .  i演策奏 . 舞 台 |閲刻イ係系

才者; との綿密な↑協1μ航b係言議義のも とし、 さまざまな l'詰伽制11初 例，1司lリl約 を 克H服院して、 f無!円q

た。 |H附1首羽f日l陥命飢館b自.以米 5 年 に な るが、 日本で最初j に完成した 中規 模 オ ペ ラ ハ

ウスでは、 J込い 点 は生 かし 、市IJ約のあっ た点は使い分ける こ とで、

ホー ムステ ー ジを持つオペラと専属楽団が育っている。

こ う したケ ー ス が す べ て に 可能 とは 言 えないが、少なくとも防長

や プ ロデューサー が 決 まっている こ とから始めた い ものだ。専門 家

|有j士 が な凡 交 換 し 、 相 手 を理 解 し令 い 、 た ま に は 激 論 を 交 わ す こ と

もなく 、設計す?が劇 場を知らず、 劇場 は 専門家 に 任 せ る べ き と の 偏

った主張がな い ように した い。そ こで始めて、主l!: 築家い草IJ 場をよく

女日って い る、郷 台 の 専門家も建築をよく女1Iっている |均係 が生まれる 。

劇 場 の 建 物 す べ て が 、 舞 台 の た

| 舞台設備は何を指すのか

めの設f i I Ilであると い っても過 子? で

はな いが、機械 ・機 材 ・道具ぞ舞台設備と考え、 下 表の よ う な 設 備

内務 に 大別 される。

舞台設備の概要

舞台機梢設備 迫り、 巾り、背粋反射板、 i'Ji粋 IIf 変機桃など

緋台 J!(i lリ1設。im- - シーリング、スポッ ト、フォローなど

舞台託 料 制15一一ミキンンク¥録音など

舞 台 映 像 制'UJ 一 →19. : : 写、$4<1"-;1、館内，' ，継、 T V '" 継など

大道共設備一一一所作台、平台、松羽 11 、金 )t.(，J.曳など

舞台諸移設備一一→市一転幕、 一文字幕、定式説、主1 : 内幕など

楽 ＿ｲＪｾ 没。 ｩｬ￬￬ Ｍ一 一一一ピアノ、チェンバロ、大紋など

近 年 l立、客席システムが可動 ・可変機構を持つようになり、ロ ー

ノレパック精子に始まり、 iUI 圧により 伸縮 す る 機 構 を 備 え た り 、 ホ ー

ノf ー クラ フ ト機柿 に よ り 移 動 す る 機構 なども JJII わり、多様な ニー ズ、

と変化 のある ilif /J'， に可能性 が増 して い る。

一 方、昨年愛知県 で不幸な事故があったオ ー ケス トラピッ ト迫り

の扱 いてやは、管理! 国 の 課題 とともに、客席 内 に あ る 鉾 台 設備 のあり

方 に つ い て 、 早 急 に 指 針 が出 るように願っている 。

要するに、舞台 と客席の区画がなくなる (tii lf'Jにあり、舞台設備の

境 界 も な く な り つ つ あ り 、 今 ま で の 悶 定 観 念 で の 法 律 や 指 導JI主将で

は対応しきれなくなって い る こ t と、設計サイド ・メーカー ・管J l rr

ずiのすべてが同じ理解の上に立って いない国がある 。 総合的な主lt. '.':(

から、舞台 ｾ Ｇ Ｚ ｜ ｊ と客席空 間 の設 ｦｊＱＱＡ が適切な 強 度や安全性を持つ こ と

が大 切であり、 何 でも 規1Il lJ を厳 し くするという方向ではなく、それ

ぞれの機能 に適 した規定 と運 Jl- J をする こ とが肝要である。

この数年、既存のホ ー ノレの改修診断

| 舞台設備は日進月歩

や改修設言|ーをする機会が増 λ て い る。

昭和130- 40' 1ニ代に娃てられた ホーノレが、建築 (I (j に も 設 備 的 に ふ さ
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らに舞台設備も、右朽化 t 陳腐化 が進んだ結果である 。建築設備而

でも、交換部品がなくなったり、効率が惑〈 エオ、ノレギーの節約がで

きな いこと が、竣工後10年くらいで段附的 に発生する 。 舞台設備 に

宅つては、設 ｩｩ ｬｬ ｩ 存立や コ ント ロー ノレ ｴ ￬ｾ ｪ ｊ の 低 下と陳腐 化 により、竣

_ _ [ 5- 8 年くらいから克新計|市|を立てなければならない 。

改修設計{ こ当たって与えさせられるのは、舞台設備の考え方や空

間の大きさが こんなにも ii ii うものか、 こんなに変遷が激しいものか

t いう こ t で、戸惑う こ t も多 い。

まず室の而紡や市さに余争? ? を持つ設青|ーをする こ とは云うまでもな

いが、設計時点ては十分余絡があり、法規にも通子干していても、搬

入Zドの規格そのものが変わってしまう こ と、搬入 口の庇下の高さ不

足や 山 し入れの方 ji 'J 変更など、 -(' JUJできない こ t もLI' ，てくる 。

設 ， ｦ 十 段ド＿ｾて全体官 ｉｪ Ｎ ｦｬ Ｇ ｩ や全体ヨ ｉ ｾｾ￯ｾ の節約ぞせざるを併な い とき、

将来-fi Jtl Iをどれくらいできるかが、改修時 に影響する 。! &築 1;): 芥易

に拡大や撤去する こ とが| 利勝てあり、設備の変避に追従できるよう

に配慮 しでも i皇いi .Jーかないのが' ぶ'IWて、反省しなければならない 。

l 舞台設備の何が変化した力、

レコー ドから CDに、アナロ

グからテージタノレに、手重)J 主体力、

ら''' 1:1リj 主体に、フィノレムからビデオテ ープやディスクに、 t あらゆ

る}，'Xで 変化 があり、控築に求められる劇場の空間に変化 の 波 がflIl し

寄せている 。さらに、姥築音半年環境は N C15- 20が当たり liij のl時代に

なり、舞台転換のための逆転 7Tや 作動 計に至るまで、改めて 凡 直す

必 要 が :J '，てきている 。

，'1' ，り物や迫りの機桃 がどのくらい '!i 全であるか、 どの私l J 支の使rJJ

に耐えるのかなど、j : . 織化する) ，¥¥IJ 場の ニー ズ‘ に対 応 す る 機 能 と 、 人

命 の 年 重 t い う視点から、今改めて交化 が求められている 。 目先の

新しい機構や機能の追求にとらわれないてい、総合的な視点て¥次の

ｉｉ ［ ｾＧ 代の舞台機構のあり ｽｪ が ｬｩ ｦＡわれている 。

建 築 は こ うした舞台設備そ支える、舞台設備の " j ! } j " であり、

比 えない所で安心 して利J l J でき、ノk < 使fHに耐える こ とが義務付 け

られる 。 このためには、 f可がどう変わり、 E うしたいのか ・どうあ

るべきかを主張する舞台設備1]!1J との コ ミュ ニ ケー ションぞ深める必

ｾ ー があり、主張の Ｑ Ｏ 、ｬ 谷の統ーをするべきである 。 往々にして鉾台 ｼ 刈

係 の11J L には私見がi昆じる こ とがあり、設計者ーを惑わす場令がある 。

ＰＡ築計 ｉ ｊＮ ｕ ｪ に対する舞台設 Ｈ ｊ ｩ ｩｩ のその要Ｚｫｾ

l主、余りにも大きい存在である 。 舞 台 の

| 舞台設備に望む

有 ':¥J ＱＺ客席空間のすべてにわたって、断面言 十 匝 ｬ ・ 平而ｾ ， ・ ｪｩｬ￯ ｪ . 外 観 デ

ザＺイン ・ コ ス ト などに、影響がある 。 住築に対する要求 ｼ 均等をｾＮｦ ｪＧｩ 飯

(1句に、かつわかりやすく提示する こ とを望むものである 。 この 内作

が 人 により多少 の111ilir はあるとしても、 相 反 す る な兄 のな い ように

訓磁をした い ものて府ある 。

! & 築にはさまぎまの1 I l lJ 約がある 。 これを克服しながらホ ーノレを設

計する こ とが理解された上て" ， (I (j 縦な H寺期に的確な立兄交換ができ

る場づくりが、建築百|下町! と舞台設備の双方に課せられた課題である 。



舞台運営上の課題

|  多 町 内 … の 場 合 クラシックコ

音響反射板はとこへ

ンサー卜には 音響反射板 1J . 欠かせない

設備である。舞台上で演奏された昔を者:J 市の、できるだけ速くまで

射させること、舞台の演奏者同士のアンサンプノレのため舞台内に

も反射させること、のために必要で‘ ある 。 しかしこの音響反射板は

しばしば舞台照明や舞台諸本設備の配置に支障を来し、演出上も邪

魔になり、撤去してほしいまたは設置しないようにとの要望が出る 。

音響反 射板は、重量 ＺＡＱ｜ＮＱ｜にあふれ 凹 ｉｾｉ が 多 いほど効果がＺｊｾることか

ら厚〈スペースを取り、重〈危険性がｾＮｾ l 、ことか ら、ますます 他の

舞台設{i !li との競合が困難となる 。 しかしなが ら、多目 的ホーノレて、i 立、

コンサートに欠かせない音響反射板設{iWをどう同居させるかの工夫

がいろいろなされている 。正面反射板を舞台後部に水平移動する方

法があるが、舞台奥行きも満足に確保しにくい立地粂件では、実現

はまれである 。 また舞台上で伸縮させコンパクトにした状態のI1見納

も、舞台制h空間の欠如したホーノレでは! 利難である 。

現実的な解決策として、極力枚数を減らし舞台天井に収納するこ

とし音響反射板の収納が支障のある位置 t ならないように配置で

きる余裕のある舞台奥行き寸法を確保する ことがある 。音響反射板

の角度 1J . 、設計段階の角度を、完成直前の音響il!l J定により微調整で

きる寸法的な 余裕を持たせる。また、反射板に埋め込んだ1照明器共

の角度も、平川1j に光源を兄せないよう角度調整を可能として おく 。

| コンサートに椴帳が必要か

高 Ｚｾ 白 Ｑ 反射板のセット状態Ｈコ

ンサート時) て鍛l阪を下ろした

いとの要望がある 。 これは 、音響反射板をできる fごけ隙! 日j のな いよ

うにセッ卜したい t いう音響的な配地: とは、相反する要望である 。

果たしてコンサ ー 卜l侍に鍛帳を使う のか。一般的には: 必要はない

と思われるが、市民コンサートやオペラガラなど舞台転換が多〈、

時間がかかる場合には鍛帳で仕切りたいとの要望も理解できる 。鍛

帳にも第一鍛中長と第二鍛 II長があり、さらに絞り鍛帳、オペラカーテ

ンなどから選択を迫られるが、プロセニアムと反射板の隙間 を縮め

る工夫をしながら、こうした目的の迷う要望に応えるのは難しい 。

鍛帳と音響反射板の取り令いは、すの子レベノレを極力日〈確保す

ることにより、反射板と鍛l阪が重ならないような設定もできる 。

| 門限のある道具の搬出

公共ホーノレの舞台ては、夜の公演

が終了する] i ¥J ももどかしく、また舞

台が無事終わ っ た余韻を ｬ 床わうＱｉ Ｑｾ もなく、袋方はひたすら ｊ 般入口に

舞台セットや道具を送り出すことになる 。 会館の閉鎖時r :nが、多く

の 場 合 引l; ' j ' 半から 101時と規定されているこ t が この原因であ り、 音

楽会のような場合と本格的な抗感IJの場合とでは、道具の立が絡段に

巡っているにもかかわらず、一定のH寺li¥J になればシャッターを締め

出す管理方針には逆らえないのが、利mする側の弱いところである 。

この|問題 の解決には、管理HWJに融通をも って取り組んでもらうよ

うに改苔ニを求めることは当然であるが、設計者ーとしての工夫が必要

となる 。大道具搬出入111の駐車スペースはトラック 2 台分を確保す

るとともに、舞台との; m; 音mーを中 1mに設けるなどの配慮により、公

演しながら搬出できる経路を降保することができる 。 さらに搬入口

の回りには、風雨にさらされないでJ般出入ができる庇笠1mをできる

だけ広〈確保するこ t も工夫の一つ である 。

最近は、近隣への彩竿? を考えると、夜10時の屋外作業は迷惑をか

けることになり、 トラブノレ のもととなるため、作業の場を屋 内空1i ¥J

とするなど、さらに工夫が求められている。

| ホームステージは持てないか

水戸芸術館や尼崎ピッ コロ

シアタ ーのように、専属の!主IJ

団が育成されるというコンセプトは、公共ホ ーノレて'1J . 少ない 。各都

市には市民の楽団 ・!長IJ 日1. 令日目固などが活動しているが、その都市

に建設されるホールに、こうした活動を援助する機構やスペースも

ないのが笑情である 。 さらに、ホーノレの{ 変先的利用もない 。大きな

楽総や道具を総移動しながら、 tll li l l ¥で利用できる場所を点々として

いる悲しい現実がある 。

この原因 1J . 、貸しホ ーノレを主体にする公共 ホーノレの、市民に機会

均等に利用してもらうという思想のもとに「楽団も劇団も、すべて

の市民を代表したものではない 。一つ を認めれば数限りなく出てく

る。 スペ ースも占領されてしまう J という 一見公平な見方にあるが、

そのためにすべてを受け入れないというのはt内f与がいかない 。

全〈 月IJ の展開として、相 当以前か ら各界の 人々が提J1/ ' ，しながら実

現しない構想に再びだい、を起こし、 rl1民の文化を発信するための公

共ホ ーノレを回指した迩重! J を版関する必要がある 。 これは、ホ ーノレの

一部に 独立した市民文化を育てるス タジオ的な 別の空間を提供する

ことである 。 さらに簡単な道具や拡を製作する工房と frJ 車も備えた、

フリーな空間! とホームステージとなる運営に期待したい 。

市民スタジオのイメージ

あとがき 劇場計i i l ! 1の基本的事項や音響設計ーなど建築計i ! ! T1の詳紺!

な内容については、{ t ! ! の文献により十分紹介されている 。舞台設備

計画のための建築計画を? という記事依頼に沿って、劇場の舞台回り

のあり方や運営上の諜起に絞った内容 t し、設備計画に携わる人に

も知っておいてほしいこ t 、こんなこ t で設青十者は悩んでいるなど、

筆者がホ ーノレ建築に携わりながら、さまざまな人々に助けられ、教

えていた t':'l 、たことを基礎として、 EI頃考えていることを述べた 。

紙面の者11合から十分な内符とならなかった点、記事 '.1
'
に筆者の思

い述い、考え迷いなどがあると忠われる点について、ご指摘いただ

ければ幸いである 。

文献 ・辿築設計資料集成、彰国社

( おおのやすお 日建設計 ・大阪設計主管)
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舞台機構

桂 川 潤 次 郎

自治体等の公共多 目的 ホーノレの舞台機構 について、最近 の籍組と、

いろ いろなタイプの ホーノレについて紹介する 。

可変ブ口セニアム

オープンステ ー ジとプ ロセニ アムステ ー ジとを切り替える装置、

コンサート 向きのj i . ，' : j - 、天井の笠1[11 にプ ロセニ アム日fl 口を設ける場令

句、多目 的 ホーノレでは、多くの工夫がされている 。

大きなプ ロセニ アム 閉口 怖を狭める場合、 |明日Ip; ¥l が広 い ときには

舞台が十分見える J市ても 関 口慨 を狭めると舞台の一部が見えなくな

るj市が出現するという当然の こ とがあり、 横 l陥の広 い大型の ホーノレ

を救う設ii/l iではないのてある 。

ポータル

プ ロセニ アム|甘JI 寸寸法の調節装世とも兄られることがあるが、プ

ロセニ アム型舞台で演出空1111 を区 l1rfl する機能が大切である 。 ImlJ の

内側 すべてを演出 された空間 とするため、制h本 や一 文字幕をf I ' J - 、ず、

舞台奥正而 と同fj[lH商をぐるりとひとあt きのサイクロラ? で 闘い、ポ

ー タノレから大型のプロジェクション装置により サ イクロ ラ マに投Ｉ［Ｚｾ

し、舞台美術を柿 成するのが特徴である 。 このためには 、 常識がJ に

考えられている以一l二のすの こ市きが必要である 。

il h幕、 一文字幕を使用するためプロジ、エクションができなくなる

日本の多 目的ホ ーノレの現状て‘ は、ポ ータノレブリッジは照明の基地と

して有効であるものの、ポ ー タノレタワ ー はいかなる意味を持つもの

か、いささか疑問 を持っている 。似し物によ っては仙幕の方が使い

やすい; 場介も多いと思われる 。

可変速バトン

舞台装置や大道具を吊るすバトン( 美術バトンとも 言 う) を i如 1' ，

の要求に令わせて井降する; 場合は、手重)J 式バトンが多〈用いられて

いる 。 吊 るすものの重量 t バランスするカウンタ ー ウェ ート を和む

こ とにより、手i l l J J王にでも 比較的経〈、迅速に井|咋でき、微妙な速度

肢も外側の

観客

| 父大型プロジェクタ一

、ポータ Jレタワー

図 1 ポータルからのプロジェクションの概念図 (平面)
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変化 を付 け るこ とも可能であり、引在でも重要な装置である 。 それ

ほど重くない装置を 吊 るしたノ f トンでは、 慣 れた人 が操作すれば、

普通の屯動式ノ f トンより速く昇降できるものである 。

しかし、舞台装置の大型化、重吉i 化 と操作技術者の不足に伴い、

これらの機能を電動バトンに求める要求が強くなってきた 。積載荷

量と l li?吉i昇降速度 IJ . 従来のバトンのf膏くらい に能力アップし 、低迷

から iikztl速 まで任意の速度に調節したり、途 中で述度を変える こ と

もでき、 指 定の位fli: に約度良< f亭11ニできる電f f i 1Jパ トン等が工夫され

実用 化 されている 。ノf トン l 台ごとのfll! l別操作誌による従来のマ ニ

ュアノレ操作 に近い *IJ1J II と、 C R T ディスプレイと キーボード による

後数のバ トンを同H寺にある いは同期、: i A出J させて動作するいわゆる

コンピュ ー ター コント ロールが本格的 になってきた。

道具バ トンては、 吊 るした装置を桁定の位置に粘j立良〈停止 させ

る必要があるのはもちろん、照明バトンでも、 曲 ごとにあるいは演

奏に令わせて昇降する ($' IJ もあり 、道共バトンと 同様に停止位置を党

え込ませる機能力 ｾ［ ｊ ￒＨめられてきている。

株 j也には工事政がやや高 いこ と し ↑民 れて いない 人 にとっては迩

転 デー タの入力 にl時li lJ を要する こ となどがある 。

走行式反射板

白紙! 反射板の格納方式の一つ であり、反射板を 3枚ほどの 門型に

分苦Ij し、後ろ舞古まで走行させ、重ねて収納する 。反射板相互のす

き間が比較的少なく、反射板の奥行きを調節できる形状が可能であ

るこ と等 が音響的 な特徴である 。通常の鋒古上音sに絡納する方法に

上ヒベ、ライトバ トン、道具バ トンの配世に影響を与えず、主舞台側

面上部に ギ ャラリーがとれる利点が大き L、。

方式そのものは、 20年ほど前に NI-I K ホーノレ 、神 奈川 県民ホ ーノレ

で実 }j 包されており、決して珍し いわけではないが、公共多目的ホ ー

ノレに取り入れられる例が比較的多くなった こ t は注目できる 。検討

課題は、後ろ舞台を7 . 1 > : 俗的に使用する場合 には、後ろ舞古のさらに

奥に絡納 しなければならない こ とと、工事費が高い こ とである 。

ｾ＠

舞 台

図 2 ポータルからのプロジェクシヨン概念図 (断面)
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図 3 走行式反射板の例ー葛飾シンフォニーヒJ レズー

舞台機構設備の操作、点検整備

rl' J 物機構や迫り機構は、 iタl えIi ' エレベータ ー のように専用の昇|咋

路を昇降することは、用途上不可能で‘ある。 ｲＧｔｾ 物機構が相互にぶつ

かったりした場合には、停止するような安全装置をつけることは技

術的には不可能ではないが、もともとぶつかるくらいの狭い間隔で

密集して配澄しないと演出の要求に答 λ られない状況では、そのよ

うな安全装置をつけることで、事; A 上! 日物が使用できなくなる 。 し

たがって、取り級う人が安全を確認した上て操作する こ とが大切で

あり、市l支な技能と経験によりカノ f ー しているのが実情であろう 。

迫りの操作では、迫りの上( 舞台f!! のと下( 奈落イJ ! i J ) の安全を昨

認する 必要がある。特に 出演者が登退場する迫りでは、安全を確認

し1J :，i災者の介添えをする係長が必要となる 。一書11のホ ーノレでは係員

の確保ができないために、迫り の運転を停止している例も聞かれる 。

機総は、十分な性能を長期 IllJ保つよう製作、胞工される ことはも

ちろんて。あるが、っくりつ Ｑ［Ｈ なし、 ｦ 史いっ Ｑ［Ｈ なしてＢＱＮＺＩＺ、 い かに ｦｾ れ

た 機i慌でも卜分な性能の確保はおぼつかなくなる 。 使用する前後の

，Ｑｾ ｾＨ検と定期 的な保 守整備が大切であ り 必要なスタッフと迩営 予 算

の確保が必要である 。 これが不十分な; 場令には危険な状態となる こ

ともあるので、建設計画11寺に迩常予算まで合めた検討が大切である 。

吊物機構の耐震仕様

通常多く使われるバトン、ブリッジ 等は ｲＱｾ り 下げられているため、

地良 時にも落下する危険は少なく、それ自体が免震 的でもあり、 |問

題は少ないと考えられる。カウンタ ー ウェー卜も同様にワイヤーロ

ーフ。て"'WJ られているので務下の危険は少なく、かなりの重量がある

が、カウンタ ー ウェ ー卜と 万、イドレ ーノレ 問 のクリア ランスが地民 j J

のl吸収 に役立っと見られる 。 そこで綱元に全面 的 に金網等を張るな

ど、万ー の 際にも綱元外に Jj及型? を及ぼさないようにする耐震処置の

方法ミもあるのではないかと検討している 。

先 日の 十Jl努i'l '1也展 て、、も、カウンターウェートを支えている方、イド

レールが 1111がってエヰ、ノレギー をl吸収したため、アンカ ーポノレ卜が引

き抜けたり、 Eまが破損する司II次を免れたと 思われる例がある 。

懸垂物安全指針と吊物機構安全指針

1989年 5 月、日本建築センターは「懸垂物安全指針 J をまとめ、

建設省住宅向指導課長より全国の特定行政庁あてに同指針を建築指

導の参考とするよう通達が出された。 翌年「懸垂物安全指針 ・問 解

説J が発刊さ れている。屋根、天井等から吊り下げ( 回定および昇

降を含む) または壁等 に取り付けであるもので、 100kg 以上のもの

は、ホ ーノレに限らずすべての建築物で¥向指針の対象となる 。

演 出の要求による特殊な機能を持たせるため、劇場の舞台、演出

空間等に設けられる 11'J 物 等て¥不特定多数の観客に危害を及ぼす恐

れのない場所に設けられるものは、同指針の適用が除外されている

ため、舞台! 日物機構|剥係の指針を作成する こ とが期待されている 。

筆者も加わっている 劇場演出空1m技術的3会の技術委員会機構部会

で は 2 年余りを力、けて、 J吊[口; 物機村椛f安全指量針| の検討を進めてきたが、

H  

ｉ収 ｼ収又 Ｑ集 ｾ義 ｩ長主、参考資料の整備を行い、会員に見てもらうほか、 ｼ 具 ｬ Ｚ､Ａ業界の

立見を -;Rめるなどの;tffi 討をし、そ のff Z . 必要なオ ー ソライズの手続き

に入ることを考えている 。

オーケストラピット迫りの荷重

新 聞報道によると昨年秋、; ! t ホーノレて" 熱狂した観客が舞台| 僚へ殺

到し、演奏に合わせて飛び跳ねたために、オ ー ケストラピット迫り

が破 損し、観 客が負傷する事故が発生した。 Ｔ Ｑ ｾ ￍＧ牛は捜査 Ｇ ＱＧ であり、

それ以 上 は発表されていない 。

迫りの強度基準 ｬ￬ 、 ｾ ￭ Ｇ￭Ｚ ｦｪ ーらが調べた限り見当たらな い が、某自治

体 か らは、 迫りを客席として使用する場合は建築基準法て. 規定され

た構造材料により所定の強度を持たせるよう、指導を受けた例があ

る。劇場演出空間技術協会では、客席 t して使用するオ ー ケストラ

ピット迫りの ｦＩ Ｇ ｬｾ 改荷重について、会員に対し ｩ 主立を呼びかけた 。 そ

の内容は、多数の観符: の飛び跳ねによる荷重は簡単には推定できな

いも のの 、 設 計 で設 定 した荷量以上となる可能性が高〈、荷量オ ー

ノf ー は迫りの破損 の危険があるため、そのような使い方を しない こ

とを Ｇｉｾ 子としている 。

ｗｊ 秒ｾ［機構に続き、迫り機構等を次の検討課題 ｴ しているが、観客

が熱狂して飛び跳ねる際の荷量は、観客の跳ね方、官度、飛び跳ね

のそろ い方、演奏の種類等手|ワ;: ; に多くの要素を含んでおり、簡単に

は紡吉命は 出せ ないのではないかと JEわれる 。

終 わりに 公共ホーノレを 6 例、次頁に紹介するが、ホーノレの成り

立ちゃ迩常により大きく災なっている 。 ホーノレを計画する場令どの

ような舞台機構が: i i l i しているか十分に検討する こと が大切である 。

( かつらがわ じゅんじろう 円建設計 ・設計技術センター技術長 )  

劇場演出空間技術協会理事、機術部会日1) 部会長/
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実例 i 府中の森芸術劇場 東京都府中市

設計/ FI建設計、舞台機構施工/ 東芝

JHJ金別にホーノレぞ分けた例。

どり ー むホ ーノレ( 大ホ ーノレ : 2，027府) はコンサー 卜を主 とした多目

的 ホーノレてーあり、 主 としてプ ロの催し物に供用する 。 JI あ花道部分の

壁を移動し、コンサ ー ト ｈ 寺に Ｑ 階席 ｾ ｉＧ 央部前寄りの ｪ 市に反射 音を 補

強し、 i寅奏効果をおめる工夫 がある 。 ウィーンホ ール (522J 市) は百

楽ホールとして、パイプオノレカ、、ン守備え、楽総の種類と演奏ジ、ヤン

ノレに合わせてホ ー ノレのｾＺ Ｇｾ きを調節できるよう、天井から ｬ 吸音体がＱＧ Ｑ Ｍ

降する残響可変装置をイi1l 1λ ている 。 ふ るさとホ ール (520J 市) は伝統

芸 能や演 ｊｾ ｉｉ 等を考 ｊ 怠し、回り舞台や仮 設本 花道も備えている 。

府中の森芸術劇場 1 階平面 J : l 800 

ウィ ー ンホールー残 響 調整装置は下か ・っ ているー 側首長詰 ｩｩｾ ｴｉ ｾｾ ｌ Ｉ＠
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実例2 愛知芸術文化センター 愛知県

建築・設備等設計 / A & T 建築研究所、劇場計百1. 劇場技術/ 本杉省三

舞台機桝胞工/ 三菱E重工業 ・三布' ド輸送機 J V

本絡がJ なオペラ上演を? 想定した ，1'， 物 機構 、 j末一機桃を 備 えた大ホ ーノレ

(2 ，500J 市、 1，900府可変) 。ポータノレ、ライトブリッジ、可変速バト

ン、 ＮＧｾ ｾ ｉＺ 吊り 装置 、 主型 車台 の Ａ古 ｬ 凶を区画するｼ切火 ・ 防 音シ ャッタ 一 等

の日物機構を備える 。 大 型 Ｒ 附 主 ｾて迫り、そ の 中に移動式切り穴迫

り、上手と 主舞台 と合移動するワゴン、後ろ舞台とを移動する阿り

郷台を内政するワゴン、 等の j末機構を有する 。

他にコ ンサートホ ーノレ (1， 800席) ，小ホ ーノレ (300席) 、 美 術 館等 が

ある 。

ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

1階平面 1:15∞ 

主舞台・側舞台・後ろ舞台 ＨＧ Ｑ ｦＩＧ ｈＩｾ (!¥ A  &  1 池東，If' ?c，;(r)



実例 3 葛飾シンフォニーヒルズ 東京都高飾区

設計ー/ 佐藤総合計l司、舞台機構施工/ 三料輸送機

シューボ‘ ックス型音楽ホ ーノレの機能を広げた例。

舞台昔rl には走行型反射板を備え、主目 的 のオ ー ケ ス ト ラ の 演奏 に 優

れた背響効果を ，'1' ，している 。反射板を舞台に引き込んて。天井の一 部

を下ろし、{ J ! l Jof J のパオ、ノν を引き出すことにより ， プロセ ニ アムタイ

プとして も使用可能である 。

舞台上古11の照明はブリッジを採用している 。 客 席 天ぅM'の、シーリン

グスポットライト部分は Il f. J 閉式としている 。

客席 舞台

ｾ＠

モーツァルトホール (大ホール) 舞台断面

モーツァルトホール ( 大ホール) 舞台正面 (鰍影 55)  

実例4 京都府立府民ホール rA L  T iJ 京都市上京|支

設汁/ 京都府土木建築苦11常総謀、石木建築事務所

品物機椛施工/ 三精工事サーヒoス、井降床機構Jj 包工/ カヤパ工業

鉢台および l 階席全而を糾降l末機構としたことで、 三IZj 二111] 、エ ン ド

ステージ、張り出しステージ、センタ ー ステ ー ジ等変換でき、舞台

{J!l J壁一ノ叶、ノレと 天井を 阿i伝させる ことにより プ ロセニアムタイ プ も 可

能である 。 座席は 6 府 x 4手11を基本のユニヅ卜とし、屯f f i } ) 式で床パ

オ、ノレに収納され、 2  - 4ダ111' 1は、 子迫りによ り段差をつくる。一吉11

の 床ユニ ッ トは90皮肉きを変える ことにより，セ ンタ ーステー ジへ

の転換を可能 としている 。 舞台上告11は音響反射板兼用の回転ノ叶、ノレ

があり、 パ オ、ノレを附いて本類、バトン等 が昇降する 。

舞台、 1 階席函平面 ( rl l t長アーキテクチュ7 J  1989年 2 /120号より)

2 階席 ( 最奥 3 列) は固定、 1 階席はすべて昇降する (働組長 S ｓｫ 阪Ａ， ｉ ，ｾ 川，ＧｪＭ縦Ｉ
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実例5 水戸芸術館、 A C M劇場 茨城県水戸市

建築設計 / 磯崎新アトリエ+ 三上建築事務所、舞台機椛設計/ 清水裕之

舞台機桝施工/ 森平舞台機構

自治体としては数少ない、劇団、楽団等上演組織を付属するホーノレ

の例。劇場は、張り出しステ ー ジに半円形の平土間 1 階席、それを

取り囲むバルコ ニー 1 、 2 、 3 階j市からなる 。

日物機構は、舞台の上だけでなく 1 階席平土間部分の上まで、ライ

トブリッジ、道具バトン、点吊り装置を多数配置している 。舞台床

は10分官IJ された迫りにより構成され、吊物機構と同様、演出の多i様

性をねらっている 。 いわゆる S段中長は このタイプの劇場では使用でき

ないし、使用しない i寅出がされている 。

ほかに、コンサートホ ーノレ A T M、ノ f イプオノレカ。ンのある エ ントラ

ンスホーノレ、美術館等 を備 λ ている 。

A C M劇場断面

A C M劇場 (Ii) 園芸 1-.111'&，) 
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持ち込み機材の対応、を図 った例。 スポーツ、展示、ショウ 等多目的

に使用するため、アリーナ j南約11 ，000J 市は、座席を内蔵する昇降床

ユニットにより短H寺J: ¥j に変換でき、スタンド席を合わせ最大17，000

1市となる 。

天井裂には約 3 m ごとに持ち込み機材の吊り点を設け、各点ごとお

よび全体の荷重そチェックするシステムそ取り入れ、安全を図 って

いる 。設営や照明のためのライテイングデッキを設置。 アリーナ而

には大容量の電源や符種同線、給排水の設備等 も整えられている 。

ホーノレに備え付ける 設備と持ち込みに任せるものとを整理する参考

になるものと忠われる 。

ライテイングデッキ平面 1: 2000 (r 新住祭J 1989
1
1'  5  JI りより}



市民劇場の舞台設備 | 設備計画 E

舞台照明

伊 藤 安 雄

はじめに 本稿の構想を巡らしているさなか、 1993年 1 月19日の

朝日新聞がこれまでのためらいを、 一挙に払拭してくれた。 それは、

第三社会面の“ 24センチの決断" という記事であった 。能舞台と 言

えば京間三間 (5 .91m) と決まっていたものを、本舞台を縦横24c m

だけ大きく設計するというものである 。 その訳は 、現代人の体が大

きくなったからだという 。

あの保守的な能でさえ、建築物に合わせて演能するのではなく、

I寅能に合わせて建築物を変えるという、来Ir しい考えを示したもので、

大いに注目される t ころである 。 どう改造すれば良いかは、 i寅能者

fJI IJ の発信するもので、設備側のおしつけるものではない 。 これがj寅

能の原点ではなかろうか。舞台照明とて例外ではない 。 いまや、照

明設備の能力に合わせた演出をする時代 I. t . 終わり、演出したい内容

に合わせて照明設備を仮設する| 時代かも知れない 。

野外劇場では、夜の| 普! が訪れない限り光の演出はできない 。 雨や

雪 にも降伏せざるを得ないし、強風の巻き起こす騒音には大音註の

演奏もかき消されてしまう等々の条件やリスクがあり、 9 9 %は天然

現象に左右されない、劇場という演出空I i 日に頼っている 。

劇場演出空間にあって、舞台と客席を包含する建築空間] の機能が

演技、装置、照明、音響効果に及ぼす彩響は iJll J り知れぬものである 。

建築機能の如何が，演出空間技術を支配していると 言 っても決して

過言ではない 。

劇場の良否は観客のあるいは市民の決めるものであって、意見を

入れて何回改修したかは恥ずべきことではない 。 より高度化された

こ とであって、劇場文化 として誇るべきものだが、 わが国ではこの

ような考えがなく、鉄筋構造物など改修に |時間の掛かる こ とはした

がらない風習がある 。 実に残念なことだが、それなら多くの経験に

!!tl らし、また文化 的進歩を予測した注文をはっきりすれば済むこと

で‘ ある 。

このリポ ー トは、一般的な要求をまとめたものである 。 したがっ

て照明自体の問題はほとんど省略しである 。舞台照明 コンサルタン

卜の方には、異論のある こ ともあろうが、芸術の解は一つではなく

無限にある こ とを考え、あえて主張させていただいた。多くの方の

反論をいた fごし、て、さらに進んだものに発展するこ とを期待したい 。

市民劇場と舞台照明設備の基本的な考え方

『全国ホ ーノレ名鑑j の五版 ( 1985) と六版( 1990) を比較してみ

る し 5 年間に 249館の増があり、掲載館数は 1286になっている 。本

稿の対象である、客席数1000- 1500の館を選ぶ1 : 419館あり、全体の

3 分の l に相当している 。

ホーノレを客席数で分類し舞台を論ずるのは余りにも無謀であるが、

他 に方法がないので、自戒しながら これに従うことにする 。選ばれ

た419館は、 8 0 %が0 0会館と いい、 TKいものを市民会館 ( 48%) 、新

しいものを文化会館 ( 32%) と呼んでいる 。残る 2 0 %は、文化セン

タ一、文化 ホーノレ、文イヒJ刻場などの名て未見しまれている 。 これらは

多目的ホ ーノレと位置付けられ、何を上演するにも半端で、、専門家は

“ 多目的すなわち現在目的" とまでf比評している 。

この現状から脱却するには、 1000- 1500人の観客と 演能者をとも

に満足させる舞台施設のあり方にかかっている 。 多目的という H十わ

ぬ若手を捨て、近くのホーノレ間て精ー徴を分担しあうことを前提に、数

目的劇場を目指すべきであろう 。 この程の配慮をした文化施設を市

民劇場と定義し、鉾台! 照明設備の必要条件を考えてみたい 。

国民の海外文化接触はますます活発になり、本坊のオペラ、 ミュ

ージカノレ、バレエや、 コンサー トなどを何回も観賞したという“ 自

や耳の肥 えた" 沢 山の文化人が各地 におられる 。 それ以上に、 l lHi

人やア ーチストの国際交流が頒繁なようである 。 このことが、わが

国の劇場文化に多大な影響を与えている こ とは明白である 。

やがて劇場の運営は、その土地の舞台人か演能愛好家の手にゆだ

ねられるだろうし、 i寅能を理解する観客の感性を取hにして、演劇ゾ

ーンや音楽〆ーンが完成されていく fごろう 。

市民劇場は、市民による芸能文化 の育成の場であり、また発信の

場である 。発信が他 の劇場で受信されるためには、両劇場に共通の

演出空間および同性能の舞台設備が必要な こ とは 言 うまで、もない 。

互いにすべてのものを送受信できないから、限った 二、三 のもの

を完全に近い形て、送受て、きるよう舞台設備などを充実したのが市民

劇場である 。 したがって舞台照明設俄も、選んだジ、ヤンノレを生かす

ものでなければ意味がない 。確かに、すべてのジャンノレに共通のも

のが多いが、それは歴史の浅い照明表現の未熟さと解すべきで、フ

ノレ装備主義を捨て、選んだ、ジ. ヤンノレ向け数点豪華主義を採用し、欠

務が生じたら恥じ入ることなく直ちに充足していく 。専門ジ、ヤンノレ

以外の欠落は勇気をもって充足しない こ とが肝要である 。 この努力

を数年重ねる こ とにより、完成した市民劇場となるのだが、残念な

がら見習うべき舞古照明設備を持つ市民劇場の名を知らない 。実 在

すればお詫びしなければならないが、以下に、市民劇場の舞台照明

設備のうち、後日の補充でi斉なものを除いた建築関連事項をまとめ

ることにし 1:. 。

照明空間の考え方

客席! ! 賢明は、舞台照明の

| 舞台照明からみた客席照明

プロ ロー グであり、エピロ

ーグである 。 ホワイ エ等で現実の世界を忘れた観客が、開演ベノレに

誘われて客席に着く 。 そして、これから始まる虚構の世界に胸をは

ずませる 。 つまり演出は客席から始まっており、その照明は舞台照

明以前の大切な照明である 。法規上、機能上、デザイン上備えるべ

き条件のほかに、! 被明演出上の次の条件を考慮するべきである 。

① 舞台寄り客席のダウンライ トは、鍛I阪に当たらねよう、ある

いは舞台に入らねような指向照明を行い、鍛帳 lまM¥立した鍛l阪照明

を設ける。

② オーケストラピヅ卜を客席として利用する劇場にあっては、

建築と社会 ・1993. 4 53 



これに平行に 1 - 2 列のダウンライトを用い、独立制光を行う 。

③ 客席の水平面!ml切と、壁等の鉛直商照明石ナ系統分けして調光

できるようにする 。

④ すべての客席灯 Lt.揃 って100%調光のできる電球を使用し、

舞台照明とム ー ドの合わない蛍光灯類はお勧めしない 。

⑤ 客席照明のフェ ー ドアウト、フェードインの速さやi奈さは重

要な照明効果であるが、広い客席の監視に限界があるので、設定す

る上限値、下限値をはじめ、わかりやすいレベル表示をする 。

l 避難誘導灯と客席照明

上演中の客席空間は、沈黙と閣

が支配しなければならなし、 。 しか

し、これに逆らうものが、法の定めに基づいて存在する非常口の上

部に設けた避難誘導灯である 。最近になって、その形の大型化と明

るさの向上が義務づけられた 。 Ａ品Ａ の ｉ ｾ Ｚｉに 燈々と輝いているのだから、

まさに l噴飯ものである 。

現実問題として、舞台寄りの避難誘導灯ぐらい規定ぎりまりの明

るさに存11 えられねもの fごろうか。そうていないとすれば、 天井や壁を

低い反射率に仕上げておく必要がある 。

例 λ ば、客席を固な壁は反射率の低すぎる色なのだが、専用照明

を稜よく明るくしてあるために、普段はごく自然な壁に見 λ る。催

しが始まると壁面照明が調光され、舞台照明に調和した明るさの壁

になる 。必要なときは客席照明ともども零仁することにより、完全

な闘をつくる ことがで. きる 。避難誘導灯の影響は最小限に抑えられ

ており、舞台上を注視する限り邪魔な光は全くないという理想的な

劇場となるのだが、こんなわずかな賀沢を試みる劇場がないのは残

念である 。

| 方向を揃えた客席照明

前項の ｾｴ 沢喜＿助けるために、 ｅｅ

を避けて客席だけ照明する 天井か

らの光が観客の顔面の鉛直面照度を向上させ、観客の背 中の鉛直面

ＩＡｾ度を少なくしたうえ、前席の人の彩が後ろに流れて手元を ｈ 音くし

ない方向から照明する 。

こうして、 プログラムを見たり、メ モ をとったりするのに十分な

水平面照度を確保するとともに、感度の向上したテレビカメラに観

客の表情が写るよ うな 鉛直面! ! 的支をムラなく維持するというリーズ

ナブノレな! 照明効果を得たい 。

このためには、方向調挫のできる遮光板付きダウンライトの横列

配置を舞台側から始め、舞台の逆方向( 客席方向) の扇状自己光を繰

り返すことになるが、こんなことがされていないのは客席照明を安

易に考えてきたからで、これからの改革を期待している 。

l 上演プログラムと照明設備

本来、舞台照明設備は、上

演 プ ログラムがあ って、照明

デザ、インのあるべき 内容が決ま るもので、設備内容に支配されて照

明デザインをするものではない 。 したがって舞台照明設備には、プ

レキシビリティがなければならない 。

その劇場で多〈上1寅されるものは何か、また、! ! 賢明のうえで E ん
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な114T徴を持っているか、これを把握すれば、おのず t 設備形態が定

まり、さらに演出のスタイノレと舞台装置のプロポ ー ションの相違に

よって、要求される照明機能がｾな っ てくるのである 。

例えば、伝統的な j寅目である能、歌舞伎、文楽などは演出手法や

舞台装置が大きく変わらないので、照明かくあるべしと定められた、

いわゆる定式( じようしき) が存在する 。 しかし、オペラや現代劇

などでは特定の演出形式、舞台装置の椴式を予測することは困鮒で

あるから、照明設備のあり方も呉な ってくる 。

注目したいのは、プ ロセニ アムステ ー ジ形式の劇場にあ って、歌

舞伎のような古典芸能しオペラや現代劇lのような現代芸能とでは、

舞台機構の而でも照明設備の而て、も両立しないことである 。

プロセ ニアム ステ ー ジ形式の劇場の場合、照明設備言j-j亙|のうえで

留意すべきポイン 卜を、上演プログラムごとに述べる 。

・歌郷伎、 H本舞踊、新派、新国! 却し商業演劇

この種のものには、平面的、絵画的な舞台装置が用いられる 。

それぞれの面は、ほとんどホリソずン卜而に平行 に鮒ji られるのでホ

リソずントライ トと平行なボーダ ーライトか らの ，厚みを持つ扇状配

光の横並びによってムラなく照明されるフラッドライテイング設備

を必須とする 。 同様な配光を下方か ら得るため に、舞台端に埋め込

んだフットライト設備も欠かすことはできない 。

舞台装置の luJ さは4. 5m( 15尺 ) - 6. 3m( 21尺) が標準であるから、

プロセニアムは低いので、客席fJli J の投光室の位置が高過ぎるとボー

夕、、ーライト 等 を隠蔽するための一文字 などに光 li 遮られる 。肝心の

演技者や舞台装置等 に光が属かないという結果になるので、各投光

室と舞台中 心面が なす垂直'1を大きくしないこと 。 また 2 階席先端

のパノレコニーライトの重要性が治すものと考える 。

舞台骨[I Jifri からのサイドライトも、市さ可変設備にすると良い 。 回

り舞台床面から給屯できるよう、ステージポケットを設備する 。

. クラシックバレ ー、レビュ ー等

絵画的な背景幕が多用されるから、ボーダーライト、フッ トライ

ト設備が必要である 。踊り手の足先まで締腿に浮かびあがらせるこ

とがポイントであるが、それ自体が足先の見え具合に影響しない施

工が粂件である 。

舞台装置や背景幕の高さは7.2 m(24尺) て¥オペラなどと ] Eんで

最も高いので、客席側の投光室 l立高くしておく方が好都合な ;場合も

ある 。

手足やf本の線を目立たせるためには、ステ ー ジサイド の光を交差

させるのが効果的て、タワーライトの使命も大きい 。



クラシックバレ エでは、プ ロセ ニアムア ー チの奥 に、さらに高く

さらに広 い中央くりねきのカッ トクロスア ーチの照明も大切で、明

るさが周辺で途切れぬよう、客席寄りボーダーライ トの長きそ長く

しておくと好都合である 。

主舞台の床面は、舞踊の妨げにならぬようステ ー ジポケットは設

けず、サイドステ ー ジ側 に設備する 。

レビューの場合( ロック演奏会もそうだが) 、リズムに合わせたク

イック ・カラ ーチェンジなしでは成り立たず、操作は自 動 化 される

時代となっており、フ ロン トサ イ ドライ トやシ ー リングライ トには

このシステムをぜひ勧めたいと ころである 。

. オペラ( オペレツ夕、 ミュ ー ジカノレを含む) 、新劇、現代舞踊

立体的な舞台装置が特徴であり、必ずしもボーダー ライト設備を

必要としていない 。オペラは装置が故も市〈、 7. 2m(24尺) ものが

多〈、背景幕の高さとなると、 9.0m( 30尺) - 10.8111 (36尺) もある 。

この磁の演能には数多くのスポットライ トが利 用され、繊細微妙

な調整を行う 必要がある 。近代劇場は、 このために、ポ ータノレブリ

ッジ、フライブリッジ、ォモ ータノレタワ ー などの設備を持っている 。

この程の1寅能は、明るさよりも H音さを求めているので、負荷回路

数に重点がおかれ、器材は多種多様で、その者[1度加えられたり、持

ち込まれたりする 。

また、高性能大型投l映機を利用して、舞台全体または一部をリア

ノレな大ii!I 1像に変えてしまうセノグラフィーと 言 われる殴米の技術が

上陸して 、注目されている 。

. コンサー ト

クラシック コンサー卜 で使用する反響板は、{也の催しの邪魔にな

る。 そこで手 間 と場所を犠牲にし格納されるシステムになっている 。

いざ、使用しようとすると湾 曲 した反響板内の照明で苦労する 。特

に左右と奥の周辺部対中央-古[1の明るさの差をなくす こ とはプロでも

難しい 。最近は、反響板内宮[Ii 築くにダウンライト群を設置し、多少

方向を変える こ とで問題を解決している 。

指揮者用のライトは特別 に設けられ、表情変化 が楽士に良〈見え

るよう工夫されている 。

客席側投光室の光 も重要だが、楽士が|皮しがらぬように細心の注

意が必要である 。

・講演会、会議

ステ ー ジ上の問題として、客席側上部の光を集めて肱しくない演

壇照明をするほか、演題の看板などにも部分的照明を加える こ とが

望まれる 。

設備としては、舞台袖に簡易操作箱を接続す石 こ とにより、必要

な調整ができるようにして省人化 をするのが良策である 。

・ テレビジョン、ハイ ビジョン手家ii!fI

結論から 言 うと、電力に若干の余裕があるなら、特段の設fi 1l J を加

える必要はないが、考え方を述ペておく 。

ハイビジョン録画は、その催しから受ける劇場の印象と同じか、

あるいはそれ以上の 印象をハイビジョン画面上に待られるよう、舞

台照明の方法ぞ変えてつくった録|直|であって、ディジタノレ信号とし

て保存されるので、永迷の作品として正しくイメ ー ジを保存する方

法である 。

客席内部の照明室と設備

どういう単位て公演するかでも考え方が迷うが、こ こでは 2 日で

i寅目が変わる当主レノ f ート リー システムを想定 し、照明内幸手を中民 こそ

ぎ変えても、絞けて興行できる! 照明設備 と建築のかかわり方を考え

てい く。

これより、ある程度劇的性能を絞り込んだ、代表的 な市民l与IJ 坊を

仮想しつつ、建築 (I{J性能、' ; r ; : 気的性能を思考し、問題点を tftl り下げ

ていく 。

| 投映効果機器室

これまでの映写機器室を有効に活用す

るために、新しく投11央効果機器室と改名

したものである 。位置は 1[精1mの故後宮[1中央にあって、機部品iH寸用

水平床の高さは最後者[1の椅子の最上部に等しくし 、 その上にあるプ

ロジ、エクタ ー は、観客が立ち上がっても投l映3<71*' に支障を米さない

高さに調整する 。

技 l映機務室中央の最上古[1 に幅2.0111、高さ 0. 5111 の|映写窓を設ける 。

この窓 1; l : . 、反射|坊止)J 英っき 二重方、ラスて¥内部に乾燥空気を封じた

高級窓て、ある 。

投 11央効果機総*1立、 !照明操作室相当の広さがあって、優れた遮音

構造と反響のないデッドな音響空間を持ち、光学的にもまたデッ ド

であって、構造物の表面は艶なし黒色仕上げの1吸音材である 。

室 内 照明には、外に漏れない調光付きダウンライトを使ｦｉｾする 。

なお両室は扉付き通路で結ばれている共通の空間であり、環境的に

も共通している 。J生H央窓.の反対fJ!i J に、演目に応じた機株を搬入する

ための耐火構造機総搬入扉があるのも特徴である 。

室内には大型スライド投l決機、たとえばパニー プロジェクタ -

ｂ ｐ Ｔ ｈ ｍ ｉ などが常設されている 。 その利用により、ポータノレ部に ｉ ｾｉ Ｉ

られた紗幕上 に映しだされた画像をステ ー ジ内の演技にオーバーラ

ップさせる これまでにない幻想的 な効果や、演技者を越えてホリソr

ン 卜に投l映されたリアノレな大画像による写実的な舞台が人々の目を

惹きつける効果な E がある 。

、" 然の こ とTごが、電源|掬係 1;l:. 100V、200Vの100A級を設ける こ と。

および、映画11央写用光源も準備しておきたい 。

| 調光操作室

位置は l 階席最後部で、投| 峡効果機t詩集・に

速なっている。舞台全体を見渡せることが第

ーだが、客席のほとんどが見える こ とも 必要である 。やはりJ l 干心 な

のは舞台の様子を詳しく見る ことにあるから、舞台からあまり自[fr れ

では困る 。 出来れば20m ぐらいにしたい。

調光操作室の床レベノレ 1; l : . 、客席後部の床レベノレを 0. 3m ぐ、らい高

くして、調光卓に l亙ったままで観客の頭越しに卜分見抜せる 。 また、
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観客が立ち上がっても立てば全体が良〈見えるようにする 。

rm日窓は高さ1 . 0 m、 IPFu2. 0m程度の二重万‘ ラス窓であるが、 内似1)

に県、紗幕ぞJ l 占り、内から外は見えるが、外から内は見えないように

している 。 窓の大きさを小きめにしたのは、客席内面の音響効果の

低下をＭｉｉｾ 小ｼ 浪にとどめるためである 。

内部環境は、前項と 同様とする 。

広さはおおよそ 40m
2

くやらいが望ましい 。エレクトロニ クスの進歩

により、ついにテ川ジタノレ訴l光が可能となり、 ノンフェ ーダー 11寺代

となった 。 しかしロ ングランｾＮＡ行てはなく、 判主レノ ｦ ートリ一方式てー

あるから、やはり科同路ごとに調光チャンオ、ノレを設けて、 リアノレタ

イムに操作することにより、納得しながらデータ化 していく照明家

が多いので、負荷戸|路数の25- 30%程度のフェ ーダ ー を配ダ1) した操

作z与し CR T 入t' IけJ 装置や回路t J i lJj j J l 、色フィノレタ ー制維Jl 装慣等オン

ライン総材が並び、あr1eL 、てプログラム作成装置、デー タプリンタか

らデータ保存mf に至るまでオフライン総材も揃っている 。

下手操作盤、舞台上部、指衛者、奈? 為、客席上古[1 な E 視界に入ら

ない場所の! 五祝モニタ 一、劇場内 |刻: i i l i 部磐および舞台上の各パー ト、

それに各投光室とのコミュ ニ ケー ション装置があり、必要に応じて

ファクシミリ装置も置かれている 。

部材の後方にプランニング卓兼打ち令わせ卓があり、発flit 伝換の

ためのゆったりしたソファが枯tたわっており、 まさ仁ラベテベング

センタ ー となっている 。

フロントサイド投光室

月1):(' ，、サイドフロ ン トとも 需 う

が、平 ＱＱ 製 Ｊｾｾ ［ ｦ てーあるから仕方がな

い。9!t ｾｾｦ の方も ｶ･ ｲ ｴｩ ｣｡ ｬ li ghting  slots しか使用例が見つからない 。

図 1 はフロントサイド投光室の位置を示す平而図である 。 ホリソ3

ントの中心点 D とォモータノレの上手端 P wl、下手端 Pwr を結ぶ線の延

長上に設けられる 。 すなわち、投光室からホリソc ント 1:11
心が見 λ な

ければならないのである 。

図 2 は客席{ J ! I ) の各種投光室の位置 l刻係を示す断面図て¥記号 S は

フロントサイド投光室の高さ位置を示している 。M は鍛*長兵下の 中

心.' -J.に 立つ成 人のぼ! 位置を示す、 中心点上1 . 5 m高 の点である 。ここ

で、 M点を合u ' 水平T耐を基準水平而/ : 1 1 乎び、鍛帳表面仁被する垂直

而を基準垂直面いl乎ぶことにする 。 以下、 0 0水平面、 0 0垂直面

と 言 ったら、 ｯｯ ＮＧｾｘｾ 合￹Ｇ平而のうち、基準水平而と基準垂直而に

平行な 面のことである 。i孟12 に戻って、それぞれの投光室 S，-S" と

ｍＯ ｾ ｚ を結ぶ直線 ｓ ， ｍＭｓ Ｔ ｍ が基準水平而となすタ ｊ QS，- QS4は15・

- 55。に設ける こ とを推奨している 。

ｓ ，とらの関口は Ｑｾ ｩｉ｜ ＳＮＲｭ 、 ｚＲｩ さ ＲＮＴｭ 、奥行き ＳＮｏｭ のブ ー スで、独

立した換気 ・冷房が必要である 。理I ! . 恕的には、 |時! 日部 1; 1 : 不使用時に

は閉め、表面は ｾｯｴ のデザインに準じた仕上げにする こ とは 言 うまで

もない 。また床側 1;1: 0.2m はど の幅木椛 造とし 、小部品が客席に 転 が

り落ちない対策をしておく 。

内部 の構 造物として iタ1) えば12台の! 照明総具を固定する場令、 200
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図 1 フロントサイド投光室の位置を示す平面図

QS  Ｈフロントサイドスポットライトが舞台上の ｍｬｾ となす角度Ｉ

QCI  (第 l ν ーリングスポットライトが舞台上のMl xとなす角度)

QCZ Ｈ第 Ｒ［ＯＭｾ ングスポットライトが舞台」 ニの ｍ 点となす角度Ｉ

Q C3  ( フォロースポットライトが舞台上のM. I，片となす角度)

音響調鐙室

役映効果機器室
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客席側各種投光室の位置関係を示す断面図

kg の荷重に耐えるバイプ 3 本を 0. 8m間隔 で I.ml l 而より 0. 9m内イJ[I)

に取り付ける 。 内部仕上け.は、黒色l吸音性不燃材 t するが、配線ダ

ク ト、通信線ダクト、空間ダクトなどに 凪まれたうえ、備 λf ，) け%' i

品棚からコ ー ド掛けまで控え、事長い空 1M) の有効利用が望まれる 。

S
I
S2以外の投光室も、これに準ずる 。

各投光室への通路の舵保とともに、 i墜出Ib邑路確保も欠く こ とはで

きない。

F OH  

( f ront  of  house)  ていある 。

シーリング投光室の訳は、

シーリング投光室

図 2 はシ ー リング投光室の位置関係を示している 。 シーリング投

光室は客席ヲミヂ|二裂に設けられた *1日長いスポットライトル ー ムて¥ そ

の目ｩＺ Ｙ ＱＩ は、 Ｑ ＺＱＱ Ｑ Ｑ の点線で四ん ｴｾ ，Ｎ 位置である 。 次工頁に述べるフォロー

スポット投光室も、建築的にはみな同じである 。

シーリ ング投光室の名称は、舞台寄りから第一、第二と 11乎んてがい

る。 1000- 1500J 市の市民劇場の場合、第三 1; 1: 不要で、

オロ ー スポットライト投光室として利用している。

むしろと大のフ

これ ら投光室の械 Ｑ ｾ ｩｉ｜ 1; 1: 、舞台防l 口と同じ帽を確保することが望ま

し ｌ 、 。天 井の高さは ＲＮＲｭ を Ｑｦｴｪ［Ｚｾ するが、奥行きは上下て、異なり、後

方の壁を基準にして、床3.Om、天井4.0 mとし、舞台fJll )天井端より

下に 1. 0m の壁をつくる。 j末は天井より 1. 0m奥から始まるのだが、

舞台fJll) の端を上告)1に0. 2m折り 曲 げた構造に仕上げる 。 これはネジ

などの雑物が客席に転がり落ちないためのものである 。

1. 2m ［ｦ ｾ の天井先端より Ｑ Ｎ Ｐｭ 下 の線し これ より ＱＮＰｭ 奥から始

まる床を 0. 2m高くした線を含む而は、 45・{tJi i 、た l陥 1.0 mで長さは

舞台の 1: 1 ) 日と同じという縦長の巨大な 1m日であるが、保安のため丈

夫な金属網が張られている 。 この網の下端より 1. 2m高、天井から

0.8 m下に、! 照明器具日込用の横バイプがやl 設される。将来、重量の

ある自動化機器の吊り込みが子 illll されるので、 30kg/m の荷重に耐

えられる nYtj 査にしておくと良い 。

1:1112 に示すように、舞台中央1. 5 m市のM ，'，'X{ t > 含む断固において、
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左下に舞台がある。関口部の金網、照明器具を吊るパイプに注目したい。

ts; 準水平面のM と第 1 シーリング投光室 c 、 第 2 投 光室 C' を結ぶ

二 つ の直線が基準/Jc平田に張るタJ QC' 、Q C'I ; J : 、それぞれ45・、35・を

棋準としたい。

ところで、舞台上の装置の低い歌舞伎、 H*舞踊、新派、新回路IJ 、

商業街路IJ等は、シ ー リンク、、投光室の低い方が好まれるのだが、逆に

オペラ、ノ f レエ、 ミュージカノレ、モダンダンス、新 ｪ 主 ｉｊ 等は装置が ｉｾｊ

いから、投光室も高い方が歓迎される 。 図 2 には、これらの範|剖も

示されている。

投光室内は 、配線ダク トやコンセ ン トボ. ツクスなどが、舛台fJll J と

その反対fJll Jの附木相当位世の両イJ ! IJ に設備されるし、 地震対策済みの

引 き戸式予備品戸十捌や、 コード桂トけなどは、 ｩｾ 仁 ｼ ごの 危険のないよう、

壁の後ろ fJll J に設けられる 。

投光室は、存l市上に位置するので、騒音レベノレの低い冷かJ 方 式 が

望まれている 。 1*1装 I; J : 黒色11及音材て二舌も光も外に If，さぬよう工夫

しておきた L、。 天井袈に通じる，'1' ，入り口は両サイドに 設け、 2 }1J 句

通路を辿れば非常 Jh' j ，には、災なる1 ] '，日に到達する ことを雌認してお

きたい 。

| フォロースポット投光室

|玄12 に凡られるように、客席故

後昔11'1' 央 に 位 置 す る シ ー リング投

光室と 同様 な 構 造 が 粂H. である 。 異なるのは横| 隔を 6. 0m ぐらいに

狭くできること 。総具吊り下げ rFJバ イプがなく、地震l時に倒れねよ

うに細工をした専n J スタンドが設けられ、 その」牟にフォロ ー スポッ

トを セ ッ卜する。 1. 5mお き に 令 計 4 台 を 操 作 て、きる 当主簡をしてお

基準水平而となす角は、医12 において QCJ であるが、中央の投射

光が、舞台上の基準水平而のすべてに限なく当たる位置を選ぶ。 こ

れがフォロースポッ卜室の位置決めのポイン卜である 。 と言っ ても、

これは観客数から決まるも ので、音響空 II¥J のための主li 築 桃 jさやデザ、

インの凹凸に |刻係しているので、 1 .'，'!， を選べず、 20・- 35・の範凶から

選んでｾ、ただく こ とになる 。

フォロースポッ ト投光室風景山之ライテァク株式会社州北)

手前は P ANI の BP4HMI プロジェクター。その奥に 2 台のフォロースポットライト。

指揮者用ス ポッ トライト

| その他の客席側照明設備

シンフオニーのf行ilII.r; ' を，I! (! Iり!

す る 型11] として、 i次欠 の 3 .'点I

. すペての楽I此1に、指名II ずi' の振るタクト、顔、の表情、体のしぐ、きが

i込〈 兄えるように! ! 日 iザlする 。

- 指揮者の様子、指揮内苓が、テレビカメラに. b t Pj : るようにライ

テイングし、 J主給斤l テレビImJIIl iを通して、陰のコ ー ラス隊や芥スタ

ッフに伝わるよう努力する。

・鋭筑: の目に 、指揮者だけ IU[ って 凡 λ るよう、逆光に よって髭の

毛、 ｦ 本の輪郭などを路市 ＮＧｩｪ し、 ｾｱｪ の ｮ Ｇ ｦ Ａｬ ｬｪ をかすめることにより、威厳

を!tさじさせる 。

具体的には、反響板の」二に 1 k W  ｉｾ＠ /::'の エ リプソイダノレスポット

ライトを取り 付 け、カッターを利 川 して指姉者のみ! 照明するもので

ある 。指揮す; がオケピ ットにあるときは、反響板を使川しない の だ

が、次項のトップシ ー リングバトンにエリプソイダルスポットライ

トを吊って、同級な指抑才i川 !mlリl を行っている 。

. トップシーリンク'バトン 第] シ ー リング投光筆よりさらに舞台

f!!i Jの、客席天井に ，'['， られた舞台|同級の長尺パイプバ トンである。バ

トンは; t;;: lli.1Jfl. 降し、 tlk下刊lて" !! 日lリ1ｾ器 具を ，Ｇ｛Ｇ ， り、給 ｦｅ する 。

. プロセニアムライトバトン トップシ ー リングノ f トンとプロセニ

アムの 問に加え たもう l 木のバトンて w . t : ' 同じ桃jZi をしているが、

存 ｊｒｦ をテレビ搬Ｉ［ Ｚ Ｎｾするとき 便利 なノ ｦ トンである 。

・サイドライトバトン ゑ:j 市左右の壁に沿った両信11J にHJ られたバ ト

ンであり、 他のバトンと機能は同じである 。 トップシ ーリ ングバ ト

ン、 プ ロセニアムライト ノf トン、そして サイドライト ノf トンに、 J大

のバル コニー ライトを k;l l み令わせると、存席 1:1
1
央にオープンステー

ジを仮設 した場令、あるいは花道を仮設した場介などに、存rmとい

λ ども一通りの照明 iJl i ，'1' ， ＿ｾ 川 に織作わりさせる こ とができる 。 少々

欲限ったプランだが、他の利 IIJ );i 法に絶対( こJ13斡しない隠された機

能を持つ こ とは、劇場のゆとりとして注目されるし、何よりも栄し
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めることに、 その j革IJ 場ならではの文イヒ発千平のシ ーズ、となることを則

筒したい 。

. バルコニーライト 2 階席先端を、 2 m 1日! 隔に特殊な照明器具を

嬰め込める建築構造 t する。 2 附席tlt 前列席足元前に、埋め込みm!

1明総共ごとに 0.5 m角の扉があり、 I:mくと 0. 45m
3

1i 1 : : . のコンクリー

卜 ｾ Ｑ ｬ｜ｊ ( 耐熱性 t 熱 l吸収量大) があり、側面にコンセントがあり、

台座付き耐熱構造の照明総具 l 台を収容する 。舞台似IJ の関口昔[1は

め0. 3m孔が機能的に必要だが、も t よりテ、、ザイン上決まるものだ

が、 |封l 口部内部に強力な光が当たる可能性があるので、黒色艶なし

仕上けカf 望ま しい 。

これは、村芝居などのセットの日さカf 低いもの、そして i清いもの、

およびオープンステ ー ジ形式の低い舞台に有効てある。

バルコニーライトは、{ 長れたデザインがなされるならば、決して

邪魔にならぬのが魅力である 。

・花道用照明設備 花道はおよそ 360' 1三n可歌緋伎のために出来たも

のである。花道の 両{JlIJ には隙 I:¥J なくフットライトが埋め込まれ、そ

の 卜. はガラス板で被い、床而 U司ー レベノレになっている。 ili 民劇場

にあっては、必要が生じたとき劇団同様 ν ンタノレする こ t に して、

客席取り外しと格納を考えれば済むが、フットライトの電力 2 k W/  

m の刑芯、が必要である 。サイドライトバトンを活丹j すれば問題は解

決: するが、これのない場合、たとえば図 2 の C' に示す位置のフロ

ントサイド投光室があれば、ここから! 照明できる 。

舞台内部の照明設備

舞台内部は、装置関係設備と ｭｾ Ｑ リ ｊｉ 剣係 設 備が綿較して綾雑多岐に

わたっており、分類も難しいの fごが、地域的に舞台内部を上部天井

に| 刻するもの、床面および奈落に| 対するもの、舞台の側面に| 射する

ものに分けて考える。

! 舞台上部の照明設備( 照明用用物機構)

まず、どこよ

りも広〈、 また

長〈観等の自にさらされるホリソ♂ン卜主主を、上部から明るくするア

ツノ f ーホリソc ントライトと、 その位在世[ 1，‘

反対{ 世側! 則刊、舞台故前部から舞台内を照明する方式の選択である 。 ポー

タノレブリッジか、フライブリッジか、ライトノ f トンかそれともボー

ダ ーライトか、どれを 主体にするのかある いはどれとどれを 生かす

のか、いずれの 問題も、上演演目を恕定しつつ考えてみよう。

聞フライブリッジ 照明用の細長い昇降吊り橋( 幅l . Om) のような

もので、紙上のオペレ ーターがデザイナーの指示ど おりに、欄干の

下部にある照明器具を操作する構造体である 。作業環境が良くなり、

作業能率も上がるが、高価であること、セヅテイングバトンとの取

り合い 等、採用の仕方が問題である 。

・ フライブリッジ専用方式

ホリソずントライトを除き、ライトパ ンやボーダーライト( 後述)

をフライブリッジに変えてしまう方式て‘ある 。 ポータノレブリッジは
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パイプ類がびっしりと並び、これらを吊っているワイヤーロープやケーブルが、そうめん

のように見える。

フライブリッジの一干重である 。 プ ロセニアムアーチの日さが7. 0m

級の劇場で、事Ａ�Ｎ白装置の ｾｾｊ さが高いため作業しにくいとき効果を発

揮する 。 しかしステージい っぱ いに 2. 0m近い幅を占有してしまう

ので、奥行きのない劇場には向かな L、。

. フライブリッジ ・ボーダーライト混合方式

そこでブリッジ手摺下のスポットの列のほかに、ブリッジ下にボ

ーダーライトを取り込んで有効に利用する方式がとられ、注目され

ている 。 このフライブリッジの下にボー夕、 ー ライ トを組み込む方式

が、どうやら適当な方法と忠われる 。大道具用バ トン数に若干彬響

する、やや! 照明重視の考え方であるが、実例も多い 。

. ポータノレブリッジ ・ボーダーライト ・ライトバトン混合方式

舞台前部に前項に挙げたフライブリッジを設け、アッバーホリソε

ン卜との聞にライトパ卜ンとボーダー ライトを適宜配慢する方式で、

わが国には施工例が多い 。

舞台照明の出来栄えは、舞台装置との位置関係を決めた後の調整

次第なのだが、主流のライトバトンにある照明器具調整は日所作業

である 。問題は、高所作業を床上でせざるを得ないことで、ライト

バトンの市さが低い場合のみ刷l立作業だが、労働法の |剥係からおき

に限界があるので、作業用リフトなどを利用する 。 その移動だけで

仕事になるため、結局自走式のものが求められるが、保管場所や管

理上の問題があ ってなかなか: : k 引しないが、法令を守るか否かの話

である 。

さらに進んだ方式 t して、! 照明器具のリモートコントロールシス

テムがある 。単にリモートコントロールするだけでなく、多数の! 照

明器具のデータ保存と再生を 一瞬にして実施するプロトコノレは国内

外に多様な形で登場し、メーカ一間の激しい競争 の結果、劇場開の

照明総具の互換性は失われつつある 。 この混戦を避けるために、筆

者らは f照明器具リモートコントロ ール信号の伝送規格j の統一化

述動を行っている 。

. ポータノレブリッジ ・ライトノ f トン混合方式

舞台最前部のみフライブリッジとし、アッパーホリゾントの間に

ライトバトンのみを適宜配置して t 、〈方式である 。

立体的、彫刻的な舞台装置がつくられるオペラ、現代劇l、現代舞

踊などに適しているが、 王IZ而的な背景幕の多いバレーやレビューの

上演には、ボーダーライトがないため不適当で。ある 。 そのうえ、前

項同様の問題を抱えているので、小劇場に向いているが、やはりボ

ーダー併用を推￯￬Ｎｾしたい 。



Ｍ ｾ材持ち込み方式Ｈツア ー 総材併用方式Ｉ

競技場や大体育館 t いった演出空間には、上演用の照明設備もな

ければ総材もないのだが、こ こに、 一切のツア ー ライテイング機材

を持ち込んで、派手なロックグループ公演な E を行う こ とがある 。

これを劇場に持ち込んで照明する方式である 。

ライテイングトラスという大掛かりな組み立て構造物を、ステ ー

ジ上に、客席上に登場させ、ここにツア ー用照明総具をびっしり 吊

り込U 。 それぞれ給屯のほかに沢 山の制御回路を持つが、その制御

手1 と独自のプロト コノレによって結ぼれている近代設備である。

・ライトバトン スポットライト類を吊り込むパイプて、ホリソε ン

卜に 王子行に数本が設備される 。 1本のライトバトンが、それぞれ独

立した上、中、下( かみ、なか、 しも) に 三 分割されるか、上、下

二分割lされるか、はたまた分割lなしとするかは、舞台の大きさで決

まる 。

パイプに市り込まれる器具 I: t. 、自 由に配備されるべきものなので

符略するが、システムライフの長いプラグと コンセン トは安易に選

ばず、劇場演出空1/; 11技術協会規絡である “ C 型" の採用を勧めたい。

. ボーダーライト ライトノ f トンと異なり、照明器具は吊り込まな

い。 これがボーダー ライトの特質である 。電球 l 佃 ご t に後方に反

射鋭、前方の関口部に色フィノレタ ー を付した発光区画を単位にした

直列をハウジングした、コンパートメン卜式の樋型灯具である 。扇

形 ・積重なり配光であり、その傾きを若干調整するが、 270・はブラ

インドになっているので、 ここ を利用して照明器具を取り付ける工

夫 が されるようにな った。

ボ「ーダ ー ライトにしろライトノ f 卜ンにしろ、相互間隔2.7 mを確

{呆する必要がある 。 ボーダ ー ライ トt ライ トノf トンの兼用化 により、

f立置関係の融和を図っている 。

. アッパーホリゾントライト 観客の目に入るものを舞台上の商椴

比で考えたら、ホリソーン卜の右に出るものはないだろう 。劇場空1111

舞台を下手から見た風景 ＨＩｌｊ ｊＨ Ｇ ， ＱＱ 機株式 会社ＡＺｾｦＡ ｴＩ

左端に白く見えるのは、ホリゾン卜幕である。天井に輝いているのは、左からホリゾントラ

イト、続いて 3 本のボーダーライトが続く。客席との境にあるのがポ タルライト、客席

の壁にあるのがフロントサイドライ卜である。

の境界面であり、 4!1. F ，限に広がる j主構空!日lて、あるから、 これ以上大切

な演出空間はないが、実在するのは単なる大 キャンパスに過ぎない 。

このキャンパスに色を塗ったり、模様や風景を描〈仕事はすべて

照明の担当である 。模様や風景など は、投映効果機務室からプ ロジ

ェクタ ー によって校11央されたものである 。

回り舞台を持つ劇場は 、同 り舞台のほぼ中心線上に 中ホリソーン 卜

幕( なかホリという) を下ろし、その装fJ!i Jて舞台装置の1 I il j り替えを

し、表イJ[l Jだけを舞IE? として 利 )f J する。 この場合、 中ホリ照 明用 とし

てボーダー ライト位置を決めてから、ライトバトンな E の位置を選

ぶ こ とを怠ってはならない 。

| 舞台床面の照明設備

舞台床面は演技者のためのもので

あって、装置以外のものは、よくよ

〈考えたうえで舞台床而に物を置くようにしたい 。

. フットライト 舞台のtlk前i 1i i より 0. 05m 内{j11J に、幅は 0.3m で長

さ、位置ともにプロセニアムに合わせて区切った棺・状の床がある 。

この床を 、客席。!IJの境界線を車111にして、 60.1i t 起き上がらせると、

床の装についているコンパートメン 卜型の 4 色方式の組状器具が、

足を !mらす こ とになる 。 これがフットライトである 。

. ロアーホリゾントライト ロア ーホリソーン卜 I: t . 、ホリソぜントより

1.2m- 1.8m の床面に、者11皮持ち込まれて直線に並べる、長さ 1.8m

の樋状 4 色式 !mflfl y ，存共である。アッパーホリゾントライトに対抗す

る配光を得るため、 {f ll 角調主主のできる器具で、ボーダー ライトを床

に笛いた形に相 当 している 。

問題は、灯具の絡納; 場所と輸送方法であり、沢 山の給屯用 コンセ

ントケ ー フソレの処理にある 。具 体的な例 ｴ して、格納車に ￬ ｲＮ ｾｪｪ ｬ 成した

まま倉庫に収容する方法や、京上に専用パイプを設け、 t器具を 一定

の長さのノレ ープチェ ー ンで結び、' ; J ! : ffij J巻錫機によって天井いっぱ い

の日さに上げて格納する方法などがあるが、出来る こ となら、フッ

トライトと同じ埋め込み方式にしては L 、かが、 と提案しておく 。床

而処理の解決と入手のピークを平坦化できるゆえ効果的である こ と

を重ねて申し上げておく 。

. ステージポケット 英語名ズ. パリの外来語、米諸は Outlet の方が

多いようだ。ステージ上のアクテイングエ リアでない場所に、埋め

込んだ、 コンセント。もちろん床のレベルと等しいレベノレにカバー さ

れている 。主 として舞台 *Ihに設けるが、可能な限り目立たぬように

仕上げる 。 また 小迫りを除〈、大迫り、巨l り舞台、スライデ、イング

ステ ー ジ、オケピットな E 、動く舞台機構のすべてにステ ー ジポケ

ッ トを設f指する 。

| 舞台側面の照明設備

側面の場合、ウオ ーノレポケットと

き うが、床面近くの低い位m: に設備

する 。 ウオ ーノレポケヅ卜を Wt.: ケーフソレが斜めになるのは、転び事

故の原因となりやすいからである 。

・ギャ ラリー ポケット ギャラリーは、舞台上部の側面 に設けた作

業用通路だが、手ｾ脅のパーを利用して 吊 り込んだＡ照明裕具に給屯 し
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たり、ステ ー ジ上部で回路不足となったときのパックアップ回路と

しても重要である 。

. ポータルタワーポケット ポー タノレブリッジの両側面にあって、

舞台の左右1陥を調節するために、床面からプ ロセニ アム上部まであ

り、左右に開閉する垂直面構造体がポ ー タノレタワ ーである。

ポータノレタワ ーの舞台f!!IJ に照明専用の梯子があり、途中に、何段

も設けられた作業床がある 。各作業床に手摺があり、 ここ に! 照明器

具をは じめとする効果機総も準備される 。 設 けたコン セ ントが、 ォモ

ータノレタワーポケットである 。

照明空間の理解が不十分なために、ポータノレタワ ー なしの劇場が

あるのは残念だ。

・トーメンターライト トーメンター側プロセニアム E芝の左右、 2

ｭ 以上 の ｉ ｜ｾ ｊ ，、位置に、スポットライトを吊り込めるよう設けた構造

の こ とで、総共調整や保守のためのキ弟子、 トーメンターポケット の

ある足場など、適宜設備したものを 言 う。 目的 li 、舞台 I-JIC!R: ｩ ，ｾ＠ fiij fm 

のfJ!l J光! ! (¥RfIに ある 。 客席f![l J の光を i;rti くしても阪の紘は 明 るくならな

い。 f!!I J光によってのみ自然らしさが蘇るのである 。

・タワーライト 前項と同級な f!!IJ 光を、ライトバト ン とライトバト

ンのJ t ¥J に左右から側光を流して交差させ、それぞれの地域て側面が

暗くならないようにするのが、タワーライ卜の使命である 。

古くは、 1111幕と納幕の聞で、照明スタンドを t?j くした上にスポッ

トライトを耳R り付けたサイドライトに入力旬、b 、て、安 全を f呆ってい

た。次に、入手を省くために照明器具用のタワーが誕生し、サイド

ライトと区別するためにタワ ー ライト/ : 1 1 干んだの t:.<が、 f可と しても

ステ ー ジ上の邪魔者であったし、格納にも 間組 があった 。 そこで、

タワーライ トを吊物にしてステ ー ジをあける現在の方法が登場した 。

現在のタワ ー ライ トli 、制lト幕と宇IU幕 の H1J から l陥1. 0111、高さ 3.0 m

ほどのパイプ枠に 1_ 0m の間隔てタワ ー ポケットを持つ横ノ{ _ を加

え、 4 本 の パー に 2 台 4 手1Iの器具を吊り、ワイヤーロ ー プて巻揚機

に吊ったもので、ある 。

照明付属室

| 舞台照明用問ス室

トランス 筆以後の二次官[l J の低圧

送屯は、 ｬｩｅｬｬｬｬｾ が ｦｩｬ ｩｪ ［ 俗そのものとな

る。およそ 500回路の末端にある各ポケ ッ ト し ト ラ ン ス の距離の和l

が最小になる位誼で、耐荷重構造の場所を選ぶ。 これにより屯線恒

長による屯庄差をなくする こ t も重要である 。

なお、 トランス 室とラック室は、パスダク ト送屯であるから、近

接関係に置く 。

| 稼働器具倉庫

使用頻度の高い! ! 日 IIf J 日器具の倉庫で、ステ

ー ジと同フロアに、上手と下手に 2 室 (30

m
2

X  ＲＩ とする 。 使用器材の移動距 ｬｾｬｴ は、すなわち作業立であるか

ら、倉庫分散は当然の こ とである 。

また、合j車内の壁に沿って重盆物を格納できるよう、すべ、ての壁
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ｾ耐荷重構造の棚にしておくと良い 。

| 予備晶消耗昂倉庫

fE球の種類t:" 'I 1て~卜指に余るもの

がある 。 色フィノレターとなると 3 桁

t なる o ｾＺ器材 二 子 ｦｩｕｊ ， ＧｩｴＭ ， の数々と、キャブタイヤ ー ケーフツレ ニ 予備品など

を格納管理する倉庫で¥ステ ー ジフロアの必要はない 。 (YIJ えば稼働

協具合庫の上を使うのも 一 方法である 。

市H寺使用しないものは、種類別に パレッ 卜に

載せて迩搬し、迫り 等を 利用して地下フロアに

下ろし、そのまま 地下合J I ) I に迩ばれ、車の駐車搭のような、同転絡

納庫の中のいずれかに収まり、データ化されるので、再使用 のとき

苦労しないで済む。

迫りの降下フロアと同レベルであるなら、多少 ＱｾＱｾ れでも広い部屋

をi l i ¥び、特に長尺ものを収存できるレイアウトにしたい 。

1I私舞台の問、 WIJλ ば大道具搬入 11 付近に

| 作業用具倉庫

而.mは狭い ( 20m
2

) が、日さは 7.0 mあると

いう特殊倉庫を )刊 誌する 。 入り 口は4. 0m市のシャッタ ーで仕切ら

れている 。中 に保信- されているのは、最大6. 0mまでilll 庄糾降する作

業搭や、介錯緑、操作俸といった長尺ものなどである。

| ケーブル類の格納

言 われる 。

単純な こ t のよう fごが、ケーフツレ類

が整理されている劇場は優れた劇場と

ステ ー ジ上のケ ーブノレは、動きやすいケ ーフツレ拾い1移 動111に収め

たまま稼働総具合1111に絡納される 。移動車の数は 6 台程度とする 。

サイドギャラリ ー はケ ーブノレの使用誌が多いが、大 j立共の方ても

よく手'Jmしている 。 そこで、これらのケーブノレは、パックギャラリ

ー にスーラリと用7J; されたケーフツレ桂トけに 1151. められる 。

おわりに いま、 1300余の! 主IJj-:Yi が生きている 。 新 しく生まれる劇

場もあれば、間もなく終駕 t なる劇場もある fごろう 。劇場の一生っ

て何年だろう 。一つの劇 場 を 兄 て い る し こ の 劇 場 か ら 、 ど ん な 文

イヒを発イ言され、 また、 どんな文化を受信てきたであろうかと考える 。

欠点のない劇場はない 。 長所のない劇場もない 。 ｊｾ ｉｊ 坊とは人その

もののような気がしてくる 。 そして、これまで述べてきたことを振

り 返 る し 己 の 軽 倣 浮 薄 さ に 恥 じ 入 る ば か り で あ る 。

それでももう 一言 1] 1 し上げたい 。 それは照明器具を! 照明するもの

がないという、まさに“ *It 屋の白袴 " t.ごが、お聞 き日[ [ ，、 たい 。

舞台作業は、何をするにもボーダ一明かりだけを頼りにしている 。

だから、照明仕込みていボーダーを下ろされてしまうと、 ｾＡｲＮ 台空 ｉＺ｜ｊ は

兵っ 11音|品! となる 。 ステージに下りたボ ーダ ーばかりがfI) 1 るくて、他

I H士ZJc にならねというか ら、笑にお かしい 。働きやすい、明るいイ乍

業灯をお願いしたいという最後のお昨夏 L 、をして、終わりたい 。

( いとう やすお劇場制空間技術協会照明部会長、日本大学芸術学側師1

東芝ライテック株式会社研究所研究主幹 l  
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稲 生

わが凶のホ ーノレにおける催し物は、式典 ・集 会 ・講演会などから

歌 舞 伎 ・邦楽 ・邦 舞 t いうわが国固右の伝統芸能、各種コンサー卜、

オペラ、 ミュージカノレ、バレエなどの洋楽 ・洋舞まで、プロ ・ア ?

をIUI わず非常に幅広いものになっている 。歴 史 的 に 見 る し そ れ ら

の似 し 物 は そ れ ぞ れ 固 有 の 姥 築形 態を有している 。 それらを統一し

ようとする汎用ホ ーノレは、現状のと ころ、建築 t 付随する 設 備 に 大

きな f l t ! i のかかるものとなっている 。

ところで、近年ではコンサートホーノレ、専門劇場を建設する気迎

が高まり、建築 t 舞台を特化するところも LI-' ，てきたが、それにあわ

せて、; G : 気音響設備についても、よりきめ *-IUか な 、 専 門 化 さ れ た 内

界が ［ ｾめられるようになってきている 。

ホーノレにおいては、オーナーをはじめ、姥設、迩常、管理、速則、

主催、制作、 出演、観客また 132楽、抗感11、舞踊、映画といったさま

ざまな分野の人々がかかわる 。 ホーノレの音響設備に対してはそれぞ

れの立場から、いくつか不十分な点が指摘されている 。

電気音響設備の役割と現状

催 し 物 の "1' ても、 とりわけ舞台芸術は文学、音楽、舞踊、美術、

!!(jl リ] 、背響、映像などの複数の婆素から成り立っている 。 それらの

日11 j i [ 表引を支援する舞台設備にあっては、制作者の意図を正確に反

映 す る こ と が主 l肢となる 。 さ ら に 、 観 客 の 主 観 的 な 評fmi も無視でき

ない要閃となる 。 そのほかに、設備一般 t して日 L、運用効率、将来

対 J，I5へ の 配成、高い安全性などが要求される 。

ホーノレの屯気音響設官［Ｂ，， Ｑ ま 一 般のお ｾＺｉ ｊＺ ｦ 設備のように音を拡大し精強

することー ・音iii の雌保と lリI1限度の隊保・ーのみならず、質的な1)[11而お

よび迩nnrnを重視する点て寸ぇ? 色があると 言 える 。 人 IjlJ が Ilf l < 音 I.:J:、

楽器やスピーカの振動が空気の振動によって伝わり( 物型現象)

その苫を聞き( 生理! 現象、聴覚) →感じる( 聴党、心理現象) 価vJ き

の結栄てあり、目標とする 『よい音j はそれらの粂科二の上にっくり

! I ' . されるも のとなる 。

ホーノレにおける 『よい音J i : . は、使用目的に適した音量と音質( 音

色 ) が 適 度 な 臨 場 感 を 伴 って綿られる ことと考える 。 さらに基本 fl( j

な条件として、 『静けさ j や室の適度な響き. . . rよい響き j ・・・が必要

となる 。 ここでの「臨場感J は「音 の 定 位感 」 ゃ 「 空 間 の 印 象j を

含むものと考え、 リアノレタイムに進行する催し物に相応しい「生々

しさ J に大きく寄与するものと考える 。 また、それらはコントロー

ラブノレなものでありたし、 。 その一端 と し て 、 音 像 定 位 シ ス テ ム や 音

場市IH. l ' 1 I システムに手がつけられ始めている 。 設 置 条 件 に よ ら ず 容 易

に効来を発揮するような理想的なシステム t してすぐに実用化する

とは，巴えないが、一つひとつの課題を克服してゆきたい 。

引 在、上記の 『臨 場 感j と深い| 刻係にあるのが、符号化された音

戸信号を扱うディジタノレ機株の普及である 。 ア ナ ロ グ 信 号 が 、 符 号

化された単純なデ ー タになったことにより、被維な音の加工、加 ｉｴｾ ，

分自己等を数値計算によって行うことが可能となった 。 また、強力な

員

誤り訂正方法により、記録メデ、ィアを通過する際の音の劣化・・・問I皮

数特性の変化、各種歪み、クロストークの発生・などが無視できる

ほど少なくなった点は、大きな利点である 。

逆に機恭の機能や性能が半導体の| 井l発進度と性能、搭11戒するプロ

グラムソ フトウェアに依存するこ t 、コンピュー タや| 映像機絡の '111-

界 t 同 校 に 伝 送 フ ォ ー マ ヅ 卜 や 伝 送 ・記録メディアの林立… 混乱、

ハード t ソフトの陳腐化- などの問題が音響機器の世界でも生じる

可 能 性 が 高 〈 、 危'1具される 。

あらゆる音響機総がディジタノレ信号処理化されることがil 判11の 問

題であるならば、将来を兄据えて、今までアナログ機総ではやりた

くてもできなかった こと、作Iを'1::' のように処理l したいのか、 必要な

処理と優先順位、マンマシンインターフェースの統ーは図れるかな

E 、屯気音響システム全体の兄直しが急務であろう 。 そこでは、音

響 プ ラ ン ナー をはじめ、オペレー夕、技術者、設計者、メーカ等の

参 加が不可欠となる 。

電気音響設備計画

屯気音響設備計画を進める上て考1也すべ き点は、次のとおりであ

る。

1  ) 使 用 目 的、 演 目 に 応 じ た 適 切な 設備、規模て、ある こ t

2  ) 操作性、 安定性に優れ、 円滑に迩刑できる 設備で、ある こと

3  ) 舞台機構、舞台! 照明符と、機能および運用商においてバランス

のとれていること

| 催し物と使用目的

'; t;;: 気 音1511設備の規模と構成は、その使

用目的と官接な IY: I係にある 。 ここで、本

ホーノレに想定される似し物の種類と屯気音響設備の使用目的の対応

を表 1 に示す。td近では彼合化された催し物も多〈、誹前 十 コンサ

ー卜、ビデオ上演 + 集会i : . T V 中継など のようにさまざまな形態 が

あるので、表に示す摘要は 一応の目安である。 I凡肝lホーノレといって

も催し物の種類のみならず、ほとんどプロが使用するものかi I i 民同

体 に よ る も の か 、 長 期 公 演 か 単 発 か な ど の 運 営 状 況 に よ っ て も 設 備

の形態は変わる 。

なお、表の故下部には白 J架設定例をグレードで示す。固定設備単

独で用いられるものは十分な設備グレードを設定し、主催牢ff J[l Iが 機

材 を 持 ち 込 む こ と が 多 い と 考 え ら れ る 使 用 目 的 、 あ る い は 完 全 に 定

着したと は言 いがたい使用目的に対しては 、ある程度保守的な 設 定

t なっている 。 さらに演目が絞られるならば、対応する機能をより

お い ク レ ー ド に 設 定 す る も の t なる 。

表 l の 右昔11には、 一部回線のみ利用 、音響電源、 中継ケーブノレの

敷設における建築経路等の摘要も併記した。

| 目標値の設定

音響11設 備 動 作il 寺にど のような 状 態 で あ れ ば

ｾｾ ｉ ｾｪ 足できるのかを、 言 葉で表現し実引するこ

とは困難ぞ伴う場令が多い。たとえば、「ベー スなどの低音楽総の音

色の 変化 が 忠実 に 再 現 さ れ、音程もはっきり 聞き分け られるような
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表 1 催し物の種類と電気音響設備使用目的の設定 PA :  Publ ic Add陀 田 ， SR :  Sound  R，町 n(orcemenl ，FB :  Fold  Back 

み誌と:

案内
スピーチ 歌- 楽号告の 音楽等 演 劇 録音 ・録商

音場 行 回線γγ 築的

/tJ.送
の鉱戸 普の増強 の番組 効果音

可変

部 分 的 音 響 電 な回線
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表 2 電気音響設備刷物維の 目標値等
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1  ) 伝i丞周波数特性 160- 5k H z  ぱら つき10d 以下 ( Pi nk N oise) 

背f H代表する l向性、スピーカと室内音響の特性から決まる。直接音

に限ると、さらに平土日な特性を標現制犬態とする。

2) 最大再生音圧レベル : 95dB ι U二 (Pi nk N oise近i絞)

ｾｾな音 ｩｩｴ が雌 ｩ 呆できるかどうかの官自込この数値は、極端なロック

苦楽を除き 、多目的に迎j必できるレベソレ。

3) 音圧レベル分布・ ぱら つき6 d B以内 ( 2k - 4k1-l z Ba nd  N oise) 

客席におけるも古t . 音質の均) 肢をあらわす。スピーカ設定f状況の(1ft

認も同時に行う 。

4  ) 安全拡声利得 一10dB 以上

拡声l時のハウリングにあIする安定性をあ らわす。

5) 残留雑音レベル : NC- 20以下

拡声昔、再生??t にt必要な古' ( - けさの規定。機総自体、機日制妾;f;)u 二発生す

る雑音、 ， ｴＺ ｩｬｪｾ Ｊ，紙、アース、調光協などから浪人する雑音等は、 室 内

のl情騒音のスレッシヨ ノレドレベル以下とする。

スピーチ

6) 音声の明瞭度指標: 0 .45 (F A I R)  J:)J ニ[ 参考値]

この S T I ( Speech  T ransmi ssion  l ndex) は、スピーチの ll JII限度ぞ

許イ而する有力な手法として提唱されている。

7  ) 聴感上の歪みがキ鯨日されないこと 単体機総で歪 ｾ ｻｾｏ ， ＵＥ 以下、ｾ ｬｩＺ 気

機総の本線系統で、総合的に歪率3%以下とした t 、。

8) チャンネル間クロストーク: f!史用目的に応じて聴fd上のl問題を生 じな

いレベ、ノレであること 。

9) スイッチ、フェータ.等 : 操作したときに過度のノイズ、クリック等が

発生、混入しないこと 。 また、それらのばら つ きが少ない こと。

低 音 の レ ス ポ ン ス を 実現 す る こ と J  1: い った 要 求 が 、 簡 単 に 実 現 す

る こ とは少ない 。 こ の よ う な 要 求 を 令 型 的 に 、 効率 よく 実 現する こ

とが現状の課題となっている 。 ! i Ll <i 党的な評{ilI i と客観的 な 手 が か り を

う ま く 融 合 し 、 進化 さ せ る こ と が 必 要 と な る 。

こ こで、本ホ ーノレて、、目棋として考えられる性能ぞ 表 2 に示す 。

設備構成

使 用 目 的 の 設 定 に よ っ て 、 設 備 構 成 の 概 要 は 決 ま る 。 イ夜間目的別

に 必 要 t なる 主要 機 器 の 概一要 と 、 本 ホ ーノレにおける機総構成例を 表

3 、 図 1 に示す 。

入力系統の主要な機株の概要と、設置の| 僚の j主

| 入力系統

意 点 を 述 べ る 。

1  ) マ イ ク ロ ホ ン マ イ ク ロ ホ ン は 、 ス ピー カとともに| 町こえ方

に大きく寄与する こ とで、' ; [ 1 気音響設備の 中で も 非 常 に 重 要 な 機 総

となっている 。 そ の 評 価 は 、 周 波 数 特 性 、 変 換 効率 ( 感度、能率) 、

指向性、雑音、. i l i みなどの性能と耐久性、信頼性さらには、 一 般 的

な 使 用 頻 度 、 流 行 、 定 評 と い っ たものまで多岐の工頁自にわたる 。 ま

た 、 両 者 は 室 の 影 響 を 大 き く 受 け る 点 で も 共 通 す る 。

マ イ ク ロ ホ ン IJ . 基本的に低 雑音てや感度が高〈、ハウリングに強〈、

歪 みJ惑 の 少 な い 音 質 の 良 好 な も の を 選 定 す る 。 ま た 、 ハ ン ド ノ イ ズ

や ポ ップ ノ イ ズ 、 ウ イ ン ド ノ イ ズ の 発 生 が 少 な い も の が 使 い や す い 。

マ イ ク ロ ホ ン の 選 定 に 当 た り 考 慮 す べ き 粂 件 は 、 音i収 の 種 類 、 変 換

機 械 、 後 処 理 、 汎 用/ 専 用 、 耐 久 性 、 形 状 ・寸 法 ・重量、使用者、

支 持 方 法 、 保 守 保 管 性 、 追 加 地 設 、 流 行 、 定 評 な ど で あ る 。

使 用数 誌 は 100 本 程 度 が 秘 大 と 考 え ら れ る が 、 本 ホ ーノレに別立す
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入 力 系

マイクロホン

マイクエレベータ

マイク吊リ装置

マイタコンセント 盤 類

入出力パ y チ鐙

|連 絡 監 視 進 行 系 |

調 整 系

図 1 電気音響設備の構成概要

出 力 系

るマイク li 、許制hの高い製品を 1:1.
1
心に 30- 50本用意し、連常状況に

合わせて徐々に (追加するものとする 。超小型マイクは仕込み用とし

て、ワンポイントステレオマイクは録音 ・記録用メインマイクとし

て必ず別立する 。 アクセサリ 一類 !:J I又納術品も忘れてはならない 。

2  ) ワイヤレスマイクシステム ワイヤレスマイクは自由な場所

で使え、安全も舵保でいるという利点があり、催し物一般になくて

はならない設備とな っている 。故近の演J*IJ !: < にミュ ー ジカノレなど

では必需品である 。催し物に必要なチャンオ、ノレ数は平均的な講演会

や集会で 2 - 6  ch 、最大約30ch. ! : なる 。 ところが1989年に屯波法

が改正され、 同時に有効なチャンオ、ノレ数が主主大12ch. しか確保でき

なくなっている。 このため現場の実態にそぐわない こ とにもなって

きている 。 このままて' は、移行期間 の終了する 1996年 5 月 を過ぎる

と、さまざまな現場でチャンえ、ノレ数が不足する こ とは明らかである 。

ディジタノレ化 による多重伝送方式へ移行するか、チャンオ、ノレ数を増

やすかなど、行政fJ[l Jの対応が求められる 。

3  ) マイク昇降装置類 主 として録音 ・収録に使用するために設

置され、電車1) 昇降式マイク 3 点 1日り装殻 1 台を設置する 。 3 点吊り

であっても 1 点吊りの組み合わせとする 。 マイクの位置は舞台先端

から客席に約 4 m、高さ約 7 mの付近を中心に立体的に数 m の範

囲を移動できるように設定する 。操作部は、場内リモコン t 調 整室

の 2 カ所とする 。 さらに、客席天井からサブマイクを下ろせるよう

に数筒所、 150φ 程度のフ夕刊きの関口を用意する 。

マイク ロホンエレベータ装置は、無人て、マイクの設置 ・撤去がで

き、話者に合わせて高さを変えるこ t ができると い う利 点、がある 。

ただし、ほとんど式典・ 集会用に使用目 的が限られる 。

4  ) マイクコンセント類 マイク コンセン ト網は、舞台と調整室、

宇lli 問、舞台と客席調整部、諸室聞などをマイクケ ー フツレて、結ぶもの

で、音響設備の神経網に当たり、主催者が機材を持ち込む; 場令でも

使 用 ｊ 頒Ａ度が ｉｾ ｪ ｬ 、 。 マノレチチャンオ、ノレ用の コ オ、クタ ｬｩ 、 8 ， 12， 16， 

24， 32ch. 用と種類が多いが、ホ ーノレて1ま8 または 16ch を規模に応

じて使い分ける 。舞台上のマイク コンセ ントは、 中央部に 4回線程度

のほか、アクテイングエ リアの周辺に X L R-3、2 日付きの床埋めボ

ックスを 15- 20カ所設置する 。 コン セ ント集中盤は、舞古上下納、

舞台後部土下、客席調整部、音響調整室、録音室、 中継車駐車場な
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どに設置する 。また、それぞれの盤聞に、各16- 32ch のマイク連絡

回線と各4ch程度の向車Ih: i i l l 絡回線を用意する 。 同軸回線はワイヤレ

スアンテナ用、映像信号用、テ1 ジタノレ音声伝送用として使用てき、

使用頻度が高まりつつある 。

l  音響設備に求められてしる機能と

音響調整卓と周辺機器

望ましい設備対応について述べる 。

1  ) 音響調整卓 ホーノレの場合、拡声を必要とする場所を見ても

客席、舞台、楽屋、廊下、技術諸室、 ロビー、管理諸室と、各室に

過した音を供給しなければならない 。 さらに舞台袖 のステ ー ジ、マオ、

ー ジ、ャと連絡を取りつつ、レコードやテープを再生し、カセッ トと

DA T に記録するなどさまざまな運用調整作業を同 H寺にこなす能力

が、音響技術者と音響設備に要求される 。

このため音響設備の要となる音響調整卓には、高い機能と容易な

操作性という相矛盾する要求が繰り込まれようとする 。操作性 li 、

設備の運用責任を負う個々の音響技術者の評イjlfi によるものであり、

標 準化 が困難なものにな っているのが現状である 。 さらに、ほとん

どの演目においてはホール内て、調整作業がて、きにくい状況にあるの

で、音響調整室内での作業となるが、客席内と同様の音でモ ニタで

きるシステムはなく、詳細な調整作業は困難なものとなっている 。

音響技術者に繁雑な操作を強い、さらに正確な音のフィ ー ド、パック

もない現実では、芸術的、創造的な能力を発揮する こ とな E 到底困

難な環境にあるとも 言 えよう 。

これらの問題を解決するには、音響調整卓と音響調整室の大幅 な

改善が必要である 。今までの音響調整卓では、機能を向上させると

操作性が怒化するという関係にあるが、これからは共に向上を図り

たい 。 4 あるいは 8 1:い ったミキシングパ「ス数の制限をなくし、ミ

キシンクーパ、ス 、A UX パ、ス、モニタノ f ス、 11:' ，カマトリクスノぜスなどの

物理的な区別もなくし、フリ ー ( 任意) マトリクスパスとして統ー

する こ とで機能力f 向上するとともに煩わしさが減り、操作性が向上

するものと考える 。 さらに自動化、 パ ター ン化 し得る機能と操作は、

記憶再現できる こ とが望ましい 。 また、電気音響設備全体あるいは

任意の機器系統の動作状態および操作を行っている内容が直観的 に、

グラフイカノレに、同時に詳細を望めば詳細に監視できるような柔軟

性の高いモ ニタディスプレイも必要である 。

これらの要求は音響調整卓にインテリジ‘ ェン 卜な、より自 由で豊

富な機能を求めるもので、アナログ回路技術てはもはや実現できず、

プ ログラムソフ トウェアによる動作… テV ジタノレ技術の導入 が避

けでは通れないものとなる 。今後数年のうち仁、各社からさまざま

な形のホ ーノレ用ディジタノレ音響調整卓が出てくる こ t は間違いない 。

しかしながら、それらの技術が成熟するまでの移行期に生じる陳腐

化 という問題を釆り越えるためには、関係者全員が一致協力して取

り車且まなけれ li ならない 。

音響調整室については、 とにもかくにも正面から舞台がよく見え、

拡声音が効果音を含めてよく聞こえることが第一粂件となる。代表



的な位笹 1. t . 、もちろん客席の中央部が挙げられるが、ポピュラー音

楽コンサー卜、 ミュ ー ジカノレ等 を除いては、調整作業が鑑' 立の妨げ

になるという問題がある 。客席中央部に位mする音響調整室のnIj壁

がフノレオー プンにでき、機材が床とともに前進し、客席内に迫り出

すような構造は t れないだろうか。現在のところでは、 音響調整室

を客席中央へ前進した位置に配置し、 2Sがフ ノレオ ープン t なる構造

を採用するなど可能な限りの対応、はすべきである 。

客席内の調整ブースは、前から 15- 20J 市長| のところが適当であり、

盟富なマイク回線、一般/ 音響屯減、辿絡設備のフノレ仕様、外線/

内線電話コオ、クタなどを用意する 。 これらは仕込み ・リハ ーサノレ|時

にも幅広〈使用できるものである 。

2  ) 録音 ・再生・ 編集機器 C Dや D A T に代表されるように、

現在、ディ ジタノレ化が浸透しつつある分野である 。記録媒体の種類

で分類すると、 2 Tr.ー48Tr. オープンテープ、 2T r. - 8T r . 各種ビデ

オ/ 専用カセットテ ープ、 DA T 、記録型 C D、フロッピー ・光磁気

・ハー ドディスク 等、半導体メモリとあらゆる媒体が利 用されてい

る。 ホーノレに桜準的に設置する録音再生機器は 、手に入りやすく供

給の安定した記録媒体を使用する機株とする 。 また、主催者団体が

よく持ち込u ' 記録媒体にも対応しなければならない 。

再生機器ては C D、レコ ー ドプレーヤが必須であり、録音機絡で

はコンパクトカセット、 D A T、オープンテープレコ ーダまでが標準

と言 える 。数企はおのおの最低 2 台をJ l - J JJ : するが、レ コー ドプレー

ヤについては l 台 t しでも実用上の支防はな L、。 コンサー トの記鉢

を重視するならば DA T の比重を1 . 7j < 、演劇効果音の再生を重視す

るならばオープンテープレコーダを 4 - 6 台用意する 。現在のディ

ジタノレ録再編集機総は i寅! 刻効果音制作には適するが、効果音再生丹 j

としては現場に対応できないものがほとんどである 。 たfごし、将来

に向けて前向きに検討したい 。市民団体の白 主制作を支援する場f ，

には、安価なサンプリングマシンを備J171 として採用することで、あ

る程度は対応、できる 。

3  ) 信号処理装置 信号処理装置は、 主 として伝送信号の補償 ・

補正 L 音響効果の付加 ・宮1)出という 二つの iヨ的で使われる 。 これ

らは使用目 的により系統に挿入される位世が異なる 。信号処理の内

容からは、周波数フィノレ夕、 リニアリティー加工、時間的な遅延お

よび複合処理に分類できる 。 ここでは、信号処理が数値計算に置き

換えられるため、 DSP チップの登場に伴い早くから機器のディジタ

ノレ化が進んでいる 。 そのため機能 ・性能と操作性のほとんどが動作

ソフトウェアとその設計条件に依存するものとなる 。

ホーノレでは音i原の視覚的な位置と拡声音の音像を一致したいとい

う音像定位、それぞれの催し物に適した室の音の響きを得たいとい

う筏響可変などの課題が古くから存在する 。最近てやはディジタノレイ言

号処理のフレキシブノレな特色を生かして、音像を定位させる、音場

を制御するなどの装笹が開発されつつあるが、ホ ーノレに標準的に装

備されるまでには至っていない 。

ホーノレに設置する信号処理装置は、まず伝送信号の補償 ・補正に

使用する機器でグラフィックイ コライザ、ディレイマシン、コンプ

レッサ/ リミッタが三稜の神器と 言 える。次に、音響効果を代表し

て残響付加装置であるが、最近では 11寺間遅延、各種フィルタリング

が同時に行えるマノレチ エ フェクタを常備する。

i モニタ系設備

モニ タには音声とビデオによるものを備え

たい。音響調整を行う上で常にその様子がわ

かる 必要のある、舞古宇IU、オーケストラピッ ト、指揮者、舞: 台装置

の裳側 、奈落等の場所がある 。同時に、場 内の拡声音、調望室卓、録

音 ・再生機器、効果機器の入出力信号などをスピ ーカまたはヘッド

ホンにて そニ タする必要がある 。

このほか舞台 till 、技術諸室、楽屋 ・控室エ リア、管理事務室、ロ

ビー ・ホワイエなどの表団りまで、運営 ・運用 ・進行と観客サー ビ

スのために場内のモニタが正確にできる こ とが必要である 。おのお

の使用目的、室の大きさ、残響などの影響を考慮 して、適切なスピ

ーカの選定と配置を行うことが必要である。また、 モニ タ内容に 応

じて系統数を分けること。音量調整総は大 中小 の 3 ; f ，イン トて。は対

応できな い場所が多〈、現在段階あるいは 10ポイン ト程度のきめ 細 か

いアッテオ、 ータを採用したい。

スピーカは、用途に応じてスピーチ用、

|スピーカシステム
音楽用、 モニ タ用、効果音用、映画期に

分類される 。 また、回定設置型、移動型にも分けられる 。 メインス

ピーカは舞台と客席の境目、プ ロセニ アム周辺に大型のスピ ーカを

大量に設置収納しなければならないが、建築意匠、 他設備との取り

合 い上で安易に妥協できないところでもある。

スピ ーカから放射された音 1. t . 、建築内装等による音の反射、残響

な E に影響されるため、音の原形をとどめる こ とは基本的に難しい 。

にもかかわらず、それが評価しうるほどの音で届くためには制心の

注意を払う必要がある 。基本的に拡声音量 1. t . スピーカの台数に 比例

し，音質や指向性はスピ ーカの大きさに比例する。 このためホーノレ

客席においてある 一定の音量、音質、明瞭さを維持するためには、

それ相応のスピ ーカシステムが必要 t なる。

ホー ノレ用スピ ーカの選定に当たり考慮すべき条件1. t . 、マイク ロホ

ンの場合と同様である 。 ホーノレ用メインスピ ーカは、まず声が忠実

に再生できる こ とが基本となる 。て、きるだけ明瞭で歪み感が少なく、

自然な音質て、かつ、生々しく 聞こ えるスピ ーカが望まし L、。次に音

楽再生時に必要な こ ととして、歌や楽器の音色が大きく変化 しない

こと、音程が明確に 聞こ λ るこ と、楽音が過度に混じらず適度な分

離感を維持する こ とな E を目標とする。ま た、建築物に固定する場

合には取り 付 けが容易で、かつ、務下に対する安全性が確保できる こ

とを考服する 。

ホー ノレ用スピ ーカ一般に 必要 な性能は、①連続する大 出力に耐え

られる こ と、②過大入力に 耐 えられる こ と、③広 い周波数幣城にわ

たっ て指 向特J 性が一定である こ と、④設置場所に応じた自由なシス
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テムが組めることなどである 。①②の性能は、現在のポピュラー音

楽を考えれば明らかである 。客席の音圧レベノレは歌謡曲で90- 100

dB、ロックではピークで120dB を越える 。

スピーカコン セ ントは、マイクコンセントと大すに設遣されている

と使いやすい。舞台周辺、 t くに紺lて1まアンプワゴン t 大型移動用

スピーカをセットで設置することも多いので、音響用電源の取り口

も近くに必要だ。コオ、クタはキャノン X L R- 4 、E p - 4  - 8 がほと

んどのホールてい使用されているが、最近ノイ トリック社の N L - 4  

- 8 タイプも一部で用いられるようになっている 。 コオ、クタの許容

屯流は、将来に備える意味でも余絡のある容量を選びたい。

| 舞台連絡設備

舞台の準備、精古、 リハ ーサノレ、進行等 に

必要な連絡 ・政視設備をひとまとめにして、

舞台連絡設備と呼ぶ。必要な指示を通達したり打ち合わせを行 った

り、リモート監視するといった、人間の目と耳の代わりをするもの

であり、劇場組織全体の神経系統となる重要な設備である 。 ここで

は、容易で確実な コ ミュ ニケーションを実現する こ と、それにより

正確な舞台進行、安全確保などを全うすることが設置目標となる 。

1  ) 音声系 個々のホール範囲に限定される電話型/ フリーハ ン

ズ型のインタ ーホ ン、ヘッドセ ッ トでフリーハンズて使用でき、同

時に何局でも常時接続状態にできるインターカム、拡声装置として

トークパック、楽屋呼び出し設備、 Imi 寅ブザー ・チャイムなどが要

求される 。客席に音が洩れる場所に設置するインタ ーホ ンや内線屯

話の上演中の l呼び出しは、ランプの点滅によって行う 。 インターカ

ムは安全確保上から有線と無線の使い分けができ、共用も可能なも

のとする 。 j凡用ホ ーノレのインターカムは全 4 - 8系統て¥使いやす

きを優先する 。楽屋呼び出し設備は、舞台袖からの直通連絡に用い

るものであり、全館放送設備とは独立した系統として設置する 。

2  ) 映像監視系 舞台の進行状況をさまざまな角度から、その映

像によ って確認できるようにする監視設備である 。安全確保 t 正 確

な進行が目的て¥演出部門、出演者に対しては進行情報の、技術部

門には操作情報の、観客には上演情報の提供を行う 。 これらは防災

用防犯用 I TV !: は異なる使われ方をするため、月 IJ 系統とする 。

映像情報てのは舞台正面、舞台相h、奈落、釆込み床、オケピット、

指揮者をとらえることは常時必要で. あり、美術装誌の裳 ・かげ、月IJ

室の演奏者等 の情報は必要に応じて供給できるものとする 。舞台正

面のl映像は、ホーノレの進行状況を示す代表的な l映像であり、この|映

像は記録にも適することから、 CCD3 板式などの高解像度カラーカ

メラを設置したい 。 もちろんズー ムレンズ、と電動雲 台I. t . 欠かせない 。

また、この|映像はヘッドエンドを通じて全館に供給したい。 このほ

かのカメラは白黒でもよいが、 とくに l暗転時に監視が必要な場所に

は、赤外線カ メラを設置する 。

3  ) 進行系 ホーノレの規模や催し物の綾雑さと関係するが、舞台

進行上、きっかけサイン( 色) ランプ、キュ ー No、上演中( / スタ

ンパイ) 、休憩時間等を表示する設備が必要となる 。このうち、 休憩
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時間表示設備は u寺計として使われたり、禁煙表示灯と 一体とするな

E 、使用頻度の高い表示器 t なっている 。サインランプ i主演出l 度の

高い催し物では欠くことのできない設備で、 主庁、 t 青 の 2 色でスタン

パイとスタ ー トの「き っかけ J を無音で示 すものである 。

その他建築、設備関連事項

|  音響調整室の 配 世 は 附室付 ン ル ト 室が

建築関係

センタ ー に位置する場合はやや上下に偏ってもよい

が、本来は舞台正面が理想である 。調整室 と出力系機器室を分離す

る場合には、調整室の幅は 4 - 5 m以上、奥行きは 4 m とし、面積

は201η 2以上は確保したい。機器室 も同程度が必要。調整室 と機2号室

は行き来があるので、できる限り接近して配置する こ と。上演中、

暗転時、休憩中に機材のチェ ック ・交換、応援に舞台へ走る こt が

あるので、音響調整室 と舞台の間をできる限り直線的に結ぶ経路を

確保することが望ましい。

このほか、中継用ケーブノレの敷設に対しては、豊年:台袖ー客席中央

部問、両相l間斜:古柑! 一外部 ・中継車駐車場問に、必要に応じてフタ

付きのピ ッ ト、 壁 フック、 300日程度の小扉、などを用意する 。

| 電気設備関係

調光設備、動力設備、インバータ 設備等か

ら屯源配線を通じて混入するノイズを防止す

るため、 音響周として単独のトランスを 設 ける 。 さらに持ち込みの

仮設音響設備用の屯i原に ついても、同様に分離する 。 屯i原容量は国

定設備用に 20- 30kVA、仮設設備用に 30- 60kVA が必要になる 。さ

らにノイズの浪人を防止するため、 音響配線! : ｾ屯力配線は供給ｾｉＮＡＺカ

に応じて適当な間It 隔を行う こと 、音響配線はすべて金属配管に )1兄め

るこ と、音響用単独の第一種アースを用意するこし

| 空調設備関係

音響調整室では客席、上演以外の1時間411・に

も、仕込み、調整作業を行う必要があるため、

空調設備の単独動作 I.t. 当然必要と 言 える 。機総の寿命を考慮して、

動作l時の適度な 室温を維持すること 。音響調整室の空調騒音 レベノレ

I.t.、 音のモニ タに適するように場内と同等以下の静けさを 実現する

こ と。

おわりに 現在のホーノレの屯気音響設備は拡声機能のみではなく、

各種の情報サービス機能力、ら複合的に成り立っている 。 そのため、

舞古の演目! : <に 音響効果に意識を集中して 音響調整を行うこ t が

難しいものとな っている 。 それら 音響技術者の周辺環境を改善する

ことも、よい音 を実現する必須条件である 。各機器が次々とテ川ジ

タノレ化 されてゆく現在、屯気音響設備の見直しを総合的に進める、

よい機会であると考える 。現場の声 を十分に反映していない点に つ

いては、さらに諸兄のご指導とご鞭縫を仰 ぎたい 。

最後に、本 間明昔11会長、八幡泰彦氏、鈴木叡氏をはじめとする

J AT E T 音響部会の方々、関係者各位に謝意を表します。

( いのう まこと 株式会社永悶松建築音響設計 事務所第 l 設計室主任)
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けれども、素敵な演劇lや演奏会やその他の催しの場であるとともに、

そこは魅力的な l映像を生み出す場でもあってほしいと、わたしは思

う。 そうし、う性絡を兼ね備えることによって、鹿1陽 の 存 在 意 義 も 拡

がりを持つ。

いまはまあ仕方なしにつきあっているふしが窺われる両者が、訟

月とはい力かヨないまでで、も無無. 理理! な〈共存するためには、何が必要なので

わたくしごとで恐縮だが、小学校 に あ が る こ ろ 相 前 後

して宝塚歌劇! と、谷桃子( とおぼしき) ノ f レエ団の公演に連れてい

かれた党えがある 。 おそらくそのどちらかが、わたしと劇場との初

めての出合いであった 。

そういう経験はあったけれども、子供のころのわたしにとって ｊｾ ｉｊ

場という 言葉は、ほとんど映函館と同義語てあった 。芝居を観にい

く習慣がなかったせいもあろうが、子供の生活圏の中ですらたち E

はじめに

あろうか。

それを考 λ るために、劇場における現在の映像収録の方法につい

て少し触れておこう 。

ビデオ収録の現状

ころに五つ六つを数えあげ、られるくら い、 H央l函館が身近にあったこ

とのあらわれであろう 。 またそれらの映画館に、 0 0劇 場 や0 011映

画劇場というぐあいに、劇場の名を冠したものが少なくなか ったこ

との影響に迷いない 。 だから、というわけでもなかろうが、わたし

の頭の中では劇場 U 映像 t が分かちがたく結びついている 。 それをここさまざまな方法がある 。11央{ 象収録 t 一 口に 言っ ても、

という

のは、 将 来 ハ イ ビ ジョンへの移行の可能性が高 いにしても、現在行

われているビデオ収録の主流を、依然として NT S C 方 式 が 占 め て

いるからである 。 さらに、 NT S C とハイビジョンては、違いも$ -

いが共通点も多いか らである。

TSC) の ビデオ収録に絞って述べておく。で は 現 行 方 式 (おまけにわたしは、、もののはずみで映像をつくるのを仕事とする

ようになってしまった。 それもこの数年は、クラシック音楽の演奏

会を ビデオ収録する機会がけ っ こう多い 。 必然的に、収録のために

コンサートホ ールや劇場を訪れることとなる 。 その点からも、劇場

と ｬ 映像とを切り ｬｾｭ すことはむつかしいし、また双方ともわたしには

なお、劇場内設備としてのl映像記録システムについてはあとで述

べるので、ここでは触れない 。

わたしたちが収録に用いているシステムは、次のとおりで.

いとしいもので山ある 。

以下はそんな映像屋力丸、ささかの願いをこめて、劇場にまつわる

雑感を記したものと受け取 っていただきたい 。 通常、

ある 。

まずカメラが 6 台から 8 台( うち 4 - 6 台が大型カメラ、あとが

小 型 の ハ ン デ ィカメラ) て¥撮るものの 内容や製作予算によ っ て 規

模は変わる 。 が、アリーナ t かド ー ム球場のような場所で行われる

劇場と映像の壊れやすい関係

|吹l函館やビデオ シアタ ー( こ の両者はl映像を再生するためにつく

られているのだから、問題がなくて当然だけれ E も)

大がかりなイベン卜ではないので、 fごいたいこの範囲でカバーして

いる 。( ちなみに、プロ野球中継ては 15台のカメラを球場に配置した

f71J もある)

を除いて、劇

坊にとって映像はしばしば面倒を引き起こす附入者になる 。

どのようなときに、そんな事態が起こるのか。 ひとつは、なんら

かの| 映像を舞台背景に11央したりして劇場空間での演出( 表現) に利

用する場合であり、いまひとつは、そこで行われていることのH央像 これ らのカメラを コン トローノレするのが中継車て、 I Ht' 小型パス

くらいの大きさがある 。 あとは屯1原さえあれば、カメラとケーブノレ

がつながっている限り、これで画像をとらえることはできる 。 (中

継車はたいてい発屯機を和んでいる)

けれども、 とらえた l画像を記録する V T R を、ふだん 中継 車 に は

載せていない 。無理II す れ ば1絞らないこともないが、 たいていは居住

性や作業の確実性を増すよう 、別に V T R 車を用意している 。 カメ

ラのとらえた画像とマイクロフォンの拾った音が、 V T R 車の中てや

回るビデオテープに記fk されていく 。

マイクロフォ ンは、出し物によって 必要とされる本数の地減が著

6 本で間に合うものもあれば、何十本も用意しなければ5 、

NT S C と，、イビジョン

現在、わたしたちが 11 常的に扱しれ、るテレピ放送やビデオは、 l理l而比 3 : 4 、走査線

数525本の N T S C ) ; 式である。これに対して、ハイビジョンは@H百i比 9 ・16て、 スEゴ主総数

It 1l 25木。放送の分自f てIt 、ソウノレオリンピックのころから実験欣送が始まり J 、ま N H K

のB S で試験放送をしてL 唱。

余2主であるが 1 fl の弘太チ締約記者会見では、ハイビジョンカメラによる画像力! )j" :r. ¥.

災= 換されて、一般のテレビにも11火し:Jゆ れた。
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化( たとえばテレビ中継) を試みるときである。

てや、大きな騒動のもとになりやすいのは後者向の場合である 。

ではなせ騒動になるのか。 それはl映像が附l入 者 だ か らー ーなどと

言 うとまるで循環論法に陥ってしまうようだが、じつは ここ に将来

の劇場のあり方を考える重要な問題が潜んでいる 。 つまり既存の劇

場では| 映像にまつわる作業が、設備の上でも述常の面でも、多くの

場合さまざ‘ まな無理を生じさせるからであり、無迎をやんわりと l吸

収するようには出来ていないからである 。

また、じつにこの点が大きな諜題なのであるが、劇場での映像化

作業の99パーセントは、当然のことながら観客聴衆の目の前で行わ

れる 。 しかもそのほとんどはテレビ局の公開番組のように、あらか

じめ映像化を 主 目的として劇場が使われるのではなく、有料公演へ

の相釆りである 。ては、観客聴衆とどう折り令いをつけるのか。

もちろん、劇場はテレビスタジォでもなければ、 H央画の搬影所で

もな L、。 第一義的にはそこに集ま った人々が「よかった、素晴らし

かった J 1: 満足して帰れるような何ものかを提供するためにある 。



ならないことだってある。が、 2本でも 20本でも拾った音を調整( ミ

キシンクー) して、ヒヲ、、オテ ープなり録音 テープなりへ送るという仕

組みそのものは変わらない 。 こうした 音声系の作業のため、専用の

録音率を用意する場合もある 。

録音車を使うと、中継車、 V T R 車 t 合わせて 3 台が作業中に運

用される車両である 。 加えてスタ ッフや機材の輸送車が 2 - 3 台必

要とされる 。

ビデオ収録システムの概要はこういうところで、それを図示する

と図 1 のようになる 。 これを見る限り、仕組みとしてはそう複雑な

ものには見えない 。

しかし、このほかに照明セクションにモニター画像を送るとか、

舞台民督や演出助手とのコミュニケーション回線を設けるとか、 案

作業はも っ と煩雑で、ある 。概念を 1 枚の図で示 すことはできても、

現実 は図のとおりにいくとは限らない 。 どの劇場も大け‘ さに 言 えば

山あり谷あり、大きさや舞台の構造はもちろん、中継車をはじめ 車

両群をとめるスペースから客席の構造、楽屋 の数まで、条例ニはすべ

て巽なるからである 。

もちろん、担 当のスタッフはあらかじめ下見に訪れるのfごけれど

も、そのとき 『これは厄介だぞJ 1: . 思わずl堕くこともある 。

駐車場はともかく楽屋の数なんて、映像の作業と何の関係もない

ではないか、と思われるかもしれないが、あながちそう t ばかりも

言 えない 。 いろいろな条件が有機的に結びつ いてくるものな のであ

る。

{ カ 由j -
「一一一 〔マイク 0 )

〔カメラ②〕 み ト一一一 〔マイク f) )

〔カメラ③) [中継車] 一 一 [調整卓] 〔マイク Q)

〔カメラ④〕 一一寸 画 像
立日 士F ロ

ト一一一 〔マイク 。〕

〔カメラ⑤〕 一一」
L r¥lTolJ  

」一一一 〔マイク 0 )

図 1 ビデオ収録システムの概要
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既存ホールの実例から

l  わ た し の 所 属 す 州 コ ダ イては 1988年

搬入とケーブル

暮れから 、新日本フィノレハーモニー交響 楽

団の演奏会を継続的に映像化する機会を得た。収録に際して、 実相

寺昭雄監督が演出を担 当 し、わたしがプロデユースを 受 け持 ってい

る。

4 年にわた ってサントリーホール、オーチヤードホーノレ、東京文

化会館で、いくつかのシリースーを行い、咋92年秋からこの 2 月まで朝

比奈隆指揮によるフツレ ツクナー交響曲選集収録のため、再びサント

リー ホーノレを 訪 れた。

このホ ーノレは楽屋 口、搬入口 、駐車場とも地下にな っていて、中

継車 や V T R 車 もそこにとめる 。 テレビ朝日の駐車場と隣り 合っ て

おり、ホ ーノレ専用 の スペ ースが足りないように，思えるが、 立地条件

を考えるとやむを得ないところか。助かるのは、搬入口か ら舞台ま

でが近いこと 。[ 写真 1 ]  

またここでは、ケーブノレを中継車からカメラまで引き回さなくと

も、舞台上手納に 設 け られた端子 を使って接続することができる 。

中間の埋設線を経由していわば 〈キセノレ〉状態になると考えていた

だければよい( 楽屋 口脇の引込み孔か ら入れたケーブノレは、端子の

そばまでダクトを通せる) 。 ホーノレ1: . N H K  1:. の共同管 理 というこ

とであるが、わたしたち の ような プ ロダク ション の作業でも利用は

可能である 。

このおかげて、セ ッテイング、拍&115 1 . 1 : . も効率がよいし、ケーブノレの

這 い回る箇所カ f いささかでも i成るのは、映像に携わるスタ ッフのみ

写真 1 サントリーホール楽屋口脇の引込み孔にケーブルを入れる



ならず、劇場fj[l J をはじめ、すべての| 刻係おにとっても望ましいであ

ろう 。 ひと昔まえの多芯ケーブノレに較べれば、最近のものはおとな

の小指よりも* 1 l 1くなり、そのぶん軽くしなやかにな っている 。 が、

附段やら壁伝いにうねうねと露出しているのは、たといそこが入場

存の LI に触れない箇所でも好ましくはあるま L 、。 で き る だ け 短 < 11 

立たずにというのがケーブノレ敷設の原則である 。 [ 写真 2]  

たとえば神奈川県民会館の大ホールは、 3 階パノレコニーまで、ケー

ブノレを Ｑｾ ｦＧ ｊ り上げることになるが搬入 ＱＱ 付近と舞台市に接続端チが

あればず っ t 楽に作業ができる 。[ 写真 3 ]  

ただ、自分の管理下にない設備を使うことに不安を抱〈技術おも

いる 。 トラフツレが起きたときの ｽＱＱ 任の所イ ｅ という ＱＱｊｊｾＱ 国もある 。 そう

いう人は、接続盤方式よりも専川のケーブノレダク卜があるほうを歓

迎する 。 したがって、プロデユースする立場からどちらがいいと判

断するのはむつかしいけれども、機統盤やダクトはおろか、小さな

引込み孔さえ見 当た ら な い と こ ろ と 較 べ る し も う 天国である。

制劇場演出空間技術協会発行のr J A T E TJ 6 号に、 N H K のfli:.総

il :ltl ;if 哉さんも書いているが、ケーブノレを通す隙聞のないホーノレはけ

っ こう多い 。 そういう ｲ ｾｲ では、結日ケーブノレの太さ分ドアを ｉ ｬｦＮｉ けて

おくこ t になる 。 それで起きるデメリヅ卜をくだくだしく述べるま

でもあるまし、 。 たとえばj般入 11 のかたわらから舞: 古までダクトぞ設

げ る し ど の く ら い 建 築 コ ス ト が あ が る の か 知 ら な い が 、 賀 川 対 効

果を考えれば、ずいぶん得な投資だとわたしは思う 。

ただ、サントリ ーホーノレの場合、舞台に沿 って客席フロアを縦断

する夕、、ク卜があれば、上手から分11皮したケーブノレを下手fJl IJ に配分す

るにも、 もっとスマ ートに できるのだが ・・・・

明

きて、ケーフツレの IliHill をひとまずおいて、! 汗心のカ

|  カメラ

メラに目を転じよう 。演目によって狙うべき対象が巽

なるから、カメラの配世もその都度iii ってくる 。 しかし、舞台を正

面から見据. える位置はまずどんな場合て、も確保したいところである 。

そのカメラをわたしたちは セ ンターカメラと呼んで い るが、サン ト

リーホ ーノレでは 1 附客席後部をつぶして笹くことになる 。[ 写真 4 ]  

これは }JIJ 場やホールの基本 (I(j な設計二忠、想の 問題て. あるから、 簡単

ではない こと を承知の上で需 うのだけれども、映像尾としては、こ

のへんも大 いに 工夫してほし L、。大阪のザ ・シンフォニ ーホーノレは

l 階最後尾に、客席を つぶさずカメラ を置ける凹みがある 。 そのほ

か、国立劇場ーなどのように、ある程度カメラ j市を設けている劇場も

あると聞くが、それは引在ではまだ符i な例であろう 。

もちろん、すでに述べたようにカメラ配置は対象によ って、また

担当する j寅t I : ' ，家の意図によ って変わる 。 が、それを理 |十| に「カメラ

のためのスペースを考忠するのは無 ｾｩｊ ! : . 決めつけてほしくはない。

客席という大海にほうりげl されたカメラマンは、問 |羽か らの冷たい

視線や l時によってはあからさまなプレッシヤーに耐 λ ながら、黙々

とパン棒をf屋っている 。 そういう状態が少し でも改持されるなら 、

誰にとっても好ましいことではないか。空間設計を進める |祭、舞台

と客席の関係だけではなく、カメラという要素をも勘定にいれれば、

もっと遠う発想、ができる t 思う 。

いま挙げたシンフォニ ーホーノレは、テレビ局が主主てたことが大き

な要因 t 考えられるけれ E も、客席後音11の空間に加 λ て、両側! など

客j市からの視界をあまり妨げ、ないでカメラを置ける 。 わたしたちの

仕事に t つてはありがt:. ｾ＠ 、っく り である 。 あれこれ Ｑｩｫｾ 言 えばきり

写真 2 すっきりしたケーブル敷設
写真 3 2 階バルコニーに吊り上げたケーブル 写真 4 客席後部に配置したセンターカメラ
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がないが、コンサー トホ ーノレ としてはト ップクラスの、 l映像収録の

やりやすいところでいある 。

西のシンフォニ ー に対し、同じ コンサートホ ーノレとして束のサン

トリーホールも評判はよいが、 こ とセンタ ーカメラのスペースに関

しては、わたしは西に軍配をあ'げる 。

なおカメラを客席に配置する際、座の昔日分を取り 外 すことのでき

る構造のほうがありがたい 。稀に神奈川県民会館のように 一体構造

の劇場があるけれども、 これfごと 三脚を十分に聞くことができず、

不安定である 。収録作業のたびに専門業者を依頼して座席を外して

いたのでは、おおごとになってしまう 。 座 りごこち は大切な 問題だ

けれども、わたしが)J要掛けたと ころ、座の外 れる椅子でも特に不都

合はないと忠、う 。 こういう 点は、 映像に限 らず劇場の使い方につい

ての想像力の問題かもしれない 。[ 写真 5 、6 ]  

ところで、大編成のオーケストラの演奏を 担詰るのは、 i寅応IJ やオペ

ラを搬ーるのとは迷うむっか しさがある 。 オーケストラでは、 仰の最

中に演奏者が動き回ることはまずないが、 とらえるべき対象が最前

亨IJ のヴァイオリンから最後列の トラ ンペットへと、 l界dl寺に移ったり

する 。 一方、 カメラのほうは演奏や観客への配慮もあって、ほとん

E 移動は不可能で、ある 。

勢い、多くの奏者( 楽器) をとらえるため、多くのカメラが舞ム

上に居並ぶ こ ととなる 。 ブルックナ 一選集の収録では、演出の注文

で 7 台のうち 5 台を舞台上に配置した( 下手{J!l J に 4 省、上手作!I J に l

台) 0  [写真 7 ]  

こ うい うときには、舞台を半月 状に取り囲むよ うなカメラスペ ー

スがあったら L、ぃ fごろうな、 と夢想したりする 。 限られた面積とか

写真 5 座を取り外してカメラを配置する

予算とか音響との兼ね合いなど、さまざまな隙害が待ち受けている

のは想、像に難くないが、実現したら愉快である 。

ともかく、もう少し自然にカメラがとけ こめるような空間j設計を

期待したい 。

| 映像と照明との関係

映像は、照明や音響 t 切っても切れ

ない間柄にある。画面に陰影を持たせ

i奈みを与えるのは照明の効果だし、豊かな音は画面の外の世界へも

わたしたちの想像を拡げてくれる 。その意味で、 l映像について考え

ることは、すなわち照明と 音響 につ いて考えるこ t で、もある 。

サ ン トリーホーノレのような コンサー卜ホ ールでは、演奏会用のフ

ラ ッ トな照 明 をつくるのに不都合はないが、 J$IJ的効果を意図したプ

ランのためにはそもそもバトンが足りない 。機材は迫力n調迷できる

が、パ トンや回路はそうはいかないから、あらか じめゆと りがほし

いのである 。

たしかにカメラの性能はよくなっている し、ハイビジョンともな

れば将来ますますその再現性や表現力は向上するであろう 。 しかし、

それは、 i映像に占める照明 の役割lがi成ることを意味するわけではな

い。 むしろ、より重要になる 。 したが って映像の表現力を 生かす意

味でも、照明機能がさらに充実する こ とを望む。

照明設備のディテ ーノレ につ いて述べるのは、わたし の任ではない

が、その設備設計に当たっては、やはり |映像収録との |期速を配慮し

てほしい 。

| 音響システムと映像収録

音 響 には建築 ・空間j 音響と 屯

気音響1t ふたつの側面があるの

は、ご承知 lのとおりである 。前者は劇場の目的や性絡から規定され

写真 7 フソレックナー選集の収録風景

写真 6 座席の中て'カメラの三脚は開き切らない 写真 8 楽屋内に組んだミキシングコンソール
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るもので、この稿で語るべきことではない。映像との密接な関係を

持つ後者について、簡単に触れておく。

先に記したように、映像収録には音がついてまわる。また、コンサ

ートホーノレては単独のライブ録音も多い。 レコーデイ ング ・ディレ

クターやエンシ ニ アの立場からは、もちろんそれぞれの注文がある。

立派なコンソ ーノレを備えていても劇場内の拡声装置として P A

( Public Adress System) に使われることがほとん E て、録音には

録音車やシステム一式が持ち込まれる例が多いから、もっと簡素な

卓でいいのではないかという意見がある。それに対して、出演者の

多 いミュ ー ジカノレて. もやれば、 P Aだってたちまち回路 li 滋れてし

まうという反言命もある 。 以前、わたしは帝彦IJ にかかっていた「 ν ・

ミゼ、ラブノレJ の舞台裂を覗いたことがあるが、群集を別にしても、

たくさんの演技者にマイクを仕込んでー L、るのだから、たしかに大変

である 。

したがって、音響独自の設備選択について注文をつけるのではな

いが、映像との有機的な結びつきが図れるような仕組みを研究して

ほし L 、。最近は劇場内のモニターテレビがずいぶん充実してきて、

音響室に備えである こ t も珍しくな L 、。 けれども、せっかくテレビ

がありながら、備えつけカメラの ii!u像は出ても中継カメラの回線を

J安統できないケースもある 。

音響にも照明に共通するが、 コミュニケー ションやモニターの回

路は、できる限り聞かれていることが望ましいのである 。 さらに 言

えば、劇場のどこかにそうした回路端子やケーブノレダクトを備えた

フリースペースがある t なおよい 。

サントリーホーノレて、の一連の収録で録音を担当しているレコード

会社フォンテックのスタッフは、地下 1 階の楽屋をひとつ借りて、

ミキシングコンソ ーノレなどを組んでいる 。 まえに楽屋の数も |羽係が

あると 言っ たのは、事実こんな例があるからである 。 ここは楽屋口

のす寸そ lどなので中継車とは近くて有利だりれども、あくまでも楽

屋だから、ダクトなど は設けられていな L、。 その結果、ケーフツレ類

が廊下をまたぐことになる 。 フリースペー スとして考応、されれば、

そのへんの事情も改善されると，EI うが、いかがであろうか。 [写真 8 ]  

ハイビ‘ジ‘ョンへの対応

前項では、 NT S C 方 式 ビ デ オ シ ス テ ム で の 、 収 録 の 現 況 を 述 べ

た。しかし、これは次第にハイビジョンへ移行するはずで" ある 。 昨

今の経済事情や機材コストが降路とな って動きが鈍 っているのは確

かだけれども、ゆるやかではあっても、流れはハイビジョンに向か

っている。 したがって、これへ の対応を 視野に入れておく必要があ

るのは、改めて 言 うまでもない 。

ただ、ハイビジョンと NT S C t の違いは、カメラや V T R や周辺

機器などの電子特性の面が大きいのであって、| 映吹{像象刺1収|収又貯3録主という迩用

技 fi術l市桁F肝? の点て

場てで* スタヅフのすること lはま、ほとん E 同じなのである 。

信 号 盆 ( 情報量) の多さなど' ; 6 : 子特性の迷 いから、 NT S C 用の埋

設線や端子を 使うことはできない 。が、 NT S C 用の端子を設けるな

ら、隣に同じくらいのスペースさえあればハイビジョン用のそれを

取り付けられる 。 ケーブノレダクトのような構造物はむろん共用でき

るから 11:'J 題はない 。

新築であれ改築であれ、劇場プランにはぜひ考慮、してほしいこと

である 。

劇場内の映像記録設備

第二 国立劇場の映像記録設備プランについて、わたしも参考意見

を述ペたことがあるが、劇場としての自 主企画を恒常的に行うので

もない限り、大がかりなシステムはまず宝の持ち腐れていあろう 。

すでに触れたとおり、モニターカメラやテレビをいくつも設遣す

る劇場がf首えており、それならいっそのこと記録ふという発想、が

少なくないのに違いな L 、。つ まる t ころ、これはソフトをどうとら

えるかにかかってくるが、記録者の意図( あえて演出といってもよ

い) を相| 除して漫然ととらえた映像は、のちのちほとんど役に立た

なし、。そういう こと のために劇場がピテーオシステムを設備する 必 要

はないと、わたしは思う。ハイビジョンという新世代のフォ ーマッ

トがすぐそこに控えていることぞ考ーえても、劇場単独の設備は不利

である 。

本稿の守備範囲をこえるかもしれないが、記録については劇場問

のオ、ッ トワー クで記録プ ロダ クションに委託するというような、運

用上のアイディアでの解決を提案して、設備不要論の補足にしてお

こフ 。

おわり に ここまでわたし の経験と知識の及ぶ範囲て二 劇 場 と 映

像の ｼ 刻係を考えてみた 。 まだ干 Ｑｾ み残したことはいくつもある 。 特に、

プロジ. エクションシステムなど劇場における演出機材には触れる余

地のないまま、紙数も残り少なくな った。

fごカ=ら、 というわけて。はない力久ここて。ノ、イビジョンフ。ロジ. エク

ターやら P A NI やらアイドホーノレやらの機種名や特徴を並べ立て

たところで、あまり意味はあるまい 。機種を知るだけならカタログ

を集めれば用がすむ。

名称は忘れたが、段差の激しい壁面などに投射しでもピントがは

けないレーザー ビジョンな E 、新しい機材も登場している 。 そして

1  - 2年もすれば、また遠う性能の機材が開発されるであろう 。

しかしそのうちのどれであれ、劇場が保有する必然性はない 。 こ

れからの劇場には映写機fごっていらないとわたしは思う 。

最も大きな問題は、建築構造の上でも ;連常というきわめて人間的

な側 而においても、必要とされたときそれ らの機材を 受け入れる こ

とのできる柔軟性を、劇場が11111 えているかどうかなのである 。

( あぷらたに いわお 映像プロデューサ一、ディレクタ一、株式会社ヨダイ在籍)
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市民劇場の舞台設備 | 随想 1

多目的ホーノレに上演のネットワークを

小 谷 香 之 助

時代と舞台芸術

人聞の声や肉体を使って表現する各種の芸能は、人聞が保有する

芸術の中で最も古〈、また最も人間の社会生活と密按に結びついて

発展してきたということができょう 。 それを上演する場も、多くの

建築形の中でも極めて早い時期からその存在を明らかにしてきてい

る。 よく知られているように、現存する最古の劇場は紀元前 4世紀

半ばに建設されたギリシャ劇場であり、それ以来、劇場は人間の社

会生活とその中から生み出される各種の舞台芸術と ーイ本となって発

展してきている 。

したがって劇場、ホーノレを論ずる場合、そこで上演される舞台芸

術をねきにして考えること はできない。本来、 劇場い、引呼称、には

上演ffJ l 織も含まれているのである 。劇場の発達の歴史的な過程を考

えれば、そのあり方は、その劇場の存在する国、 地域における舞台

芸術の発展と密接に結びついている ことを見いだすことがで3 るだ

ろう 。

ここで、日本の舞台芸術と劇場とのかかわりを見てみよう 。主要

な伝統芸能である能、歌斜慌を見ると、能はある時期から支配階級

の保護を受けるようになったが、歌鮒支はむしろ種々の弾圧を受け

ながら民衆の中で発達し、すくやれた完成度と様式美を実現させてき

たので‘ あった。

そして明治以後、急速な近代化をめざしたわが国では、 この近代

化が舞台芸術の世界に大きな影響を与えたのである 。極めて高い完

成度1: ， Mi 特な様式美を持った歌矧支は、その完成度の高さゆえに

急速な近代化についてゆくことがで3 ず、民衆の主要な舞台芸術と

しての地位含保でなくな って しま ったのであった。一方、西欧から

の景縛を受けた新しし、舞台芸術は次第に多様な発展を遂け¥現代てや

は、各種の演劇、オペラ、ノ f レエ、 ミュージ、カノレ、 コンサー トと極

めて多様な上演活動が展開されてきている 。

西欧の場合、基本的にほとんどの劇場が上演t掛裁を持ち、劇場も

専用劇場であり、シーズンを通して一定のプログラムのもとにその

地域と密接な関係を持ちなが ら上演活動を行って いる 。 これに対し、

わが国の場合IJ. 1 : んどすべてのホーノレが上演f f J l 織を持っておらず、

またそのホーノレを本拠として活動する上演グルーフ。も極めて少ない

という状況である 。 このような特汚朱な状況はどうして生 じてきたの

であろうか。

明治以後の近代化の中にあって、時の政府は西洋音楽などの教

育 ・普及には力をいれたが、その上演の場については無関心て、あっ

た。 したがって各種の上演団体は、自前てい既存の芝居小屋とか公会

堂な どを借りて上演活動を行わざるを得なかった。その舞台も、上
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演のための設備は貧弱であり、寸法、プロポーションなども上演内

容に合致 していないものが多かったのてある 。

第二次大戦後は、文仰 ? などの助成もあって、全国に戦前と 上搬

すれば内容も充実 したホーノレが多数建設されてきているが、上演組

織とは無関係であることに変わりはなく、単なる貸しホーノレい、う

性格であ って、その内容は多目的ホーノレてある 。設置されている上

演にかかわる設備も i師伝| 生を欠いていて、いろいろな問題をかかえ

ている 。 そして地域社会との関連性についても、西欧のものに上目安

して、はるかに薄いと 言わざるを得ないものがある 。

舞台構成と劇場、多目的ホールの運用

劇場とは上i蹴説裁を含めての呼称であると前述したが、そうだと

すれば、劇場とはどのように考えられるのであろうか。 それは、そ

こで舞台作品を創造し、それを舞台で上演して観客に提供する仕事

を、シーズンを通して行っているのである 。いわ Lf" 情報の作成と伝

達を一貫 して行う大きな|育朝計云達システムてある 。 したカ f って、劇

場は舞台作品を創造する施設を持ち、また舞台は作品を退回定に表現

し観客に伝達し得る設備を備え、客席は舞台てや上演される作品を最

もよく鑑賞し得るように構成されているのである 。いわば一貫 した

方針 t 意思のもとに施設全体がつくられていると 言っ てよかろう 。

そしてまた このような施設づくりは、その出掛士会との密接な関連

をぬきにしては考えられないのである 。

わが国の多目的ホーノレの場合はどうであろうか。上演t尉裁を持た

ず、また活動の本拠とする上演グループもないとすれば、必然的に

t掛i哉的な上演活動は行われず、各種の団体が場合に応じてホーノレを

借りて活動することになり、 一貫した上演活動は全〈行われないと

言っ てよく、その設備も、上演活-動に見合ったレベ、ノレの高いものを

持ち得ないのてある 。

回り舞台一一演出によっては使えないニとも…

一時湖、各ホーノレカT競って回り舞台を備えたがったことがあった。

回り舞台そのものはわが国て考案された{憂れた転換の機構て、ある 。

しかしこれとても回り盆の直桂、 プロセニアム開口と の関係などが

適正なプロポーションで設定されて いなくてはな らない。あるホー

ノレで回り舞台を使った演出がされたとしても、その作品を他のホー

ノレて。上演しようとする場合、 そのホーノレが同程度のフ。ロポーション

の回り舞台を持っていなければ上演はできないと 言っ てよく、ただ

単に回り舞台をつけておけばよい というも のではない。最i丘はこ の

ことが理解され始めたのか、イ可で も回り舞台 を古市えたがるという傾

向はなくな ってきているようである 。

4 面舞台、 3 面舞台一一この機構を使いこなせる上演活動を…



ヨーロツノ f の劇場には 4 面舞台、 3 面舞台と 言われる舞台がある 。

これは、主舞台のほかに、主舞台と同等の大きさそ持った副舞台が

3 面または 2面をもって構成されている舞台である 。 このような舞

台は、舞台作品の多様な表現を現出しているが、それだけでなく、

シーズンを通して E のように上演活動をしてゆくかに大きな役割を

果たしているのである 。 ドイツ語圏の劇場に見られるように、シー

ズンを通して毎日、込続して異なった演目を上演してゆくような活

動をしている劇場では、この 4 面舞: 台、 3面舞台は重要な機構であ

り、このような舞台を持っていなければ、* ' f l織的な上演活動は極め

て難しく、不可能でv あると 言っ ても過言ではないであろう 。

このように、どんな舞台構成を考えるかは、その劇場の運営と密

接な関係を持っているのである 。 また、基本的に上j知週織とも深い

関係があるのである 。

ロン ドンの国立劇場

NATI ONAL  11¥EATER. 

先年来日した英国の舞台

美術家ジョン ・ベリ一氏

によれば、英国の名優ロ

ーレンス ・オリヴィエは、

演技の場をプロセニアム

の枠からねけTごしたオー

プン ・ステージを支持は

するが、客席のステージ

に対する角度は 1201.変を

限度とするといっている

とのことである。その根

拠I:t. 人間の視界の械のひ

ろがりは約120度といわ

れており、オリヴィエは

常に彼の視界の外に客席

のある ことを好まない、Illl IEI ま視界内にある 客席であれば彼は彼のifri:t主力を

もって観客を省主掘することができると考 λ ているからであるといっている。

これはたしかにひと つの 有力財閥 ｅ であろう 。 ロ ン ドン の新 い 、匡 ｉ ｉｄｾ 槻の

スリ ーサイド ・ステージの客席のひろがりは120度になっている 。(1976
i
l
o
?' 己)

( 小谷rt とllh i¥' r劇場・ 舞台を話る J P81より抜すい)

客席の術成も、そニて'の主たる上演と密接な関係をもって決められている

品丘わが国において第二国立劇場( 仮称) の着工、愛知芸術文化

センタ ーの完成 ・活動開始を契機に、 4 面舞台、 3 面舞台を計画し

ているホーノレが出てきているが、果たしてこの舞台を本当に使いこ

なせるかどうか、疑問を持たなざるを得ないものも含まれている 。

上演活動、ソフト面ね訟での高度な栂備はあり得ないい、うことを

知るべきではないだろうか。

アダプタブル・ステージ一一使いこなせる上演組織の存在が…

古来、演劇|は実験的 な要素を持っている 。舞台作品の創造 ・表 現

には、多様で常に新しし、試みがなされ続けてきており，この精神が

失われたときは、演劇という斜台芸術の死を意味するとまで言 われ

ている 。現代の複雑な社会情勢を即央して、演劇の表現も極めて多

彩であり、 実験的 な上演も行われている 。 こうした傾向を周l央して、

舞台作品の表現 ・演出に最も適合 した劇空間を設定しようという考

えから、場合に応じて舞台と客席とのあり方を変化させることので

きる i機構を組み込んだ舞台が考案されてきている 。すなわちアダプ

タブノレ ・ステージと 言われる舞台であ って、このような舞台を持っ

た劇場が第二次大戦以後、盛んに建設されてきている 。

現在では、劇場を建設する場合、何らかの形でこのアダプタブノレ

. ステー ジ劇場念持つことが極めて一般的な傾向にな ってきている

と言っても 過言ではなし、。

trJCIl Iてやは、 この種の劇場を、 一般的なプロセニアム劇場と組み合

わせてつくる事例も多く出てきている 。 この こと自体はよいことで

あるとも 言 えるが、 しかし大きな問題がある 。法政l守上演する場合、

プ ロセニアム ・ステー ジ‘ てやは、観客は、舞台と対面しプロセニアム

開口を通して一方向から舞台を見るのであって、演技空間と観客席

とは完全に分離され、観客はいわば舞台の上に表現された別の世界

を見るのである。 ところが、アタフ。タブノレ ・ステージでは、ある場

合にはスラスト ・ステージとか、アリーナ ・ステージのように、演

技空聞が観客席の中にはいり込み、イ木とな った劇空間の中に共に

存在するといった状況カ守形成されてくることになる 。 このような舞

台表現では、プロ セニ アム ・ステージの場合とは全 〈異な った表現

となり、また俳優の演技術も違った手法が要求されてくることにな

るのである 。

このことをよく考えれば、 この種の舞台を使L、こなすためには基

本的にその劇場を本拠として活動する上演グループが存在すること

が必要となってくることが理解できるだろう 。 それでなくては、か

かる舞台を有効に使い こなすことは難しいと 言わねばならない。 基

本的に言っ て、貸しホーノレでは有効に使用することはで3 ないので

ある 。

このように、どのような舞台設備を備えるかは、舞台における表

現だけでなく、その劇場手尉紘運営に密接な関係を持っているので

あって、わが国のホーノレが備えている舞台設備カ沼紛択のそれに比較

して、目的意識に欠け、腰昧なものになっているのは当然なことと

き わねばならない。残念な こと ではあるが、高度なものを備えても

有効に使いこなす ことカT難しく、この点がわが国の劇場、ホーノレの

待 っている重要な欠点と 言 わねばならない。

社会と舞台芸術

わが国のホーノレのあり方は、特手朱な状況にあるわけであり、 その

ために、持って し、る機格帯の内容 も 迦i仰を欠いているのである 。
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その主な原因は良くも悪くもわが国における舞台芸術の発展の歴史

にあると 言っても 間違いてはないであろう 。 ヨーロ ッパの劇場の多

くが各地の王侯、賞族の{呆殻を受けて活動してきた歴史的な伝統は、

現代に受け継がれ、現在では政府、 地方自治体がその運営に毎年多

額の補助金を支出し、 各地域の音楽、演劇の拠点として劇場が重要

引鵠1 ] を果たしてきていることはよく知られて L、るところであろう 。

それらの各劇場は、上演組織を内蔵して、 地域社会と密接に結びつ

きながら活動している 。

西ドイツの舞台事情

少々古いデータ ーてやはあるが、オペラ演出家 ・平尾カ哉氏がミュ

ンへンに留学 したと きのレポートによれば ( 1979年) 、当時の西 ドイ

ツでは 74の都市にお いて 85の公営の劇場( 自治体か ら補助金を受け

ている) が活動しており、その中の53の劇場が音楽部門を持ち、残

りの32の劇場が演劇劇場であり、 53の劇場のうち 8 つの劇場はオペ

ラ、ノ { vエの専門劇場であ って、あとの45の劇場がオペラ、バレ

エ、演劇を上演して いるという 。これ らの劇場が1979- 1980年のシ

ーズンを通して初日を聞けた新演' 出作品は 1，564本に のぼり、その

中には494本のオペラ、オペレツ夕、ミ ュー ジ、カノレ、 104本のノ f レ

エ、そして 967本の演劇、児童劇 が含まれて おり、オ ペラ、 オペレツ

夕、 ミュージ、カノレ、バレエ、演劇、児重誠IJ 、青少年向け演劇l、慮l陽

専属オ ーケストラ の音楽会 とい った各種公演は 31，522 回開催され、

延ぺ 17 ，385 ，016人の観客が公演を鑑賞 したと報告されている 。そし

てこれらの劇場て' ' f ill JJ いている劇場関係者は約 3万人であり、そ の半

数は、 指揮者、演出家、デザ、イ ナ一、歌手、ダンサー とい った芸術

家である 。 これ らの劇場の中には、 ミュンへン、バイエノレン州立*fx

劇場、ベルリ ン ドイツオペラと いった世界のトップをゆく劇場から、

都市 の 人口 ＵＭ Ｖ 万人 、座 席数 ＵＰＰ ｒｪｾｻ 到支の 小さな劇場も 含まれて

いる 。 それらの劇場が超一流は超一流、小は小なりに、それぞれが

上演組織を劇場規撲に沿って持ち、シーズ‘ ンを通して上演活動をし

ているのていある 。 その状況はわが国とは t ても 上i二較できな い ものが

ある 。

日本の舞台事情

わが国の場合、前述したごとく代表的な伝統芸能であった歌舞伎

は、支酒日権力からはいろ いろな抑圧を受けながら、民衆の中で育成

されてきたものであり、また、明治以後の近代社会においても、新

しい舞台芸術として登場してきた新劇は、支配権力を批判する側に

立って発展 して きたと 言ってよし これも民衆とともに存在を明確

にしてきたのであった。 したがって政府、自治体等から補助 を受け

るということとは全〈無縁であった。 その上演の場も、上j部H織と

は無関係のものがほとんど‘ て、あったと 言ってよく 、劇場、ホーノレと
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上演組織が分離した形の活動が、現在でも続いているのである 。

文化活動の拠点としての多目的のホールに

日本全国 に建てられている公共ホーノレの数はおびただしいものが

あるが、その内容は多目 的ホーノレて、あって、各種の演目に対応し得

るように考えられているとは し、つでも、実際は、それぞれの演目に

対してはすべてに中途半端なものであったのである 。動 丘にな って、

ようやく公共ホーノレ建設に当たって劇場、舞台関係者の意見を聞く

ことも少しずつではあるが出て きて いる 。 また完成後の運営につ い

ても、芸術監皆、音楽監督、 j期主IJ 1 l l i : ' 皆を置くことがわずかでやはある

が出始めており、本来の姿に一歩封Eづき始めたと 言ってよかろ う。

ホーノレの規J莫lこついてもやたら に大きなも のではなく、内容を考え

たものが出現して きたとは し、え、そ の数はまだ極めて少なく、大 き

なものをつくりたがる傾向はまだまだ琉いているのが実情であろう 。

上演活動については、ごく 一部に専属の上演グループをつくった

ところもあるが、大部分は、ホーノレの自主企画による公演が次第に

増加してきているといったと ころであろう 。 これに必要な費用 につ

いても、年聞きちんとした予算ぞ取って運営に当たるといったこと

が定着してくることが必要なのである 。

少しずつでも前向 きな進展を期待 したし、。

上演のブデ法についても、専属の上演手掛裁を持つことがすべて最良

といったことではなく、その園、地域の実情に合った方法があるは

ずである 。今までのよ うに全部カ可首り物であり、 ，':1:' ，来たものを買っ

てきて上演するとし、った こt では これ以上の発展、質の向上は望め

ないのであって、その地域 l二十艮をはった活動を見つけ出してゆくこ

とが必要だ。例えば、そ の地域、者11市で活動している上演グループ

と組んて"fff [ 織的な上演プログラムをつくってゆくとか、 もう少し広

域の者IlrJi、IIITを対象として公演活動のオ、ットワークを組んで、ゆくと

か、ホーノレ と上演グノレープとの連燐を密に した活動を展開 してゆく

ことが犬 切なのである 。 そうする ことによって始めて、各ホールと

地域と の関係が密接になり 、ホールに備えるべき各種の機将人 設 備

も進国雀さを増 して くると 言 えるのではなかろうか。

各省11市どうし、また地域どうしがお互いに交流しながら文化圏を

形成 して ゆく ことによ って、各地の文化活動が盛んに なり、その活

動の拠点として各ホールがその存在を確立してゆくことが必要であ

ろう 。 そうなって始めて、各地のホーノレが、 地旬丸社会と結びつ いた

本来の姿を獲得する ことがで3 るものと考えるのである 。
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歴史の流れiこ沿った大劇場とは?

河 内 厚 郎

文化の基層の違い

専門劇場や特殊な舞台機構を駆使する劇場を省き、常設席が

1，000- 1 ，500席あるような、多少ハイレベノレな多目的ホーノレの空間

にしぼって論じてくれ、とのことである 。実 を言 うと、こういう注

文がいちばん難しい。用途別の専門劇場を論じるほうがはるかに楽

である 。 しかし、町に一つ しかホールを建てられないとすれば、そ

こで各手重のセレモニー とかもやらざるを得ないとするなら、どうし

ても、やや大きめの多目的ホーノレにせざるを得ないのだろう 。

各地にホーノレの新設が続〈 。何にでも応用を利かそうとする「多

目的ホーノレJ は結局「無目的ホーノレ」にな ってしまうと十旨摘される

ようになりはず第一に、演劇 t 音楽は同じホーノレになじまなし、) 、

用途をある程度しぼりこんだホールをつくろうと、自治体の文化担

当者は頭含めくやらし始めた。 その場合なぜかオペラが|童れの対象と

なりやすい。にれは、自治体の視察団カ租沫諸国へ出かけて、向こ

うの立派なオペラ劇場にいたく感激してしまうのが一因のようだ。

しかし忘れても らっては困る ことは、そこで上演して いる のが、西

洋人が西洋の言葉で演じるオペラだということである)

総工費630億円をかけて名古屋市に建設された愛知芸術文化セン

ターは、 itll_ヒ12階、地下 5階の延べ11万 m
2

，。 目玉となるのは愛知芸

術劇場と呼ばれる大ホーノレで、 3面舞台を持つ、 日本初の本絡のオ

ペラハウスというふれこみである 。 こけ ら落としにはドイツのバイ

エノレン国立寄幻剥場を招き 、サパリッシュの指揮て、R ・シュトラウス

の 『影のな い女J ｾ上演 。 演出は市川猿之助、舞台 美 術は朝倉時が

担当し、マスコミも華々しく幸臥草した。 しかし、 S 席 4万円という

囲内最高額にもかかわらず、他に上演されたオペラを含めても入場

料収入だけでは採算がとれず、愛知県が約 3億円を負祖したという 。

名古屋は自前のソフトに恵まれないところだし、おまけにハー ドの

維持だけでも膨大な経費がかかる建物なので、今後の運営には頭を

愛知芸術文化センターのコンサートホール

痛めそうである 。すでにオペラハウスらしからぬプログラムも入っ

ていると聞く 。実際ここに限らず、せっかくオペラ劇場をつくって

も、やるものがない、使いこなせない、 というケースがやたら目に

つ い ま だ 愛 知 芸術劇場の場合、全部 コンピューターで勤〈仕掛け

なのてや、コンピュータに入っていることしかで、きな い、 ということ

にもなる 。 しかも操{ 乍に熟.*JUするには11寺聞がかかるよう fご。そ うま

でして日本人がオペラなるものを上演する必要が本当にあるのだろ

うか。

それはともかく、面子のかかったこけら落としは、金をかけさえ

すれば何とかなる 。問題は、 翌月から何を上演するかであろう 。い

つも 外国から高仰iな“ 本物" 計l乎ぶわりにはいかない。せっかく巨

費を投じて建設 した自慢のオ ペラ ハウスの機能を活力、しつづけたい

と思うなら、やはり日本人のオ ペラを上演 していかなければならな

い。 しかし日本で上演されている日本人のオペラが、果たして市民

権を得ていると 言 えるだろうか。答えは「否」だと思う 。第一、何

守歌っているのかろくに聞きとれないことも少なくなし 、。 日本語が

もともと洋楽にのって歌えるようには成熟してこなかったのだから、

これは 当然かもしれない。本来、日本語は四拍子でしか歌えない言

語であり、西洋の三拍子の リズムとは根本的に相容れない、と多く

の専門家カ苛旨摘している。

平成 Ｒ 年 ＱＲ 月に大阪能楽 会館て Ｂ Ｑｾ ￱ されたフォ ー ラム 「 能は現代病

の妙薬」から、大阪芸大講 師 ( 当時は大阪大学産期特研知庁助手)

の中山一郎氏の言をヲ |し、てみよう 。氏は音 と環境の問題、音と 言

葉の問題を専門に研究している 。

「西洋には讃美歌というものがあります。 その元はおそらくグレ

ゴリア ン聖歌といわれる 10世紀以前のものですが、その声の出し方

というのは、能とは対極的に、天上へ限りなく上がっていくのです。

ヴィブラー卜という 声の揺れを抑え、非常に澄んだ、あのウィ ーン

少年合唱団の大人版と考えたらいいでしょう 。天へ昇っていくとい

う発想が強い。教会堂は天井が高いですから、響いた声が上へ上へ

と昇っていく 。 それを能率よく発声させて響かせる 。 自然 t 共にと

いうよりむしろ建物と共に発達したというのが、西洋のベソレカン 卜

の発声ではないでしょうか。 そこへイタリアならイタリアの、 ドイ

ツならドイツの言葉の発声法 というのがあみだされてきたわけです

けれども、それが日本へ突然、明治期に入ってきた。歌ぃ方と 音楽

の形態だけが入ってやそ こへい きなり日本語がついてしまった。そ

れが非常に不幸な結果を招 L、たわけです。 日本の伝統音楽は残念な

がら明治には採り入れられなカ当ったわけですけど、文化の成り立ち

がどうも西洋と日本とでは根本的に違う 。 どうやら文化の基層みた

いなところに行き 着 〈問題ですよねJ
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「たとえば[ 楓色づく山の朝は] い、うフレーズ、を西洋の人たち

に五線紙を与えて歌ってもらうと、[ かえてトろづくやまのあき ]。

ローマ字そのままになる。[ か] は K Aである 。 [で] はD E てある 。

子音がパッノ f ツノ f ッパッと極めて短〈 出てま いり ますね。お謡の方

は本当に子音が長いJ rですから[ か] と出るんじゃなくて( もちろ

ん出る場合もありますが) 邦楽の方はごく当たり前に [< あ - ] と出

てくる 。 もっと面白いのは [やまの] が [， やまの] となる 。[ いろづ

く] の [ ろ] というのが例外なく [ いうーろ] とお出しになる 。[ ろ]

っていうのが天へすうっと昇っていくようではなく、どちらかい、

えば地を這っていく、大地 と会話をするという感 t( こ私は受け取っ

ていますJ r演歌の司大い方なんて邦楽の歌い方そのものといってい

いかと思います。たとえば 〔楓色づく〕で申しますと〔かええ ーで

( あげる) ええ 一 ( さげる) 色づく〕といろいろ上げたり下げたり

しますが、演歌もそうですね。都はるみでも森進ーでも、聞いてい

ますと邦楽そのものですJ

「声はいかに出すかといえば、たとえば横隔膜を云々 L そうい

うこと は一緒なんて。しょうが、西洋のオペラというのは良い声をい

かに聞かすかが第一義的なんです。 ちょ っ と音カヨ下がったとか上が

ったとか、その一言て耳大手生命は失われるわけですね。 そんなこ t

は日本ではない。ー音上がるのに、ワアーといつのまにか流れてい

しそういう暖昧さカ朝二される j 。

「あいまいさJ を許容できる空聞か求められているが…

たし: かに 「あいまいさ J は日本文化の大きな特色であろう 。 この

「あいまいさ J を許容できる空聞をつくることが、まず肝要である。

よ17いなハー ドをつめこみすぎて困っているケースは、 「ハイテクの

見本市J と言われる東京芸術劇場をはじめ、もう 山ほどめる 。

「あいま いさJ は、わが国の建築物にもたぶんに見受けられる 。

日本の旧来の建物の 「あいまいさ j は、生活者の立ち居振る舞いや、

さらには芝居の内容にまで景縄iをおよぼしたが、現代の近代建築物

がその「アンチ ・あいまいさ J ( 密閉性) ゆえに、旧来のソフト( 文

楽、歌舞伎な E の伝統芸能) を受け入れる際、どのような苦労をさ

せられているのか、国立文楽劇場に勤務し、今は劇団四季企画部に

所属する八木延佳氏の文章からヲ |いてみよう 。

「文楽人形の首が割れる、 三味線の皮カ苛皮れる、太夫の声がはじ

ける・ 一、近代建築の粋を集めた最先端の国立文楽劇場では、これ

らの防衛策として、人の手で 『あいまいさ 』に代わる工夫をしてい

る。

首が割れるのは急激な車包桑のためである 。 とくに冬、スト ーブの

ような部分暖房ではなく空調設備による全附暖房のため、外気に合
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わせて徐々に湿度が変わらない。首には接着剤として水分や空気を

通して呼吸する 『にかわj を使っているように、とても敏感な工芸

品である 。人形を整理している床山部屋では湿度を保つために加湿

器て調節する。

三味線の皮カ被れやすいのは大阪よりも東京で、それも 2 月頃。

関東の冬は関西よりも草色燥しやすしさらに国立劇場の空調のため

楽屋て破れてしまうことがある 。 また皮だけではなく調子( 音手目

も狂ってしまう 。楽屋で音 を合わせても、いざ床( 舞台) に出て弾

いてみると違う音になっているのだ。 これは楽屋と客席の温度の差

が大きく、糸( 弦) が急に伸びて しまうためで、 6 月の梅雨時にな

ると人の少ない楽屋と水気を吸い込んだ人の多い客席とでは10度

〈ーらいの差が出来てしまう 。 これを防くやために楽屋の湿度を客席に

合わせている 。

太夫の声については、劇場という範囲内でどれだけザ ・シンフォ

ニーホールやサントリ ーホールに近づけるかという問題がある 。音

がはねかえってくるとはじけたように聞こえ、拡散すると割れてし

まう 。理想を言えばすう ー と内から外へ抜けるのがよい。実際は無

理なので客席には前の左右に空気逃がしをつくり、壁面にはアルミ

の吸音板を張ってある 。 これはアルミの組織を コルクのようにスカ

スカにしたもので、その中に音を入れて しまおうというわけだ。 ま

た客の着ている衣服が音を吸収する効果も大きく、客の入りが悪い

とき若くて戸の出る太夫を後ろの席で聞いていると声がはじけてし

まってし、る 。昔の劇場のように資材を木にしてみれば少しはましな

のだろうが、オ寸反を壁面に張りつけると必ずい、ってよいほど‘ 反っ

てくる 。 それは全体空調のなせる技で、事実花道の板が反ってきて

隙間カf 10cmほど生じ、張り替えたこともあった。

『あいまい 討 を排除していった近代建築は、 『あいまいさ 』が持

っていた自然調節機能まで耳兄り払ってしまった。 それを人の手でこ

まめに補ってゆくこ t はできるが、それは小さなスペース( 事務所

な/::. ) だけで可能なことであり 、劇場のように 700から 800名を収容

する大きなスペースでは不可能に近い。 このことをいちばん敏感に

受け取っているのは演者かもしれない。江戸時代の芝居小屋の様式

を残す金丸座で歌舞伎公演があったり、同じく内子座て、文楽をやっ

たり、灘の酒蔵で素j和即興の会があったりと、 旧建築てゆ演者主導

の伝統芸能の公演が盛んで、ある 。 とくに金丸座で‘ は電気を使わず、

ろうそくを舞台に並ぺ、回り舞台やスッポンも入力て、、行った。客室

には青年団の人たちが屋根にのぼり天窓を聞けていったという j

(rC EL]  12号 建 築 と 芝 居 の 「あいまいさ J)

中山一郎氏も先述のフォーラムで こう言っている 。「ホーノレ能に

とE まらず、 もともとある空間で行われていたものを違った空間で



行うときには、よほどの吟l床がし、ると思います。地l唄の方にお聞き

しましたら、 もともとお国E男女程度のところでおやりになっていたの

が、いきなり西洋音楽もやるようなホーノレで、反: 射板もつけてやると、

音の響きはもちろん違ってくる。お三味線のようにパツノ{ ' / と揺弦

するものは凡そ違和感がありますし、それによって声自体も変える

とおっしゃいますね。テンポも変えなきゃいかん。手そのもの、演

奏そのものを変える ことになる 。極端に言いますと楽譜さえも変え

ると 。お客さんにたくさん観てもらうにはそういう手段しかないの

かもしれませんけど、残念だと思いますJ。

オペラと演歌と歌舞伎

日本の劇場空間 t 西洋の劇場空間との遠いは、そのまま伝統的な

ソフトの違いに直結している 。言 い換えれば、ソフトの違いは建築

の違いから生じているのだ。 そうした要因が互いに絡み合って日本

も西洋も固有の舞台芸術を育ててきたのだから、手IJ 製オペラという

もののアイデンティティ自体を疑ってみる必要があるのではなかろ

うか。 しかもオペラには芝居の要素も加わってくるのだから、日本

人が西洋の風俗て演じるオ ペラとなれば、 これは珍妙な印象をぬぐ

えな L、。

歴史をふりかえれば、西洋のグランドオペラが成立するにも、長

い時間カTかかったのである 。中世の民謡や大衆歌認の蓄積の上に、

教会音楽等によって体系化されたメソッドが加わり、さらにそこへ

19 " ↑ 止紀以来の舞台美術などさまざまなソフトカ切口わって、現在みる

ような壮麗なオペラの形に集大成された。ちょうど日本人が191止紀

の西洋音楽に接したのはこの完成時であり、その威力は圧倒的であ

った。明治以来の西洋崇拝の風潮もあり、当時の日本人がこれを絶

対的な様式fごと思い込んで、しまったのも無理はない。そしていまだ

に音楽と 言 えばオペラやシンフォニーを迷想してしまうほ E 、洋楽

の威力に圧倒されつづけて今に至っている 。

しかし、いざカネを払うとなれば人聞は正直なもので、先組から

引きついだ体質を中断色ていきなし、。オペラを上演するようにつくられ

たホーノレて二実際には演歌ショーが上演されることも多い。「あれ

ほど最初にグレードを落としてはいけないと 忠告しておいたのにJ

t オペラ関係者は怒るが、北島三郎や者11はるみならなぜ客がたくさ

ん入るのか、突きつめて考えてみる必要があるのではなかろうか。

そもそも議論が始めから間違っていた。 日本にも西洋のオペラに

、" たるものがある 。すなわち歌舞阿支である 。歌、舞踊、芝居がi軍然

となった、わが国の代表的な音楽劇は歌科伎であり、しかも歌鉾伎

は今、ウケに入って L、る 。江戸時代の道頓堀の芝居小屋の様式を今

に伝える、四国こんぴらの金丸座の大歌手! 計支など、一般人にはチケ

ットがろくに手に入らない有様だ。 それに刺激されたのか、全匡|い

たるところで、昔の芝居小屋を復興する重)J きが続々と起こってきた。

むやみに新しいホーノレをつくるより、既存のハードの再活用を考え

抜いたほうが賢明だと考える人々がふえつつある 。オペラ t 違って、

歌舞イ支は日本人にとってすべてが自前のソフトであり、 しかもそれ

が今も商業的に成り立つものとして健在なのである。実際、歌舞何支

の需要はふえる 一方で、地方の市民会館でも歌舞P伎を H乎びたくて躍

ｪ ｾ にな っ ている 。

そうは言っ ても、 音楽に限れば、 ドレミファが円本人の耳に馴染

んてしまったのは苦手 笑 である 。 ｾ ｦｘｾＱ 支 の好きな私にしてからが、 コ

ンサー卜に行くな ら邦楽よりも洋楽を選ぶ。 これは明治以来の西洋

偏重の音楽教育のせいもあろうが、まがりなりにも日本人が近代以

降、 *fx謡曲やフオークソング、ニューミュージックなど、! 司本人の

貯性に沿うポピュラー音楽を詰IJ りつづけてきた努力を見逃せなし、。

そうした自IJイ乍活動には、中村八大ゃいずみたく、服部良ー など、西

洋クラシック音楽の教育を受けた作曲家が数多く参加してきた。

知子氏なことを言 うようだが、ひとつ北島三郎のような国民的大衆

歌手ぞオペラに参加させてはどうか、と私は提案してみたい。あれ

ほどの歌い手を演歌の領域だけに閉じこめておくのは、あまりにも

ったいない。昨年の紅白歌合戦でトリをつ t めた北島三郎は、東京

シティ合唱団をパックに 「帰ろかな」を絶唱してスケーノレの大きな

芸絡を見せつけたが、あの重量感あふれる歌声 こそ円本の風土に根

ざしたオペラを生み出すにふさわしい「地声」の要素をそなえてい

る。 これもやはり国民歌手の一人い、 ってよい三j皮革師走なら、 ijil' l夫

で明るいミュージカノレが向いているだろうし、新派悲劇の「焔系図J

や「金色夜叉j をオペレ ツタに仕立てるなら、ヒロインには島倉千

代子が最盛任だ。一度、団体客の押しょせる商業劇場の歌手芝居を

ご覧になればわかるが、決してお粗末なものではなし、。少なくとも

日本人の演じるモーツアルトやベノレディのオペラよりはましだ。

能舞台から芝居小屋への進化

話が先走ってしまった。 ここでわれわれ自身の歴史をふりかえ っ

てみよう 。永禄年間( 1558- 1570 ) にす必陥路て三 味線が中国から

伝わり、日本人の音の世界に革命をもたらした。 それは円本語に音

階を導入して、現泊ーに伝わる近世の邦楽の基礎ぞつくった。 そして

l  世紀余の好余曲折を経て、元禄の世に竹本義太夫い、う大音楽家

州 飽; し1:: 削節肉の動域節によ って、奇妙阪や文楽い、 った 「楽

慮IJJ の基が築かれたのである 。 もちろんそこには近松門左衛門とい

う大劇詩人の存在も大きくものを言っ た。i判fW肉はもともと平家語

りから出て、 もっぱら 中世の説話や人々に馴染み深い軍記などを、

77 



琵琶法師や田舎の座頭たちが諸国を語って歩いた。最初のうちは琵

琶や扇拍子を伴奏として演じられたが、近世の初頭、ょうやく日本

の風土に馴染んだ三味線と結びつき、元禄期に京阪の都会に根をお

ろして、新しい音曲としての性絡を持つようになったのである 。 こ

うして日本語が三味線いづ舶来楽器を取り込んで再生するのに、

l  世紀あまりの歳月がかカ 3 ったわけであるから、西洋音楽という舶

来文化の受容に百年近くもたもたしているとしてふさして不思議

なことではない。

ここで砲、が佑巴したい課題は、近世初頭すなわち 17世紀に、能舞

台カ育伏舞伎劇場に進化してし、った過程を思 L、出すことが、今後の多

目的ホーノレ建設に重要な示唆を与えてくるのではないかということ

なのだ。歌舞伎を始めた出雲の阿国は、すでにスタイノレとして完成

していた能舞台を踏襲した。やがて舞台( 能舞台) の両側に桟敷が

常設されるようになり、小屋の入口上部に櫓がそなえつけられた。

竹本義太夫や近松門左衛門が活躍した元禄頃になると、それまで客

が役者に花を渡すため設けられていた竹棚州E道へと進化し、橋掛

かりでのj期支がしだいに花道へと移ってし、〈 。舞台も能舞台から 4

本の柱がなくなって、破風造りの屋根は後退し、橋掛かりも舞台の

前まで拡大される 。 これが、中世の能舞台が近世の芝居小屋へと進

化してい ったプロセスである 。近一世の邦楽の成熟と共に成立した歌

舞妓劇場の発達生成史である 。

もし歌舞伎が音楽劇へ進化していたら・. .

それなら今度は、 もしこの近世の歌舞伎が少しずつ洋楽を l吸収し

て、新しい近代の音楽劇へ進化してい ったと仮定してみよう 。果た

してどんな劇場校式が求め られたであろうか。 日本人の歴史に根ざ

したオペラやミュージ、カノレが生まれてくる空間とはどんなものか。

そこをつきつめて考えていくことにより、これからの多目的ホーノレ

の最大公約数的な姿がほの見えてくるのてやはなかろうか。たとえば、

花道や回り舞台ぞ活用したオペラの演出法が考案できないはずはな

い。現にミラノスカラ座の号 |っ越し現託子てや回り郷台が効果を奏した

19IJ がある 。

日本人の劇場建築でとりわけ注目したい のは、 「回り舞台」であ

る。宝暦 8 年 (1758) 、演出家兼狂言作者として名高い並木正三が、

大坂角の芝居( のちの道頓堀 ・角座) てや初めて使用したとされる 。

ほかにも歌舞伎や文楽で用いられる、迫り( 舞台床を切って奈落か

ら人や大道具を上下する) 、がん E う返し( 大道具が崩れ落ちる) 、引

枠( 大事に人や物を乗せて移動させる) などの舞台装置は当時、工

芸の中心地だった大坂で徹底的に工夫された。 こうした江戸時代の

日本人が開発した偉大な ソフ トの数々を思うなら、われわれは日本
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人の肉体やス タイルに沿ったオペラの仕掛けを、も っ とも っ t 工夫

すぺ言である 。西洋で生まれた，馬蹄型のオペラハウスをそのままも

ってくるというので1立、あまりに能カf ない。やはりオペラとい って

も演じるのが日本人であり日本語であるとするなら、日本の芸能が

たどってきた道をな F りつつ、新しいソフトを蓄積していくべきで

あろう 。

もっとも、いくら回り舞台が効果的だからとい って、巨l りさえす

ればよいというもので1まなし、。サンシャイン劇場には、舞台の上に

小さな回り舞台が並んでし、るが、これははとんど使われていない。

奇問削支でも、従来の回り舞台の外側に、同心円でもうひとつの回り

舞台を設ける「蛇の目巨|し」が発明されたが、 これも珍しが られた

のは最初だけで、あまり使われなくなってしまった。だから結局、

回り舞台は直在の大きいのが一つあればし、い、 ということになる 。

( シアターアッフ。ノレて‘ は、回り舞台の上を三つ にイ士切り、たくさん

の場而が回り舞台によって現れる方法を用いて成功した例がある。

2 月に大阪 ・茶屋町の飛天で上演された 「シラノ j でも舞台を回す

演出カ望見れたが、不自然な印象は受けなカ、った)

能や歌針何支、京劇をはじめ、日本および東洋の伝統芸能のほとん

どすべては、演劇 ・音楽 ・鉱踏などの諸要素が分かちがたく接合し

た総合芸術であり、それは「楽藤IJJ と呼んでいいだろう 。「楽劇j と

はー吻生に R ・ワーグナーの創始したオペラの形式をさすが、 1904年

( 明治37年) に坪内遭遇が新しい日本の楽劇をめざした著書に 『新

楽劇論』と名づけた例がある 。J横道高里雄氏は、著書: : r能慮IJ の研究』

(1986年 9 月) て芸 能の総合的 ・立体的研究の必要性を強調 してい

る。「芸能研究の現状はあまりにもばらばらである 。 それぞれが狭

い専門分野に閉じこも って交流がない。能研究者は歌舞阿支を知らず、

歌舞イ支研究者は人形j害時軒高を知らない。音楽研究者は目をつぶって

音のみを追い、文献的研究者は舞台そっちのけで書物をめくる。 こ

れで本当の研究ができるのだろうか。芸能の研究者のひとりとして、

わたくしはいまそのこI とにi奈〈思いをめくやらしている j 。

これと思いを同じくする杭儲足、能、狂言、歌知計支、文楽、組踊、

日本舞踊、邦楽、民族芸能など諸方面の研究 ・ilJ lJ作 ・奏演 ・評論等

に携わる専門家が集まり、 4 月11日に 「楽劇学会J が創設された。

ここに洋楽関係者が合流していくのかどうか、さらに建築家も加わ

って いくのかどうかが注目される。

また日本独自の「問J を研究する「日本リズム協会」も昨年 4 月

に発足した。設立発起人には、西洋や日本音楽の作曲家、演奏家、

音楽教育家はもちろん、言葉のリズムの主児点から日本語研究者、ア

ナウンサ一、さらに舞踊家まで広い人々が集ま っている 。 こうした

研究から、西洋音楽も取り込みながら日本特有の「あいまいさ J を



許容する新い、劇場建築の様式が模索されてくるであろう 。

建築家に望むこと

最近は、ろくに芝居も知らず自分の趣味を優先させがちな建築家

への風当たりが強くなり、建築家の{)[ IJ も聞き直って、 「問題は建築

よりも、ソフトが育っていない日本の状況にある J ! : 反論を開始し

ているが、 この言い分は間違っている 。 ソフ トは十分あるのだ。 ア

ートではなく 芸能の方にソフ トの担があるのだと気がつけば、おの

ずと道はひらけてくる 。本当は東京だって i寅j主IJて、食ぺている泊康IJ 人

なんて、歌 ｾｦ 伎役者を除げば、ほんの数えるくらいしかいない 。 は

t んどのj寅彦IJ 人は「芸能人j として食べているのが実態なのである 。

建築家は劇場をつくるとき、自分の好みに合う演劇を想定しない

でほしし、。大衆が親しんできた芸能の I:j- I にいろんなヒン トが隠され

てし、ることに、早〈気つずいてもらいたい。松竹や東宝の商勤主IJ 場て。

上演されている芝居含よく観て、 1 ヵ月も公演をつづける こと ので

きる、長持ちするソフトがどんなものであるかを観察してほしい。

「創造」はそれから先の話である 。片寄った傾向の演劇を想定して

ホーノレを建ててしまう t 、そのハードにふさわしいソフトが育って

くるのに時間がカ 3 カ3 って、市民に迷惑をかける例はノレナホーノレを引

くまで。もない。 ( もっとも程、にフ。ロデ、ユースさせてくれるというな

ら、ノレナホーノレを使いこなせる自信はある 。試しに昨年 6 月に「小

槌業平j という舞踊劇をノレナホーノレてや企画したが、好評であった)

最後に、多目的ホーノレを建てるに際しての最低条件を列挙してみ

る。 まず舞台に袖がないのは困る 。H宇年 7 月に茶屋IIITのギャラクシ

ーホーノレで、「西鶴フェステイノひけ をフ。ロデユ ースした際、いちば

ん困ったのは舞台にキ曲がないことて二 そのため出i寅者1 こ{ 也のフロア

ーで待機しても らった。 それから何より困るのは、大道具を舞台に

搬入するのに苦労する劇場だ。 これが実に多 L、。搬入口カf小さいど

ころか、搬入口のないケースさえある 。 ロビーや奈落へ運び入れて

から、舞台へ移さなければならないことも多し、。 その点、昨年 9 月

に近松ニューウェーフ、、シアター 「匡|性爺合戦J を111IJ 作した尼崎のピ

ッコロシアターは、たいへん使いやすカもった。大道具を運ぶトラッ

クが舞古のすぐ傍に乗りつける ことができた。

それから、舞台は余計な装置がないほうが使いやすい。 どんな場

而設定でも持ち込めるように、奥行訂以来〈、タッパは高いほうが

良い。ノ f トンも多ければ多いほうば良い。それから、なるべく舞台

と楽屋は同じフロアーが望ましし、。重い衣装を身につけて階段を上

り下りするのは大変だ。

最後に、妹尾河童氏の「河童が語る舞台装おもてJ から引用して

おこう 。

!配

オーケストラビ ットのある明治座( 2 階)

( 設計政修/大槻徹 ・星島公平 ・武佑次郎、基本設計/ 竹中工務府)

「全国の地方治自体が建てる劇場が、なぜオーケストラ ・ボ、ツク

スを持つプロセニアム劇場を目指すのか、 という理由1;): 、多目的に

使える劇場をつくっておいた方カf いいと考えるからである 。 という

のは、オペラやバレエが上j寅できるという ことは、そ の仙のジャン

ノレの演劇やミュージ‘ カノレも上演が可能と考えてし、いからである 。 オ

ペラは、舞台作品の中で、最も多くの要素が集ま ったものであるか

らだ。がしかし、そのためには、細切日本の劇場と大きく述った

要素が加味されなければな らな L、。

まず、芝居だけなら必要のないオ ーケス トラ ・ボックスを始め、

日本古来の芝居を上演するときには必要とされなかった舞台の「おき

ゃ奥行きが十分なければならないし、そこに飾られた舞台装置を転

換するために、左右のスペースカ灘保されていることが望ましし、。

それに加えて、舞台の上の粂件だけではなく、楽屋の問題などが

ある 。出演者を収容て3 る部屋の広さしさらにそれらの位置など

がおろそかにできない。

地方の劇場で、オーケス トラ・ボ、ツクスをつくったのはし、いが、

小きす ぎて、オ ーケストラ のメンノ f ーが入りきらず、ボ、ツクスから

はみ出して、両{WJの花道の上に並Lf ぎ、るをえない所がある 。 どうし

てそんなばかげたことがおこったのかと疑問を持った。 それは、東

京の劇場のオ ーケストラ・ボ ックスの形を具似たのはし、 L、が、 JIヲは

そのままで、スペースを縮小したからだという 。 その建築家1;): 、ス

タンダー ドなオペラのオ ーケストラが何人で; 構成されているのかな

ど考えずに、形だけを真似してつくったのである 。人聞を縮小する

わけにはいかないので、入りきらないメンバーがはみ出すのは当然

て。ある。

そんな劇場て1ま、たいていオーケス トラの楽員の十圭え室もなく 、

廊下が楽屋に充てられている J

歌乱利支の1策式から出発して洋楽のソフトをも取り込んだ、 FI本式

多目的ホーノレの→列として、 3 月に再開場した明治座を見学する こ

とをお勧めしたし、。新橋演舞場も同様の性格を持っているが、歌舞

伎劇場特有の大臣囲が両サイドにあるので二様式のセットがたたな

いようである。それでも劇団凹季はミュージ、カノレに L、ち I! 、んつ カ3 い

やすい劇場だと新橋演舞場のことを賞めているのである 。

( かわうち あつろう 品;iMI プロテJ . ーサー、大阪市舞台去術センターt聞 記1 ¥ 

ひょうごアジア ・太平rMJi 劇祭総合プロデューサ一、近怯11<1際副ilU11祭企 Ilhi1H1)
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平成4年度

建築科優秀卒業生表彰

日本建築協会では、 昭和27年 よ り全国の工業高等専門学オ変、高等学

校、 専修等技建築科の優秀卒業生に対 し、学校の推せんにより、木会会

長の表彰状 を授与しているが、本年 3 月卒業生のうち、 209校の235名を

表彰した。なお、卒業式への出席イ静頁のあった学校へは、最寄りの木会

会員が、木会をf恒隻 して出席した。本年、出席願った方は、次のとお り

です。

工業高等専門学校 ( 8 校 B 名)

釧路工業高等専門学校

石川工業高等専門学校

明石工業高等専門学校

米子工業高等専門学校

呉工業高等" ' 1 - 1"1学校

徳山工業高等専門学校

八代工業高符1 9 - 1"1学校

1: 11域工業問符専1"1学校

谷 口 和l久 お

山 本 早 苗 若

山本 直 実，lJ

奥苦J! 綾 子 右

赤 木 美 紀 お

橋 本 か お り 若

松 勾 岡I1嗣君

中 山 1押さF君

高等学校 (182校 187名)

処川 t 業問符2戸枝 1::( 古 陽 子 ぉ

地川実業高等学校 辻 政 志 羽

小怖工業高等学校 長 名 秀和 .1:1'

同 ( 定時制) 堀 治彦; j J

41?広工業高等学校 添 岡 兵 美 お

釧路工業高等学校 木 村 光 男 ; { I-

札械工業向等学校 宮 崎 浩 一 お

同 ( 定時制) 丹波美佳: t ，t -

苫小牧工業高等学校 立崎幸絡1 : 1 "

同 { 定時制) 日浦克哲: 1 -1

名寄工業向等学校 高 橋 容 究 者

函館工業同等学校 凹! 束 手11枯fぉ

同 ( 定時制) 安 岡 辰 夫 君

;制l工業高等学校 長 内 直l i H君

官{市J工業if ，' j等学校 梅 木 友 幸 ; g -

光星学院野辺地工業高等己佐枝 問 中 幹 人 ｾｓ

大船渡工業高等学校 村 上 浩 次 お

久慈工業高等学校 前 森 1'1

'

- お

盛岡工業向等学校 中十:t ｴ ｴ ｾ 時 ｾｬ

秋田工業高等学校 1: t 藤手n可 子 ぉ

能代工業高等学校 中 山｛ｾ智哉君

米沢工業高等学校 j由井 敏 和 君

会f I ! 工業日等学校 高 知| 正l i H右

側山北工業高等学校 卒 町 f t史 お

日本大学東北高等学校 遠 藤 浩 右

大宮工業高等学校 木 キ す 直 結t右

土浦工業高等学校 日 町 ・ 純 子.n

守二1: 11' 1' ; ; " 工業高等学校 小 磯 Ｎｦｴ ｾ彦君

其問l工業高等学校 波退官1 j ( 美お

足利学問高等学校 深 津 信 一 右

間 関 口 純 一 右

足利工業大学附属高等学校 佑: 竹 岡収3

桐生工業高等学校 湯滞i 勝. 1l

同 利 回 桂 ー お

館林商工高等学校 篠木英明. 1 l

ｪＢＨｾ崎工業 ｾＺＺｪ 等学校 小 t* 由 美 お

同 ( 定時制} 三 原 久 お

長野原高等学校 滝 沢 め ぐ み お

藤岡工業高等学校 冬 木 千 春 お

川起工業高等学校 樺 沢 初j 右

越生出ｾ ［学 校 {左野 r6瓜Eお

市川工業高等学校 田 中 百 合 子 ぉ

Ｚｬｊｾ田工業高等学校 {白井 勝 仁 諸

問無工業同等学校 花 形 健 吾 右

関東第一高等学校 星 野 正衛 ; s

昭和第一学問高等学校 小 林 竜 二 お

日;本工葉大学附属東京工業高等学校 小 池 良 幸 右

小間! 点峨北工業高等学校 近 藤 祐 一 お

神奈川工業ｾ， Ｚｪ 等学校 皆藤麻紀子: t t
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- 大牟田高等学校 佐藤良平氏 (v糊公村正Jl I附悦姉吉岡; 民庖長)

- 九州産業大学附属九州産業高等学校

四元俊男氏(附安井建築設言惇l>; 務 所j し'l +l 事務所長)

. : t 反出工業高等学校 藤野錨造氏( 附ii ;!I /ド工務応四国支庖長 )

柳 jl 工業高等学校

お

お

お

お

お

お

お

お

お

お

お

必

お

お

お

必

お

お

お

お

お

嗣

也

幸

吾

克

広

宏

博

充

浩

子

隆

一

彦

人

昭

一

也

川

司

法

成

和

信

啓

忠

康

口

田

義

孝

度

優

洋

澗

域

政

義

雅

徐

立

考

森

谷

本

爪

治

浦

畑

本

日

浦

班

脚

本

野

竹

村

岡

田

閏

永

永

田

湧

板

橋

宇

山

大

相

坂

松

加

宮

林

上

小

木

西

保

山

西

大

吉

校学

校

等

学

高

校

校

校

校

得

業

学

学

学

学

校

枝

市

工

特

等

等

等

学

学

業

二

高

山

市

高

等

等

工

第

葉

集

業

葉

市

高

山

山

工

夫

工

実

野

直

歌

歌

戸

野

術

開

古

新

和

利

神

的

叫

東

口

お

お

お

お

お

お

お

お

雄

子

一

勝

士

史

幸

樹

悦

洋

・
文

雄

宏

俊

足

屋

川

中

谷

内

坂

横

大

小

川

額

木

保

林

e

o

、J

時

制

定

時

(

他

校

校

校

学

校

校

日

午

学

等

学

学

即

時

等

高

校

等

等

岡

高

司

商

業

学

古

川

市

業

行

業

工

等

業

姫

エ

エ

士

市

工

長

H

凡

浜

町

占

閉

山

刑

削

鶴

繊

北

峡

叩

飯

校

校

校

校

校

校

校

符

校

校

校

符

学

学

学

学

学

前

八

千

リ

P

H

子

高

校

等

等

等

符

等

業

将

校

符

等

来

井

市

町

高

官

川

市

工

高

学

高

市

工

等

業

業

業

業

業

山

菜

等

業

業

央

市

工

工

工

工

工

岡

工

高

工

工

中

業

出

陣

港

取

哨

司

法

立

山

陥

山

原

削

工

兵

噴

丸

山

江

川

附

山

山

間

附

三

F

萩

お

お

君

お

お

お

お

お

お

お

お

お

一

剛

秀

州

晶

子

弘

也

二

士

香

子

代

栄

智

愛

和

其

研

隆

信

徒

崎

橋

村

屋

林

山

田

原

平

藤

後

回

即

応

西

土

小

森

掘

河

塚

斉

越

石

縞

池田工業高等学校

仁川 千 IUI高等ヰ校

長野工業苅等学校

新発回府高等::{4安

静岡l工業高等学校

同 ( 定時制)

r. ，11 I 工業苅等学校

修特寺工業高等学校

天竜林業高等学校

沼津工業高等学校

r.，J  ( 定時制)

浜訟工業高等学校

同 ( 定時制) 丸 山 典之 .U

愛知工業高等学校 鈴 木 英 徳 お

-' i;K工業高等学校 各務 世ll 1.t

f!i :織工業高等学校 柴 山大 - Jl JW

ｾｾｾ情工業高等学校 伊 藤 宗 晃 右

半III 工業・高等学校 長坂恵二 ｾｊ

名古由市立工芸市符学校 安 藤 友 美 お

名古届工業高等学校 竹 本 哲 平 お

大垣工業部等学校 米 本 一 成 お

可児工業高等学校 新 聞 政 直 お

岐 Ili 工業高等位校 野 村 匡 央.n

岐 I'.¥. 凶工業日等学校 石 川 |専- : n

ｴｾ 山工業ｪ｜ＮＧｪ等学校 '1' 凹 剛 l'

中H! 川工業一高等学校 ｩ ｛ｬ ｾ ｉ Ｇ＠ 志税! お

l同商工高等学校 1li iJ1t 宏 臣，lJ

伊勢工業高等学校 長 井 成 夫 お

上野工業高等学校 橋 本! I l i 希.n

i ll工業高等学校 谷 戸 i:i: .U  

四日市工業日符学校 早川 | 敦 也 君

同 ( 定時制) 殿 村 文 和 お

侃)1工業大学附属福井市等学校 j菜旺l 究 文 .U

小松工業高等学校 滝 野 美和 .?S

珠洲実業高等学校 岩 崎 洋 光 お

羽'1' 工業高等学校 白井 Ｑ ｾ ｦ 彦担

金沢市立工業高等学校 縁 鐙 文 夫 ; s

同 (二部) 1' 1' 山 真一辺お

日間工芸高等学校 数 千 恵 子 主 主

岡 本 江 兵紀 子 .+.t

Ｇ， Ｚ ｾ山工業ｪＢＺＧｾ等学校 米 沢 常 臣 .n

八幡工業高等学校 今掘初 ｩＧｾｾ

今宮工業高等学校 宮 沸l 寛 之 ぉ

西野間工業高等学校 悶 辺 智 宏 指

大阪市立工芸高等学校 井 上 和 也./!;

仰向工N i 高等学校 山 J41 直子. ? J

m島第二工業高等学校 :t JJE 昌 行 お

排市立工業高等学校 Ｑ ｾ 干 藤 透ｾＡｩ

大阪工業大学高等学校 飯 塚 誠 .11

J ! ( 住吉工業高等学校 品 量 的 利則 お

宮nt 高等学校 大 槻 直 之 お

伏見工業高等学校 岩ヲl' ↑良↑舌右

奈1;; 工業高等学校 径 悶 寿 幸 お

ｾ々良学問 ｲｊｺ 等学校 泉 飽 - .n

早制高等学校 国 広 誠 ｾｴ

鴻城高等学校 鈴 木 隆1専.lJ

坂出工業高等学校 制|谷昭彦，{ J '

J創立 i l!工業向等学校 j可岡 英述ｾＮｬＺ ｴ

高松工芸高等下校 事1月十 字k志-/! ;

以光工業高等学校 篠 塚 ii H!in:

徳品工業 ｩｦｾ 押下校 岸 本 心 :t:

徳島中央高等学校 楠 本 敏 雄 主I

安芸工業ｾＮｾｾＮ下校 矢 野 昌 秀l'

ｾＧ Ｚ ￎ 知工業 ｲｈ ｚ 卒予校 小 松 i ';t.?J 

同 111 中 ふ み か '(1

岡 { 定時制) ず{ 稔 お

帝京第五高等学校 本 田 宏 之:n

京干工業高等 m JJ 苦 悩: 二 お

松山工業高等学校 井上_ O [E矢 l'

同 { 定時制) 臼 木 ｬｾｴ 之 ＱＱ

古111高等学校 松本泰志ｾＧ

訟山聖陵高等学校 他 国 l誕生J_¥'

浮羽工業高等学校 手J向 正 隆.H

m川工業高等学校 土 屋 9 i 二.n

戸却l工業高等学校 植 田 正 紀 J . t

間 余笛 竹 ｙ ｾ Ｎｬ Ｎ ｴ

.k4二11I?' : i 等学校 森 竜也 .11

九州工業高等学校 t本田 洋 l明;tl

)L州産業大γー附属 )L'州産最高';!{/1;. '校 西 山 平1] 孝 .71

筑紫台高等学校 小 野 賢 ' 陪 ぉ

直方学l甜高等学校 国 崎 絡 イ二l'

ＮｦＮｾ栖工業高等学校 水田 ｾｸ￦ ， ｮ

佐賀中央工業高等学校 古 賀 友 子l'

佐世保工業高等学校 小 浦 和l敏; ' 1-

同 { 定時制) '1古賀 1

'

I
，
- ，g  

向Ir . t 工業高等学校 黒 田 正 美.H

小川工業高等学校 三 井 孝 幸.n

球附工業高等学校 上 野 成 育 j At

熊本工業高等学校 武 田 裕 樹 .1:¥'

同 ( 定時制) 安 倍 ｉｾｴ 夫 Ｎ ｮ

ｊｾｦＩＨ 工業高等学校 伊 藤 美 紀.11

熊本工大高等学校

熊本第ー工業高等学校

ヰ申告書 年並行花

岩 本 一 美 ， (:t

λ 代第一高等学校

大分工業苅等学校

柏崎工ｾ市 ｬｓ ［ 学 校

日間林工高等学校

大分桜丘高等学校

小林工業高等学校

日ftl 工業高等学校

日向工業高等学校

都城工業高等芋校

宮崎工業高等学校

同 ( 定時制)

t_b*工業高等学校

鹿児向工業品等学校
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20>1三米、 IMlJj 排水中のil 1l /1日分の除去を目的とし

たグリーストラップの分ヨilli. 販売を手がけてきて、

数々の設iE現場て¥その使f r I ' . A ! ，患のすさまじさぞ

目の当たりにした。かねてより 「人の手を士頁わす

ことなく、より効巣的に排水l主jの ill111民分を除去 で

きないだろうかJ い、う大きなテー? を抱いてい

た。 このテーマに基づき、 研究開発' e : i l l i めた結栄、

スーノマー {-11早j 'e1i史ITI した「ノ f イオグリーストラッ

プ ｪ と「生物処渇 ｪ 法による除立ｾＺ施設 ｊ の附発 ｾ Ｑｉ Ｑ

イヒにh比J ) ; した。

ユ1ノミ、イ オシステムは、著名ホテノレ、テシ f ー卜、

スーパーマーケットをはじめ、各自動車道のノ f ー

キ ングエリア、サービスエリア等にすでに数多く

-t*nJ 'E' t1. ている 。

従来型のクリーストラップの機能と使用実態

従米型グリーストラップが、排水1' 1-'に合まれる

ｩ ｬ ｊ ｩＡ Ｑ 行分営利ＱＧ Ｑ λ ｬ に保問し、浮上分 ｬｾ ｦ 幼す行われ、 ( 1然

￬Ｑｈ ｉｉｉ ｾ 司 ＩｦＺ［ＺＺ 化した ｩ ， ｉｉＯ ｉ 旨分を人為的に除去するという

村I造である! - : l 上、 illlll i ' ! 分そのものを分解、処裂す

ることは不可能である 。 各底! 厨s の管理者は、厨

I万: 内に設泣きれたグリース卜ラッフ明『内を定JtJ l(1勺

に ｨＧｈ Ｂｩｴｾし、グ Ｎ リーストラップ内に ｦ 新 ＱＱ した ｩＱ Ｑｬ ＱＱ 日分

を処分しなければならないが、高知な消J泊費mをT

YJ j やしてまで. 定期的に頻度の日ぃh'f掃が行われて

いる所は数少なく、「酢λ ・不潔感J のためストレ

ーナーのh刊止さえ行われていないのが実態である 。

このような＿竹符 Ｇｩ ［ｾ 迎旦到 Ｔ状犬 ｩ況兄下て

本米の機能は大l申帆h師日に低下するι 。つま りk 、 このよう

なωJj放J次文i泣泣力がf潟w淑あ街絞ttμ〈とム、 抗将柵l可Y附内 lに川こコI油刷山ω削11旨肘う分士M力がず将i浮乎上 して、 .l'f t，h'i 

腐敗を起こすばかりか、l -ilit.l冬F的に lは立j流斑出 l円1 より流

J山uし、羽初排 ｬド ， Ｏノぷ Ｇｾｲ 中 ｼド Ｑ の ｎ Ｍ へキサン才柑州 ＱＱ山 ｉｊｉ Ｚ一 川脅勿 Ｑ ＧＱ Ｇ質 ｔｪ 泌 ｴ絞仰 Ｒ却 ｊ皮 ｩ支支 Ｒｴ 今ををＺ，，ｾＧ，百 ｊ石｜ <  し

てしまう紡月泉L となる。 そして、 この弓成主はグリー

ストラップが木米の機能ぞ来たし待ず、「流入i段

Ｑ Ｓｴ く 流 ｈ Ｇ ￢ｻｾｉ Ｎ支」の逆Ｇ伝現象につながる 。 グリース

トラ ップ。の|立保効率については，設;iI-基準が絞っ

ているが、その作理11の不備により、本来の機能が

先折I(きれず、 :;18臭、 i1JltJ I' 7Mi 度の必化 などをml 、

ているのカ旬以人である 。

流入原水の濃度とその温度

-NI'ノドIl :t ノドのN ーヘキサンす11111' ，物質加J.it 1阜、 「小規

朕飲食 ｊ Ｇ�Ｇ 付 ｉ Ｇ Ｏｾ 汚濁負荷 ｩｌｅ の ｾＱｬ 堅調査 ｊＡＧｉ 並びに当

ヰ1:やノk処思メーカーの実態調査からも、飲食府排

ノドの場介、平均て"l OOmg/叫' ! i l ) 支であり、シティー

ホテノレの例て. もほとんどが100mg/Q以 内 とされ

ている 。 しかし、主息込をf半ったク3 リーストラッフ。

では、その附 ｬ λ 肋 Ｑｾｾｉ Ｎ支 Ｑ ＮＮ［ＱＺ音 ｼ 測不 ｴ ￬ ｾ に至る値にな って

いることさえある 。 fYllえば、多111のi11l 11問nＧ￩ ｩ ｪｊＡ ｾｊ Ａｬ ｉ＠

に使川する ＧＱ Ｇ裕料理 ｊ 古などでＧＱ ｊ ｉ Ｇ ノド ｩ ｬ ｬｬＯｬ 旨 ｩ［［ｾｉ Ｎ主力市 Ｚｪｬ 、

のは当然のことながら、 二次加工がl田房作業の '1'

スーパーH菌( 強力油分解菌) 利用によるパイオグリーストラッ

プおよび生物処理法による除害施設の実用化

近藤 威 宜 こんどうたけのぷ

コンド - F RP工鍵練式会社代表取締役

心となるファーストフードJ占ーなどでは、材ヰ斗のi光

ｻ争力、ら淵却までのｾ Ｍ ｛程を行うことが少なく、主

としてＩｪ ｬｬ ＭｲＮｾｾｬｊ ｬｱｦｬｬＡＮ と伐飯処 ｆｬｬ そして食世出先 ｩ 争の Ｓ 工

程のみを行うケースがほとんどである。結果とし

て、希釈につながる 一 日の使川水立が少なく、排

ノド立の ［ｾｉ ｉ には制端に ｎ ー ヘキサン干 ｉｨ 出物質淡度が

ｾｾｬ 、といったりｾｾｾがノ ｼ 宅 じる場介もある 。 また、老

人ホームなどにみられるように、流 入!京*i 段J支は

低 ｩ［ｾＡ ｖＮ 支であるにもかかわらず、消十日管理が行き ｪ 罰

かないため、 I首UI' .. ｉｊ ｉ Ｇ ノ ｾＧｉ Ｇ の ｩ ｬ￼ ｬｬ ｩＧＡ ｩｊｾｩｊ ，支が流入排水 中

の idl/ Jf，itiJ 支よりも市くなるといったケ ー スもある 。

これら話 ｦｬｊｾｾｻ は排水ノド拡 ｔ ごけて‘ ｩｬｬｬｬｬ 丹波度ｻこよる負

3日目立を-t(主主主するといった考え方が、一律に当ては

ま b ないことを7 ) ミしている 。

ひと干 ｾ ］ ｦｩ￭￭ とＮｩＮＺｪｴい、 ｩｬ Ｑｬの Ｑ ＡＱＡ ｉｔｊ ｩｩＱ Ｚ そのものカ常二し〈

増加している 。 そのうえ、飲食l副首房では多量の

ｾｩ Ｎｬ， ｾｴＷｴ｣ が Ｑ ＡｉＡｊ Ｑｉ される 。 このお ｩ Ｎｬ ｬｬｴＷ｝Ｇ＼ の使 ￭ｦ ｬ は、グリ

ース トラップの州 |人l平j五;il;U3 t の上折々招き( →，1)):

Ｈ ｉ Ｇｪ に附 ｼ 人 ｪ 平た ｊ ｩ Ｎｬｉｬ ｕ ｾ は ＳＰｊ ，支 ｬ ￬ｬｊ ｦＦ まで上昇するＩ、副 ｌ 点、

の低 ｌ 、植物 ｉ 山 などは出向車し、 Ｑ 夜 ｦ 本 ｼ 犬て Ｂｾｬ ｴＭ儲蓄積し、

清掃や除去作業を |羽首位にする 。 その結果、 1i;': 終 (1勺

tこ梢l人lて市濃度となり、そのまま排水管に流出し

てしまうい、った判患になる。 本来、排水ノ f イプ

の日詰まりを防止するはずのグリーストラップが、

逆に目 Z古まりを官以i主させているのである 。

こうした|時代の流れによる、 il1J持|水負荷企のf的

大やi 1l 1t7]'<による似111粂何の変化に対応するために、

グリーストラップの機能の; 忠誠と実態に迎合した

ｲ ｬＧ ｈ￭ｴｽＭｩｾＺ ・ ｆ ｉ ｉ のＩｽￌＺ去を検討する必要がある 。

40f- ｾＭーー・ーー日。ーＧーーーー ー。ーーーーー一司。
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図 1 厨房排水の水温変化

図 1 には、当ヰ1:カサミグ; r  1邸JII ι辺海老名サー ビス

エリア j冴lJj ll;r(，I;:JM設で iltJ l定した流入原水および流

出排水のｾｾｵＮよ ｅ の変動ぞ示した 。 ｬ 百 ｬｊｪ 排水の平均ノド

ｩｾｾｬ が、冬全であるにもかかわらず上じ絞的市慌て、推

移していることがわかる 。

スーパーH菌

当社のスーノ f ー 1-11Al iは、続本弓走大阪大学・名手守幸文

ｴｾ ・力 ｴ 長年にわたる初 ｦ ヲモの ＧＱＧ から Ｑ ｭ 予 ｅ に成ｊＩ り したノ ｦ

イオ i丙悩=. i地lで、 1' -1然持から特に illl/ l日分 W(，;機能に i*

れた微生物処JIIL広ittz ' e っくり 出 し、 i勾汰培養した

無害のiLt 令微ノ同例I下である 。

またこの附は、各1JI ・ノド系統を経て終末処理場に

司さっ た後も、処里11場施設内において油I1旨分解j舌語，11

をｾｾ ，ｦ｛ 若手 ｲ することが可能である 。

スーパ- H菌の油脂分解能力

. 実証 l

スーパ Ｍ ｈ 閃の ｩｾ｝ Ｑｉ旨分解 ］ 能力を把擬するため、

前性汚泥による幼子千とスーパー H I担iによる場合の、

241時Ii I H哀の N ーヘキサンtl lJ ，'1 "物質濃度ぞ上凶交した

(図 2) 。 当スーパ- H肉が、 if ，- 能汚泥に比 して i笥

L 、illl11行分解能力ぞ有していることがわかる。

スーパー H 菌 h

20%植菌I - - J

活性汚泥

20%植菌

活性汚泥

10%値菌

初発濃度

100 200 

ヘキサン抽出物質濃度 ( . &/ e)

図 2 スーパーH 菌と活性汚泥との泊分解能の比較

Ｈ｛ｬｉＱ ＯｗｻＡＯｾｪ＠ V 0L 34  N O，7・JII I1)

. ;ぷ詞: 2  

スーパー ｈ ｾｩ を ｦ ｩｬｬ and dr aw法にて ii明主汚泥

の '1' に組み込み、 そのil1111旨分解能力を失言正するた

め、あらゆる到月一初出、植物if1 i に対する分向車自E力の

iltJ l定ぞ行った結果、植物油の中で比較的分解の困

難 な オ リ ー ブi甘lに対する分解能力が、 0_ 53g/ g

ML SS.  J l であることを明 らかにした( 図 3 ) 。 こ

の仙ーをもとに、当ノ f イオシステムの設計を行って

し、る。
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凶 Ｇ Ｑ Ｇ の数 ι は、 Ｑｊｾｬｩｾｦｬｩｩｊｴ の

ML S S濃度を示す.

100 

5  10 

時 間 (時)

図 3 滞留時間とNーヘキサン抽出物質減度との関係

([lI1/ HJ { ! ポJ V 0L 34  ｎｏ ， Ｗｾ Ｑ ＱｉＱＩ＠

バイオクリーストラップの概要

バイオグリーストラップの桃逃を、 図 4 に示す。

システムの基本

当ノ f イオシステムは、 1ぜ';1*フィノレターに干' l E忠、し

た lct 物 11英およびウオーノレグ ロー ス 現 象 ( 壁 面 生

育) 、さらに浮遊したバイオ閣に ilt il l旨分が彼触す

ることで、分解I話Iの分ヨJj2する強) j なリパーゼの{ 助
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CH，COOR， 

CI-I COOR，+ 3f-120  

CI-12COOR3  

CH，Ol-l R，COOH  

Hバ ーゼ |  

CH  0 1-1 +  R，COOI-l 

C  1-i20  1-1  R3COOl-l 

図 5 リバ ーゼによる油脂の加水 分 解

きによ り、 ilJJJI 行分をグリ セ リンと JIfiJl 方向去に 1J lvJ (分

解処 理 (図 5 ) するものである 。

当ノ f イオシステムていは、ノ f イオ lA¥i1J t長時 IIIH:JE.(! .

するE31岐 を創 造するため、午' 0.:1<ノf イオフィノレタ ー

に バ イオ Ｑ ［［｜、 ｬ の イ ｾ ｴ 処をつくり、 ここ にノ吋オ ｗ ｬ ぞ 保

持 Ａｉ する と同時 に、 ｬ ｾ ［Ｇｻ， ｲＺ ＱＱＱ 気 泡 でマイノレ ド な エ ア ー レ

ー ション守行う こと で、エマノレジョン状 態 とし、

illl 分ffJ 平を待易にする凶:.t.fl をつく り、 バイオmの前

七 Ｑ Ｚ 化 Ｚ［｝ ｦ［Ｚ びにＧ，Ｇ｜Ｚ ｾ ｍ を 促 進させて ｌ 、る 。 ラフて 強 Ｉｊ エ

アー レー ションを行うと、フィノレタ ー にと1=. 1守した

生物 JI 英ぞTM裂す るばか りか、 illlJI 旨分 をHl n すると

|百H時十に、 i1i UI' oI l カ・ら tJ t ，'I'，してしまうことになる 。

R I二のように、 このシステムは、 SR T (ノ叫オ

Hl} rt fll 制 ¥1) を長〈 保 つ ための一!こ犬 が1Mされて い る。

小 谷 立 が iーとなるグリ ー ス トラップでは、 I'::if' l{;: i

l時にお いて水の滞 W{II fj 川 は 数 分r: ¥J であるが、 IIl U長

干前ieiされる ilJI はよじ般 的 長時 間討1117iするので、 ilJI と

バ イ オ閣 との桜ffJ 1! 1I寺川 は伺じる 。 つ まり、 これは

水 と ￬ ｬｬｬ の討作 間 ｉｉ ， ｜Ｂ Ｇ ｉＺ｜ ｊ が 占 拠なると ｌ 、う、す勿坦 凶 ｬ 勺砂 ｾ ｾ 拠を

利月一j している こ とになる 。 当然、 |吐凶ミきれずj奈川，

する ー 苦 Ｑ ｉ の ￬ ｾ ｊ もあるが、浮遊ノ ｦ イオ開 ｬ も 問 Ｑ Ｑ［ ｜ Ｍ ・にや Ｗ

まれて流..-1 '1する 。

こ うした引象により、 illl 分 解 が 絶 λ ず行われ、

結果 と して平 均 して 低 ＿ｾｾｊｪ ｴ の ￬ ｬｬｊ が ｪ 斑 ， ＧＱＧ ， する こ ｴ に

なる 。

なお、低Tffi '-Iofi におけるノ f イオ lA¥iの保持は、 桝

本 体 が ス テ ン レ ス 製 の 場 介 よ り 、 コ ン ク リ ー ト製

や強 化プラスチック製の上場令の ) j が有 利で‘ あるこ

とも似 せて{i '(@とされている 。

効 果

.  ilIJJI 旨ジ〉併により 、 il.l. lJI 行iKi J支を11，.¥;1イさせる 。

.  ｾ忠尖成 分ぞう 〉向 半し、 Ｎｊ ｴｲ 弘 ｌ をナ除ょする 。

• ｊ ￭ｆ ｦｅ Ｚ ｴｊ ｉ ソ ｫ 管 ｼ 人 ｬ にスケ ー ノレカ 河、 ｊ Ｇｾ ・ Ｗ しない 。

• ｉ ｴ 長 Ｚ 乙 Ｚ 施 設てＢの ｬ 争化機ｬＧｩ ｈ Ｍ ＧＨ 仰 い Ａ 径 ｩ ｾ 制ーる 。

バイオクリーストラップのメンテナンス

従来型のグリ ー ス トラップの場 令 、 手作業 で あ

れ、バキュー ムi -m叶であれ、クリ ー ンな状 態を{呆

つ た めには、頻度の日 L 、h'H，けが必裂となる 。 しか

しバ イ オ 型 の 場 令 、 天 然 の加 除 人 とも討 λ るス ー

ノ 守 Ｍｈ ｬａ｜ｩ が、 ＲＴ ＱＱ 寺 川附ｼ 人 ｬ を 削 除し続け、 ＺＱ Ｑ，ＧＮ ｾ込を除

去し、ス ト レ ー ナ ー のが Ｎ ｊ Ｇ Ｑ Ｇ ＱＱｾ Ｇ などのメンテナンス作

業が容幼に行える: 5 ; 1抗 ぞっ くり上げるので、グリ

ー ストラ ップ の ( I J 二管恕が、平手与;Fに行える 。

クグ-リ 一 ス トラツフプ。のノ f イオクリ一ン システ Lム、は、

弓平L寸f均勾N へ キ サ ンJ羽州州11山li九1，'山L

のと 同11附1埼寺寺.寸'1:にこ J忍E，J 占を |除徐去し、 I' l j =符J l _ ] を容易にする

システムであるが、 「ノずイオ 化 す れ ば、グリース ト

ラッフ下 ｜Ｑｾ ｩｊ ＩＮ、 ｬ の消 而＿ を全〈行う 必 安カ ξ な ｌ 、 」こ とを

なl床するもので、はな L 、。

厨 房排 水の illl Jl fi 分 の 泌l交 や 伐i査の誌が一 定て‘ な

いた め、 ス トレー ナ ーの 消州 事rru; i t や、そのf也のメ

ンテナンス につ いて はf l初粂f引 こ迎合した符迎が

必 致・である 。
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. ノf イオmの投 入

グリ ー ス ト ラップの ｾ，ｬｉ ｬ ｬ ＭＢ ｊ は元来、 ＺｴＮｩｬｬＺ々 斜 ｌ 際 ｉ の ｦｾ

!臼..ri.J lリ? とな っ ている 。 そのため、 スーノf - Hl ;;¥iが

梢ｼ 人 ｬ において 常 に 仮 ［ ｲｌ ￎｾ ￮ である 状態 念品 ｉ ｴ 持するた

めには、 11':"i ll:: i n に一 度 のf.(，iの補 充」 が必要 と な

る。 また、 お 河本ｼ伏 のノずイオ ｾ ￮ の ｊ ＡｊｩｉＺ ｩ 丹 イヒ ｻ こ は ｈ 寺 Ｑｬ ｜Ｑ を

う皮ーするので 、I羽の投入は、 すでで‘ にj極斌l: i治汚刑イ化ヒさせTた': 1液I夜量

f体本の状態 て

ｪ賦猷断 ｩ前丙 化 するだけの ｈ奇寺 制制 Ｍ Ｇ Ｑ哨 ｈ間 Ｑｩ 日 ｝ＨＱ が的 ＱＧＮ内〈句 ｊ 余祁のある大主型 Ｑ 除 Ｚ告 Ａ ｾＺｉ ｪ施包 設

のJ場4劾}げ千令干、 粉 f体本てで0 行う こ ともある 。 なお、 その'l Jj Jl J  

は 数iLi あ る い は地域により: i J j t いがあるが、おおむ

ね の 目安としては、 納 容 量500 Q未満 て二 1 台当た

り、 1 ヵJl で 17J 5千 PJ - 5 7.1円程度である 。

スー/'¥- H菌による生物処理除害施設の実用化

当社のバイオシステムを|徐容施設に取り入れる

方法三として は 、 活 性 汚iJt に最Uみ入れるブ万去と、パ・

イオフィノレター( 乙|三物 IJI 英) に よるブ万去の、 二 泊 り

が考えられる 。

以 卜、 当初 が111，年 行 った irl"l 玉1rゆがji .ill 名 邸 サ

ー ビスエリ ア 腕J1Hi j; 7kill J水分間IIff，II[ 1こおける、生物

ｉｊ Ｉｾ ノ ｦ イオク リー ンシステム に よる ｎ ー ヘキ サン Ｑｬｬｩ

"1'，物 質 訟 の除去 テ ス トJ の 結果 の概 裂 を 相介 する 。

. テス トの目 的

① ラ ボ 試i検て災ilJl lさ れた スーノぞー H j果lの illJ 分 解 能

力守、' 火，til '7ドていも 同 様に 併 ら れ る か 実 証 す る 。 (1ズ|

2， 3参照)

② 開ｾノ ｦ イ オ フィノレタ ーに よる回 ｩ 夜分間的 ＧＡｩＧ 性を ｉｉｊｊ

らかにする 。

③i夜十ll ?仔111寺ll -¥J と処 理 /Jc N- ヘ キサ ン才111. '1' ，物 質 泌i支

との|剣係を求める 。

dY<' イオ エ ンフォ ー ス トセノ ル ー タの設置による

問 液分 Ｚｾ ｦｦ ｾ の効果を 附 請忍する 。

信ヌ lさ物 JI :;'i 生 成 お よ び フ ロ ッ ク の 形 成状 況 をR昔話忍す

る。

Lλ l二をテス トの目 的 とし、ラ ボ実 験 で 決 定 し た

う刊制ジ支に基づき、 排 水処遇ljj 包設 を 設 計 し 、 当 該

サ ー ピス エ リ ヤｼ州 、日正設 油 水分 ｦｦｬ ｬ 仲 ｉ ， ｾｩ Ｈ こて災テス ト

を 夫Ij 包し た。

・設;fi 条 件

倒 Ｑ Ｑ ， Ｗｫ ｩ ｾ ｩ 35m
3

/ 円

@tJ l'水11寺Iv，J 1511寺1111

③将Il 符註 13.5m
3  

図 4 内部構造

④ 実作 ｩ ｾ ｩ 10 .0 m
3  

⑤ 流 入N - ヘキサ ンfil 120 mg /e  

｀ｈ Ｚｾ Ｎｷ 引 ｉｍＺ｜ｉ 約 4 11寺Il¥I

t.:t.: ' し、テス ト実Ij 包J閉山がお主主休 みと ill なった

ため、 1 nの矧ノ1<t 1: は7 0 - 80 m
3

1こも達し、負術粂

1' 1ーのきびしい状態でのデータ収集とな った。

Ｎ フィノレタ ー ｔ 耐 ｾ ｲｴｵ ｮｬ ，払 拠

除Ｇ占施設 ｼ付 書 Ｑ ｉ に 設 置 するＡｪＢ ｊ ｾ 朱バイオフィノレタ ー

の 必 袈 而 ， ｦｊＧｬは 、 下記日 ｉ ＭｾￎＺＺ＼ ｜ によ り 決定して い る 。

Q x H
x  

0.3x 300 

ここ で、 QI ;J:. 流 入羽|ソド盆 ( m
3

/ 11) 、 H ーは流入ヘ

キサン ＱＱＱＱＱＱＧ ， 物質￬ｊ ［ｾｉ ［ｩｴ (g/  m
3

) 、 S は必袋 バ イ オ フ

ィノレターIflifl 'l ( m') を示す。 この立 l'算 に お いては、

ノ ｦ イオ ｭ を ＳＰ Ｐ ｧ Ｏ ｮ 子、ノ ｦ イオの ￬ ｾｊｊｉ 行 分向行 ￬ ｬｕ ｊ に つ

い ては、ラボソ4忠実の他 に 約 2 1 1 ' ; ' の安全率をかけ

0. 3g/g ' l1 と比約も って い る。

・施行 n

平 成 4 j ド7 n  1711  20:  ｏｏ Ｍｾ＠ 4  :  00、ノ f キ ュ

ー ムによ り州|人'Jh'H雨後、ノずイオフィノレタ ー、エ ン

フォ ー ス トセバ レーターぞ設世し 、活性 化 し たノ f

イオi;;¥ii夜100 Q  'e投 入した。 さらに平成 4 午 7 丹

211116 :  00、ノ f イオ聞 の1並行本を1，000g 投 入 した0

・ 水 質 中 食有名 Ｇ ｩ ｾ ＺｊＺ

表 1 に示すように、バイオ lil¥i投 入 後 1 迎 1: '，] 後 に

は由主終柑 のN ー ヘキサン ＱＱＱ ｊ，Ｂ ｉＧ ，物 質 ｩｊ ［ ｾｈ￦ が Ｒ ＱＮ Ｒ ｭ ｧ Ｏ

ι となり、その後fl-{. :r i l が ピー クとな っ た 8 n  17 

日でも 30 mg/叫却交て tlf，移し、 '火 定 し た 処 叫 が 行

われている こ とが Ｇｪｾｾ ｾ ー された 。

表 1 処 理 成績

tl ，水 n tt<*時五11 !京 水 I村¥i 2- 3的 ttk終槽

7/24 14:00 

100- 29.7  21. 2  

500mg/e mg/e mg/Q mg/Q 

7/30 13:30 11 161 59.5 39.5  

8/ 17  12:00 11 54 36.0  33.5 

9/14 12・00 11 29.5 

(ぷ一中の歓I1立I.t. NーヘキサンJl hIJ '，物質濃度を示す)

Ｎ ｾ 長官 ｩｬ ｊ ｩＡ ｩ 栄

ラボ矢島町決定されたノ f イオ閣のilll Jl fi 分 解能 l二

基づき、 il1J JI 附| 水処理システム (図 6 ) を製作 し、

夫 言 ｩｬ ｽ Ｎｩｾ主を行った 結 果、当バイオシステムによ り

ヘ キサ ンれ1111' ，物 質 の 効栄 (1'，) な除去が可 能 で あ



ストレ

プロアーポンプ

流出口

トラップ

エン 7 才一スト

セノマレーター

バイオ特殊フィ J レター

図 B 断面図

ることカず判11リl しt.:. 。

①削( ; j < バイオフイノレターをナ 「バイオ 1，'; 1定イヒU)J剤J

で処ｊＱＱｉすることで、生物 ｉｊ 英の付ヲ』之が畑 ｫｾ ， ｪＯ ｜Ｑ で‘行わ

れる こ とが' j ，f J iEされた。

② t，H. : l <バイオフィノレタ ーの設置而航は、L ! 正設の改

造の ｊ 場令はｪｊｩ ｬ ｬ 約を受けるが、新設の場介には、 ｾ ｉ Ｇ

Xi :Mi. に法づいて酬の芥:tat を決定することができる

ので、多織なユーザーのニー ス‘ にJ i e. ; えることが nf

fiEである 。

;D.- { イオエンフォーストセパレー ターによる |山|液

分 ＺＱＱＱＱ は似めて効米 Ｈｉ ｾ Jで、浮遊ノ f イオ lA¥iの減反を 1'"

めることがで. きた。

④ スーバ- HI A¥iはフロック形成flEに{ 長れているの

で、バイオ lA¥iの例外流出 をffl J ili ll てきた。

⑤ ｊ Ｇ ￪ｾｩ 民イヤ型の処ｊＱＱ｛を ｮ ｦｴｭＨ こするため、 ＱＱ ＮＡｊＺＱｦＮ ＮｨＢｴ か

ら首Ｎｾ 1.r. "1へバイオ返送を行う こ とで、第l f ' ，"il lお

よび 2 - 3 村Itl l と力説付Jlf の N ーヘキサン1111，'1'，物 質

ｾｧｾｊ 支に人ーそのないことが判明した 。 なお、こ の こ

とは、当処J'll システムがf'L(o;j のぎt iJi JJ に対J必しれ; る

ことをうIミすものである 。

⑥'il  1  ｩｊｊｩＧ￭ 分を処 ｉ Ｇ ｉｬし ｩｈ る排水の 制 ｮ 人 Ｇ ｊ ｾ ＺＺ 判Ｑｉ ， Ｇￎ ， ｪＯ｜ｉ ［ＯＩｲｾＨＧ ｊ 4  

H可¥"1/11あれば、 1M)ぷ-1)1ノドからの ilJ iJ I向山! 文官 30 mg/e

.f 1，Uit( ニ1LU.成できることがlりl らかとなった。

以上が、f ' l ｻｯ ［ ｪ 条ｦＧ Ｑ のｾ Ｇ， Ｇ ｪ ｬ 、 Ｈｊｦ， ｩ ノ ｫｎ Ｍ ヘキサン泌 ｬ 支

l OOmg/e - ＵＰＰｭｧ Ｏ ｑＩ 瓦 ｊ ｴｊ ｉ でのゾ Ｇ［Ｚｊ ｩｬ Ｚ Ｇ Ｎￆｾ完成制であ

るが、 [ 11見状態も良好であり、ノド' [ ' [ ; t 灸伐において

も ｎ Ｍ ヘキサン ＱＱ ＱＱ ＱＱ Ｇ ，物質 ｩ［［｟ｾｊｲｴ が ＳＰｭｧ Ｏ ･ li ij 後 の 安

定した状態をりることができた。 この実証実験に

より、当社バイオクリ ー ンシステムの除' ，1:'施設へ

のJ . IS川 の可能性ヵ f f，'(ri;l;包できた。 なお、平111' 1カント

リー クラフー|人l除合施設においても、すて‘ 1こ1，司 シス

テムが探川 され、その後 1 年半を経過しているが、

流 出ノド"，の N ーヘキサン羽II tl' ，物 質iJ.良広は' ! . <. : 定して

30mg/e以 ドを止l除ケしている。また余剰l十Ijil 己の発

ノ Ｑ ＺＺ ｾ ｬ ｴ は相 ｲｾ めて少なく、今 ｮ まで ー ｬ 支の ，Ｉ 1き抜き出

-I."l も行っていない こ とを? 追記する 。

さらに、これまでに得られた祁データやノウハ

ウ守もとに、制|前l ドーム: F 3 R 場においては、件liHJ>>

にバイオ型グリ ー ストラッフ。を一次処J 1ll 設fJ1i i とし

て 設 置 し そ れ ぞ れ 7 筒所に分散; 没泣きれた茅杭

別排水 ピッ トを有効平 '1111 し、 f拶1ドいア水'k屯ピピ? ヅトそのもの

を f:氾t沙4: J f1管管:f!1l. イ不， n吋I附自E凶J な状1態忠カか、ら向解平』欣文すると同

H  

l什伺|佐=寸才物初刻釧IJ股l民3英E処J 1ll 除つ7咋l作:=J i施包設が採川 されTたJ 。

なお、新設除 Ｇ［Ｑ［Ｚ 施設を さ ｉ ｾ 秒瓜ＡＡ， ｦｬ ｩＡＮて行う Ａ ｾｲｦ 子、桃

造の基本や、百佐官flkH/¥l の設定などについては、設

計面で可Fli ij (ニムtl必することが nffmであるが、既設

物 ＱＧ Ｑ の改良仁 ＧＱ ｾ の場介には、スペースの Ｑ Ｑ ＱＱ 題やこ

れに ｈ う百 Ｑ ［ ｦＮＧ ｻＱｉ キ ｉ Ｏ｜ｊ ｾ平の物ｊｬ ｕｉ ｉ 勺制限があるものがほ

とんどであるため、 イ今手n可に 卜分な弓U也調子そが必

要となる。

下水道放流の負荷軽減

下ノド道法令によって、 1) 1ーノki，lが l 日当たり 50m
3

R I二、 420m2ι u の1M})} ぽ 而仙の場介には、除:1::

B包設の設;u: が誕百草づけられている< (1 治体により

放流ノドの則定数仙 が見なる) 。また、それ以下の小

:J;J i，.f決tJ ';;r:，)i!r の-1)1，ノドについても、 -1)1 ノドを 1時ml 私ヨズ

滞仔{させる il hノ1'( 分削除J1の 設;;f( をしている例もある

が、 ｾｎ［ｦＱ ｻ Ｑｉキ ｉＯ ｜ｉＧｩＢ長〈保 っ ても、 ，Ｉ Ｑ き抜き ｾｬｴｊＭＮｨ ｬ ｴ の ｍｬ

J交が少ない場介、 t 、ずt1.iJ; 'M主力τifJi まり、 l潟)!!I:、 :ls

央の原閃となる 。

排 ノド'1' のill iJ l行分は、物f 11!NJ な討i汗r{1 I 寺問だけで除

去できるものではなく、機械的処J 1IL 化学的処J 1U、

人為的処J 1IL あるいはバキューム 引 き抜き、そし

てバイオ処J 11!.など、 L 、ずれかの )Ji1:; で)"i: J ] lきれな

ければならな L 、。 そして、これらの符J 'l lがあって

はじめて、 ｲｦ ｴ ｻｯ ［￯ の ＧＱ 怪減」が Ｂｦｦ ￬ ｾ となる 。 しかしな

カずら 、 宅 Ａｾｪ ｊＩｪ における ｩ ｴｊｬ Ｑｊ 白う〉の ｬｉ Ｇ ｪ ・ｴｙ ｦ ［ｪ［ ｊ ｗ ＯＮｉ ［ｊＺ、 氾!イ象ると

絶するはどのＺ思尖と ｪ 肉ｾ l! ! I : にモっているものがほと

んどで、 h刊aの 狐Jit・が似めて少なく、 「負術の経

減 ｊ カ叶づ〉なされていないのが ＧｫＡｾ である。

こ うした災態に宅る ｮｾＡ 閃の 一 つには、グリ ー ス

トラップそのものが複雑な傑作を必要とする機械

飢でもないため、そのよ Ｔ 体 Ｈ ｉ ｾ ｊ な機能や符理の重要

さを、 1il! fll ずf( こ干'l'l'.j; :U(1勺に Z見lりl していない こ とにも

ある 。 グリース トラップを; 没川さえすれば、長H寺

1/¥I i1' ;'j"t をri わなくても ilhの IlJ l* :/'f ifl 'i力消皇統され、

排ノ'kiI J ｬ ｩｊｾｾｉ Ｚｩｴが Ｑ ｊ，￭Ｚ ￬ ，成すると ｌ 、う ｾ ｲ Ｚ ｲＢＱ ｌ にとらわれてい

る ｦ 如 ｉｊ ＮＯＧｩＧヵす多 ｌ 、 。 Ａｊ￮ ｊ ｾＺｩ ｲ［ てＮあることヵヨ ｾ ｾＧ ｉ Ｚ ［ うて。あると

忠 わない ftl'tれJ の典型的な似lてある 。

このような状汎 |ごで、おのおののグリ ー ストラ

ップから排 ｈ ｉ ， されるｩｊ ｬ ｬ もＪ約され、ｬｉＡ｣ｬＧＺ ｈ ｉ ｾ Ｉ には大

量 のil11となり、行Ildi F/k処f 1ll場にとっては大きな

負荷となる 。 ノ ｦ キュームｩＱＧ ｎ ， ￥Ｈ こより Ｑ Ｂ Ｑ Ｉ Ｑ 又された ｉＣｾ

illl のlik終的 な処J 1ll h沼市閃出i時 制 め 、 大 き な 枇 会

l/rHffi となりつつあり、都市下水処. f l U場へ流れ込む

合 illl 排ノドの 処Jlll 、またこれらが大きな原因の一 つ

である洲市 ・i"J J 11 ・海洋の汚染は、われわれが解

決しなければならな いグローパルな問題でもある 。

発生現場から終末処理場までの総合的解決策

1M})} I人j作業場のJ" j C強度や凶i，fJ' iの|民H:長 l士、グリー

ストラップの容抗にはおのずから物思出勺な制限が

あり、 u して 500Q副主以下となる 。 小平手 l止の

グリーストラップのため l!l l:!l!oi'Y ヒ分間11，され、や' ，lIiI 付

(こt! i.f )'i しt.:. i111を頻繁に除去しないと、グリースト

ラップのj荒川ぶには日泌J支のill lが合まれることに

なる 。 川にー ljt の除去作業平' ，l ) ，J : t て1立、グリース ト

ラップ本米の機能をずetllI することはできな L 、。 そ

の機能を洪たすには、 R ，1;i によっては数H判 ¥1て。除

去作業を行わなければならないこともあり、 ljij !.!R

の泌抑制犬態にな った仙の除去イ乍業も行わなければ

な b なL 、。 I' ltね令却問形浮上した iUI の除去は人1 . . }

的刊喋で簡単に行えるが、液状滞留したil li の除去

は Ｔ 泌めて ｼ 利事 ｦ｛ て‘ある 。 ＩＮＺＩ，｟上のように、「日百 ＧＱ ＱＮＨこ ｾ ｉＧ ｈＧｾ Ｇ ｽ

が行えな ｌ 、 ｊ 、悪尖Ｚによる 「 火ー い 物には王立」、 ｜ＧＡ ｉＢｉ ｾ

. /' i ーによる fi1' H最コス ト」などのF 山11により、ほと

んどのグリ ー ストラップが |・分にI ' ，';+"tされること

なく、欣附 されているのが'_k1lff: てある 。

釧ノド" ，のilll の除去をヲ制労l .tpj で立任をもって行

うことは、 問題解決のために必要な第一歩である 。

illi1JI ・ノドのLJ i J -.流とい、える伯|々 設也別坊において、

似 川 ./'i i ' l L ? の手てγ I I:' W :flI!)，'H. "f することが大切で‘

あり、 そのためには宅児島; にたずさわる似JIJ ./'i の，・2;

吉弘次 Ｎ ｖ ｩ もｩｊｩ Ｚ ｾなことである 。 また Ｑ Ｍ Ｑ ト ｷｲ ｊｬ 羽鮒なイ ヒＱ 止

ぷにみられるような_ i l l 抗議の似J 1H阜、 fi三条' 陀の lui

からもj . ¥l f けるべきで‘ あり、 111せてノ f イオシステム

幼，ＡＮｪ，ＡＺによる、ｊＧ ｬ ｪ 二 ｨ Ａ ｈ￭ｬ ｾ Ｇイ ヤ来が ｦｪ Ｇ ｬ 、やすい環境をつ

くり，11
1
，すことも、より手近で、附使な j斤去といえ

る。できるかき‘ 勺、おのおのの手元てi III Jli17J - の処

J11lをh l 、、f: f L 仰の分f次J をなすべきである 。 そし

てその一つの j 万去として、"，ノf イオシステムがあり、

ノ ｉ ＺＺ Ａｾ 仁学的な立場からみても、阪めて ＱＧ Ｑ 然の ｭ ｦＱ ｬ ｬＮ

にかな った処: f ! 1I 法て‘ もある 。

食' F. i汚a上、わが1:[1でかつて今 rI のようにムゴ止

のilll i-' 似 J !I した例 はなく、今後もその似 )111，¥:はJf l

加 の 一 途をたどると了氾 Ａ される 。 ｩ ｬｊ ｉ がｾ ｦｉ 分 ｗＨＢ ｉ Ｇ ｉ Ｚ 物

質であるだけに、その処ｊＱ ｉｕ ｊｩ ｬｾ についての 開 発は

Ｚｾ，ｻ査である 。 技術而においては経済的に制鈴 ｊｌ 可能

な処J 11l ) j千去の1m発、 'r¥'染者においてはilll 排 水川叫

にあIする点任およびこれにf ドう環境保全コストの

ｊｴ 織など、今 Ｑ Ｑ の段断て兵剣に取り剥 ｬ み、 ｩ ｾＱ Ｑｊ レド

の発ノ閉山［からその ＧＨＱＡｈＧｾｲＱＧ｜Ｚ 明を合む処ｊＱＱｬｩｬ辻、さ

らには'lJi f併冬オ改[ ! : . f _ f [ 場へのiiIUH(こ至るまでの総千子

炉J な解決JUを検討することが必要であると，也、われ

る。

*  

以後に、当バイオシステムの ｉｬ ト ＱＱｾ ・ 改 ｈ ｾ 淳、ＤＭ

11皮にわたりご支援ご肋) ) をいただきました柄 本

焚 ・大阪大学名誉教佼並びに ，'i J  11  :.Y. ifi . 大阪大中

助教奴はじめ、多くの ) I /.Z に感謝rj -' し |二げます。
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屋上ヘリポートを利用したビル制振システム

福山園夫 以やまくにお

附押工務后大阪本后設計部副部長

峰 隆 俊 みねたかとし

同 情 造 課 長

H乍秋、 |坂; 主的FU駅 の北 京音11、 J走路III"J に111!._卜. 341
1汗 昔Il平均風迷て" 約30m/sec) までを狙 L 、とし、その 表 1 帝IJ 振システムの機器構成

位、 正.'I さ 1 6 1 mの阪急、茶屋町 ビノレディング( 愛称 :

アプロ ー ス。タワーＩがオ ー プンした。ホテノレ、 ＮＧ ｊ ｾ

務 ji )j-， Imm、劇場、アスレチッククラブなどを集

めた 24時 IIIJ 対} 必のア ーノf ンコンプレックスであ

る ( 写真 1 )。

本列訓告Jでは

強 j瓜や '1' 小 の

J也i24に よ る f記

オ1 をj! Jl λ るた

め、主J ! 紗j 明書11

に設; 泣きれた

ヘリポートを

ill りとして干IJ

JIJ しt.:: ヒツレHi IJ

娠システムを

-1*月j している。

開発の経緯

写 真 1 ア プ ロ ー ズ タ ワ ー

東 点 、 大11反ては 100mJ . . )よ. のI' : : iMビノレに対し、

緊急J IJ ヘ リ ポ ート を 設 置 す る よ う 行 政折 導 が な さ

れている。本主J! 物 で も 故 大 9 t ま で の ヘ リ コ プ タ

ーカ羽i印i - J 控できるよう: i ti 直|さ れ 、 こ の ヘ リ ポー卜

屯誌をどノレのアクティブ型制振装自主 ( AMD) の E

り に 利 川 す る こ と が 考 え ら れ た。

ＭＱ Ｑ 対立の超 ｾＺＺ￮ ｊｍ は、 ま れ に 起 こ る 大地 お や 台j瓜に

対 す る 椛j丘 公 令 性 の み で な く 、 し ば し ば 発 生 す る

強 風や '1 '小 の地 災 で も あ ま り 帰 れ を 感 じ な L 、I，!i it

性 が 安31さ れ て い る 。 特にホテノレ' K 室がすべて 26

IPi rJ . . : . LJ の日J.;付11に% '1' す る 本 法 物 で は 、 な お さ ら

て、あった。

- )j 、 必 Ｑ Ｇ ，，，， ｪｽｾＱ ピノレは、 上比七凶*攻刻訓支刻刻f白似的lが内〈句J長 J;'古刈'i

れ る こ と に よ り J地也叫記以£に而耐:干「える、 いわゆる采. f 1Yt造と

なっている。 f岳れを jf J l えるため これを岡山昨i D: とす

る こ と も 考 え ら れ る が 、 重 量.:trl、 コ ス ト 明 と な る

ばかりでなく 、rJi j;' rJJ¥J Jに な る ほ ど 折 れ を 感 じ や す

い、ムl ! 物への地 保入ブJ カ吹 き く な り 'I i却 IJ に対する

諮問 が 岡 部11 にな る 、 な ど の l1-rH辺 も 発1.1: する 。

こ う し た7竹 tか ら 、 近 年 、 直 桜 招 れ を判l える j]i IJ

振Wtj j ' l の研究が" ! .'.るん で あ り 、 当社 でもクリスタノレ

タワーにおける氷蒋非ｾ ＡＭｲ， Ｂￎ 利ｊｬ ｊ の振り子式Ｚｊｬ ｉｊ 仮装置

( 本誌平成 3 年 11月 分 ) や 千 駄 ヶ 谷 イ ン テ ス の ア

クティフ' 型j ] i IJ 振 装 置 な ど の 実ftM' i l l ねている。

本立. l ! 物では、へリポ一 トZ豆11

次 号笥等守卒'1市湘{古何仰側il耐耐11町Ii'l質1むi免;Bi の 3 .5 %に机相] 当 しし、 i制Ii制制1刊刈り肘H仮辰川 の i五[(り と し

て-斗| 分な大きさてで、あつ TたJ こと力か‘ ら、 これ を利 川す

る靭7た な シ ス テ ム 守 liFJ 手Eした。

制振の目標

① 強JiJi.Uh' j にもあまり揺れを! i l . ' i ; じない: s ; lJJZ とする 。

す な わ ち 、 大 阪 で 5 年に一度手辿立l次 0 1'.¥ ( 雄物m
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雄 物 隠 れ ぞ 3 分 の 1 (二作11λ る。

② 中 小の地 袋 で1池秒斤ili れ が し ば ら く 続 き 不 快 に

なる こ と が あ るが、この揺れの制L統H寺閉そ大 幅 に

紅蜘1する。

制振システムの機構と機器構成

この tlilJ 振 装置2は 、 殿 上 ヘ リ ポート を 6基 の 多段

干 ［Ｑ ｾ ｩｊ ￘ ゴ ム Ｈ 写 真 Ｒ ) で 支 持 し、 建物 の 振動即日? と

同 調させてt J i lJ振 力 を 発 生 さ せ る と と も に ( T MD

機材。、建物の嬬れをセンサーで検知 !し 、これ に 基

づき コ ン ピ ュー タ 訓l寺々刻々、主J ! 物のtiU割 引Jj."fJl力

を青 ｼ 鋭ーする。 こ のｴｊｪ ｬｊ 笹 ｊｬＩＩ に応じて ￬ ｾｊ 圧アクチュエ

ー タ (写 真 3 ) で ヘ リ ポ ー ト を 動 か し そ の 反7)

て 連 物全体 の 帰 れ を 低 減 さ せ る ( A MD椴 桃 ) シ

ステムで‘ ある 。

装 置 は、 地反 や 風 に よ り 建 物 頂 部 が 設 定値 ( l

g a l) を 超 え て 織 れ た と き に 起 動 し 、 建 物 の 短 辺 、

写 真 2 多 段 積 層 ゴム

写 真 3 ア ク チ ュ エ ー タ

図 1 制 振 シ ス テ ム 機 器 配 置

機総名称 機 古E (数2，1:)

多段積層ゴム
6 基整調でヘリポートを支え、建水物平の( 剛揺6 性2れ正)のを

調同 さにせよりる、。 ヘリポートと

振動センサー ヘリポー信ト号おをよ制び御建皇物室に頂送部るの。振( 動を感)  

知し、 4 基

最適制御力ユエのー演タ: l 1とを制行御いl信、号油の圧( 授lユ基受ニ)をッ
Ilil J飼l熊

行ト、アクチ

う。

アクチュエー ヘリポートを時駆IJ 動し、 その反制力御( で建物生)  

タ

の振動を抑 するための カを

じさせる。 4基

油圧ユニット
アクチュエータ作動用の油圧を発2 基生)さ

せ る 。 (

始動骨号線 各装置に電力を供給する。 (  1基) I  

リミットセンサ
ヘリポートの過大変伎を、建物( 四隅基で

検出する。 4;!;!;)

ストッパー
ヘリポートの過大な変位を防止( す4る基。)

長 辺 27J "i i 'l (こ対し揺れ制後Jl が な さ れ る 。

ヨ Ｑ＾ＺｦｪＩ ｉｊ 振システムの 機器配置を 図 Ｑ に、機官出 Ｚ ｬｗ ｾｊ ｉＮ見

守表 1 に示す。

制振効果の評価

建物 の完 成 ＱＱ 寺、アクチュエ ー タて主ｬＡ物を ｾＡｬ ｬｪｬｩｉｊＨＱ り

にf辰重)J させ、 その後、 31l olfi lJ 笹JI (1'1 li l{反 動) 状 態 お

よびt J j lJj JI 耽 態 に し て 、 そ れ ら を比校し、 HJIJ 振 効 果

を検討した。 図 2 にその結よ裂を示す。

恭 ｊ ￆ ｜ ｉｉｩＧｪ ，の ＡｩｬｬＮ 物バ 辰 重Ａｊ ｾｩ Ａｬｬ ｊ の機会はまだな ｴ 、が、 こ

の紡Ｊから、 ｗ ｾｽ￯ Ｎ ＨｉＧｊ にほぼ目標どおり の ｈ 日 ｬ 振効果

5  

加

速 。
度

(gal )  

- 5  

今後の課題

150 200 250 300 

図 2 加 娠 振 動 実 験

時間( 秒)

建 物 は ま す ま す 日 照 化 、 大 ス パ ン化 の 方向 に あ

り 、 基 本 的 に は 揺 れ や す く な って いる 。一方、 純

工ill iて は 峰 品化、 乾 式イヒが 進 み 、 建 物f辰量)J( 二対 す

るi戚女性が停車ffi くなりつつある 。 建 物 のrJi 性 能化 、

超々 ｾＷ ｩｊ 朽 化 をめざし、 小 さく揺れて効率よく振動

エオ、ノレギＭＧ￩吸収する 制 仮村 ｩ 造のニーズは ｾＧ Ｚ ｩ <、

今後の ｉ ￞ ｩＷ，Ｏ ｩ ｾ ｬ 叶会討 と 研 究 開 発が州待されると ころ

である。



はじめに

コン ク リー卜構造物のひびわれ布I i 修やモルタル

のうき補修にはエポキシ樹脂やセメ ン 卜系i主人材

が肝1l 、られてきました。エポキシ樹1I 旨は注入性が

ｊ 主い、後才 ｦｾ 創立がおいなどの ｊ 持長がありますが、

ｩｒ ｩ ｬ ｜ｬ Ｉ ｦｬｩ 可所には適用できない、熱草刈 ｗｾｬ 是 係数が大き

過ぎる、 イ凶絡カ布石 L 、などのr . n姐点もあります。 一

方、従来のセメント系i主人材にも f蹴 11I なひびわれ

に注入できない、注入i菜きがi美い、核活強度が低

いなどの| 問題点がありました。

事院 Ｑ Ｚ が ｬ ｾ ｦＮｉ発しました超ｻ脚立 子 セメ ン 卜系 注 入材

「リフレフイノνボ‘ ンド」は、平均位径 4 μ m のMl

f脚 立子セメント ( 電顕写真参照) ( 二流動化剤、硬

化促進剤、 J桝占剤、収翁昔ffu成剤など数種のi昆利J ' i IJ

が添加された無機質系パウダー「リフレフィノレポ

ンド PJ と防鈎斉射添加型 S B R系ポリマーディス

ノf ー ジ ョン「リフレフィルポン ド EJ から成る複

合粉末 ｼ イ、 日 ￭ｪ 主ｾした 問 題点、を克服する優れた性 ｦｩｅ

を発到します ( 表 1 参照) 。

「リフレフィルボンドJ の特長

①1断 ;111なひびわれにも注入可能

本立子の制かちとお t 、流動性と 11&7]'(1坊J I : 性能によ

っ て ｬ 陥 ＰＮＰＵｭｭ 平霊度の Ｑｾ 宣車 ｉ ｉｉ なひびわれにも十分

注入できます。

② ｾ Ｇ ｾＱＮ、被 ＮＺ ｴ ｩ Ｚｾ￱ｖ 立

リフレフィルポンド p ( 電顕写真)

普通ボルトランドセメント( 電顕写真)

超微粒子セメント系注入材

若杉三紀夫 わかすぎみをお

大阪セメ ント側研究開発本部中央研究所

ポリマーディスパ ー ジ ョンと硬化促進剤の111則

効果によ っ てエポキ シ樹! I 白と同等 の50kgf / c m
2

ιL上の高い接着強度が併 られます。

⑪ 湿潤箇所{ こも i主人可能

7 ] ' ( 系材料で、かつノ]'(rt
l分南側丘抗性がありますの

で、湿潤箇所にも 注入できます。

④ 低い硬イり収縮、車U総収縮

硬化J収縮率は 0 . 02% 、車U 終1)(剰首率0. 25% と収縮

立は極めて低L 、値とな っています。

@$9<ii1i の防釘i効 果

超樹立子セメントの百5アノレカリ性とポリマーデ

ィスパー ジョンに合まれる防錆剤によ って鉄筋の

防錆効果に優れます。

⑥高耐久性

硬化後の烈崎刷立局長係数は 19. 4 X 10
6

/ ・C 、i制 !j 地

係数は 15X 10
4

k gf / c m
2

と、 コンクリー卜とほぼ

同等 な物性を発到し、耐久，院に優れます。

⑦ 安全

人体に有吉: な成分を合 まないので安全です。

@I f:兄扱いが容易

水系材料のため、 Ｒ 持 ｊ ｾ 知は水 ｩ 也、だけで羽使用

でき、取扱いが簡単です。

「リフレフィルボンドj の施工方法

@ 司査・・・・ひびわれの位置、 長 さ、申高等 を調査し、

マーキングします。

② 制 詔一- ワイヤーブラシ、サンタe一等でケレン

表 1 ;主人材の物性

試験項目

リフレア イノν 硬質型エポキシ

ポンド 樹脂市販lz

直後 5  

j ロー(拡ト流) 下降1111

60分後 6  

粘度 ( cps) 270 410 

硬化収縮率( % ) 0.20 0. 08 

保水係数 0. 63 

(接k g着f/強c m度2)  

7L1 40. 3 65. 6 

28 1J 5l. 9  76. 9 

(曲k gげf/強c m度2)  

7L1 5l. 8  700 

28 11 54. 0 727 

(圧k g縮f/強c m度2)  

7 11 324 454 

28 R  386 642 

il }J'O!<率( % ) 2.3  0. 3 

熱線膨張係fdxIQ-' /'Cl 19 .4  5l. 9  

します。

③ 注入プ レート の貼り付け ーーー・ひぴわれに応じた

r: IJIS雨てi主人プ レートを貼り付けます。

④ ひぴわれのシーノレーーーー・ひぴわれ表面を シーノレし

ます。

⑤ i主人材の混線ー ーー・高速ハンドミキサーを用 L、て 、

「リフ レフィノレボンドJ 'a>if掛{ します。

⑥ j主人 ( 写真 1 )・ ーーー注入ポ ンプを月' j l 、て注入 プ

レートに充成します。

D養生 ( 写真 2 ) ・0 ・ー・約24時間J :.J.J:_、養生 ( 5 ・c

以上) します。

③ f土tl f ' 注入プレート、シーノレを除去 し、サ

ンダ 一 等 で表面を初ｦｉｾします 。

おわりに

「ひぴわれ」ゃ「うき」 注入には従米からエポ

キ シ樹) ) 行がよく用いられてきましたが、 t必丘にな

っ て ｈ￭ｪ ｪＦしたような問題点力可 ｆ 摘され始め、 ￭ｾＡ 日棋

には引 ｉＮｾ 信組の材料思想のもとにセメ ン ト系 ｩ 主 人材

が凡征されています。超{ 脚立子セメント系j主人材

「リフレフィ ノレポンド」は、 平成 2 年度 より市販

を|非l始し、現注までに約l . 1 ) J m のひびわれに注

入され、品以Fな書判而をf持ています。

写真 1 注入中

写真 2 注入完了

建築 と社 会 ・1993.4 85 
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ビル窓ふさ装置

WAS HI NG GOND OL A  

日本の窓ふきシステムをリードする

舞台機構

ST A GE  MA C HI NERY  

信頼の技術

舞 台 機 構

ビル窓拭用ゴンドラ

営 業 種 目

レンタル用ゴンドラ

各種輸送機・昇降装置

最高の演劇空間を創造します

船 舶 建 造 修 理

コンビュータ支援、ソ7トの制作・販売

⑧曹司巴イ疎王[ 色祉

- 本 社 干 532 ・東北出張所 干980 ・広島出張所 干730 - 札幌出張所 干060

大阪市淀川区宮原 4 丁目 l 番 仙台市青葉区一番町2丁目 広島中区織町 8 番22号 札幌市中央区南 l条西7丁目

45号

新大阪八千代ビJ レ10階

電信 ( 06) 395- 2231附

・東 京 支 社 干 102

東京都千代田区飯田橋 4 丁目

7 番 10号

飯田橋セントラルピル 6 階

話 ( 03) 3237- 0171附

3番 20号

第 3 日本オフィスビJ レ3 階

電 話 ( 022) 22 ト0830{ll:l

・名古屋出張所 干450

名古屋市中村区名駅 4 丁目

23番 13号

名古屋大同生命ビル 11階

電 話 ( 052) 58 1- 6133附

中丸ピル 21皆 15番 地

電話 ( 082) 222- 7861附 札幌興和ビル 3 階

- 九州出張所 〒810 電話 ( 011 )27ト6313

福岡市中失区西中，州 12番33号 ・滋賀工場 干528

福岡大同生命ピル 7 階 滋賀県甲賀郡水口町さつきが丘

電話 ( 092) 751- 9121附 川番地

電話 ( 0748) 63- 1671附

・下関工場 干750

下関市彦島本村町 3 丁目 5 番

1 号

話 ( 0832) 67- 7201附

舞 台 機 構 設 備

設 計 製 作 施 工

| I  

|S A NK O I  

三晃工業株式会社

取 締 役 社長 山 鯨
ご冨邑

，同

本社工場 〒555 大 阪 市 商 淀川 区 御 幣 島 2丁目 20 - 10 

TEL( 06) 474- 3161 ( 代表) F AX (06)474-3163 

東京営業所 〒 106 * 京都新宿区百人111]" 1-23-26 ( ミナミビル)

一鹿児島出張所一



舞台装置

設計施工

舞台吊物

各種舞台機構

舞台照明

舞台幕

やわらかい発想で

舞台空聞を演出する

林武会紅 Ｑｾ 待 問

-=e. 

.戸、.

寄

本社 ・工 場 大 阪 市 福 島 区 海 老 江 8 丁 目 9 呑 9 号

〒553 T E L  (06) 452- 2325 Ｈｻ Ｂ ｜ｾＺＩ＠ F AX  (06) 452-2056 

東京営業所東京都港区赤坂6丁目4番17号( 赤坂コー ポ1001号室)

干 107 T E L  ( 03) 3505- 1355 F AX  (03)5570-1748  
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VISUAL COMMUNICATION 

感動環境創造

つむら工芸は、文化・公共施設分野に胎ける

数多くの実績を基に、確かな知識 ・技術 ・独創性により

舞台設備の設計・管理・運営を通じて

- 屋内外仮設ステージ ・トラス ・仮設スタンド ・トラックボード ・所作台

・松羽目 ・竹羽田 ・平 台 ・箱 足 ・ステージ階段 ・金・銀・鳥の子廃風

・演台 ・ステージ幕各種
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- テレビ/舞台美術 ・施設運営 ・催事企画 ・建築・内装・装飾 ・特殊造形
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全開の状態

大型コンサートホーノレに求められる最高の音響効果を追求。

可動式ノレーノてーノサ、ノレによる文化シャッターの残響可変装置。
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音を反射する状態 音を吸収する状態

1111. 文化シャッター

本社/ 干174 東京都板橋区志村3- 26- 4

f i 03( 3968) 6666営 業 企 画 部 (ダイヤルイン)

コンサートホーノレ等で、は、よりよい残響効果を求める演奏家や聴

衆の要望により、残響可変装置が普及しています。

音の響きの長 さを表す残響時間は、ホーノレの音響効果を左右する重

要な要素ですが、従来のホーノレてやは一定の残朝時間しか得る ことが

で3 ませんでした。残響可変装置を設置することにより、残響時聞

を上演内容に合わせて変化させられる f也、演奏聞の拍手や雑音を l吸

収して静音状態に戻すなどの効果があります。

文化 シャッタ ーの残響可変装置は、ノレーノf ーノサ、ノレの開閉によっ

て音 をl吸収または反射させ、残響を調節します。シ ャッタ ーの開閉 ・

制移| 牧術を応用した電到月呆作で、静かに作動します。

その高い音響効果と操作|企は、高度な上演内容や、演奏家のニー

ズに対応するため、 今後の大型ホーノレ設計には欠かせな し、設備とし

て注目を集めています。

(詳しくは左記あてにカタ ログをご請求くださ い。)
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ｅｅ 置［Ｎ，圏直 ｾｾｪｬｦｾ 冨置置置置置置置置盟国国璽圃

ｂ｡ｲ 型 ｭｾｄｉ ｍ｜ｴＱ ｒ
- チョークを必要としない逆位相制御方式により調光器

自体の騒音はゼ口、またランプのうなり奮が激減しま

した。

E 置ヨ

- ハロゲンランプ、誘導負荷( モー夕、トランス) など

の負荷の種類を識別し て負荷に適した逆位相/ 位相制

御方式を選択し、適正な調光を行います。

- 短絡/ 過負荷の際、電子的に瞬時に出力をオフし安全

性を高めました。

- リアルタイム出力電圧計測により、入力電圧の変動お

よび歪んだ電源波形でも安定レた出力電圧を保ちます。
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- 各調光回路の動作状態がコンソ ルにアンサーバック

され、すべてのディ マーの状態をモニターできます。

- 調光器のダイレク ト爆作、自己診断機能によりトラブ

ルの容易なチェックできます。

保守( メンテナンス) が容易になりました。

- フォ ーカス押しボタンにより調光制御が可能です。

- ツアーモデルとスタジオ ・ホールモデルのE タイプを

用意しまレた。

H U S- - 一一一ー

アールデイ工ス相会社 立言語i ! i / l ! ，1I ! 仙込晴・措. 回目岡

舞台照明のパイオニア

椋 試 会 事 土 松 村 電 機 製 作 所

本 社 干 113 東 京 都 文京区根，宰 2 - 1 2ー 1 1r 03( 3821 ) 6161fftl F A X  03( 3821 ) 6186 

大阪営業所 干53日 大 阪 市 北 区 天 満 2 - 12 - 16 f t 06 ( 352)  024時世 F AX 0 6 ( 352) 2972 名古屋営聾所 干460 名古屋市中区栄4ー7ー10 栄軍8ロイヤルピル f t 052( 265) 1591附 FAX052( 265) 1590 

札幌営業所 干060 札幌市中央区南三条西3-8- 1 スワ ン札幌ビル 含 011 ( 210) 9561刊 F AX OI I( 210) 9釘56臼E 広島営集所 〒73初0 広島市中区大手荷3-1卜-寸7ユナイテツドz ムケイビル 宮Dω82訂(2μ45引) 8引! 陥6引l附 F A X 082( 24柑5) 1537 

仙台営業所 干98印0 仙古市膏草区中央a←-寸i川0-1同6 セントラルビル 宮0ω22討( 2包21け)7η79引刊 F A X 日ω22訂( 2お67η) 6印89蛇2 福岡営雛所 干8削l陀2 福岡市i博専多区i博専2多b駅前卜l目5ト-2初0日本窃体生命ビル 宮092( 45 1) 3831 !ffl FAX092( 451) 3829 
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WA R M HE ART  &  T E C HNOL OGI E S  

人と出会うとき感動が生まれ、文化が生まれる。

私達は心を伝えるシステム創りをめざします二

冒 ・・・ ＭＭーｾ ・・・ ｅ
t・・_!IIIームーι I!!!I' '''Jー.........，ー』・ l

ι ーム一一

ＭＭＭーＭＭＭＭＭｾ・・I!!!!!!ームームー--ームー冒.
E ! L YI  L f l b. I I l I I I ! 】・一=ー・パ

これからの劇場のサウンドシステムは. グ

浜離宮朝日ホール

デジタル信号処理技術で使用目的に合わせて、舞台で客席の響 きを自由にコントロール。

CPU制御で舞台上の出演者位置と拡声音の位置をコントロール。

ヤマハサウンドテック株式会社

本 社/ 干103 東京都中央区 日本 橋小網町16-15 TEL( 03) 3639- 2221附 FAX( 03) 3639- 3431  

関西支社/ 〒532 大阪市淀川区西中島4- 7- 18 TEL ( 06) 305-2221附 FAX(06) 305- 3760 

九州営業所/ 干812 福岡市博多区博多駅前2- 11-4ヤマハビル TEL (092) 476- 3264側 FAX( 092) 472-2136 
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- 計画から、設計、施工まで。理想的な音場をトータルに

クリエイ卜。

- レコーデインク・スタジオ

・コンサー卜・ホール

・リスニング- ルーム

・T V/ ラジオ ・スタジオ

- 試聴室

・音楽練習室・防音室

・残響可変室

- コンビュータシミュレーションで、

理想的な音響空聞を徹底追求。

数多くのパラメータがからみあい成り立 っている「サウンド J 。

当初では、 コンビュータを導入した先進のシステムによリ、

?52を科学的にとらえ、早川“! の技術スタ ッフが理想的な音坊を

クリエイ 卜しています。泣かで繊*111な音の心 を忠' 夫に伝える

音符 ＼ ｾｮ 日をデザインし、皆様 の ニーズに的確に応えていくこ

とが、私たちの モ ッ トーです。

・合理的なスタジオの音響設計・評価には

os s システムが最適です。

ｯｳｳ システムは、人ｉｩ ｜ｬ の 碩を ｦｾ したダミーヘ ッ ドの両耳か ら

の信号を特殊処攻し、あたかも収音した音場にいる の と!日l等

に、音を Ilf lくことができるシステムです。 このシステムによ

り、聴! さ試験のがi:W: と物耳11特性 との l適当主|剥係を1I J 1らかにし、

合翌日 Ｈ Ｑ Ｇ ，Ｉにスタジオ の音 響設計 ・ ｾ ｈｩｈｩ をすることができます 。

一一 音響設計・施工・コンサルテ イング・システム開発 一一

ｾ 廿

ｬ ｾ ｜Ｗ ｩ｣ ぬ ｲｬ

| J VC I  

ど

音創りのコンセプ卜はノ

遠くまで行き渡るパン

に表現する暖かいノ、一卜(ノ

日東紡音響エンジニアリング顎

干 130 東京都墨田区緑| ー 19 - 9  TEL.03- 3634- 3525 FAX. 03- 3634- 5735 

(大阪営業所)

〒532 大阪市淀川区木川東3-4-3-401 TEL.06- 885- 1735 FAX.06- 885- 9564 

コンベンションホールや会議場なとo各々の音響空間が求めるキメ細

かなニースに対応し、その個性に合わせて、鮮やかな時間を彩ります二

- お問い合せは一 一 日本ビクター附 特機事業部特機営業部 (干192)東京都八王子市石川町2969-2 fi (0426)60-7243 VI CTOR CREATES IT. 



P R O F E S S I O N A L  S O U N O  S Y S T EI ¥パ& O E S I G N  

色鮮やかなま温ちりのある音

H Y F A X  

不二音響は、新しい! 脅| 主を生み出す技術と、

人にやさしいマンマシンインターフェースてヨ里想的な

音響システムをフルサポートします。

不 二 音 響 株 式 会 社

東 京 都 千 代 田 区 六 番 町 7 - 22 T E L (03) 3263- 31引物 F AX (03)  3263- 0440 干 102

名 古 屋 市 中 区 栄 2 - 11 - 3  白川アカデミービル ｔｅｌ Ｈ ＰＵＲ Ｉ ＲＰ ト ＴＹＲＲ ｾ 切 ｆａｘ (052)  20 1- 5650 干460

大 阪 市 西 区 北 娼 ，工 1 - 1  - 24 四 ッ橋近商ビル T EL (06) 54 ト 7263附 F AX (06)  54 ト 7269 〒550

仙 台 市 宮 城 野 区 元 寺 小 路 221 サイビル T E L (022)  295- 8648附 F AX ( 022)  295- 8647 干980

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 東 2 - 5  - 37 t専多ニ y コービル T E L (092) 452- 2811附 F AX (092)  452- 2796 干812
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名古屋営

大 阪 営

仙 台 営

福 岡 営
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大
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お

剛

山

花

山
μ

臨

棚

Ｇｅ 主 ｾｉ

会館・劇場・ホール用として実績を誇る

エイキ大型クセノン 16 ミリ映写機。

E X・9900(M)

E X・9100(M)

E X・6100S(MB)

2 . 5KW 

クセノン光; 原

2 K W 

クセノン光源

1 K W 

クセノン光原

. “マルティーズクロス " スプロケット ・プルダウン間欠給送方式

園高出力ステレオアンプ内蔵

2 トラ ック ステレオ ・レーザーサウンド再生可能

. シンクロナスモーター搭載

. オートスター卜・オートスト ッフ。機構

. チェ ンジ オーパー ・リモコン回路内蔵

4 指 み 映 棋 工 業 構 式 会 社

主園長地に代理庖嗣完備カタログ閥' 1 <11下配ヘ

本 社 〒530 大阪市北 区 万 才 町4番 12号 (1ft 速ピル) T EL(Q6)311-9475  

東京支社 〒 105 東京都港区虎ノ門3丁目1番 11号( 第7森ピル) T EL (Q3)3432- 3356 

九州支社 〒812 福 岡 市I尊多区博多駅東1丁目 11番 15号{ 博多駅東ロピル) TEL (092)431-0222 

北 海 道 セ ノ タ ー 〒065 札幌市東区北35粂車9丁目 2書23号 T EL( 011)711-9222
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鮮明画像で見やすく美しく。 園 目をみはる新映像コミュニケーション

AZ-1600シリーズIAZ-3000シリーズ

脳内外や昼夜を|日lわず常に明るく見 . スタジアムや公営競技場など、より大

やすい鮮明 映像を人々にHdJ t いたし . きなi i ! i li 面サイズが求められる場所で、

ますL 凡やすい大きさのjillHful 立、人の . のl映像表示に対応しま主 新 開 発 の

集まる場所でフレキシフツν に対応し . 高 郷1度政1位行の採用により超大型

ますので、設［丘環境をＺ￬Ｑｴびません 。 多 Ｎ 岡両ながらも鮮明画像があらゆる ｉｾ

彩な映像情報を的 確tニ伝えるヒeジュ . 像情報を伝i圭しますL より多くの人々

アノν コミュニケーターとして活断: してい . へ、より多〈の感動と興殺を迫力映像

ます;. . で提供しますL

剖 ｮ￱ｾｬｩ ｬｊを ｩ 貸出する新情報メ界ｻア

AZ-2600シリーズ

S fPJA S T R O 

日々変貌する者llin空 間にあり、さりげ

なく多彩な'h'j幸1 m供を行い、限られた

スペースを有効に利用する情報メタf

アとして好: W' ですL カラー静 止 画 像 は

明るく見やすい表示で訴求力も高〈、

特に広告効果が有効です。

心 的 ｾｊｴ ，こす先端技術 Ｍ ｈｵｭ｡ｮ El ectroni cs 松下電器・松下通信

松下通信工業株式会社/ 電波事業部干223 ，量浜市港北区綱島東4-3- 1 n 045( 544) 3533 



隣 り の
ヨ包

目 を 届 か せ な い

| 鉛遮音材 PH8NSHEETI 

種々の音が発生する

集合レジャービル。

鉛遮音材「ホーンシート」は、

遮音効果の高い鉛板を

ベニヤ板、石膏ボ一時に~ 乙

_..'- _ : / 告'

貼り合わせ、簡単な施工で、ぐやL /

• 
社団法人 劇 場 演 出 空 間 技 術 協 会

] AT E T の使命は一一一

「劇場演出空間施設の総令的な技術の向

と、国際交流の増進を図り、もって我が聞の

経済文化の発展に寄与すること J であります。

しかしながらこの使命ぞ果たすためには、

まず芸術家、専門家としての佃 人の方々と劇

場技術のメーカー及び文化活動を鞘極的に推

進支張する企業主L午がーィ本となって新し L 、品目織

を形成することが不可欠であり、各方而から

の この婆簡に答えるべく通商産業省所管の ，、

1990年 7 月、社団法人として劇場演出空間技

術 協 会 併 記L されました。

現底、個人会員74名、法人会員7併i の正会

員を擁し、社団法人としては他 に例 をみない

ソフ トとハー ドが結令 した特呉な団体として

の活動を展開し、舞台芸術の多様化に伴う

大阪化工株式会社

大阪府吹田市山回東 1丁目 12番 12号

室主( 06) 876-2334 ( 代) ⑤ 565 

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 4 - 14 - 4  

外山ピル6F fi (03)3375-2195 ⑤ 160 

豊 中 工 場 豊 中 市 庄 内 宝 町 1丁 目 7 番 38 号

合 (06)333-7711 ｾＵＶ Ｑ＠

様々の問題、即ち「安全基準の有f位 J i各樹支

手間以主の策定Ji 施設迩恒; の基盤整備J II 主11待 攻

流の促進J 等について的確に対処すべく 、地

道な努力を重ねつつあります。

協会のねl f . f & としては総会、理事会及び企画

連常会議において基本方針、業務の執行を決

定すると共に具体的な i舌ffiJ:雌|刻として、総務、

間際交流、技1;1可、教育研修及び広報の 5 委 員

会を設置し、更に技術委員会に専門分野を担

当する建築、椴将ム !! (1r1)' J、音響、 H央イ象及び美

術の 6 部会が設けられております。

今回、本誌の執筆に際しては、それぞれの

テーマに応 ν て各部会の責任者が対応したも

のであり、当協会の誇りとするソフトとハー

ド両而にわたる技仲T7_K準 の一端をあらわすも

のと自負しております。

件c村孝 ・事務局長記)

氷点目11草' I i 街区斤人111f3-1-2  Jl U i ¥グロープl車内

T E L  03-3360-6134 F A X  03-3360-6135 
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[ お知らせ]

「ファ二チュアーの生態学J 平井康之展

日時 1993年 5 月11 日伏ト16日(日)

1  1  :  0U'"'- 19 :  0。

会 場 アー トスペース虹 ( TEL 075- 76 卜9238)

京都市東山区三条通神宮道東入都ホテル西隣

イギリスのロイヤル ・カ レッジ ・オブ・アート (RCA)

に留学し、ファ ニチ ユアー ・コース に在籍して 2 年が

かりて雪虫自のプロジェク トに取り組んだ平井康之氏の、

家具作品展が京都の画廊で聞かれる。

平井氏は、研究テーマにオフィスの「リフレ ッシユ ・

コーナーj を選ぴ、卒業告別乍のため 2 カ月にわたって

ヨーロ ッパ ・オ フィス調査旅行をした。オフィス・ワ

ー力ーの| 日の完全なリフレッシュ ・コーナーイ吏用パ

ターンを記録 ・介析し、その結果生み出されたものが、

「寄りかかる」オフィス家具である。

今回展示されるのは、ヨ ー ロッパ ・オフィスのリフレ

ッシュ ・スペースのためのテーフ'ル、椅子、そしてカ

ウンタ ーである。

平井康之氏一1961年生まれー

1983年京郡市立芸術井寺デザイン宰停業

198鮮側コクヨ入社、パブリック ・スペース家具勝部

199昨 10月に RCAに館学

1992年 7月に卒業 RCAで活: 初の M. phi l(笥学修士7と di sti ncti on

( 優等賞) を侵与される

96 建築と社会 ・1993. 4

n f o r ma t i o n  

神戸建築探訪- 6 月のラリー

6 月の< アーキ合ラリー> は、ウオ ーク ・ラリーだけ

が予定されている。参加費は無車十。

参加申し込みは、神戸市民生協( 〒650 神戸市中央区

江戸町92 TEL  078- 391 - 2372) へ往復ハガキで。

・ウ オーク ・ラリ ー

6 月 6 日(日) 和田岬砲台と史跡めぐりー兵庫津の道

コース ( キャナルタウン兵庫、利回桝士、和田山甲

砲台、真光寺ほか。 J R和田山甲線を利用)

6 月20日(日) 須磨の歴史と洋館めぐ り 離宮 ・須磨

寺 コ ス( 綱敷天満宮、須磨寺、室谷邸、須磨離

宮公園、天理教期申大事長会一旧内田邸ーほか)

公開、、病院建築基礎講座H

初心者向けの、病院建築基礎講座' が、 (紛日本病院建

築協会 (TEL03- 3453- 9904) 主催で鳥群雀される。

会 期 1993年 6 月14日開). 15 日仰

会 場 明 治 大 学 会 館 ( 東 京 都千代田区神田駿河台)

定 員 120名( 定員になり次第締め切り)

会 費 病 院 協 会 会 員20000円、一般40000円

申 込 参 加 者 名 、 勤 務 先 住 所 ・電話、会員 ・一般の

区別を記入し、 日本病院建築協会( 干 108港区

平井康之氏のハイポジション・ファニチユア 芝 5 - 26- 20) へ郵送か FAX で申込みのこと 。



通常総会

第 2 回通常総会

ＲＴ 日・ Ｕ 時 ｾＵ 時 Ｒｾ 子 ・ 於本会会械室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 日 名

検 事 ( 1濫 事 l 名選挙の件

(2休部所属評議員21名選挙の件

(3監事並びに評議員重任の件

(4)名誉正会員推挙初件

理事会

第 7 固定O"lj I ' 里事会

ＲＴ 日 ・ Ｔ 時 ｾＴ 時 Ｔｾ 子 ・ 於本会会機室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か32名

誠 事 ( 1)平 成 5 年度事業計画( 案) 決定の件

(2)平 成 5 年度収支予算( 案) 決定の件

(3) f 大阪府公共建築設計コンクールj に対す

る協賛並びにイ圭作 l 点に対し、日本建築協

会賞を授与する件

(4)  r ' 93経営セミナー中堅幹笥苅汗修会」並びに

r R  M樽厳重施工管理マニュアル講習会」後

援名義使用の件

(5)入退会者承認の件

(6澱 告 事 項

編集委員会

大先輩に聞くインタヒ' ュー

2 日 ・ l 時 ｾＳ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 例 座 正 信 氏 、 戸 田 光 学 氏 、 高 田 光 雄 編 集 委 員

第 11回会員企画小委員会

Ｒ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時・於本会会議室

出 席 者 佐 伯 副 委 員 長 代 行 ほ か 3 名

税 事 ( 1)シ リーズものの報告と掲載予定

(2溌庁しい企商案について

第 11回作品作風.'J' 委員会

3 日 Ｖ 時半 ｾＸ 時於本会会 ｅ 政室

出 席 者 前 川 副 委 員 長 代 行 ほ か 4 名

機 事 ( I){乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(2) {乍品の選定

(3)  rGal l eryJ の掲載報告 ・予 定

(4)その他

第 10回編集委員会

Ｔ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 ; 餅申委員長ほか 3 名

誠 事 ( 1) 2 月号「大防存営繕J 特集幸五色報告

(2) 3 月号「東海の↑ 桝均館 ・美柿沼官」特集路島

報 告

月間の動き

ＱＰ 日・ Ｔ 時 ｾＶ 時・於本会会説室

出 席 者 植 田 幹 事 ほ か 3 名

議 事 特 集 案 検 討

第 4 団法令分科会

ＱＵ 日・ Ｒ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 岩 団 幹 事lまか 4 名

議 事 ( 1) r法令コーナーJ の 企 画

(2法 令 特 集 の 企 画

単行本「言剣勝融J ( 仮称) 執筆者打合会

ＲＳ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時半・於本会会議室

出 席 者 日根東i台 、 勝 岡 氏 坂田進、弓崎幸治、大木

稔、中村秀行、佐々木明美の各氏

議事単行本「設備空白抜: J ( 仮称) の原稿チェックと

構 成 の 検 討

第 12回概量分平陰

ＱＸ 日・ Ｖ 時 ｾＹ 時日 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 二 宮 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1) 8 月号「建築の再生一概宣妓術とのかかわ

りにおいてー」特集の企画

(2)  r概 宣 の 頁J の 企 画

第 8 回計画系ー インテリア ・住宅一分科会

ＲＳ 日・ Ｗ 時 ｾＹ 時半・於本会会議室

出 席 者 福 田 委 員lまか 4 名

議 事 「インテリア ・住 宅J 分科会の特集検討

第 11回広告企画小委員会

ＲＳ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時半・ 於本会会議室

出 席 者 池宮IJ 副委員長代行ほか 3 名

議 事 ( 1) 2 月号「大劇存営繕」特集広告報告

(2) 3 月号「東海支部J 特集広告途中経過報告

(3) 4 月号「劇場の言釘制特集広告途中毒五島報

告

(4) 5 月号 f!.策境J 特集広告途中経過報告

(5) 6 月号「者日市のスカイライン」特集途中経

過 報 告

(6) 7 月号「インテ リアJ 特 集途中経過報告

(7) 8 月号「建築の再生J 特集途中経過報告

(8触自特集企画、その他

(9阪 支 状 況 報 告

事業委員会

第 9 回若い会員の集い小委員会

Ｒ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出席者杉本劃委員長( まか 3 名

議 事 ( 1揃回事業委員会の報告

(2)今後の企画について

第 3 回広報第 l 分 科 会

Ｓ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

(3) 4 月号「劇場の設備」特集経過報告 出 席 者 奥 村 幹事 ほ か 5 名

(4) 5 月号「環境ー限りある自然と建築のかか 議 事 (1): 実施報告

わり J 特集結晶報告 (2)今後の企画

(5) 6 月号「都市のスカイラインJ 特集経過報 第 l 回見学会小委員会幹 事 会

告 Ｔ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＵ 分 ・ 於本会会議室

(6)8 月号「建築の再生」特集経過報告 出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 3 名

(7)その他 議 事 ( 1)平 成 5 年新年度の見学会開催の計画

(8)平 成 5 年度特集スケジューJ レ検討 (2噺 年 度 の 幹 事 ・分科会の体制

(9収 支 状 況 報 告 第 3 回広報第 2 介 科 会

第 5 困施工材料分科会 19日 . 6 時 半- - 9 時 四 分 ・於本会会議室

【平成5年 2月分】

出 席 者 川 村 、 酒 井 両 幹 事 ほ か 5 名

機 事 平 成 5 年度の企画について

教育委員会

建築工事実務講習会講師打ち合わせ会

ＱＰ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

出席者橋目講師( 竹中工務庖) 、藤井講師( 大卒将司

金田副委員長ほか l 名

機 事 テ キ ス ト ( 積 算 ・仮設見殺) の改定について

出版委員会

第 10回 出 版委 員 会

ＲＵ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 山 田 副 委 員 長 ほ か 8 名

Z殺 事 ( 1) <プロのノウハウ〉と特装本の経過報告

(2)今後のテーマと執筆者選定について

(3)プロのノウハウ講座シリーズについて

見学会

ORC200 ( 弁天町駅前開発) 見学会

18日 ・l 時半 ｾＵ 時目分

参加者 111名

建築クラブ

第 250回朝食会

Ｙ 日 ・ Ｘ 時半 ｾｉｏ 時・於大阪グランドホテル

演 題 「うだっ」

講 師 中 西 徹 氏 ( 京 阪 百 貨 庖 取 締 役 社 長 )

参加者 61名

日 両 区 園 都 市 住 宅 ・住環境形成計画調査委員会

第 4 回委員会

Ｑ Ｘ 日 ・ Ｓ 時 ｾＵ 時半 ・ 於「ライオンズホテル大阪」

出 席 者 巽 委 員 長 ほ か 日 名

機 事 ( 1)1さ宅・住環境形成方策の具体化

(2間 査 の ま と め

2 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 l キ心

清水建設( 株) 神戸支庖建築技術滞日

目閤人会員 3 名〕

豊田宏止佳 中 村 洋 二

( フジタ) ( フジタ}

山 地 真 人

{ 三和電 揖}

建祭と社会 ・l 叩 .4 97 



「建築と社会」誌21年・特集一覧 昭和47年 ~平成 4 年

「建築と社会」誌は昭和42年から A 4 変形判 となり、特集と作品作風頁を二本柱に、シ リーズものの頁を織り込み、その時の社会を反映したテ

ーマを選んで、掲載してきた。売価は980円( 消費税込) 。購読希望者は事務局 (06- 348- 0635) へ。

* は欠J ，J

巻

号
1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12  

冬期オリン
調院 司俳 刻取 事 判院

*  

本 本
調験 牟

昭和47年 600号 インテリア 都 市 交 通 i量 産 住 宅 者11 市 住 第 19 回 北 陸 の

(53集)

ピ /' 1 と

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題

水 利 用

の 設 備

一 般 号

環プ境ロへーの

者11 市 防 災

青年技術者 新 建 築

キL 眺

( 桜中学) ア チ

調ド .  割前

*  

.  .  司院

*  *  

昭和48年 泉タ北ニュー 大阪大林ピ レジャーと 大阪国際ピ 老 人 住宅一建築 新用途地域 第 20 回 ヨーロッノマ

建築教育 ウング〉コ 総 造 と 施 工 仕上と材料 (7) 

(54集)
雌ミiュニテ高ィt  

l レテ・ィング 施 設 j レテ・イング コミュニティ 家のすまい ltiJ と 潔 境 青年技術者
まちづくり

‘  

寧

既成市街地
.  

建築生産と 高層プレハ
当与 .  司区

昭和49年 歴 史 的 I羽 目 σ〉

保養所作品 の 住 宅 地

北摂ニュー

流通機構の

ビ ル の 省

プ 住 宅 の み ど り

屋根失防水工 第 21 回 ビル防災に

(55集) 環 境 保 全
建築な は

エネルギイじ

Z]'; の 敗 例

青年技術者 |刻する 12f，主

どう るか
務備の方策

タウン計画

変 容 構 造 設 計

とその対策

*  *  
P C  : f.&:を

.  建築とプレ 生活相| 水
*  

ー院
.  

昭和50年

図i 1 ' 館

東 海 の

インテリア 使 用 し た

社 会 ・ 者11市の景観

ストレスト 処 理 施 設

人I i J J 涜 境 騒管対策と 第 22 回 集合住宅の
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兵 庫 県 そ - 日本建築協会 コンクリー

“  

判院 判ド
埋立地に題おけ一 日 本 住 宅

.  
建築におけ

*  

昭和52年
60周年記i 号 トの品質管

日影規制と る構造問

ミ ー乱計開発画開発

第 24 図

(58集)

動 向 部 分
の風土と主主

- ニュータ 理と行政指
法

身障者施設 ! 照明設備

大阪南港と芦

公 団 と
から 的

る省エネ l レ

青年技術者

と 全 体
築- 建築界 ウンの管理 導 の 方 向

昆浜を例t して 建 築 作 品

句=、ニニ "-

ギ ー 化

デ ザ イ ン
司惨

医療施設ー
司豚

*  
組合方式に C AD  -

司』 別加

昭和53年
の 動 向 ー

水

病 院 建 築
外 壁 電波障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ピノレ環境

(59集)
新 旧 の コ と 情 報
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本 庖 東京都千代悶区有楽町1- 4- 1 電話03( 3502) 6111( 大代)

支 唐 名古屋 ・九州 ・北 海 道 中 国 ・東北 ・北陸 ・四国

空 気 調 和設 備

衛 生 設 備 設 計施 工

φ 三建設備工業株ま§ 社

大阪支l苫 大 阪 市 北 区 紅 椴 凹r 3 番 5 号 泣 訴 (352) 1  1  3  1刊

本 社 耳弱 苛11<1' 央区日本相漁料初IIT 2 - 2 2 屯 話 ( 3667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 . fl山古 ・札 幌 ・広 烏 ・初 問 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。 -・・

-‘ -・

空晃 調
樟式会社

本 社 大 阪 市 中 央 区 域 見2丁目 I番61号 Y イン21Ml o? ワー 電話 06- 949ー 1371

* 京 本 宿 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話03- 3344- 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北区西 天満 4 丁目 6 得 18号 電 話 06- 363- 1371

支 盾 仙 台 ・機 浜 名 古 屋 京 都 神戸 ・広島 ・福岡

営 業 所 札 眺 ・松江

出 1M 所 管 森 秋 田 ・盛岡・大宮・千葉・川崎富山福井 ・和歌山 ・

鳥取 岡山高松下関 ・ 熊本・ 鹿 児島 ｾＨｉＧ 純

- .  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

(.J よりよき環境へ技術で挑む一一一一

守 株式会社落語研

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11lI'i l6号( オートセンターピ ル1 .  2階)

!fq; 便番号542 ; 江訴大阪 (06) 768- 5  0  3  1  代 表

メノテナンス部' ; [ 話 大| 仮 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1  代 表

東京文山 東京都文京区小石川 ｬ 丁目 Ｑ Ｒ 番 Ｑｾ 号 Ｈ 日本生命小石川ピル Ｗ 階 Ｉ

郵便番号112 m話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代表
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空 気 調 和I .L.竺竺L 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛生 てごっ7 設 計 施 工

人に優 しい環境づ くり

第一工策撒式怠祖

大阪支庖 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 14号

屯 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1(代 表)

本 社 〒 100 耳弱諸|珂イt 問区丸の内 3 丁目 3 番 l 号

屯 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事会 社・ 大 阪 ガ ス住 設 機 器 特 約 底

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号; [ 06- 466- 2268 

大阪営業所

枚方営業所 枚 方 市 叩 斐 国 東 町 9 - 3  ' ; [ 0720- 49- 2128  

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

おお西原、衛生工業所大阪庖

大 阪 市北区中illt 6 丁目 8 祷 4 号 電 話大 阪 (458) 3628番

支 庖 ・色 調1斤 稲 岡 ・京者11 . 天 理 ・川西 ・神 戸

空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 並 施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本 社 及 京 都 支 唐 京 都 市 南 区 西 九 条 12 回 III J 2  0 客 地 の l

電 話 (681) 5 1 0 1  - 5 ・夜 UJ 只.11-用 ( 691) 1 0 4 5  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北区 天ii :!J 1- 5- 20 '，r;: 話 ( 06) 352- 3501刊

三 重 支 l苫 津 市 栄 III J 2 - 1 1 1 '，II 話( 0592) 26- 3610間

四 日市営 業 所 四 日 市 市 西 末 広 III J "包括 ( 0593) 53- 7431刊

滋 賀 営 業 所 大 津 市 中 央2丁目 4- 28 '，II 話( 0775) 22- 9738附

大 規 模 空 間 ( 天 井 金 属 パ ネ ル ) に

;;;ニ: 222; ; OKUJ U

内外装創作パネル・システム天井・間仕切

本 社

大阪市北区西天 満5丁目 3番7号 〒530

T E L (06) 312- 4131  FAX( 06) 312- 7998 

東京・九州 ・横浜 ・名古屋 ・仙台 ・宮崎・京都

掠式会社オクジュー



一

五

佐

川

町

付

木

簡

信

相

川

洲

士

E

E

E
削

ω
州

同圃・・

0

6

九

調

当

事

崎

川

陽

空

戸

」

膚

叫

制

冒

-
a

町

E

U

E

装

「

l

-

m

日

一盟

問
山

4

票

一一一

夜

日

電 気 工 事 設 計 施 工

。 制 制 三 輿 世

代表取締役 土 井 敏 裕

本 社 大 阪 市 北 区 西天渦 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビノレ 5 階)

危 話 0 6 ( 3 6 1) 3 6 7 1 ( 代 )

支 広 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 茅 場IlI f 2 丁目 1 7 番 3 号

包 括 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

営 業 所 堺 . ｽ￬ｾ＠ ｾ Ｋｉ・ 泉 南 ・ 滋 賀

電気設備・計装制御設備・空調段備・クリーンルー ム段備・プラン ト設備

給排水衛生設備・エ ネルギー集中監視システ ム 設計施工

& 三 宝 電 機 織 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

事 祖干印式飯市北区西天盟12-&-8ぽピJレ) TEL 団(364)1471- F  AX 侃( 湖沼田3

車京支誼干偏東開港区新相12-16( 二ユー輔蝿ピル) TEL伺( お似 )0231-FAX 悶(5倒)0268

名古車豆后干461 名古車市1惚童1' i 3-11-14 TELO盟(9引)5131- FAX051(914)7535 

得戸支后干o s ' 神戸市置E岩盤ヰ司1-1-')( 工ビスピM TEL078ω1)5571-FAXO用(871)6161

m研究所青銅京銀府堺市三宝旬七:1"3国 TELOn1(17) ω8・FAX0n1(VJ1喧4

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一: : : ア)Ｈ株Ｉ副ｾＺｊＺｊ ! ] D::2 

営 業 種 目

- 防 水 工 事 塗 布 |坊水 ・シー ト防水・モノレタノレ防水

・樹 脂 j主入接 着 工法 各 傾 倒1m注 入 核 地 補 修 工 事

・亀 裂 補 修 工 事 各 組 樹 脂 注 入 ・充 填 コ ー キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 シ リコ ン ・チ オ コ ー ル ・ウ レ タ ン ・ ア ク リ ル

・吹 付 工 事 アクリノレ・リシ ン - ｾｬ ｬ ｬ 性タイノレ ・ その他

く〉建 設 業 許 可 大阪府知事例可 ( 般 ー53) 第 51225号

o日本 シ ーリ ング工 事 業協 会 々 員

大阪市北区末広町 3 - 21  

III 和地所別町ピ Jレ2015

TEL 06(3J5)  0  7  0  J  

。来) 特殊技研

⑧議議輔肱式会結

代表取締役社長 依 藤 孝 行

〒534 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号 T E L (06)351- 5428(tt) 

F A X(06)351- 5299 

c;"，o. 3名言問歪房副" 1 -

唱 F電'ー....

⑫白玉掛王室謀長持

ー・ 4 可・1: 11 掴・置

人と都市の快適な環境をつくります

世鍵祖目段針・施工・監理

・電気段備

畳宜電 ・幹雄

勘 カ 制 割 装置

電話、担送、イン ターホ ン

防 犯、防虫

中失監視制調

ンステム肘甚

- 空調 ・給緋水 ・衛生役備

空貴闘和

工繍配菅

水陸理

- 情報通信股備

情舗通信ネ y トワーク

情絹思想

i畠惜システム

抽進システム

・電力; 総量股備

畳宜電

架空送配電

地中送配電

コー ジェネレ ーション

クリ- " ルーム

・プラン ト

プラン ト肘轟

システふヱンンニアリンク-

.，，' .h¥on6凹 日 参!J.!!:!/r::

ゐ ｮιｾι 一一一一一ｾ

令 住 友 電 設 株 式 会 社 2522認 知 器 臨 む;zm321;T

気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 立 士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ビル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0665 福岡出張所 TEL 福岡092(771 ) 6 1 6 8  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

支 社 長 馬 田 栄

大阪市中央区高鹿橋4 丁目 3番 7号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿・神奈川 ・東関東・中部・九州|

Const r uct i on c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  

練 式 会 社 工 ヌ 工 ム ピ ' 一

線 式 会 事 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支底 大阪市中央区北浜3-2-23( 信量ピル)

Mast 割 Bui l de何 丁 目h附 句es T  E  L06-202-3294 

。... . T J - ) ' v * - 酬の断熱用シ~人A

』るコ/ 司 令

目宜バイナリーシート P
日立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術て相暗した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです。

自主電線株式曾批判開刊区肌1 1 " 目1・2雪(干代田ピJv)

101  



1I
1
J I レヲ J l J 9J l

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種 ・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ー ( ETC- F)

・オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T し)

. オリエンタルカラースーパーメタル ( C S P M)

・ オ リ エ ン タ ル ユ ニ ラ イ ト ( U N  L)  

色 彩 豊 骨
小 五 五 回長 尺 物

ロ

ロロ

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る

技 術Uつフターヴヲユデ

盛市I J I シヲ Jl :J. 9J l 製造線式会誼

S/J、i皮 ' S大i皮・ Vi 皮 ・ボ ックス波・ W ジャンポi皮・ V デ ッキ

S Vジャン ボi皮・ボルトレスルーフ BL' 其の他

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパーヱキゾスター(強制))

ボーロイド( 断熱材 ) O. G.K. ※ カタログをご請求下さい。

干 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6  屯話大阪 ( 06) 412- 513H仰

大 阪 九 州 名 古 屋 ・広向 ・東条 ・紺E路

干 335 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32号 i-tl: Jlfj 厳 ( 048) 442 - 3115(仰

東北 ・東京 ・関東・熊谷

i皮板規格

途用

エターノコア - F大和郡山市九条スポーツセンター屋根

デンカC S Aファミリー製品

-ョーニJ OC S A ( 膨張性 j昆和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

Ｍｔ 二Ｎｉ Ｐ Ｇｦｾヨニ Ｎｉ Ｈ ク ラウ卜用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二ＮＱ Ｐ 守ョーデ ｮｊ Ｇｊｾ Ｈ去私 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

.ョーニ.I n E S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・零ニ.I nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

業 ネ土

A

Q

玄式株産

，三=唱

フI て浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖
T EL  4': 杜 ・京 都 ・制 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

4 合、

A  式株産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  T EL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

TEL  大阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

社

A

ム

玄式株産物羊光

2 5 2 - 6 0 0 0  

102  
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第12回

'93 総合建築材料・設備展

ご招待 I  

会期/1993年5月26日側→29日比) 10: 凹AM- 5: 凹PM

会場/ インテックス大阪 1号館

主催/ 社団法人日本建築材料協会・日本工業斬聞社



アンケート (ν 印をお付け下さい)

1. どこからお越しいただきましたか

口大阪市 口大阪府下 口京都府 口兵庫県

口奈良県 口滋賀県 口和歌山県 口東京都

口その他( )  

2. あなたの業種は 一一一一

口官公庁・公団・公社 口設計事務所

口建設業・住宅関係 口建材メーカー・商社・販売業

口団体役員 口一般( 学生)

3. あなたの職種は

口経営・管理 口総務・資材 口広報・宣伝

口生産・技術 口研究・開発 口営業・販売

口一般事務 口 その他

〈名刺をお貼りください〉 お持ちでない方はご記入ください。

氏 名

勤務先名

勤務先所在地 ⑨ 

TEし

所属部課名・役職名



第12回

'93 総合建築材料・設備展

建築業界の方、必見. ノ

・国 内 130社 。米 国 ・カ ナ ダ ( 16社 ) 初 出 展

1993年5月26日( 水ト29日(土)

インテックス大阪1 号館

主催/社団法人日本建築材料協会・日本工業新聞社

圃後 援

通 商 産 業 省 、建設省 、農 林 水 産 省 、自治省消防庁、大阪府、京都府 、

兵 庫 県、滋 賀 県、奈 良 県、和 歌 山 県 、大 阪 市、大 阪 商 工 会 議 所、住 宅 ・

都市整備公団関西支社、住 宅 金 融 公 庫 大 阪 支 庖、 日本建築総合試験

所 、日本建築協会、大 阪 府 建 築 士 会、京 都 府 建 築 士 会、兵 庫 県 建 築士

会 、滋 賀 県 建 築 士 会、奈 良 県 建 築士会、和歌山県建築士会、大 阪 建 設

業 協 会、日本建築学会近畿支部、新日本建築家協会近畿支部、大 阪 建

築士事 務 所 協 会、建 築 業 協 会 関 西 支 部、 日本建築構造技術者協会関

西 支 部、大阪建築防災センタ一、関西ツーハイフォー建築協会、 日本

商環境設計家協会、日本設備設計家協会、建 築 設 備 綜 合 協 会、大 阪

21世 紀 協 会、 ソーラーシステム振興協会、 日本建築積算協会、日本

建築設備技術者協会、 ベターリピンク、日本住宅リフォームセンター

(順 不 同)

聴講無料

建築トレンドセミナー

|5月27日(木)

・ 午後 Ｑ 時 ＲＰ 分 ｾＲ 時 ＲＰ 分

くテーマ> i 個」化の時代のライフスタイル

講師/ 積水ハウス (株) 総合研究所 専務取締役所長

福 井 佑 吉 氏

・ 午後 Ｒ 時 ＳＰ 分 ｾＳ 時 ＳＰ 分

くテーマ〉カナダ・北米林産業の現状と将来

講師/ カナダブリティッシュ ・コロンビア州政府日本代表事務所

特 別 顧 問 佐 藤 裕 之 氏

|5月28日(金)

Ｍ 午後 Ｑ 時 ＳＰ 分 ｾＳ 時

くテーマ> i個」化の時代の住環境

講師/ 大阪大学工学部教授 東 孝光氏

・ご来場の節は、左の招待状をご持参下さい。ガイドブックとカタロクパックを差しあげますo

※ お 問 い合わせは 下 記 事 務局 ま で ご 連絡 下 さし 1。

く事務局〉社団法人日本建築材料協会 日本工業新聞社事業部

〒5日 大阪市西区京町堀1- 8- 3 ｔｅｌ ＮＰＶＭＴ Ｔ ＳＭ ＰＳＴ Ｕ ｾ Ｗ＠ ヂ530 大阪市北区梅田2- 4- 9 ｔｅ し ＰＶＭＳ Ｔ ＳＭＳＲＲＲｾＴ
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情報網や交通網の充実など、都市空間整備のテーマは、人の感性や精神面での豊かさを重視し、

より快適で高度な機能を備えた環境を造り出すことです。

東芝は、このインフラストラクチャの領域で培ってきた技術力とノウハウを舞台機構に応用。

高度な技術で豊かな文化創造につながる劇場空間の創出をサポートします。
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装飾作業時の保全や、

出演者・観客に対しての

安全性を確保します。

舞台の機構全体をトー

タルに統括・管理します。

コントロール

舞台の設定、進行など

に、ジャンJ レや演出を問

わずフレキシブJ レに対応

します。

舞台転換や演出設備な

と' のスムーズなムーフ'メ

ントを実E見します。

[東芝舞台機構の特長]

株式会社 東 芝 干 105- 01 東京都港区芝浦トト1(東芝ビル)

官公システム第1・2部 f i ( 03) 3457- 4378 施設シス テ ム 部 公 (03)3457-4265

先端技術を文化創造に・ . . E&Eの東芝


